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すぐれたガイドとは？
小林寛子（東海大学）

観光研究最前線 ❶

活動報告

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

の
事
例
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視座

ガイドは
観光振興の
主役となる
可能性がある
松田光輝（知床）×
江崎貴久（伊勢志摩）×
松本毅（屋久島）

ガイドツアーの
醍醐味
小町篤×
来山久仁子×
本藤聡子×
水野恭一（風の旅行社）
撮影：笹野忠和
構成・文：井上理江
インタビュー
三木昇（ネイチャーガイド）
川﨑一洋（大日寺住職）
飯島 泉（甲州市）

国内旅行における
ガイドツアーの
参加経験と
参加意向、
求めること

新型コロナウイルスが
外国人旅行者の
海外旅行意向に
及ぼす影響と
今後の展望２
柿島あかね（JTBF）

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向４
安原有紗
五木田玲子（JTBF）

第 24 回
たびとしょCafe
「ビジョンを
共有するための
デザイン」
たなかみのる氏（パラボラ舎）
ゲスト

ガイドは
持続可能な観光振興の

旗手となる
寺崎竜雄（JTBF）

　
歳
か
ら
の
ガ
イ
ド
人
生
。

「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
を
目
指
す 

小
林
茂
雄（
南
富
良
野
）

自
然
の
中
に
踏
み
込
む「
扉
」
を
探
し
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川
村
祐
一（
奥
入
瀬
）

森
を
散
歩
し
て
給
料
貰
え
る

よ
う
に
な
ら
ん
か
な
？

安
倍
輝
行（
奥
日
光
）

いつ
ま
で
も
発
展
途
上
の
ガ
イ
ド
でい
た
い

須
田
泰
臣（
小
笠
原
）

こ
の
価
値
を
、伝
え
た
い
、守
り
た
い
、もっ
と
高
め
た
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澤
井
俊
哉（
上
市
町
）

富
士
山
を
、今
よ
り
もっ
と

よ
い
状
態
で
未
来
に
返
し
た
い 

近
藤
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一 （
富
士
山
）
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オ
ブ・
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ン
ダ
ー

〜
原
点
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜

加
々
美
貴
代（
菅
平
）

好
き
に
なって
、何
度
で
も

訪
れ
て
も
ら
い
た
い

山
部 

茜（
上
高
地
）

ガ
イ
ド
と
は
、

地
域
の
タイ
ム
カ
プセル
を
紐
解
き
、

未
来への
ヒン
ト
を
手
渡
す
仕
事 

大
西
か
お
り（
大
台
町
）

ガ
イ
ド
業
を
、

子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
職
業
に
し
た
い 

島
袋
裕
也（
沖
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・
東
村
）

いつ
の
日
か
、座
間
味
のエコツ
ー
リ
ズム
を

テ
ーマに
歌
を
つ
く
り
た
い 

大
坪
弘
和（
座
間
味
）

巻頭言
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「
地
域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
で
あ
る
ガ
イ
ド
業
が
、

地
域
経
済
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。

だ
が
、
そ
の
活
動
が
定
着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
も
あ
り
、

ガ
イ
ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
た
。



　も
う
既
に
20
年
以
上
前
に
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全

土
の
優
れ
た
ガ
イ
ド
や
ツ
ア
ー
を
1
年
半
ほ
ど
か
け
て
見

て
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
2
0
0
以
上
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
て
多
く
の
ガ
イ
ド
達
と
出
会
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
ガ
イ
ド

と
は
？
と
い
う
問
い
に
対
し
て
答
え
を
出
す
た
め
の
旅
で

あ
っ
た
。
約
半
年
く
ら
い
の
時
が
過
ぎ
た
頃
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
衝
撃
的
な
体
験
を
し
た
。

　あ
れ
は
、
北
Q
L
D
の
デ
イ
ン
ツ
リ
ー
国
立
公
園
内
の

リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
で
の
出
来
事
だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
の
名
前

は
覚
え
て
い
な
い
。
10
名
ち
ょ
っ
と
の
客
が
リ
バ
ー
ク

ル
ー
ズ
の
た
め
小
さ
な
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
ん
だ
。
最
初
は

安
全
確
認
の
た
め
に
救
命
胴
衣
の
付
け
方
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
て
ほ
ど
な
く
ク
ル
ー
ズ
は
出
発
。
う
っ
そ
う
と
茂
る

熱
帯
雨
林
の
際
を
ボ
ー
ト
は
緩
や
か
に
進
ん
で
い
く
。
黄

色
の
房
が
垂
れ
下
が
る
植
物
や
、
様
々
な
野
鳥
、
そ
し
て

水
際
に
は
少
し
目
を
出
し
た
ワ
ニ
も
見
え
る
。
ま
さ
に
動

物
園
の
よ
う
な
様
子
が
目
の
前
に
広
が
り
興
奮
を
抑
え
き

れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　し
か
し
、
ガ
イ
ド
は
一
言
も
言
葉
を
発
し
な
い
。
見
る

べ
き
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
そ
れ
が
何
な
の
か
聞
き

た
い
好
奇
心
も
う
ず
う
ず
。
ガ
イ
ド
が
何
も
話
を
し
な
い

こ
と
に
少
し
不
安
と
不
満
を
感
じ
始
め
て
い
た
時
に
、
客

の
中
の
一
人
の
男
性
が
ガ
イ
ド
に
向
か
っ
て
質
問
し
た
。

内
容
は
良
く
覚
え
て
い
な
い
が
確
か
ワ
ニ
は
ど
れ
ほ
ど
い

る
の
か
？
み
た
い
な
話
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
る
で
仏
像
の

よ
う
に
表
情
も
変
え
ず
に
だ
ま
っ
て
い
た
ガ
イ
ド
が
そ
の

瞬
間
、
別
人
の
よ
う
に
話
し
始
め
た
の
だ
。
一
瞬
に
し
て

客
の
雰
囲
気
が
一
転
し
た
。
熱
心
に
語
る
ガ
イ
ド
の
話
を

聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
目
で
み
ん
な
懸

巻頭言

命
に
話
に
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
時
の
情
熱
い
っ
ぱ
い
に
語

る
ガ
イ
ド
の
表
情
と
客
の
満
足
げ
な
表
情
は
あ
れ
か
ら
20

年
以
上
も
た
っ
た
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　こ
の
時
、
は
じ
め
て
す
ぐ
れ
た
ガ
イ
ド
の
本
質
を
見
た

気
が
し
た
の
だ
。
た
く
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
持
ち
、
客

へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ

し
て
エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
と
し
て
の
楽
し
ま
せ
る
能
力
や
、

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
も
半
端
で
な
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ガ
イ
ド
達
は
ど
の
人
も
確
か
に
素
晴
ら
し

い
。
た
だ
、
デ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
ガ
イ
ド
に
衝
撃
を
受
け
た

の
は
、
客
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
答
え
る
そ
ん
な
イ
ン
タ
ー

プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
が
出
来
た
か
ら

だ
と
思
う
。

　ガ
イ
ド
は
と
も
す
れ
ば
知
識
を
披
露
し
た
く
な
る
。

知
っ
て
る
こ
と
を
全
部
話
さ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ガ
イ

ド
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
付
き
合
わ
さ
れ
る
客
に
と
っ

て
は
退
屈
な
時
間
だ
。
同
じ
場
所
で
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
も

客
は
毎
回
違
う
。客
の
ニ
ー
ズ
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
わ
け
だ
。

客
が
知
り
た
い
こ
と
を
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
わ
か
り
や

す
く
、
し
か
も
楽
し
く
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
ツ
ア
ー
の

印
象
も
満
足
感
も
大
き
く
変
わ
る
。

　私
た
ち
は
ガ
イ
ド
が
情
熱
を
持
っ
て
伝
え
た
い
そ
の
土

地
の
魅
力
を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
追
体
験
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
そ
の
濃
密
な
時
間
の
中
で
何
を
ど
う
伝
え

る
の
か
？
ガ
イ
ド
の
一
言
が
客
の
そ
の
後
の
人
生
を
大
き

く
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ガ
イ
ド
と
い
う
素
晴

ら
し
い
職
業
が
も
っ
と
も
っ
と
社
会
的
な
地
位
を
得
て
憧

れ
の
職
業
に
な
る
こ
と
、
ガ
イ
ド
こ
そ
が
地
域
の
宝
で
あ

り
、
魅
力
的
な
商
品
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

小林寛子
（こばやし・ひろこ）

東海大学文理融合学部地域社会学科教授。日・豪でのエコツーリズムコンサルタントを経て、
2013年より現職、地域振興につながるイベント・新商品開発・環境ボランティアプログラム
開発など、実践的なフィールドワークに取り組んでいる。著書に「エコツーリズムってなに？
～フレーザー島からはじまった挑戦～」（河出書房新社、2002年）等。ほか熊本県観光審
議会委員、阿蘇エコツーリズム協会理事、公益財団法人地方経済総合研究所理事等。

すぐれたガイドとは？
～ガイドの人 生を 追 体 験 する濃 密な時 間の中で～
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ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の

主
役
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

ガ
イ
ドツ
ア
ー
の
醍
醐
味

国
内
旅
行
に
お
け
る

ガ
イ
ドツ
ア
ー
の
参
加
経
験
と

参
加
意
向
、求
め
る
こ
と

ガ
イ
ド
とい
う
仕
事

ガイドという仕事

イン
タ
ビ
ュー
❶

一
緒
に「
面
白
が
り
」な
が
ら
、参
加
者
の
理
解
を
助
け
る
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新型コロナウイルスが
外国人旅行者の
海外旅行意向に
及ぼす影響と
今後の展望２

ゲストたなかみのる氏（パラボラ舎） 
文：観光政策研究部社会・マネジメント室副主任研究員
門脇茉海

公益財団法人日本交通公社
観光政策研究部活性化推進室主任研究員
柿島あかね

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向４
公益財団法人日本交通公社
観光地域研究部地域戦略室研究員
安原有紗
同 観光文化振興部企画室長／上席主任研究員
五木田玲子

「ビジョンを共有する
ためのデザイン」を
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第24回
たびとしょCafe
活動報告

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第13回

連載

連載

第25回

上村真仁（筑紫女学園大学現代社会学部教授）

小林寛子
（東海大学文理融合学部地域社会学科 教授）

金井啓修（有馬温泉観光協会会長）

『人生をいかに生きるか』
林語堂 著／講談社 1979年
（上／下）

筑紫女学園大学
現代社会学部 
コミュニティデザインプログラム

上村ゼミ

すぐれたガイドとは？
～ガイドの人生を追体験する濃密な時間の中で～

【巻頭言】

特集

三
木 

昇（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド・
北
ノ
森
自
然
伝
習
所
主
宰
）

イン
タ
ビ
ュー
❷

情
報
や
知
識
を
通
じ
て「
普
遍
」を
伝
え
る

川
﨑
一
洋（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28
番
大
日
寺
住
職
／
高
野
山
大
学
文
学
部
特
任
准
教
授
）

イン
タ
ビ
ュー
❸

文
化
財
担
当
者
の「
知
識
知
見
」が
観
光
資
源
に

飯
島 

泉（
甲
州
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー：

水
野
恭
一（
株
式
会
社
風
の
旅
行
社
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
）

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
）

座
談
会
撮
影
：
笹
野
忠
和（
B
L
i
X
）

構
成
・
文
：
井
上
理
江

松
田
光
輝（
株
式
会
社
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フィ
ス
代
表
取
締
役
）

江
崎
貴
久（
海
島
遊
民
く
ら
ぶ（
有
限
会
社
オ
ズ
）代
表
取
締
役
）

松
本 

毅（
有
限
会
社
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー（
Y
N
A
C
）代
表
取
締
役
）

司
会
：
寺
崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

常
務
理
事
）

二 一

観光研究最前線❶

観光研究最前線❷

〜
原
点
は

子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜

60
特
集
4

P

29

視
座

P

52

特
集
3

P

25

特
集

座
談
会
そ
の

1

P

4

特
集

座
談
会
そ
の

2

P

15

P

1

P

40
P

42
P

44
P

46
P

48
P

50

P

38
P

36
P

34
P

32
P

30

P59

P71

P80

P85

P89

澤
井
俊
哉

（
上
市
町
観
光
協
会
事
務
局
長
）

近
藤
光
一

（
富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き
代
表
）

表紙写真（提供）／上右：冬の知床五胡、中左：秋の知床、中右：夏の知床（以上、知床ネイチャーオフィス）、下左：上高地 （NATUREGUIDE FIVESENSE）、下中左：奥入瀬（奥入瀬自然観光資源研究会）、下中右：小笠原（自然体験ガイドソルマル）、下右：富士山（富士山登山学校ごうりき）　
表2写真（提供）／上：海島遊民くらぶ、中：座間味カラフルウェーブ：目次写真（提供）／P2上・下右（知床ネイチャーオフィス）、 P3上（やんばる自然塾）

2



ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の

主
役
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

ガ
イ
ドツ
ア
ー
の
醍
醐
味

国
内
旅
行
に
お
け
る

ガ
イ
ドツ
ア
ー
の
参
加
経
験
と

参
加
意
向
、求
め
る
こ
と

ガ
イ
ド
とい
う
仕
事

ガイドという仕事

イン
タ
ビ
ュー
❶

一
緒
に「
面
白
が
り
」な
が
ら
、参
加
者
の
理
解
を
助
け
る

機関誌

目次

小
町 

篤
さ
ん

　

×来
山
久
仁
子
さ
ん

　

×本
藤
聡
子
さ
ん

安
倍
輝
行

（
奥
日
光
小
西
ホ
テルコンシェル
ジュ・

ネ
イ
チャ
ー
ガ
イ
ド
）

小
林
茂
雄

（
N
P
O
法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り

観
光
協
会 

理
事
）

仲 

七
重

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
振
興
部
研
究
員
）

五
木
田
玲
子

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
振
興
部
企
画
室
長
／

上
席
主
任
研
究
員
）

加
々
美
貴
代

（
N
P
O
法
人
や
ま
ぼ
う
し

自
然
学
校
代
表
理
事
）

大
西
か
お
り

（
N
P
O
法
人

大
杉
谷
自
然
学
校
校
長
）

大
坪
弘
和

（
カ
ラ
フ
ル
ウェ
ー
ブ BO

SS

）

島
袋
裕
也

（
有
限
会
社
や
ん
ば
る
自
然
塾
代
表
取
締
役
社
長
）

寺
崎
竜
雄

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

常
務
理
事
）

山
部 

茜

（N
ATU

REG
U
ID
E FIV

ESEN
SE

）

須
田
泰
臣

（
自
然
体
験
ガ
イ
ド
ソルマル
代
表
）

川
村
祐
一

（
N
P
O
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源

研
究
会（
おい
け
ん
）理
事・
事
務
局
長
）
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ガ
イ
ド
は

持
続
可
能
な

観
光
振
興
の

旗
手
と
な
る

北
海
道・南
富
良
野

　歳
か
ら
の
ガ
イ
ド
人
生
。

「
じ
じい
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」を
目
指
す

青
森・奥
入
瀬

自
然
の
中
に
踏
み
込
む「
扉
」を
探
し
て

栃
木・奥
日
光

「
森
を
散
歩
し
て
給
料
貰
え
る
よ
う
に

な
ら
ん
か
な
？
」そ
ん
な
不
届
き
な
事
を
、一
時
真
剣
に
考
え
てい
た

東
京・小
笠
原

いつ
ま
で
も
発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
でい
た
い

富
山・上
市
町

こ
の
価
値
を
、伝
え
た
い、

守
り
た
い、もっ
と
高
め
た
い

山
梨・富
士
山

富
士
山
を
、今
よ
り
もっ
と

よい
状
態
で
未
来
に
返
し
た
い

長
野・菅
平
高
原

センス・オ
ブ・ワン
ダー

長
野・上
高
地

好
き
に
なって
、

何
度
で
も
訪
れ
て
も
らい
たい

三
重・大
台
町

ガ
イ
ド
と
は
、地
域
の
タイム
カ
プセル
を

紐
解
き
、未
来へのヒン
ト
を
手
渡
す
仕
事

沖
縄・国
頭
郡
東
村

ガ
イ
ド
業
を
、子
ど
も
た
ち
の

憧
れ
の
職
業
に
し
た
い

沖
縄・座
間
味

いつ
の
日
か
、座
間
味
の

エコツ
ー
リ
ズム
を
テ
ーマに
歌
を
つ
く
り
た
い

2

新型コロナウイルスが
外国人旅行者の
海外旅行意向に
及ぼす影響と
今後の展望２

ゲストたなかみのる氏（パラボラ舎） 
文：観光政策研究部社会・マネジメント室副主任研究員
門脇茉海

公益財団法人日本交通公社
観光政策研究部活性化推進室主任研究員
柿島あかね

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向４
公益財団法人日本交通公社
観光地域研究部地域戦略室研究員
安原有紗
同 観光文化振興部企画室長／上席主任研究員
五木田玲子

「ビジョンを共有する
ためのデザイン」を
開催

第24回
たびとしょCafe
活動報告

観光を学ぶということ

わたしの1冊

第13回

連載

連載

第25回

上村真仁（筑紫女学園大学現代社会学部教授）

小林寛子
（東海大学文理融合学部地域社会学科 教授）

金井啓修（有馬温泉観光協会会長）

『人生をいかに生きるか』
林語堂 著／講談社 1979年
（上／下）

筑紫女学園大学
現代社会学部 
コミュニティデザインプログラム

上村ゼミ

すぐれたガイドとは？
～ガイドの人生を追体験する濃密な時間の中で～

【巻頭言】

特集

三
木 

昇（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド・
北
ノ
森
自
然
伝
習
所
主
宰
）

イン
タ
ビ
ュー
❷

情
報
や
知
識
を
通
じ
て「
普
遍
」を
伝
え
る

川
﨑
一
洋（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28
番
大
日
寺
住
職
／
高
野
山
大
学
文
学
部
特
任
准
教
授
）

イン
タ
ビ
ュー
❸

文
化
財
担
当
者
の「
知
識
知
見
」が
観
光
資
源
に

飯
島 

泉（
甲
州
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー：

水
野
恭
一（
株
式
会
社
風
の
旅
行
社
風
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
）
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1

松
本 

毅 

（
ま
つ
も
と
・
た
け
し
）

有
限
会
社
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー（
Y
N
A
C
）

代
表
取
締
役
。

が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

ガ
イ
ド
は

観
光
振
興
の
主
役
と
な
る

可
能
性
が
あ
る

プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
は
ど
ん
な
仕
事
な
の
か
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
伝
え
た
い
こ
と
、

経
営
者
と
し
て
の
目
線
、

地
域
へ
の
貢
献
と
地
域
で
の
連
携
、

ガ
イ
ド
業
の
こ
れ
か
ら
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
気
づ
き

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

座
談
会

そ
の
一

松
田
光
輝 

（
ま
つ
だ
・
み
つ
き
）
　

株
式
会
社
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
。

江
崎
貴
久 
（
え
ざ
き
・
き
く
）

海
島
遊
民
く
ら
ぶ（
有
限
会
社
オ
ズ
）代
表
取
締
役
。

有
限
会
社
菊
乃
代
表
取
締
役

司
会
：
寺
崎
竜
雄 

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

屋久島、淀川登山口へ向かう途中にある紀元杉。推定樹齢3000年。
（写真提供：YNAC）

知
床
、秋
の
ガ
イ
ド
風
景（
写
真
提
供
：
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

構
成
・
文
○
井
上
理
江

ガイドは観光振興の主役となる可能性がある座談会 その一
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1

松
本 

毅 

（
ま
つ
も
と
・
た
け
し
）

有
限
会
社
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー（
Y
N
A
C
）

代
表
取
締
役
。

が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

ガ
イ
ド
は

観
光
振
興
の
主
役
と
な
る

可
能
性
が
あ
る

プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
は
ど
ん
な
仕
事
な
の
か
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
伝
え
た
い
こ
と
、

経
営
者
と
し
て
の
目
線
、

地
域
へ
の
貢
献
と
地
域
で
の
連
携
、

ガ
イ
ド
業
の
こ
れ
か
ら
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
気
づ
き

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

座
談
会

そ
の
一

松
田
光
輝 

（
ま
つ
だ
・
み
つ
き
）
　

株
式
会
社
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役
。

江
崎
貴
久 

（
え
ざ
き
・
き
く
）

海
島
遊
民
く
ら
ぶ（
有
限
会
社
オ
ズ
）代
表
取
締
役
。

有
限
会
社
菊
乃
代
表
取
締
役

司
会
：
寺
崎
竜
雄 

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

屋久島、淀川登山口へ向かう途中にある紀元杉。推定樹齢3000年。
（写真提供：YNAC）

知
床
、秋
の
ガ
イ
ド
風
景（
写
真
提
供
：
知
床
ネ
イ
チ
ャ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

構
成
・
文
○
井
上
理
江

ガイドは観光振興の主役となる可能性がある座談会 その一



が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

「
昔
、日
本
に
は
ど
こ
で
も
屋
久
島
の
よ
う
な

森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」っ
て（
松
本
）

自
分
で
見
た
知
床
の
変
化
に
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
加
え
て（
松
田
）

伊
勢
志
摩
の
美
味
し
い
も
の
を

よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に（
江
崎
）

〈
伝
え
た
い
こ
と
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

わかめ刈り＆採れたてわかめのしゃぶしゃぶランチ（写真：海島遊民くらぶ）

冬季閉園となった知床五湖をガイド付きで散策できる
（写真：知床ネイチャーオフィス）

ガイドは観光振興の主役となる可能性がある座談会 その一
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

「
昔
、日
本
に
は
ど
こ
で
も
屋
久
島
の
よ
う
な

森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」っ
て（
松
本
）

自
分
で
見
た
知
床
の
変
化
に
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
加
え
て（
松
田
）

伊
勢
志
摩
の
美
味
し
い
も
の
を

よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に（
江
崎
）

〈
伝
え
た
い
こ
と
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

一
番
意
識
し
て
い
る
の
は

「
時
間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」（
松
田
）

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら

サ
ー
ビ
ス
業
は
何
で
も
で
き
る（
江
崎
）

本
当
に
人
間
相
手
の
仕
事
。自
然
は
商
品（
松
本
）

〈
ガ
イ
ド
の
仕
事
と
は
〉

僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る（
松
本
）

ス
タ
ッ
フ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た

働
き
や
す
い
仕
組
み
が
出
来
た（
江
崎
）

良
い
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
投
資
が
必
要（
松
田
）

〈
経
営
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

屋久島。ガイド中のYNAC松本氏

海島遊民くらぶのスタッフのみなさん

知床。ガイド中の松田氏
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

一
番
意
識
し
て
い
る
の
は

「
時
間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」（
松
田
）

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら

サ
ー
ビ
ス
業
は
何
で
も
で
き
る（
江
崎
）

本
当
に
人
間
相
手
の
仕
事
。自
然
は
商
品（
松
本
）

〈
ガ
イ
ド
の
仕
事
と
は
〉

僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る（
松
本
）

ス
タ
ッ
フ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た

働
き
や
す
い
仕
組
み
が
出
来
た（
江
崎
）

良
い
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、

そ
れ
な
り
の
投
資
が
必
要（
松
田
）

〈
経
営
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

同
業
他
社
に
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、

島
の
子
ど
も
た
ち
の
いい
学
習
の
場
に
な
る
こ
と（
江
崎
）

一
番
大
事
な
の
は
、

地
域
に
ど
れ
だ
け
経
済
貢
献
で
き
る
か（
松
田
）

自
然
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、

そ
の
対
策
に
知
恵
を
絞
る（
松
本
）

〈
地
域
と
の
連
携
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

菅島。年に一度行われる「島っ子ガイドフェスティバル」
（写真：海島遊民くらぶ）

知床。冬の森のガイド風景（写真：知床ネイチャーオフィス）

屋久島には日本本来の自然がある（写真：YNAC）

ガイドは観光振興の主役となる可能性がある座談会 その一
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

同
業
他
社
に
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、

島
の
子
ど
も
た
ち
の
いい
学
習
の
場
に
な
る
こ
と（
江
崎
）

一
番
大
事
な
の
は
、

地
域
に
ど
れ
だ
け
経
済
貢
献
で
き
る
か（
松
田
）

自
然
の
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、

そ
の
対
策
に
知
恵
を
絞
る（
松
本
）

〈
地
域
と
の
連
携
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

菅島。年に一度行われる「島っ子ガイドフェスティバル」
（写真：海島遊民くらぶ）

知床。冬の森のガイド風景（写真：知床ネイチャーオフィス）

屋久島には日本本来の自然がある（写真：YNAC）
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

ガ
イ
ド
の
役
割
は
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る（
松
田
）

こ
れ
か
ら
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ
か
な（
江
崎
）

第
二
世
代
が
育
ち
、

親
の
跡
を
継
ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
た（
松
本
）

〈
こ
れ
か
ら
〉

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、

人
だ（
松
田
）

ガ
イ
ド
は
も
っ
と
細
分
化
さ
れ
て
い
く
。

気
候
変
動
も
気
に
な
る（
江
崎
）

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
再
認
識
し
た（
松
本
）

〈
コロ
ナ
禍
で
の
気
づ
き
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

海島遊民くらぶは伊勢志摩を舞台に
20以上のツアーメニューを用意している

屋久島。YNACは約20のツアーコースを用意。
もちろんプライベートツアーも可能

ガイドは観光振興の主役となる可能性がある座談会 その一
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

ガ
イ
ド
の
役
割
は
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る（
松
田
）

こ
れ
か
ら
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ
か
な（
江
崎
）

第
二
世
代
が
育
ち
、

親
の
跡
を
継
ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
た（
松
本
）

〈
こ
れ
か
ら
〉

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、

人
だ（
松
田
）

ガ
イ
ド
は
も
っ
と
細
分
化
さ
れ
て
い
く
。

気
候
変
動
も
気
に
な
る（
江
崎
）

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
再
認
識
し
た（
松
本
）

〈
コロ
ナ
禍
で
の
気
づ
き
〉

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル

海島遊民くらぶは伊勢志摩を舞台に
20以上のツアーメニューを用意している

屋久島。YNACは約20のツアーコースを用意。
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が
気
持
ち
良
か
っ
た
ら
、
景
色
が
い
い
と
こ

ろ
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
過
ご
す
時
間

を
多
く
と
っ
た
り
も
し
ま
す
。「
今
日
、
こ

う
い
う
の
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

「
こ
う
い
う
気
候
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
な

ど
、
ツ
ア
ー
が
終
わ
る
と
き
に
、
お
客
さ
ん

に
今
日
の
ツ
ア
ー
で
よ
か
っ
た
こ
と
を
必
ず

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
崎

　外
で
活
動
す
る
自
由
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
み
た
い
な
、
私
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
ガ
イ
ド
に
は
演
出
家
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
か
、
す
ご
く
い
ろ
ん
な
役
割

が
あ
っ
て
、
私
は
旅
館
業
や
飲
食
業
も
お
土

産
屋
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
観
光
業
で
一
番

総
合
力
が
必
要
な
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま

す
。ガ
イ
ド
が
で
き
た
ら
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

何
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　「自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い
ね
」
っ

て
よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
自
然
と
い
う
の

は
僕
ら
に
と
っ
て
い
わ
ば
商
品
で
、
そ
れ
を

演
出
し
て
買
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
よ

ね
。
お
客
さ
ん
に
ど
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
本
当
に
人
間
相

手
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松
田

　ガ
イ
ド
っ
て
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
も
あ
り
、
宣
伝
マ
ン
で
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
地
域
の

い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
。
私
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
の
旅
館
は
倒
産
寸
前
ま
で
行
っ
た

で
学
ん
で
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　最
初
は
1
年
ぐ
ら
い
で
育
つ
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
と
思
う
ま
で
に
は
大
体
3
年
ぐ
ら
い
か

か
っ
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
人
を
育
て
る
間
、

給
料
を
だ
し
て
面
倒
を
見
て
い
る
わ
け
で
、

そ
れ
な
り
の
原
価
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
会
社
の
経
営
も
、
他
の
仕
事

と
同
じ
で
必
要
な
の
は
、
投
資
の
回
収
で
す

よ
ね
。
松
本
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
良
い
ス

タ
ッ
フ
を
育
て
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

投
資
も
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
。
今
の
金

額
以
上
を
い
た
だ
こ
う
と
思
う
と
、
や
っ
ぱ

り
5
年
10
年
や
っ
て
い
る
人
間
じ
ゃ
な
い

と
、
単
価
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

江
崎

　う
ち
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
、

今
6
人
い
る
ん
で
す
。学
歴
は
全
く
不
問
で
、

一
番
若
い
子
は
21
歳
で
地
元
の
水
産
高
校
出

た
子
。
三
重
大
の
大
学
院
で
生
物
資
源
を
研

の
ツ
ア
ー
で
は
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要

か
、
年
間
売
上
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
み
た

い
な
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
会
社
は

動
か
な
い
わ
け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
な
ら
「
今
日
、
お
客
さ
ん
に
地
元
の
こ
と

い
っ
ぱ
い
話
し
て
満
足
し
ま
し
た
」
で
も
い

い
の
で
す
が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

松
田

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
自
分
が

楽
し
み
た
く
て
や
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
ガ
イ
ド
は
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る

こ
と
を
一
番
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　経
営
視
点
で
決
定
的
な
違
い
を
言
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
原
価
が
か

か
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
レ

ン
タ
ル
用
品
を
お
渡
し
し
た
り
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
と
か
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な
ら
予
備
の
マ

ス
ク
と
か
、
お
客
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
も
色
々
用
意
し
よ

う
と
思
っ
た
ら
、
お
金
を
頂
戴
し
て
い
な
い

と
で
き
な
い
。
ず
っ
と
持
ち
出
し
で
は
無
理

な
の
で
、
全
部
の
ツ
ア
ー
で
平
均
す
る
と
30

%
ぐ
ら
い
の
原
価
が
か
か
っ
て
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

松
田

　私
が
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
時

江
崎

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
始
め
た
最
初
の
時

か
ら
資
源
の
収
奪
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
ご

く
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
収
入
の
中
か
ら

協
力
金
1
人
当
た
り
い
く
ら
集
め
る
み
た
い

な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
集
め

た
と
こ
ろ
で
数
万
円
な
の
で
、
漁
協
に
渡
し

た
と
こ
ろ
で
そ
ん
な
に
意
味
は
な
い
。
だ
っ

た
ら
、
別
の
労
力
を
か
け
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど

効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　例
え
ば
「
島
っ
子
ガ
イ
ド
」
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。
島
に
修
学
旅
行
の
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
島
の
人
に

挨
拶
を
す
る
と
か
、
漁
具
に
勝
手
に
触
ら
な

い
と
か
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
の
で
、
逆

に
島
の
母
さ
ん
た
ち
が
「
島
の
子
た
ち
は
あ

ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
で
き
ひ
ん
」
っ
て
不

安
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
小
学
校
の
先

生
に
声
を
か
け
て
、
通
年
で
ガ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
か
ら
ガ
イ
ド
の
練
習
ま
で
行

い
、年
に
一
度『
島
っ
こ
ガ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を
掘
り
下
げ

て
調
べ
、
他
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
楽
し
く
伝
え
る
た
め
に
加
工
す
る
と
い
う
作

業
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
す
ご
く
い
い

学
習
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
全
学
年
で
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
学
力
が
向
上
し
大
学

進
学
す
る
子
も
現
れ
、
今
ま
で
は
漁
師
の
な
り

手
が
い
な
か
っ
た
の
に
、
漁
師
に
な
る
子
が
出

て
来
た
り
し
て
、
20
歳
ぐ
ら
い
で
2
0
0
0
万

円
の
船
を
買
う
た
り
し
て
い
ま
す
。

　島
の
人
た
ち
も
あ
ん
な
に
「
漁
師
に
な
る

な
」
っ
て
言
っ
て
た
の
に
そ
れ
が
自
慢
に

な
っ
て
。
立
ち
上
げ
は
大
変
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
種
を
植
え
た
だ
け
で

す
ご
く
発
展
し
て
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
5
年

後
ぐ
ら
い
に
、
あ
る
大
学
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
た
ん
で
す
ね
。
島
民
と
山
に
入
っ
た

観
光
客
に
対
し
て
「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
屋

久
島
の
山
は
ご
み
が
増
え
ま
し
た
か
」
と
い

松
本

　60
歳
前
後
の
僕
ら
第
1
世
代
が
屋
久

島
で
ガ
イ
ド
を
最
初
に
始
め
た
頃
は
、
ガ
イ

ド
と
い
う
も
の
が
全
く
認
知
さ
れ
て
い
な
く

て
、
ガ
イ
ド
に
不
信
感
も
あ
っ
た
り
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
り
、
ガ
イ
ド
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
増
え
て

き
て
、
そ
う
い
う
中
で
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高

め
て
い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
だ
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　最
初
は
行
政
が
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨

て
ろ
」
と
い
う
観
点
で
、
認
定
制
度
と
か
言

い
始
め
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
僕
ら
は
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ

を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
と
い

う
考
え
方
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　当
初
は
行
政
と
か
な
り
意
見
の
食
い
違
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
第
1
世
代
の
弟
子
と

し
て
入
っ
て
き
た
第
2
世
代
の
40
代
が
今
す

ご
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
個
人
ガ
イ
ド
も
た

く
さ
ん
い
る
け
ど
、
ガ
イ
ド
業
界
全
体
を
ま

と
め
て
、
評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
質
を
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
く
れ

て
い
て
い
ま
す
。

　屋
久
島
町
も
当
初
の
「
悪
い
ガ
イ
ド
を
取

り
締
ま
れ
」
み
た
い
な
考
え
方
か
ら
、
ガ
イ

ド
を
ち
ゃ
ん
と
職
業
と
し
て
認
知
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町
の
条
例
で
登
録

ガ
イ
ド
制
度
を
作
り
、
町
が
ガ
イ
ド
と
い
う

も
の
を
認
め
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
よ
う

や
く
到
達
で
き
ま
し
た
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
は
自
然
や
地
域
の
中
に
入

り
、
地
域
の
資
源
を
使
う
仕
事
で
、
少
な
か

ら
ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
と
い
う
見
方
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
例
え

ば
、
資
源
の
保
全
活
動
な
ど
に
も
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

松
田

　資
源
を
浪
費
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
、
科
学
的
に
見
る
の
か
、
社
会
的
あ
る
い

は
感
情
的
に
見
る
の
か
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
よ
ね
。
一
番
必
要
な
の
は
科
学
的

に
、
本
当
に
自
然
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
納
得
し
て
く
れ
な

い
人
が
い
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
自
然
の
中

に
入
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
極
端
な
人
も

い
ま
す
か
ら
。
専
門
家
も
部
分
最
適
化
し
か

見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
リ
ス
ク
の
最

適
化
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
資

源
を
使
う
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ス
面
も
あ
る
わ
け
で
、
我
々
と
し
て
は

後
者
を
訴
え
て
い
く
し
か
な
い
か
な
と
。

　あ
と
は
ガ
イ
ド
1
人
1
人
が
勝
手
に
動
い

て
も
、
自
然
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
と

い
う
と
難
し
い
。
ま
ず
仕
組
み
を
作
ら
な
い

と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
環
境
省

の
方
と
話
し
て
い
る
の
は
、
国
立
公
園
の
ガ

イ
ド
の
登
録
制
度
み
た
い
な
も
の
で
す
。
名

簿
を
作
っ
て
「
何
か
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
方
法
と
し
て
あ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　一
番
大
事
な
の
は
、
地
域
に
ど
れ
だ
け
経

済
貢
献
で
き
る
か
ど
う
か
。
ガ
イ
ド
が
ち
ゃ

ん
と
収
入
を
得
て
税
金
を
し
っ
か
り
払
い
、

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い

か
な
い
と
、
自
然
も
守
れ
な
い
し
、
地
域
医

療
や
教
育
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

究
極
は
や
っ
ぱ
り
そ
こ
か
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、

最
初
は
苦
労
し
た
け
れ
ど
も
い
い
形
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
い
る
な
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
す
。

∗

寺
崎

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
何
か
変
化
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た

か
。

松
田

　海
外
旅
行
に
行
け
な
い
人
た
ち
が
知

床
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
客
層
が
変
わ
り

ま
し
た
よ
ね
。
国
内
旅
行
中
心
の
方
は
2
、

3
泊
ぐ
ら
い
滞
在
し
て
、
連
日
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
と
い
う
の
が
多
い
ん
で
す

が
、
海
外
旅
行
か
ら
シ
フ
ト
し
た
人
は
1
週

間
と
か
10
日
間
滞
在
し
ま
す
。

　複
数
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
く
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
毎
日
続
け
て
で
は
な

く
、
1
日
置
い
て
と
か
、
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
海
外
旅
行
が
復
活

し
て
も
、
こ
う
い
う
お
客
さ
ん
を
引
き
続
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
ガ
イ
ド
の
頑
張
り
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　キ
ャ
ン
プ
や
自
然
の
中
で
遊
ぶ
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い
こ
と
や
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
反
面
、
今
ま
で
の
ガ

イ
ド
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
地
域
や
自

然
に
す
ご
く
密
接
に
繋
が
ら
な
い
と
で
き
な

い
っ
て
思
い
す
ぎ
て
い
た
か
な
と
も
。
あ
ま

り
狭
く
考
え
ず
、「
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
あ
か

ん
」
っ
て
い
う
固
定
概
念
を
1
回
外
し
て
み

な
い
と
。

寺
崎

　も
う
少
し
詳
し
く
、
お
話
し
い
た
だ

け
ま
す
か
。

江
崎

　多
分
、
こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
も
っ

と
細
分
化
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
ま
す
。
今

ま
で
は
、
大
き
く
「
自
然
系
」「
文
化
系
」
み

た
い
な
分
け
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
も
と
も
と
手
に
職
や

技
術
が
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
と
か
、
研
究
者
タ

イ
プ
の
ガ
イ
ド
と
か
。
こ
れ
か
ら
ガ
イ
ド
を

や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
は
、
ど
う
い
う
タ
イ

プ
の
ガ
イ
ド
が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
、
や

り
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
な
。

　あ
と
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
観
光
の
世

界
だ
け
で
は
い
い
ガ
イ
ド
に
は
な
れ
な
い
な

と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
。
人
生
経
験
を
積
む

と
い
う
か
、
他
の
こ
と
も
や
っ
て
か
ら
ガ
イ

か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
手
に
職
が
あ
っ
て

自
分
の
技
術
を
解
説
す
る
っ
て
、
付
加
価
値

を
つ
け
や
す
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
5
、
6

年
で
す
ご
く
進
出
率
が
高
く
な
っ
て
ま
す
。

松
本

　屋
久
島
は
観
光
協
会
に
入
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
が
今
1
3
0
人
、
入
っ
て
な
い
人
も

含
め
る
と
2
0
0
人
ぐ
ら
い
。
こ
の
う
ち
、

外
か
ら
来
た
人
が
7
割
ぐ
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
ね
。
当
初
は
外
か
ら
来
た
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
最
近
は
地
元
の
人
の
中
か
ら
も
、

ガ
イ
ド
を
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　40
代
ぐ
ら
い
の
第
2
世
代
は
家
族
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
地
元
の
学
校
に

入
学
し
て
る
ん
で
す
よ
。
学
校
の
中
に
ガ
イ

ド
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
親
は

P
T
A
の
役
員
を
や
っ
た
り
、
本
当
に
地
域

に
ガ
イ
ド
が
根
ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　最
初
は
「
ち
ょ
っ
と
金
儲
け
し
た
ら
出

て
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ
て

い
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
で
暮
ら
し
て

子
ど
も
た
ち
も
育
ち
、ガ
イ
ド
に
憧
れ
た
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
や
る
ん
だ

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
実
際
に
親
の
跡
を
継

ぐ
2
世
ガ
イ
ド
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
飯
が
食
え
て
ガ
イ
ド
業
が
成
立
し
て
い

る
か
ら
、
2
世
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

松
田

　ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
は
可
能
性
が

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
ね
。
地
域
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
例
え
ば
学
校
で
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
教

え
て
や
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

時
間
的
に
限
界
が
あ
っ
て
、
全
て
を
こ
な
し

て
い
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
。
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
の
役
割

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
る
く
ら
い
あ
る
と
思

い
ま
す
。

江
崎

　私
は
、
最
初
か
ら
ガ
イ
ド
と
い
う
職

業
に
就
く
人
を
ま
ず
増
や
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
を
増
や
し
た
い

と
思
っ
て
や
っ
て
き
て
、
実
際
に
個
人
事
業

主
は
、
だ
い
ぶ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　地
元
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
「
ガ
イ
ド
を
産
業

化
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
産
業
化

す
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
塊
と
し
て
他
の

産
業
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
、
塊
と
し
て
動
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　今
、
思
う
の
は
課
題
を
解
決
す
る
と
か
向

き
合
う
と
か
、
み
ん
な
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
と
い
う
文
化
を
ち
ゃ
ん
と
馴
染
ま
せ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
の
世
界
で
は
必
要
か
な
と
思

い
ま
す
。

　ガ
イ
ド
っ
て
最
初
、
す
ご
く
個
人
プ
レ
イ

な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
の
で
、

協
力
し
合
う
と
か
助
け
合
う
み
た
い
な
関
係

を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　個
人
プ
レ
ー
で
ガ
イ
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
小
さ
な
チ
ー
ム
に
な
る
。
そ
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
業
界
に
な
れ
ば
、
違

う
産
業
と
話
が
で
き
た
り
連
携
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
で
初
め
て
産
業
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。ガ
イ
ド
を
個
人
プ
レ
ー

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
手
法
み
た
い
な
こ

と
は
最
初
か
ら
す
ご
く
考
え
て
き
た
し
、
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本

　最
初
に
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
が
増
え
て

い
っ
た
時
は
、お
互
い
様
子
を
見
る
感
じ
で
、

一
時
期
は
ガ
イ
ド
同
士
の
対
立
構
造
が
生
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
す
る
た
め
の
議
論

を
非
常
に
長
く
や
っ
て
き
た
の
が
僕
ら
第
1

世
代
で
、
そ
の
背
中
を
見
て
第
2
世
代
が

育
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　先
輩
た
ち
が
対
立
し
た
り
、
地
元
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
の
を
見
て
き
た
彼
ら
が

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
ガ
イ
ド

同
士
の
い
ざ
こ
ざ
も
な
く
、
地
元
か
ら
も

島
の
人
が
暮
ら
し
の
足
に
使
っ
て
い
る
定
期

船
に
乗
っ
て
島
に
行
き
、
島
の
中
を
散
策
し

て
、
島
の
お
祭
り
の
説
明
を
聞
い
て
一
緒
に

再
現
し
た
り
、
仲
買
さ
ん
の
説
明
聞
き
な
が

ら
市
場
を
見
た
り
、
海
女
さ
ん
と
か
と
喋
っ

て
、島
の
暮
ら
し
を
見
る
と
い
う
も
の
で
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
ツ
ア
ー
で
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
役
割
は
。

江
崎

　イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
元
の
人
と

触
れ
合
う
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
す
。

普
通
の
人
は
芸
能
人
で
も
な
い
限
り
、
知
ら

な
い
土
地
で
知
ら
な
い
人
と
喋
っ
た
り
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
自
分
が
そ
の
地
域

に
入
り
込
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

い
い
感
じ
に
受
入
体
制
を
作
っ
て
い
く
の

が
、
私
ら
ガ
イ
ド
の
仕
事
で
す
ね
。

　だ
か
ら
ツ
ア
ー
で
地
元
の
人
と
実
際
に
出

会
う
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
し

て
、生
活
と
か
土
地
の
背
景
を
説
明
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
さ
ん
に
色
々
説
明
す
る

と
い
う
よ
り
、
地
元
の
人
を
生
か
す
た
め
に

間
で
う
ま
く
中
立
ち
し
て
、
そ
の
距
離
感
を

測
る
み
た
い
な
役
割
か
な
。

∗

寺
崎

　3
人
と
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
会
社
の
社

長
な
の
で
、
経
営
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
価
格
や
年
間
の
取
扱
人

数
、売
上
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
に
と
っ
て
ガ
イ
ド
会
社
の
経

営
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
も
う
少
し
詳
し

く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

松
本

　立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
の
3
人
で
し
ば

ら
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
人
で

3
0
0
0
万
円
は
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し
た
。

で
も
大
学
で
自
然
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て

も
、
屋
久
島
で
ガ
イ
ド
を
す
る
と
な
る
と
、

必
要
な
の
は
自
然
の
知
識
だ
け
で
は
な
い
わ

け
で
す
。
屋
久
島
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
自
分

ク
な
も
の
を
見
て
回
る
観
光
で
は
な
く
、

も
っ
と
日
本
本
来
の
自
然
を
見
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田

　う
ち
は
、
知
床
五
湖
や
フ
レ
ペ
の
滝

な
ど
の
遊
歩
道
を
歩
く
ツ
ア
ー
が
中
心
で
す
。

個
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
10
名
以
下
、コ
ー

ス
の
所
要
時
間
は
3
時
間
程
度
、
歩
く
距
離

は
3
㎞
以
下
で
す
ね
。
複
数
の
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
参
加
す
る
方
も
結
構
い
ま
す
。

　知
床
は
今
で
こ
そ
野
生
動
物
や
原
生
的
な

自
然
環
境
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
象
徴

的
な
も
の
が
な
い
の
で
、
意
識
し
た
の
は
生

態
系
や
生
き
物
同
士
の
繋
が
り
で
す
ね
。
自

然
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
の
で
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
話
す

内
容
は
相
手
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
く
な
い
人
に
は
、
自
分
た
ち

で
は
気
づ
か
な
い
も
の
、
た
だ
歩
い
て
る
だ

け
で
は
見
逃
し
て
し
ま
う
も
の
を
見
せ
て
説

明
す
る
と
喜
び
ま
す
。

　例
え
ば
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
子
ジ
カ
は
、
親

と
一
緒
に
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
。
敵
に
見

つ
か
ら
な
い
よ
う
、
走
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
草
む
ら
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
は
気
づ
か
ず
通
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
の
で
、

子
ジ
カ
が
い
る
場
所
を
教
え
て
あ
げ
て
、
な

ぜ
そ
こ
に
い
る
の
か
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　自
然
に
詳
し
い
人
に
は
生
態
系
の
話
に
な

り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、
知
床
で
は
シ
カ
が
増

え
す
ぎ
た
た
め
に
1
0
0
種
以
上
植
物
が
減

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昆
虫
や
小
動
物
も
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
お
話
し

し
ま
す
。

寺
崎

　そ
う
い
う
話
は
、
自
分
の
ガ
イ
ド
経

験
を
も
と
に
し
て
？

松
田

　そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
知
床
に
は
外

か
ら
大
学
の
研
究
者
が
調
査
に
来
ま
す
。
私

が
以
前
い
た
知
床
財
団
は
格
安
で
泊
ま
れ
る

宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
知

床
で
調
べ
た
こ
と
は
知
床
に
還
元
す
る
こ
と

を
利
用
条
件
に
し
て
お
り
、「
知
床
ゼ
ミ
」
と

い
う
講
座
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
。

　私
は
管
理
人
を
兼
ね
て
宿
泊
施
設
に
住
み

込
ん
で
い
た
の
で
、
夜
、
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
研
究
者
た
ち
と
よ
く
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
経
験
か
ら
、
自
分
で
自
然
の
変
化
を
見

て
、お
客
さ
ん
に
伝
え
る
の
も
必
要
だ
け
ど
、

研
究
者
の
専
門
的
な
知
見
を
う
ま
く
引
き
出

し
、
自
分
の
物
に
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

江
崎

　私
は
、
地
域
の
美
味
し
い
も
の
を
よ

り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　う
ち
の
地
域
で
は
海
産
物
が
い
っ
ぱ
い
提

供
さ
れ
る
け
ど
、
本
当
は
す
ご
く
貴
重
だ
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
工
夫
し
て
守
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
食
の
背
景
を
伝
え

る
こ
と
で
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、「
良
か
っ
た
ね
、
あ
り
が
と
う
」
っ
て

お
互
い
に
思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
、
観
光
で

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
は
セ
ル
フ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う

な
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
は
で
き
な
い
の
で
、

ガ
イ
ド
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
結
び
つ
い
た
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

∗

寺
崎

　代
表
的
な
ツ
ア
ー
を
具
体
的
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。

江
崎

　1
〜
3
月
は
「
ワ
カ
メ
刈
り
と
採
れ

た
て
ワ
カ
メ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
ラ
ン
チ
ツ

ア
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ワ
カ
メ
が
ど
う
育
つ

の
か
を
お
話
し
し
て
か
ら
、
漁
師
さ
ん
と
す

ぐ
そ
ば
の
漁
場
に
行
っ
て
、
船
の
上
か
ら
ワ

カ
メ
を
刈
り
取
り
、
取
れ
た
て
の
生
ワ
カ
メ

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
こ
が
美
味
し
い
」
と
か

漁
師
さ
ん
に
聞
い
た
り
し
ま
す
。
陸
に
戻
っ

て
ワ
カ
メ
と
海
鮮
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ

て
、
お
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　離
島
の
答
志
島
に
行
く
「
船
で
行
く
！
漁

師
町
の
島
ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
」は
約
4
時
間
で
、

し
た
。
こ
れ
を
企
画
し
、
二
人
に
声
を
か
け

た
の
が
自
然
保
護
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

市
川
で
す
。
そ
れ
か
ら
3
人
で
よ
く
山
に

行
っ
た
り
海
に
行
っ
た
り
と
遊
び
歩
く
よ
う

に
な
り
、
屋
久
島
っ
て
山
だ
け
で
も
海
だ
け

で
も
な
い
よ
ね
。
す
べ
て
が
あ
る
こ
と
が
本

当
の
凄
さ
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
を
伝
え
る
た

め
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
こ
と
を
や

り
た
い
よ
ね
っ
、
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
3
人
で

1
9
9
3
年
7
月
1
日
に
屋
久
島
野
外
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
、
通
称
Y
N
A
C
を
ス
タ
ー

ト
。「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
と
名
乗
っ
た
の
は
僕

ら
が
最
初
で
す
。
当
時
は
何
や
っ
て
も
生
き

て
い
け
る
っ
て
い
う
妙
な
自
信
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

松
田

　私
は
知
床
の
斜
里
町
出
身
で
す
。
一

時
は
外
に
で
た
の
で
す
が
、
地
元
で
自
然
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
知
床
財
団
に
は
い

り
ま
し
た
。
1
9
9
3
年
の
こ
と
で
す
。
保

護
活
動
や
調
査
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
い
た

い
と
い
う
話
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
自
然
観
察

会
的
な
こ
と
も
し
ま
し
た
。
参
加
費
は

5
0
0
円
か
ら
高
い
も
の
で
も
1
0
0
0
円

く
ら
い
。
背
景
に
は
行
政
の
業
務
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
床
に
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ク
マ
が
出

て
き
た
ら
追
い
払
う
っ
て
い
う
こ
と
の
繰
り

返
し
。
解
決
し
て
い
く
に
は
、
や
っ
ぱ
り
利

用
者
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
り
の

人
材
も
、
規
模
も
や
っ
ぱ
り
必
要
に
な
っ
て

く
る
ん
で
す
。
当
時
は
個
人
で
や
る
こ
と
か

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
は
あ
ま
り
考
え

ず
、も
う
や
る
し
か
な
か
っ
た
。会
社
を
作
っ

た
の
は
2
0
0
6
年
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
も
経
済
も
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い

か
ら
、
不
安
で
し
た
。
一
方
で
支
持
し
て
く

れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

中
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
結
局
は
お
客
さ
ん
で

す
ね
。
ガ
イ
ド
が
い
て
よ
か
っ
た
と
か
面
白

か
っ
た
と
か
。
そ
う
し
た
声
が
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

江
崎

　う
ち
は
鳥
羽
で
旅
館
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
に
旅
館
の
経
営
不
振
を
立

て
直
す
た
め
に
、
当
時
住
ん
で
い
た
東
京
か

ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
旅
館
を
し
て
て
、
修

学
旅
行
で
来
て
く
れ
る
あ
る
学
校
の
先
生

が
、
鳥
羽
は
水
族
館
と
か
ス
ペ
イ
ン
村
と
か

あ
る
け
ど
、
伊
勢
志
摩
に
行
っ
て
釣
り
さ
せ

た
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
竹
の
竿
ぐ
ら

い
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
旅
館
を
し
て
る
の

で
お
客
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
か
、
快
適
性

を
ま
ず
は
考
え
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け

は
全
部
買
お
う
と
思
い
、
1
人
の
先
生
が

言
っ
た
だ
け
な
の
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
目
の
前
の

海
に
行
っ
た
ら
全
然
何
も
釣
れ
な
く
て
。
私

が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
10
年
ぐ
ら
い
の
間

に
、
昔
は
い
く
ら
で
も
釣
れ
て
い
た
の
に
全

然
釣
れ
な
く
な
っ
て
。
そ
れ
で
、
離
島
に
連

れ
て
っ
て
、
島
の
堤
防
で
釣
る
こ
と
に
し
た

ら
す
ご
く
釣
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
私
自

身
20
年
ぶ
り
に
島
に
行
っ
た
ら
す
ご
い
感
動

し
た
ん
で
す
。
島
に
お
客
さ
ん
連
れ
て
き
て

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
め
っ
ち
ゃ
面

白
い
と
思
い
、
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
っ
て
10
年

後
に
は
日
本
一
や
な
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。

寺
崎

　こ
う
し
て
4
人
で
じ
っ
く
り
お
話
し

す
る
の
は
久
し
ぶ
り
、
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
が
残
念
で
す

が
。
ま
ず
は
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
た
い
き
さ
つ

か
ら
。

松
本

　子
ど
も
を
自
然
の
中
で
育
て
る
た
め

に
東
京
を
脱
出
し
よ
う
と
思
い
、
1
9
8
7

年
2
月
に
初
め
て
屋
久
島
に
来
て
、
そ
の
年

の
10
月
に
は
家
族
4
人
で
屋
久
島
に
住
ん
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
と
き
に
、
環
境
省
の

屋
久
島
事
務
所
の
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」

に
海
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
、
山
の
講
師
は

山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
小
原
が
担
当
し
ま

も
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
新

た
な
別
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
役
割
と
し
て
、
地
域
と
観
光
客

を
繋
ぐ
と
い
う
仕
事
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
方
法
が
い
ろ
い

ろ
変
わ
っ
て
き
て
、
今
の
ガ
イ
ド
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
い
と
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
と
求
め
ら
れ

る
も
の
が
変
わ
り
ま
す
し
、
技
術
も
発
達
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
物
を
伝
え
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
。
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
は
見
て
い
く
し
か
な
い
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昔
は
外
か
ら
工
場
を
誘
致
し
て
、
何
か
物

を
作
る
と
い
っ
た
こ
と
が
地
域
の
産
業
の
中

心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
産
業
資
源
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。　そ

の
資
源
と
い
う
の
は
、
人
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
い
う
の
は
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
ガ
イ
ド
を
す
る
人
自
身
も
資

源
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
は
そ
の
地
域
の
資
源
を
育
て
て

い
く
部
分
と
、
も
う
一
つ
は
地
域
の
人
間
、

そ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、
他
か
ら
来
た

人
も
育
て
る
と
い
う
、
二
つ
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
は
生
き
残
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

江
崎

　私
が
一
番
今
気
に
な
っ
て
る
の
は
コ

ロ
ナ
よ
り
も
気
候
変
動
な
ん
で
す
。
地
場
産

業
が
生
き
残
っ
た
り
、
観
光
業
が
生
き
残
っ

た
り
し
て
い
く
と
き
に
、
す
ご
く
早
い
変
化

に
対
応
で
き
る
の
っ
て
、
体
験
も
の
と
か
ガ

イ
ド
ぐ
ら
い
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ

で
も
何
で
も
ネ
タ
に
し
て
展
開
で
き
る
手
法

を
持
っ
て
い
る
の
が
ガ
イ
ド
と
か
体
験
も
の

で
、
変
わ
り
身
早
く
変
化
を
資
源
に
変
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
気
候
変
動
の
中
で
、

生
き
残
り
の
一
つ
の
糸
口
に
な
る
か
な
と
。

　あ
と
は
、
1
次
・
2
次
産
業
が
厳
し
い
中

で
地
場
産
業
を
ど
う
維
持
さ
せ
て
い
く
の
か

と
い
う
と
き
に
、
技
術
を
見
せ
て
お
金
に
す

る
こ
と
で
過
渡
期
を
し
の
げ
た
り
、
収
入
を

補
填
し
て
地
場
産
業
を
守
っ
た
り
活
性
化
す

る
こ
と
に
も
使
え
る
と
思
い
ま
す
。

　今
後
は
ガ
イ
ド
業
の
使
い
方
を
も
っ
と
多

様
に
考
え
て
い
く
と
い
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ

さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
ガ
イ
ド
の
細
分
化
も

広
が
っ
て
い
い
し
、
ガ
イ
ド
は
観
光
の
世
界

だ
け
で
や
っ
て
い
る
よ
り
も
、
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
て
い
る
方
が
変
化
に
も
対
応
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
だ
け

し
か
で
き
な
い
と
、
気
候
変
動
な
ど
時
代
の

そ
う
し
て
2
0
0
0
年
に
海
島
遊
民
く
ら
ぶ

を
作
り
ま
し
た
。

∗

寺
崎

　皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な

商
品
な
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
屋
久

島
に
は
有
名
な
縄
文
杉
が
あ
っ
て
、
屋
久
島

に
来
る
人
の
3
分
の
1
ぐ
ら
い
が
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
松
本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
縄
文
杉

へ
の
ツ
ア
ー
は
行
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
の
山
、
海
、
川
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
初

は
う
ち
も
縄
文
杉
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
や
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
あ
る
と
き
、
小
原
が
「
縄

文
杉
は
屋
久
島
の
森
の
子
ど
も
だ
」
っ
て

言
っ
た
ん
で
す
。
森
が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た

子
ど
も
な
ん
だ
と
。
確
か
に
縄
文
杉
は
見
る

と
感
動
的
で
す
が
、
そ
れ
を
育
て
る
森
の
す

ご
さ
を
伝
え
た
い
、
見
て
ほ
し
い
っ
て
い
う

思
い
が
僕
ら
の
中
に
出
て
き
た
ん
で
す
よ

ね
。　屋

久
島
っ
て
す
ご
く
秘
境
み
た
い
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
僕
ら
は
山
と
海
と

川
が
凝
縮
さ
れ
た
、日
本
の
自
然
の
モ
デ
ル
、

縮
図
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
別
な
も
の
を

見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
「
昔
、
日
本
に
は

ど
こ
で
も
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
て
、
こ
ん

な
森
や
海
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
伝

え
方
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
シ
ン
ボ
リ
ッ

松
田

　ツ
ア
ー
価
格
は
約
3
時
間
で

5
0
0
0
〜
6
0
0
0
円
の
価
格
帯
が
中
心

で
、
一
番
高
い
も
の
で
1
日
1
万
2
0
0
0

円
で
す
。
1
人
で
3
、
4
コ
ー
ス
参
加
す
る

方
も
い
る
の
で
、
取
扱
人
数
よ
り
も
金
額
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
一
番
い
い
と
き
の
売
上

は
、
年
間
6
0
0
0
万
円
以
上
で
し
た
。

松
本

　カ
ヌ
ー
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
山
歩
き
も

一
律
で
1
日
1
万
4
5
0
0
円
、
半
日

8
0
0
0
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
や

家
族
割
引
、
学
割
な
ど
の
割
引
制
度
も
設
け
、

参
加
人
数
が
多
け
れ
ば
割
安
に
な
る
形
で
す
。

　山
岳
ガ
イ
ド
は
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
る

人
を
日
当
で
雇
う
と
い
う
の
が
料
金
に
つ
い

て
の
考
え
方
で
し
た
。
一
方
、
ダ
イ
ビ
ン
グ

は
機
材
提
供
や
安
全
確
保
、
い
ろ
ん
な
生
き

物
を
見
せ
る
と
い
う
す
べ
て
が
料
金
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
考
え
方
が
違
う
山
岳
ガ
イ
ド

と
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
料
金
体
系
が
、
同
じ
会
社

で
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
初

は
ち
ょ
っ
と
混
乱
し
た
ん
で
す
ね
。

　そ
れ
で
話
し
合
っ
た
結
果
「
僕
ら
が
や
っ

て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
の
は
情
報
産
業

で
あ
り
、僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
い
う
結
論
に
至
り
、
す
べ
て
料
金
体
系
を

一
律
に
し
た
わ
け
で
す
。

　山
歩
き
は
最
初
、
定
員
10
人
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
山
道
で
縦
に
1
列
に
並
ん
で
し
ま

う
と
10
人
目
に
は
ほ
と
ん
ど
声
が
届
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
僕
ら
は
情
報
を
売
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
で
き
な

け
れ
ば
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。

　ち
ゃ
ん
と
情
報
が
提
供
で
き
る
人
数
は
6

〜
7
人
が
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
、
定
員
を

6
〜
7
名
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は

3
名
く
ら
い
に
人
数
制
限
を
し
て
、
き
ち
ん

と
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　売
上
に
つ
い
て
は
、
屋
久
島
が
世
界
遺
産

に
な
っ
て
人
気
が
出
て
き
た
時
、
1
人
あ
た

り
最
高
1
0
0
0
万
円
ぐ
ら
い
稼
げ
て
い
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
3
人
な
の
で
年
間

3
0
0
0
万
円
で
す
ね
。
で
も
、
仕
事
が
詰

ま
り
す
ぎ
て
体
力
的
に
無
理
だ
と
、
そ
の
時

に
限
界
も
感
じ
ま
し
た
。

江
崎

　ワ
カ
メ
狩
り
の
ツ
ア
ー
は
7
5
0
0

円
、答
志
島
の
ツ
ア
ー
は
6
5
0
0
円
で
す
。

ツ
ア
ー
は
長
く
て
4
時
間
、
ほ
と
ん
ど
は
2

時
間
く
ら
い
で
す
。
取
扱
人
数
は
2
0
1
9

年
は
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

2
0
2
1
年
が
7
5
0
0
人
、
会
社
を
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
一
番
多
く
、
過
去
最
高
で

し
た
。
外
で
遊
ぶ
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

究
し
て
た
子
も

い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
子
た
ち
が

助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
途
中
で
結
婚
し
て
出
産
を
す
る
時
期
が

必
ず
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
そ
の
時
は
休
み

ま
す
が
、
順
番
に
子
ど
も
連
れ
て
き
て
、
ま

た
仕
事
を
始
め
る
っ
て
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で

き
て
い
る
の
で
面
白
い
で
す
ね
。
経
営
も
み

ん
な
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
、
ス
タ
ッ
フ

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
だ
ん
だ

ん
確
立
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　と
こ
ろ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ガ
イ

ド
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
。

松
本

　い
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
る

と
、
ガ
イ
ド
を
育
て
た
り
、
道
具
も
揃
え
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
経
費
が
当
然
か
か
っ
て
く

る
わ
け
で
、
そ
れ
を
全
部
含
め
た
上
で
、
こ

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
整
理
回
収
機
構
の
方

か
ら
「
潰
れ
そ
う
に
な
っ
た
会
社
を
助
け
る

か
ど
う
か
は
、
同
業
他
社
に
と
っ
て
必
要
か

ど
う
か
が
大
き
な
基
準
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

　例
え
ば
個
人
の
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
者
が
急
病

で
予
約
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
同
等
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
同
業
者
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
そ
の

場
の
助
け
合
い
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
地
域

資
源
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
将
来
性

の
あ
る
資
源
発
掘
を
先
進
的
に
常
に
行
い
、

他
者
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

場
合
な
ど
、
客
観
的
に
大
き
な
役
割
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
業
者
も
同

業
他
社
に
と
っ
て
、
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　地
域
内
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
松
本

さ
ん
は
屋
久
島
で
の
ガ
イ
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
に
腐
心
さ
れ
て
き
ま
し
た
ね
。

う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
か
ら
は
「
ご

み
が
増
え
て
す
ご
く
迷
惑
し
て
る
」
み
た
い

な
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
観
光
客
か
ら
は
「
山
は
ご
み
一
つ
な

く
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
」
と
い
う
反
応

だ
っ
た
ん
で
す
。

　マ
ス
コ
ミ
が
現
地
を
見
ず
に「
世
界
遺
産
に

な
っ
て
観
光
客
が
増
え
、
自
然
が
破
壊
さ
れ

ご
み
が
増
え
た
」と
い
う
報
道
を
し
て
い
た
の

を
、
地
元
の
人
が
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
屋
久
島
の
山
の
中

は
、
ご
み
が
本
当
に
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は

ガ
イ
ド
が
歩
い
て
る
と
き
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ご
み
を
み
ん
な
拾
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。

松
本

　屋
久
島
に
は
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対

策
協
議
会
と
い
う
、
山
の
い
ろ
ん
な
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
役

場
の
課
長
と
か
県
の
職
員
が
集
ま
る
だ
け

で
、
現
場
を
見
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら

ガ
イ
ド
は
現
場
を
見
て
い
る
の
で
現
状
を
常

に
把
握
し
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
ど
ち
ょ
う
ど
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド

部
会
が
で
き
た
の
で
、「
ガ
イ
ド
を
会
議
に

入
れ
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
ガ
イ

ド
部
会
の
部
会
長
が
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
現
場
の
様
子
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
り
、
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　江
崎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
の

と
こ
ろ
で
も
一
時
期
、
ガ
イ
ド
の
売
上
の
何

%
か
を
協
力
金
と
し
て
還
元
す
る
み
た
い
な

話
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
ど

こ
か
の
崖
に
階
段
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、

結
構
な
額
に
な
る
わ
け
で
、
我
々
が
ち
び
ち

び
と
売
上
の
一
部
を
寄
付
し
て
も
、
微
々
た

る
も
の
な
ん
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
事
業
は
国
な
り
、
町
に
お
金
を

出
し
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド

は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
、
そ

の
対
策
に
知
恵
を
絞
る
。
僕
ら
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
り
商
売
道
具
で
す
か
ら
、
大
事
に
す

る
わ
け
で
す
よ
。

　そ
う
い
う
意
識
で
自
然
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
、
行
政
に
「
こ
こ
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う

直
し
て
く
れ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
行
政
が
事

業
を
行
う
時
に
何
が
必
要
で
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る
こ

と
が
、
ガ
イ
ド
に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
思

い
ま
す
。

∗

寺
崎

　ガ
イ
ド
業
は
地
域
の
中
で
仕
事
と
し

て
産
業
と
し
て
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
田

　北
海
道
の
他
の
地
域
は
連
泊
率
が
1

割
ぐ
ら
い
で
す
が
、
知
床
で
は
3
〜
4
割
程

度
の
連
泊
率
で
す
。
そ
こ
で
「
知
床
の
ガ
イ

ド
は
儲
か
っ
て
る
」
と
見
る
人
も
い
れ
ば
、

「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
知
床
の
観
光
が
成
り

立
っ
て
い
る
」
と
見
る
人
も
い
ま
す
。

　た
だ
、
ガ
イ
ド
が
産
業
と
し
て
見
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
微
妙
で
す
ね
。
松
本

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
、
会
議
な
ど
で
ガ
イ

ド
が
発
言
す
る
の
も
大
切
で
す
が
、
個
人
で

や
っ
て
る
人
た
ち
に
そ
う
し
た
こ
と
を
お
願

い
し
て
も
な
か
な
か
や
っ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　今
、
知
床
に
は
通
年
で
40
人
近
く
の
ガ
イ

ド
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
1
人
2
人
で

や
っ
て
る
感
じ
で
す
。
い
く
つ
か
会
社
が
出

て
く
る
と
、
産
業
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

江
崎

　う
ち
の
地
域
で
は
、
ガ
イ
ド
を
雇
用

し
て
い
る
会
社
は
ま
だ
少
な
い
で
す
。
最
近

で
は
本
業
を
持
っ
て
い
て
、
漁
業
な
ら
養
殖

と
か
、
真
珠
や
鰹
節
作
っ
て
る
人
た
ち
が
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
る
こ
と
を
伝
え
る
ガ
イ

ド
に
進
出
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
海
女
さ
ん
が
海
女
小
屋
を
や
る
と

か
も
そ
う
で
す
ね
。

　イ
メ
ー
ジ
は
6
次
産
業
化
み
た
い
な
感
じ

変
化
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
私

は
今
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本

　「屋
久
島
は
有
名
で
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
く
て
」っ
て
よ

く
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
世
界
遺
産
だ
か
ら

人
が
来
る
の
で
は
な
く
、
屋
久
島
の
評
判
が
い

い
か
ら
人
気
が
出
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
観
光
に
行
く
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
行
く
目
的
が
な

け
れ
ば
選
ん
で
も
ら
え
な
い
。
だ
か
ら
名
前

を
知
ら
れ
る
云
々
の
前
に
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
の
宝
を
磨
き
上
げ
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
そ

れ
を
し
な
い
で
ガ
イ
ド
だ
け
一
生
懸
命
育
成

し
て
も
、
ガ
イ
ド
は
食
っ
て
い
け
な
い
で
す

よ
ね
。
ガ
イ
ド
も
し
っ
か
り
と
地
域
と
一
緒

に
組
ん
で
、
地
域
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て

売
っ
て
い
く
。
地
域
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
は
頑

張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
を
育
成
し
て
も
、
利
用
さ

れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、「
現
地
に

行
っ
た
ら
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
本
当

に
い
い
旅
に
な
る
」
と
い
う
文
化
が
も
っ
と

定
着
し
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　僕
は
よ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
を
育
て

る
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
い
く
ら
ガ
イ
ド

が
い
て
も
ツ
ー
リ
ス
ト
が
い
な
い
と
困
る
わ

け
で
、
地
域
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
た
め
に
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
利
用
す
る
旅
行
形
態
を
、

も
っ
と
日
本
全
体
で
広
め
ら
れ
た
ら
と
。

　そ
の
た
め
に
考
え
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト

な
ど
で
「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん
な
ガ
イ
ド
さ

ん
が
い
ま
す
」
っ
て
い
う
情
報
提
供
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
。
ガ
イ
ド
目
当
て
に
旅
行
す

る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
な
と
、
思
っ
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

寺
崎

　と
か
く
課
題
に
ば
か
り
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
ガ
イ
ド
は
観
光
振
興
の
主
役
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
、
む
し
ろ
必
然
だ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」
で
す
。
楽
し
い

時
間
と
心
地
よ
い
空
間
と
感
動
の
瞬
間
を
ど

う
届
け
ら
れ
る
か
。
自
然
っ
て
仕
込
め
な
い

と
い
う
と
変
で
す
が
、
何
が
出
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に

よ
っ
て
も
何
に
感
動
す
る
か
が
違
う
の
で
、

何
を
伝
え
る
か
、ど
う
い
う
時
間
を
作
る
か
、

お
客
さ
ん
を
見
な
が
ら
毎
回
意
識
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。

　話
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
そ
の
日
の
風

ド
し
た
方
が
、
う
ち
の
地
域
で
は
長
く
ガ
イ

ド
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
本

　ほ
ぼ
2
年
間
ぱ
っ
た
り
お
客
さ
ん
が

来
な
く
な
っ
て
、
島
か
ら
ガ
イ
ド
が
出
て

い
っ
た
り
倒
産
話
が
出
て
く
る
か
と
心
配
し

て
た
ん
だ
け
ど
、
意
外
と
み
ん
な
耐
え
忍
ん

で
ま
す
。
そ
れ
ま
で
が
忙
し
す
ぎ
た
ん
で
す

よ
。
結
構
み
ん
な
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
連
中
は
漁
船
に
の
っ
た
り
、
ポ

ン
カ
ン
や
タ
ン
カ
ン
ち
ぎ
り
に
農
家
に
行
っ

た
り
、
土
木
工
事
の
日
雇
い
に
行
っ
た
り
と

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
屋
久
島
に
来
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
ガ
イ
ド
っ
て
い
う
仕
事
が
あ
っ
た
け
ど
。

ガ
イ
ド
で
食
え
な
く
な
っ
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
な
ん
と
か
家
族
が
生
き
て
い
け
る
分
だ

け
稼
げ
れ
ば
、
割
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
な
あ
、
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
屋
久
島
に
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
地
元
の
人
の
「
金
儲
け
し
た
ら
出

て
行
く
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
想
と
は
違
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　屋
久
島
で
暮
ら
す
こ
と
が
す
ご
く
重
要
だ

と
い
う
の
が
コ
ロ
ナ
で
再
認
識
さ
れ
「
コ
ロ

ナ
前
の
忙
し
さ
は
異
常
だ
っ
た
な
、
も
っ
と

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
の

が
、
多
分
コ
ロ
ナ
禍
で
ガ
イ
ド
が
考
え
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

∗

寺
崎

　最
後
に
、
今
後
の
ガ
イ
ド
業
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

松
田

　ガ
イ
ド
業
は
今
み
た
い
な
ス
タ
イ
ル
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ガ
イ
ドツ
アー
の
醍
醐
味

訪
問
国
39
ヶ
国
、
日
本
出
国

回
数
は
2
4
0
回
で
う
ち
観

光
旅
行
は
73
回
。
観
光
で
一

番
訪
問
回
数
が
多
い
の
は
チ

ベ
ッ
ト
の
15
回
。
若
い
頃
は
個

人
旅
行
派
だ
っ
た
が
近
年
は
ツ
ア
ー
利
用
が
多
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
国
内
ツ
ア
ー
参
加
が
増
え
て
い
る
。

小
町 

篤
さ
ん

海
外
ツ
ア
ー
・
国
内
ツ
ア
ー

の
両
方
に
数
多
く
参
加
し
て

い
る
。
さ
ら
に
は
歴
史
や
山

歩
き
も
好
き
で
、
興
味
を
そ

そ
ら
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、

ツ
ア
ー
以
外
で
も
身
軽
に
個
人
旅
行
に
出
か
け

る
。 来

山
久
仁
子
さ
ん

ツ
ア
ー
も
個
人
旅
行
も
両
方

行
く
派
。
海
外
旅
行
は
今
ま

で
10
回
以
上
経
験
し
て
お

り
、
行
き
先
は
ア
ジ
ア
と
カ

ナ
ダ
西
部
が
多
く
、
国
内
旅

行
は
東
北
と
北
海
道
が
多
い
。
ツ
ア
ー
は
カ
ナ
ダ

や
チ
ベ
ッ
ト
、
中
国
の
梅
里
雪
山
な
ど
に
参
加
。

本
藤
聡
子
さ
ん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん

（
株
）風
の
旅
行
社
風
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
。 

1
9
4
8
年
2
月
生
。
東
京

都
出
身
。
大
学
卒
業
後
、
会

社
勤
め
を
経
て
、
信
州
北
部

の
ス
キ
ー
場
で
宿
を
営
む
。
20
年
後
に
宿
を
売
却

し
、
1
9
9
4
年〝
風
の
旅
行
社
〞に
入
社
、
現

在
に
至
る
。
1
9
8
1
年
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
壁
隊

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

水
野
恭
一
さ
ん

進
行
：
寺
崎
竜
雄（
J
T
B
F
）

座
談
会
撮
影
○
笹
野
忠
和（
B
L
i
X
）

構
成
・
文
○
井
上
理
江

出席者

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

座
談
会

そ
の
二

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バルコル（八廊路）、朝の巡礼（ラサ） 写真：小町篤

チ
ュ
プ
サ
ン
尼
僧
院（
チ
ベ
ッ
ト
・

ラ
サ
） 

写
真
提
供
：
小
町
篤
氏
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
い
し
じ
ょ
」こ
と
笹
本
倫
さ
ん
（
北
杜
市
教
育
委
員

会
学
術
課
文
化
財
担
当
）「
私
は
学
生
の
頃
か
ら
石

仏
や
石
祠
と
い
っ
た
石
造
物
が
大
好
き
で
、
な
か
で

も
「
石
」
自
体
に
と
て
も
心
惹
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
と
て
も
好
奇

心
が
旺
盛
で
、
そ
の
熱
量
に
引
き
込
ま
れ
て
思
わ
ず

石
材
の
種
類
や
加
工
法
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る

人
々
の
暮
ら
し
や
も
の
の
考
え
方
に
ま
で
踏
み
込
ん

だ
デ
ィ
ー
プ
な
解
説
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
笑
）

写
真
：
上
か
ら
旧
甲
州
街
道
、追
分
の
人
形
芝
居
、勝
沼
の
ブ
ド
ウ
農
家
、ブ
ド
ウ
畑

ガイドツアーの醍醐味座談会 その二
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
い
し
じ
ょ
」こ
と
笹
本
倫
さ
ん
（
北
杜
市
教
育
委
員

会
学
術
課
文
化
財
担
当
）「
私
は
学
生
の
頃
か
ら
石

仏
や
石
祠
と
い
っ
た
石
造
物
が
大
好
き
で
、
な
か
で

も
「
石
」
自
体
に
と
て
も
心
惹
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
と
て
も
好
奇

心
が
旺
盛
で
、
そ
の
熱
量
に
引
き
込
ま
れ
て
思
わ
ず

石
材
の
種
類
や
加
工
法
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る

人
々
の
暮
ら
し
や
も
の
の
考
え
方
に
ま
で
踏
み
込
ん

だ
デ
ィ
ー
プ
な
解
説
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
笑
）

写
真
：
上
か
ら
旧
甲
州
街
道
、追
分
の
人
形
芝
居
、勝
沼
の
ブ
ド
ウ
農
家
、ブ
ド
ウ
畑
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

北
海
道
江
別
市
在
住
。
北
の

森
の
自
然
ガ
イ
ド
。
信
州
大

学
農
学
部
林
学
科
卒
業
後
、

道
内
の
林
業
会
社
に
就
職
。

退
職
し
て
、
学
生
時
代
か
ら

か
か
わ
っ
た
自
然
保
護
運
動

と
植
生
調
査
に
従
事
す
る
。

振
り
返
る
と
自
然
を
語
る
こ

と
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
北

の
森
自
然
伝
習
所
を
設
立
。

大
地
の
歴
史
や
息
吹
を
感
じ

さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
熱
心
な

解
説
が
人
気
。
北
方
の
森
を

得
意
分
野
と
し
、海
外
ツ
ア
ー

で
も
自
然
ガ
イ
ド
を
務
め
る
。

三
木 

昇
氏（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド 

北
ノ
森
自
然
伝
習
所
主
宰
）
　

一
緒
に

「
面
白
が
り
」
な
が
ら
、

参
加
者
の
理
解
を

助
け
る

　私
が
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
に
ガ

イ
ド
と
し
て
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
拠
点

は
北
海
道
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
年
に

2
、
3
回
ペ
ー
ス
で
国
内
・
海
外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
旅
し
ま
し
た
。

　行
っ
た
先
で
は
、
私
が
面
白
い
と

思
っ
た
も
の
を
皆
さ
ん
と
見
ま
す
。

国
内
な
ら
、
必
ず
行
く
の
が
道
の
駅

で
、
品
物
を
見
た
り
買
っ
た
り
し
た

後
に
野
外
へ
出
て
「
さ
っ
き
売
っ
て

た
野
菜
は
、
こ
こ
で
作
っ
て
る
よ
」

な
ど
、
人
々
が
ど
う
い
う
自
然
環
境

の
中
で
ど
う
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
か
、
地
域
の
風
土
を
み
ん
な

で
確
か
め
な
が
ら
「
知
る
楽
し
み
を

満
た
す
旅
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　私
の
旅
で
は
、
鳥
や
植
物
の
名
前

は
あ
ま
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
も
の
を
た
く
さ
ん
見
た
い

な
ら
動
物
園
に
行
っ
た
方
が
早
い
の

で
、
自
分
の
見
た
こ
と
の
な
い
鳥
や

植
物
を
見
て
、
ラ
イ
フ
リ
ス
ト
（
自

然
観
察
家
が
一
生
の
間
で
最
初
に
出

会
っ
た
動
物
を
記
録
し
た
も
の
。
特

に
野
鳥
が
多
い
）
を
増
や
し
た
い
人

た
ち
の
旅
は
や
ら
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　大
事
な
の
は
「
風
景
を
読
む
」
こ

と
で
す
。
こ
の
緯
度
と
植
生
帯
な
ら

こ
う
い
う
植
物
が
生
え
て
い
る
と

か
、
こ
こ
は
こ
う
い
う
地
質
だ
か
ら

こ
う
い
う
現
象
が
起
き
る
と
か
、
ど

の
土
地
に
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
地
質
は
大
地
の
形
で
あ
り
、

そ
れ
を
覆
う
植
物
は
大
地
の
表
現
形

で
す
。
そ
う
し
た
地
質
や
植
物
か
ら

生
ま
れ
る
風
景
は
、
地
域
の
歴
史
を

全
部
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
山
口
で
は
戦
時
中
に
小
学

生
だ
っ
た
爺
さ
ん
が
「
よ
く
丸
太
担

ぎ
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
は
ア
カ
マ
ツ
が
生
え
て
い
て
、

炭
鉱
の
坑
木
と
し
て
小
学
生
に
担
が

せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
材
線
虫

が
増
え
た
の
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
植

林
し
た
ヒ
ノ
キ
山
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
々
の
営
み
と
、
風
景
の

歴
史
の
変
遷
も
語
る
材
料
で
す
。

ツ
ア
ー
初
日
に

生
ま
れ
た
疑
問
を
、

旅
を
し
な
が
ら

解
い
て
い
く

　ガ
イ
ド
が
担
う
第
一
の
役
目
は
、

ツ
ア
ー
を
な
ご
や
か
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
、
お
客
様
が
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、
理
解
し
た
り
考
え
た
り

す
る
場
と
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

ガ
イ
ド
の
役
目
は
理
解
を
助
け
る
こ

と
で
す
か
ら
、
自
分
が
知
っ
て
る
こ

と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
っ
て
も
、
面
白
く

な
い
。
知
識
を
た
く
さ
ん
話
す
ガ
イ

ド
が
大
好
き
な
お
客
様
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
私
の
ツ
ア
ー
に

は
次
第
に
来
な
く
な
り
ま
す
ね
。

か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
に

は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
向
け
と
私
の

よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
ガ
イ
ド
が
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
が
違
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
の

種
類
の
整
理
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　た
だ
し
、
マ
ス
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に

共
通
す
る
ガ
イ
ド
の
必
要
要
件
も

あ
っ
て
、
ガ
イ
ド
自
身
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
に
つ
い
て
お
客
様
と
一
緒
に

「
面
白
が
る
」こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
お
客
様
に
ど
う
伝

え
る
か
、
ど
う
面
白
が
れ
る
か
が
ガ

イ
ド
の
力
量
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　私
が
同
行
す
る
の
は
催
行
人
数
が

8
人
や
12
人
な
ど
の
少
人
数
ツ
ア
ー

で
、
何
日
間
も
行
動
を
共
に
し
ま
す

か
ら
、
非
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
で
す
。
参
加
者
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
7
割
く
ら
い
で
、
す

ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
管

理
は
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
が
、
私
の
旅

は「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
る
か
ら
い
い
」

と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　旅
行
会
社
に
は
難
し
い
注
文
だ
と

思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
タ
イ
ト
に
行

程
を
書
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
泊
ま
る
と
こ
ろ
と
大
ま
か
な

行
き
先
だ
け
を
決
め
、
あ
と
は
走
り

回
り
な
が
ら
見
て
い
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
、
ツ
ア
ー
初
日
に
生
ま
れ
た

疑
問
を
、
旅
を
し
な
が
ら
謎
解
き
を

し
て
い
く
よ
う
な
、
み
ん
な
で
旅
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
。

　以
前
よ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
の
こ
と
を
、

み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
考
え
な
い
？
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
表
に
は
出

し
ま
せ
ん
が
、
周
囲
を
見
て
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
ガ
イ
ド
が
生
き
残
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
訪
れ
た
土
地
を

お
客
様
と
面
白
が
り
な
が
ら
、
自
分

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
フ
リ
ー
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
を
始

め
た
の
は
1
9
8
0
年
代
、
30
代
の

頃
で
す
。
大
学
時
代
に
自
然
保
護
運

動
を
し
て
い
て
、
一
度
会
社
勤
め
を

し
ま
し
た
が
10
年
た
っ
て
、
こ
の
会

社
の
先
行
き
は
怪
し
い
と
判
断
し
て

辞
め
、改
め
て
運
動
を
見
直
し
て「
自

然
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
か
ら
、
問
題
が
起
き
て
く
る
。

ち
ゃ
ん
と
自
然
を
語
る
人
が
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
」
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
し
か
し
当
時
は
、

ガ
イ
ド
に
対
価
を
払
う
と
い
う
発
想

は
な
く
「
宿
と
移
動
費
は
た
だ
。
そ

の
代
わ
り
何
か
お
花
の
名
前
教
え
て

あ
げ
て
ね
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、「
自
然
を
飯
の
材
料
に

す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
非

難
を
浴
び
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
今
80
歳
ぐ
ら
い
の
世
代

の
人
た
ち
の
子
育
て
が
終
わ
っ
た
頃
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
自
然
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
時
代
の
う
ね

り
が
出
て
き
て
、
ガ
イ
ド
と
い
う
存

在
が
必
要
で
あ
り
、
対
価
を
払
う
も

の
と
い
う
社
会
的
な
認
知
が
広
ま
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
、
今
は
ガ

イ
ド
が
も
っ
と
増
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
な
い
と
業
界

と
し
て
成
り
立
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
ら
。
業
界

に
な
れ
ば
、
社
会
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
存
在

に
な
り
ま
す
。
特
に
若

者
が
働
け
る
場
所
と
し

て
、
も
っ
と
促
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
産
業
を
お
邪
魔

せ
ず
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
新
し
い
業
と
し

て
、
ガ
イ
ド
業
は
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

　都
市
と
地
方
の
交
流

は
と
て
も
大
事
で
す

が
、
ガ
イ
ド
に
は
都
市

と
地
方
の
交
流
を
増
や

す
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

若
い
人
た
ち
に
は
単
に
稼
ぐ
手
段
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
覚
を

持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
い
う
ガ
イ
ド
が
増
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
談
）

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

　礼
文
島
で
花
の
ガ
イ
ド
を
し
た

時
、
そ
れ
ま
で
礼
文
島
に
何
回
も
来

て
い
た
人
に
「
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
さ

ん
は
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
て
何
に

も
覚
え
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
け
ど
も
、

三
木
さ
ん
は
ど
こ
に
ど
う
い
う
植
物

が
生
え
て
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
、自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

　と
は
言
え
バ
ス
1
台
を
任
さ
れ
た

と
き
は
、
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
し

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガイド中の三木氏。「知る楽しみを満たす旅」を心がけているという

ガイドツアーの醍醐味座談会 その二
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来
山

　私
は
歴
史
が
好
き
で
、
甲
州
街
道
を

歩
き
ま
し
た
が
、
歩
き
通
す
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
ま
わ
り
の
様
子
を
覚

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
、
今
回
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
印
象
深
い
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

　例
え
ば
上
野
原
の
宿
場
町
で
は
街
道
を

ま
っ
す
ぐ
に
通
す
の
で
は
な
く
、
宿
場
の
入

口
と
出
口
を
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
る
こ
と
で

敵
の
侵
入
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
町
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

　棒
道
も
武
田
信
玄
が
信
濃
を
攻
め
る
た
め

の
軍
事
道
に
使
っ
た
と
、
雑
誌
で
知
り
ま
し

た
が
、
地
元
の
観
光
課
の
方
が
「
こ
の
道
は

荷
車
が
通
る
ぐ
ら
い
の
幅
で
、
生
活
道
路

だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
方
た
ち
が
そ
う
い
う
場
所
を

大
事
に
使
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
雑
誌
や
本
な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
に

よ
っ
て
視
野
が
広
が
り
、
す
ご
く
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

小
町

　勝
沼
宿
周
辺
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た

飯
島
さ
ん
の
案
内
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
芸

員
さ
ん
っ
て
、
あ
ん
な
に
お
話
が
で
き
る
と

思
っ
て
な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
ん
な
こ
と
ま

で
話
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

来
山

　も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
棒
道
の
ツ
ア
ー
で
の
石
仏
の
説
明
で

す
。
私
は
石
仏
を
見
る
と
「
こ
れ
は
お
地
蔵

さ
ん
だ
な
」「
こ
う
い
う
観
音
さ
ん
な
ん
だ

な
」
と
い
っ
た
見
方
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
時
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く
れ

た
地
元
の
観
光
課
（
当
時
）
の
若
い
女
性
が
、

石
仏
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
石
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
詳
し
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
ま
で
そ
う
い
う
視
点
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
目
が
開
か
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

小
町

　私
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
彼
女
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
で

す
。
あ
あ
い
う
話
っ
て
、
滅
多
に
聞
け
な
い

で
す
か
ら
ね
。

水
野

　彼
女
は
「
い
し
じ
ょ
」
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
、
石
に
詳
し
い
方
で
す
。

来
山

　そ
う
い
っ
た
市
の
学
芸
員
さ
ん
や
観

光
課
の
方
、
郷
土
史
家
の
方
な
ど
が
ガ
イ
ド

を
務
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

寺
崎

　学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
や
は
り
一

味
違
い
ま
す
か
。

小
町

　違
い
ま
す
ね
。
川
﨑
先
生
は
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
が
仏
教
者
だ
か
ら
、
と
て
も
深
い
仏

教
の
話
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
学
芸
員
も

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
そ
の
土
地
の
こ
と
を

深
く
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ
て
い

た
。
山
を
歩
い
て
い
る
時
に
鹿
が
す
ぐ
近
く

に
来
た
の
で
、
つ
い
葉
っ
ぱ
を
ち
ぎ
っ
て
差

し
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
「
そ
う
い

う
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

寺
崎

　お
客
さ
ん
に
迎
合
し
す
ぎ
ず
、
必
要

な
時
に
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
い
う
こ
と
も

ガ
イ
ド
と
し
て
は
必
要
で
す
ね
。

「
目
配
り
」
が
ガ
イ
ド
の

質
を
大
き
く
左
右

水
野

　今
ま
で
ガ
イ
ド
の
よ
い
話
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

な
思
い
出
と
か
、
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う

し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
み
た
い
な
お
話

も
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
町

　こ
れ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
話
で
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
3
人
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
た
ん
で
す

が
、
山
歩
き
で
遅
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
を

放
っ
て
ガ
イ
ド
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
と
き
だ
け
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
注
意

し
ま
し
た
ね
。

来
山

　あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
の

こ
と
で
す
が
、
添
乗
員
さ
ん
の
他
に
地
元
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
2
人
つ
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
す
ご
く
山
登
り
に
慣
れ
た
人
も
い

れ
ば
、
慣
れ
て
な
い
人
も
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
ま
と
め
な
が
ら
登
る
の
が
ガ
イ
ド

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
登
り
た
い

人
が
ガ
イ
ド
さ
ん
を
急
き
立
て
て
、
ど
ん
ど

ん
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
グ
ル
ー
プ
の
前
後

が
大
き
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　結
局
そ
の
時
は
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
や
故
障
者
が
何
人
か
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
ね
。

水
野

　今
の
お
話
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
ま

と
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
し
ま
う
と

い
う
の
も
、
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
は
結
構

多
く
見
ら
れ
ま
す
ね
。

　地
元
在
住
の
ガ
イ
ド
で
、
そ
の
ル
ー
ト
に

慣
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
で
は
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
我
々
か
ら
す
る
と
と
ん
で
も
な
く
速
い

ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
地
元
の
山
岳
ガ
イ
ド
に
は
、
も

の
す
ご
く
幅
が
あ
り
ま
す
ね
。

寺
崎

　そ
の
幅
と
い
う
の
は
、
持
っ
て
い
る

知
識
や
情
報
の
差
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

客
さ
ん
に
対
す
る
目
配
り
と
い
う
点
が
大
き

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
に
、
ガ
イ
ド

の
良
し
悪
し
の
基
準
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

来
山

　風
の
旅
行
社
で
、
関
東
の
山
歩
き
の

ツ
ア
ー
に
よ
く
同
行
さ
れ
る
山
岳
ガ
イ
ド
の

穂
苅
勲
夫
先
生
は
、
常
に
全
体
を
把
握
し
な

が
ら
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
ね
。

　私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い

速
く
行
っ
ち
ゃ
う
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も

「
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

か
「
私
の
後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　そ
う
い
う
目
配
り
を
し
て
、
全
体
を
見
な

が
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
歩
い
た
ら
い
い

の
か
、
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
、
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
に
は
必
要
な
技
量
と
気
配
り
な
ん
だ

な
と
、
穂
苅
先
生
の
山
歩
き
を
見
て
い
て
思

い
ま
し
た
。

水
野

　穂
苅
先
生
は
す
ご
い
で
す
よ
。
歩
き

始
め
て
30
分
ぐ
ら
い
で
一
休
み
す
る
ん
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
参
加
者
の
歩
き
方
や
力
量

を
だ
い
た
い
全
部
把
握
で
き
て
い
ま
す
。
珍

し
い
方
で
す
ね
。

　ち
な
み
に
先
ほ
ど
小
町
さ
ん
か
ら
名
前
が

挙
が
っ
た
三
木
昇
さ
ん
と
穂
苅
先
生
は
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
な
ど
の
説
明
看
板
が
あ

る
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
声
を

出
し
て
読
む
ん
で
す
。
文
字
で
見
る
だ
け
と

は
違
っ
て
、
音
声
で
聞
く
と
内
容
が
頭
に
入

り
や
す
い
の
で
、
こ
れ
は
い
い
方
法
だ
な
と

思
い
ま
す
。

「
学
芸
員
ガ
イ
ド
」
の

大
き
な
可
能
性

水
野

　話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
社
で
は
昨

年
（
2
0
2
1
年
）
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
甲
州
街
道
や
棒
道
な
ど
、
山
梨
県
内
の

歴
史
の
道
を
テ
ー
マ
に
合
計
4
回
の
ツ
ア
ー

を
催
行
し
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の

で
、
そ
の
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

な
か
っ
た
の
で
、す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
と
行
っ
た
中
国
・
雲
南
省
の
ツ

ア
ー
で
は
、
仏
教
が
伝
わ
っ
た
経
路
に
よ
っ

て
仏
像
も
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
い
っ
た

お
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
話

を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
と
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
に
広
が
り
が
出
て
く
る
ん
で
す

ね
。
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の
が
、
知
識
豊

富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
い
ま
す
。

水
野

　川
﨑
一
洋
先
生
は
、
四
国
霊
場
88
ヶ

所
の
第
28
番
大
日
寺
の
ご
住
職
で
、
現
在
、

高
野
山
大
学
の
特
任
准
教
授
で
す
。
当
社
が

主
催
す
る
講
座
の
講
師
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
、
仏
教
学
や
仏
教
美
術
を
専
門
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
が
同

行
さ
れ
る
ツ
ア
ー
は
、
も
の
す
ご
く
内
容
が

濃
い
で
す
よ
ね
。

本
藤

　海
外
ツ
ア
ー
に
行
く
と
、
現
地
の
人

か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
歌
え
」
と
か
「
踊

れ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
人
前

で
歌
う
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
中

国
の
梅
里
雪
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
と
き

も
、
1
人
ず
つ
参
加
者
と
現
地
の
人
が
順
番

に
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　私
の
番
が
来
ち
ゃ
っ
て
「
い
や
だ
な
あ
」

と
思
っ
て
た
ら
、
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の

山
田
さ
ん
が
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
の
後
に
ネ
パ
ー
ル
の
ツ
ア
ー
で
も

や
は
り
そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
て
、「
こ
れ

が
自
分
の
破
れ
な
い
殻
だ
な
」
と
す
ご
く

思
っ
て
、実
は
最
近
合
唱
を
始
め
た
ん
で
す
。

こ
の
と
き
の
出
来
事
が
自
分
の
人
生
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
な
と
、
振
り
返
っ
て
み
て

思
い
出
し
ま
し
た
。

寺
崎

　旅
先
の
出
来
事
が
、
人
生
の
転
機
に

つ
な
が
っ
た
ん
で
す
ね
。

水
野

　国
内
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

来
山

　屋
久
島
の
ツ
ア
ー
は
、
私
は
た
だ
宮

之
浦
岳
に
登
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
参

加
し
た
ん
で
す
が
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
木
や
コ

ケ
の
話
、
縄
文
杉
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
数
千

年
生
き
て
き
た
の
か
と
い
っ
た
話
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
植
物
の
生
き

る
力
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
の
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　最
後
の
半
日
は
海
岸
も
見
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
海
藻
と
か
近
場
に
住
ん
で
い
る
魚
と

か
貝
の
話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
た
だ
山
に

登
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
山
や
谷
、
海
岸

な
ど
そ
の
土
地
の
自
然
に
つ
い
て
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

　ち
な
み
に
私
は
、
そ
の
ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド

さ
ん
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し

は
帰
国
し
て
駿
河
台
大
学
の
准
教
授
を
務
め

て
い
ま
す
。

小
町

　村
上
さ
ん
も
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

て
、
お
友
達
に
な
っ
た
一
人
で
す
。
彼
は
チ

ベ
ッ
ト
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
教
え
子
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
チ

ベ
ッ
ト
人
女
性
が
私
の
一
押
し
で
す
。

　彼
女
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
と
も
か

く
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
い
い
と
こ
ろ
を
全

部
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
精
神
で
す
。
自

分
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
で
な
く
て
も
、
ラ
サ

の
空
港
で
搭
乗
手
続
き
に
困
っ
て
い
た
日
本

人
を
見
つ
け
た
ら
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
り
、
私
が
他
の
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ツ

ア
ー
で
も
、
帰
り
の
飛
行
機
の
ギ
リ
ギ
リ
の

時
間
に
な
っ
て
も
空
港
に
戻
れ
な
い
と
、
何

回
も
電
話
を
入
れ
て
く
れ
、
空
港
に
着
い
た

ら「
お
昼
食
べ
て
な
い
で
し
ょ
」と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
用
意
し
て
待
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
本
当
に
気
配
り
の
素
晴
ら
し
い
方

で
す
。

本
藤

　私
が
初
め
て
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
の
は
2
0
0
4
年
で
す
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
た
宮
田

麻
未
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ

ン
ク
ー
バ
ー
島
を
巡
り
ま
し
た
。

　そ
れ
ま
で
私
は
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
も

と
も
と
先
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
住
ん
で

い
た
」
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
住
民
族
が
長
い
間
迫
害
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
文
化
や
言

葉
を
失
っ
た
事
実
を
そ
の
ツ
ア
ー
で
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
日
本
の
身
近
な
文
化
も

大
切
に
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」「
ア

イ
ヌ
文
化
も
知
り
た
い
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ

気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　現
地
を
旅
す
る
間
、「
こ
こ
で
は
昔
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を

し
て
た
の
か
な
」
と
か
、
す
ご
く
想
像
を
か

き
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

水
野

　宮
田
さ
ん
は
浄
土
宗
の
法
籍
を
持
っ

て
い
る
尼
僧
の
方
で
、
今
は
帰
国
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に
留
学
し
て
人
類
学
や
民

族
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
藤

　風
の
旅
行
社
と
は
違
う
会
社
の
ツ

ア
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
セ
ド

ナ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
面
白
い
土
地
な
の

で
す
が
、
こ
と
ば
の
違
い
の
せ
い
か
、
宮
田
さ

ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い
た
カ
ナ
ダ
の
ツ

ア
ー
ほ
ど
の
満
足
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　企
画
を
作
っ
て
い
る
方
や
ガ
イ
ド
を
す
る

方
の
「
こ
れ
を
伝
え
た
い
」
と
い
う
熱
量
が
、

そ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ど
れ
だ
け
発
揮
さ
れ
る

か
が
、
少
し
高
い
お
金
を
出
し
て
で
も
参
加

し
、
満
足
し
た
と
感
じ
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

　元
々
知
り
た
が
り
な
の
で
、
本
物
を
直
接

見
る
こ
と
や
そ
の
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
枠
を
超
え
た

新
た
な
視
点
を
得
る

　
小
町

　私
は
ア
ジ
ア
に
行
く
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
S
A
R
S
が
流
行
っ
た
2
0
0
3

年
頃
は
ア
ジ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、
風

の
旅
行
社
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
講
師
と
し
て

同
行
し
た
三
木
昇
さ
ん
も
印
象
的
で
し
た
ね
。

　ツ
ア
ー
が
終
わ
っ
た
後
、
夜
に
も
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

解
説
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
地
層
の

褶
曲
（
し
ゅ
う
き
ょ
く
）
な
ど
に
つ
い
て
、

部
屋
に
あ
る
マ
ッ
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て

「
こ
う
な
る
ん
だ
よ
」
と
わ
か
り
や
す
く
、

面
白
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

水
野

　三
木
昇
さ
ん
は
林
業
に
携
わ
っ
た
経

験
も
あ
り
、
自
然
科
学
に
詳
し
い
方
で
、
当

社
で
も
人
気
の
ガ
イ
ド
で
す
。
彼
の
よ
う
な

優
秀
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
系
ガ
イ
ド
は
、
高
校
の

面
白
い
生
物
の
先
生
の
よ
う
な
、
共
通
の
匂

い
と
い
う
か
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

来
山

　私
は
、
風
の
旅
行
社
で
ガ
イ
ド
や
講

師
を
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
洋
先
生
が
ガ
イ
ド

と
し
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
れ
る
海
外
・
国
内

ツ
ア
ー
に
よ
く
参
加
し
ま
し
た
。

　川
﨑
先
生
も
、
よ
く
夜
の
勉
強
会
を
開
か

れ
ま
す
ね
。
食
事
が
終
わ
っ
た
後
に
1
時
間

ぐ
ら
い
、
そ
の
日
見
た
お
寺
や
仏
像
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
は
そ
う
し
た
経
験
が

寺
崎

　今
日
は
、
ガ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
客
様
の
立
場
か
ら
、
ガ
イ
ド
と
行
く

ツ
ア
ー
は
ど
の
よ
う
な
点
が
楽
し
い
の
か
、

よ
い
ガ
イ
ド
と
は
、
ガ
イ
ド
に
求
め
る
も
の

は
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い

た
く
、
個
人
旅
行
も
ツ
ア
ー
も
豊
富
に
経
験

さ
れ
て
い
る
3
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
風
の
旅
行
社
の
水
野
さ
ん
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
き
、
私
か
ら
も
と

き
ど
き
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
水
野
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

北
海
道
江
別
市
在
住
。
北
の

森
の
自
然
ガ
イ
ド
。
信
州
大

学
農
学
部
林
学
科
卒
業
後
、

道
内
の
林
業
会
社
に
就
職
。

退
職
し
て
、
学
生
時
代
か
ら

か
か
わ
っ
た
自
然
保
護
運
動

と
植
生
調
査
に
従
事
す
る
。

振
り
返
る
と
自
然
を
語
る
こ

と
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
北

の
森
自
然
伝
習
所
を
設
立
。

大
地
の
歴
史
や
息
吹
を
感
じ

さ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
熱
心
な

解
説
が
人
気
。
北
方
の
森
を

得
意
分
野
と
し
、海
外
ツ
ア
ー

で
も
自
然
ガ
イ
ド
を
務
め
る
。

三
木 

昇
氏（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド 

北
ノ
森
自
然
伝
習
所
主
宰
）
　

一
緒
に

「
面
白
が
り
」
な
が
ら
、

参
加
者
の
理
解
を

助
け
る

　私
が
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
に
ガ

イ
ド
と
し
て
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
拠
点

は
北
海
道
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
年
に

2
、
3
回
ペ
ー
ス
で
国
内
・
海
外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
旅
し
ま
し
た
。

　行
っ
た
先
で
は
、
私
が
面
白
い
と

思
っ
た
も
の
を
皆
さ
ん
と
見
ま
す
。

国
内
な
ら
、
必
ず
行
く
の
が
道
の
駅

で
、
品
物
を
見
た
り
買
っ
た
り
し
た

後
に
野
外
へ
出
て
「
さ
っ
き
売
っ
て

た
野
菜
は
、
こ
こ
で
作
っ
て
る
よ
」

な
ど
、
人
々
が
ど
う
い
う
自
然
環
境

の
中
で
ど
う
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
か
、
地
域
の
風
土
を
み
ん
な

で
確
か
め
な
が
ら
「
知
る
楽
し
み
を

満
た
す
旅
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　私
の
旅
で
は
、
鳥
や
植
物
の
名
前

は
あ
ま
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
も
の
を
た
く
さ
ん
見
た
い

な
ら
動
物
園
に
行
っ
た
方
が
早
い
の

で
、
自
分
の
見
た
こ
と
の
な
い
鳥
や

植
物
を
見
て
、
ラ
イ
フ
リ
ス
ト
（
自

然
観
察
家
が
一
生
の
間
で
最
初
に
出

会
っ
た
動
物
を
記
録
し
た
も
の
。
特

に
野
鳥
が
多
い
）
を
増
や
し
た
い
人

た
ち
の
旅
は
や
ら
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　大
事
な
の
は
「
風
景
を
読
む
」
こ

と
で
す
。
こ
の
緯
度
と
植
生
帯
な
ら

こ
う
い
う
植
物
が
生
え
て
い
る
と

か
、
こ
こ
は
こ
う
い
う
地
質
だ
か
ら

こ
う
い
う
現
象
が
起
き
る
と
か
、
ど

の
土
地
に
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
地
質
は
大
地
の
形
で
あ
り
、

そ
れ
を
覆
う
植
物
は
大
地
の
表
現
形

で
す
。
そ
う
し
た
地
質
や
植
物
か
ら

生
ま
れ
る
風
景
は
、
地
域
の
歴
史
を

全
部
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
山
口
で
は
戦
時
中
に
小
学

生
だ
っ
た
爺
さ
ん
が
「
よ
く
丸
太
担

ぎ
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
は
ア
カ
マ
ツ
が
生
え
て
い
て
、

炭
鉱
の
坑
木
と
し
て
小
学
生
に
担
が

せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
材
線
虫

が
増
え
た
の
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
植

林
し
た
ヒ
ノ
キ
山
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
々
の
営
み
と
、
風
景
の

歴
史
の
変
遷
も
語
る
材
料
で
す
。

ツ
ア
ー
初
日
に

生
ま
れ
た
疑
問
を
、

旅
を
し
な
が
ら

解
い
て
い
く

　ガ
イ
ド
が
担
う
第
一
の
役
目
は
、

ツ
ア
ー
を
な
ご
や
か
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
、
お
客
様
が
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、
理
解
し
た
り
考
え
た
り

す
る
場
と
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

ガ
イ
ド
の
役
目
は
理
解
を
助
け
る
こ

と
で
す
か
ら
、
自
分
が
知
っ
て
る
こ

と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
っ
て
も
、
面
白
く

な
い
。
知
識
を
た
く
さ
ん
話
す
ガ
イ

ド
が
大
好
き
な
お
客
様
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
私
の
ツ
ア
ー
に

は
次
第
に
来
な
く
な
り
ま
す
ね
。

か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
に

は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
向
け
と
私
の

よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
ガ
イ
ド
が
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
が
違
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
の

種
類
の
整
理
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　た
だ
し
、
マ
ス
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に

共
通
す
る
ガ
イ
ド
の
必
要
要
件
も

あ
っ
て
、
ガ
イ
ド
自
身
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
に
つ
い
て
お
客
様
と
一
緒
に

「
面
白
が
る
」こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
お
客
様
に
ど
う
伝

え
る
か
、
ど
う
面
白
が
れ
る
か
が
ガ

イ
ド
の
力
量
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　私
が
同
行
す
る
の
は
催
行
人
数
が

8
人
や
12
人
な
ど
の
少
人
数
ツ
ア
ー

で
、
何
日
間
も
行
動
を
共
に
し
ま
す

か
ら
、
非
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
で
す
。
参
加
者
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
7
割
く
ら
い
で
、
す

ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
管

理
は
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
が
、
私
の
旅

は「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
る
か
ら
い
い
」

と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　旅
行
会
社
に
は
難
し
い
注
文
だ
と

思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
タ
イ
ト
に
行

程
を
書
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
泊
ま
る
と
こ
ろ
と
大
ま
か
な

行
き
先
だ
け
を
決
め
、
あ
と
は
走
り

回
り
な
が
ら
見
て
い
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
、
ツ
ア
ー
初
日
に
生
ま
れ
た

疑
問
を
、
旅
を
し
な
が
ら
謎
解
き
を

し
て
い
く
よ
う
な
、
み
ん
な
で
旅
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
。

　以
前
よ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
の
こ
と
を
、

み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
考
え
な
い
？
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
表
に
は
出

し
ま
せ
ん
が
、
周
囲
を
見
て
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
ガ
イ
ド
が
生
き
残
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
訪
れ
た
土
地
を

お
客
様
と
面
白
が
り
な
が
ら
、
自
分

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
フ
リ
ー
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
を
始

め
た
の
は
1
9
8
0
年
代
、
30
代
の

頃
で
す
。
大
学
時
代
に
自
然
保
護
運

動
を
し
て
い
て
、
一
度
会
社
勤
め
を

し
ま
し
た
が
10
年
た
っ
て
、
こ
の
会

社
の
先
行
き
は
怪
し
い
と
判
断
し
て

辞
め
、改
め
て
運
動
を
見
直
し
て「
自

然
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
か
ら
、
問
題
が
起
き
て
く
る
。

ち
ゃ
ん
と
自
然
を
語
る
人
が
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
」
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
し
か
し
当
時
は
、

ガ
イ
ド
に
対
価
を
払
う
と
い
う
発
想

は
な
く
「
宿
と
移
動
費
は
た
だ
。
そ

の
代
わ
り
何
か
お
花
の
名
前
教
え
て

あ
げ
て
ね
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、「
自
然
を
飯
の
材
料
に

す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
非

難
を
浴
び
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
今
80
歳
ぐ
ら
い
の
世
代

の
人
た
ち
の
子
育
て
が
終
わ
っ
た
頃
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
自
然
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
時
代
の
う
ね

り
が
出
て
き
て
、
ガ
イ
ド
と
い
う
存

在
が
必
要
で
あ
り
、
対
価
を
払
う
も

の
と
い
う
社
会
的
な
認
知
が
広
ま
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
、
今
は
ガ

イ
ド
が
も
っ
と
増
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
な
い
と
業
界

と
し
て
成
り
立
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
ら
。
業
界

に
な
れ
ば
、
社
会
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
存
在

に
な
り
ま
す
。
特
に
若

者
が
働
け
る
場
所
と
し

て
、
も
っ
と
促
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
産
業
を
お
邪
魔

せ
ず
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
新
し
い
業
と
し

て
、
ガ
イ
ド
業
は
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

　都
市
と
地
方
の
交
流

は
と
て
も
大
事
で
す

が
、
ガ
イ
ド
に
は
都
市

と
地
方
の
交
流
を
増
や

す
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

若
い
人
た
ち
に
は
単
に
稼
ぐ
手
段
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
覚
を

持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
い
う
ガ
イ
ド
が
増
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
談
）

部
ツ
ア
ー
で
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
い
ろ
ん

な
場
所
に
行
く
の
が
目
的
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
に
ガ
イ
ド
と
お
友
達
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
う
す
る
と
「
あ
の
ガ
イ
ド
さ
ん

は
ど
う
し
て
る
か
な
、
ま
た
会
い
に
行
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
な
」
と
な
り
、
今
で
は
ガ
イ

水
野

　皆
さ
ん
は
海
外
旅
行
の
経
験
も
多
い

の
で
、
ま
ず
は
海
外
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
、
当
社
で
も

他
の
会
社
で
も
よ
い
の
で
自
由
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
ガ
イ
ド
に
会
う
こ
と
」が

旅
の
目
的
に

小
町

　私
は
観
光
目
的
の
海
外
旅
行
で
一
番

多
く
行
っ
た
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
で
15
回
。
全

ド
に
会
う
こ
と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

水
野

　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
に
は
文
化
人
類
学

者
の
村
上
大
輔
さ
ん
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い

て
研
究
し
な
が
ら
風
の
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
と

し
て
8
年
間
駐
在
し
て
い
ま
し
た
ね
。
現
在

る
の
か
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
驚
く
よ
う
な
話

ま
で
聞
け
る
の
で
、
学
芸
員
さ
ん
の
ガ
イ

ド
っ
て
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
よ
ね
。

寺
崎

　も
っ
と
、
観
光
の
分
野
に
出
て
き
て

も
ら
う
と
い
い
で
す
ね
。
そ
の
土
地
で
生
活

し
て
き
た
方
達
な
ら
で
は
の
知
識
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
、
面
白
い
案
内
が
聞
け

ま
す
か
ら
。普
通
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
形
で
、

そ
の
地
域
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
え
ま
す
よ

ね
。

水
野

　学
芸
員
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
ま
ず
地
域
の
観
光
協
会
な
ど
の
組
織
を

通
じ
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
講
師
依
頼
の

書
類
を
出
し
た
り
し
ま
す
。

　手
続
き
上
は
ち
ょ
っ
と
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
時
に
は
婉
曲
に
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す

ご
く
面
白
く
て
重
厚
な
解
説
が
聞
け
ま
す
よ

ね
。　ガ

イ
ド
独
自
の

眼
差
し
が
旅
を
創
る

寺
崎

　今
ま
で
お
話
を
伺
っ
て
き
て
、
い
い

ガ
イ
ド
と
い
う
の
は
、
知
識
や
情
報
な
ど
も

含
め
、
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
高
め
て
く
れ
る

よ
う
な
経
験
を
演
出
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。　ガ

イ
ド
自
身
の
持
っ
て
る
情
報
を
ど
ん
ど

ん
出
す
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
、気
づ
く
き
っ
か
け
を
作
り
、

ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
の
感
覚
を
開
い
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ガ
イ
ド
の
重
要
な
役

割
だ
と
思
い
ま
し
た
。

水
野

　そ
う
で
す
ね
。
旅
行
会
社
の
立
場
か

ら
言
い
ま
す
と
、
私
ど
も
が
ガ
イ
ド
も
し
く

は
講
師
を
選
ぶ
視
点
と
し
て
重
視
し
て
い
る

の
は
、
そ
の
方
々
の
持
っ
て
い
る
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
が
面
白
い
か
ど
う
か
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
チ
ャ
ン
先
生
と
い
う
韓
国
籍
の
講

師
の
方
は
、
私
も
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
ん

で
す
け
ど
も
、
徴
兵
さ
れ
て
北
緯
38
度
線
で

　礼
文
島
で
花
の
ガ
イ
ド
を
し
た

時
、
そ
れ
ま
で
礼
文
島
に
何
回
も
来

て
い
た
人
に
「
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
さ

ん
は
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
て
何
に

も
覚
え
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
け
ど
も
、

三
木
さ
ん
は
ど
こ
に
ど
う
い
う
植
物

が
生
え
て
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
、自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

　と
は
言
え
バ
ス
1
台
を
任
さ
れ
た

と
き
は
、
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
し

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。な
の
で
、

地
形
の
見
方
な
ど
に
兵
隊
の
眼
差
し
を
持
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

来
山

　私
も
チ
ャ
ン
先
生
に
武
蔵
野
を
ガ
イ

ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
か

ら
来
た
人
た
ち
は
治
水
や
土
木
な
ど
の
優
れ

た
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
下
地
に
な
っ
て
関
東
平
野
に
お
け
る
弥

生
時
代
以
降
の
水
田
が
で
き
て
き
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
牧
や
田

ん
ぼ
を
作
っ
た
と
か
、
だ
か
ら
こ
の
辺
り
に

人
が
住
ん
で
い
た
と
か
、
地
形
の
重
要
さ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

寺
崎

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
眼
差
し
、
も
の
の

見
方
と
い
う
の
は
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
持
っ
て
い
た
自
分
の
見

方
と
は
違
う
、
多
様
な
見
方
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ガ
イ

ド
と
ま
た
旅
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
。
人

生
を
変
え
る
力
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

水
野

　企
画
す
る
旅
行
会
社
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
講
師
や
ガ
イ
ド
の
方
々
と
会
っ
て
、
彼

ら
の
話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
自
身

が
す
ご
く
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
一
番
大
事
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
う
感
じ
れ
ば
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
多
分
、
同

じ
よ
う
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。

寺
崎

　ガ
イ
ド
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
旅
行

に
行
く
と
か
、
そ
の
土
地
で
見
た
も
の
よ
り

そ
こ
で
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
強
い
と
い
っ

た
お
話
な
ど
、ガ
イ
ド
に
は
強
い
力
が
あ
り
、

旅
行
の
楽
し
み
の
中
心
に
十
分
な
り
得
る
こ

と
を
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
日
は
貴
重
な
お
話
を
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガイド中の三木氏。「知る楽しみを満たす旅」を心がけているという

ガイドツアーの醍醐味座談会 その二

第253号 May 202221



四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28

番
大
日
寺
住
職
、
高
野
山
大

学
文
学
部
特
任
准
教
授
。

1
9
7
4
年
岡
山
県
生
ま
れ
。

高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
課

程
修
了
。
博
士（
密
教
学
）。

専
門
は
、
密
教
史
、
仏
教
図

像
学
、
印
度
哲
学
。
密
教
の

曼
荼
羅
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア

各
地
の
仏
教
美
術
、
仏
教
儀

礼
を
研
究
。
ネ
パ
ー
ル
や
チ

ベ
ッ
ト
の
各
地
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
。
著
書

に『
弘
法
大
師
空
海
と
出
会

う
』（
2
0
1
6
年
、
岩
波
新

書
）、
四
国「
弘
法
大
師
の
霊

跡
」巡
り（
2
0
1
2
年
、
セ

ル
バ
出
版
）、『
最
新
四
国
八

十
八
ヵ
所
遍
路
』（
2
0
0
6

年
、
朱
鷺
書
房
）

川
﨑
一
洋 

氏（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28
番
大
日
寺
住
職
）
　

情
報
や

知
識
を
通
じ
て

「
普
遍
」
を
伝
え
る

　風
の
旅
行
社
と
の
お
付
き
合
い
の

き
っ
か
け
は
1
9
9
8
年
。
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
美
術
を
専
攻
し
て
い
た
大
学

院
生
の
私
が
、
入
域
制
限
が
解
除
さ

れ
た
直
後
の
ネ
パ
ー
ル
北
部
の
ム
ス

タ
ン
へ
の
調
査
旅
行
の
手
配
を
お
願

い
し
た
こ
と
で
す
。そ
れ
が
ご
縁
で
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
の
座
学
講
座
の

講
師
や
、
ツ
ア
ー
の
同
行
講
師
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の

ツ
ア
ー
は
、
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ッ
ク

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　私
も
お
客
さ
ん
の
1
人
の
よ
う
な

感
じ
で
す
。「
ま
た
今
年
も
お
会
い

し
ま
し
た
ね
」
と
、
ツ
ア
ー
参
加
者

と
は
友
達
や
知
人
の
よ
う
に
和
気
あ

い
あ
い
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
年
1
回
の
同
窓
会
と
い
っ
た
雰

囲
気
で
す
ね
。

　私
は
お
寺
の
お
坊
さ
ん
で
、
大
学

で
教
え
な
が
ら
研
究
も
す
る
「
二
足

の
わ
ら
じ
」
を
履
い
て
い
ま
す
。
自

分
が
得
た
知
識
を
世
の
中
の
た
め
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
お
寺

の
信
者
さ
ん
も
大
学
の
学
生
さ
ん
も

ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
達
も
、
そ

れ
を
伝
え
る
対
象
と
い
う
意
味
で
は

同
じ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

で
は
仏
教
に
関
す
る
色
々
な
情
報
や

知
識
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
特
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
は「
象
徴
性
」

で
す
。景
色
や
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
、

目
に
見
え
る
す
べ
て
の
も
の
の
中
に

精
神
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
の
精
神
の

部
分
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。　抽

象
的
で
わ
か
り
に
く
い
の
で
例

え
を
挙
げ
る
と
、
観
音
像
が
左
手
に

持
つ
ハ
ス
の
花
は
泥
の
中
に
咲
き
ま

す
が
、
そ
の
泥
が
汚
い
ほ
ど
栄
養
と

な
り
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ

こ
に
は
「
煩
悩
を
糧
に
し
て
悟
り
に

至
る
」
と
い
う
仏
教
の
精
神
が
象
徴

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
は
煩

悩
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
取
り
払
っ
て
い
く
と
、

元
々
人
間
の
中
に
は
人
を
思
い
や
っ

た
り
善
い
こ
と
を
喜
ぶ
性
質
、
仏
教

で
仏
性
（
ぶ
っ
し
ょ
う
）
と
呼
ぶ
「
仏

と
し
て
の
性
質
」
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。「
ハ
ス
の
花
は
そ
の
象
徴
だ
」

と
い
っ
た
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　私
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、
仏
教

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教
や
人
間
哲
学
、
倫
理
に
共
通
す
る

こ
と
。
つ
ま
り
真
理
に
つ
い
て
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
然
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
相
手
に
意

識
さ
せ
な
い
で
、
お
説
教
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
（
笑
）。

　い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
観
光
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
て
、
そ
こ
で

感
じ
た
こ
と
を
日
常
生
活
や
社
会
に

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
ま
で
、
参
加
者
の
方
達
に
考

え
た
り
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
ツ
ア
ー
の
企
画
か

ら
参
加
し
て
、
訪
れ
る
場
所
の
選
定

な
ど
も
行
い
ま
す
。
感
情
に
も
入
口

が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
い
く

　私
が
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
に
ガ

イ
ド
と
し
て
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
拠
点

は
北
海
道
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
年
に

2
、
3
回
ペ
ー
ス
で
国
内
・
海
外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
旅
し
ま
し
た
。

　行
っ
た
先
で
は
、
私
が
面
白
い
と

思
っ
た
も
の
を
皆
さ
ん
と
見
ま
す
。

国
内
な
ら
、
必
ず
行
く
の
が
道
の
駅

で
、
品
物
を
見
た
り
買
っ
た
り
し
た

後
に
野
外
へ
出
て
「
さ
っ
き
売
っ
て

た
野
菜
は
、
こ
こ
で
作
っ
て
る
よ
」

な
ど
、
人
々
が
ど
う
い
う
自
然
環
境

の
中
で
ど
う
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
か
、
地
域
の
風
土
を
み
ん
な

で
確
か
め
な
が
ら
「
知
る
楽
し
み
を

満
た
す
旅
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　私
の
旅
で
は
、
鳥
や
植
物
の
名
前

は
あ
ま
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
も
の
を
た
く
さ
ん
見
た
い

な
ら
動
物
園
に
行
っ
た
方
が
早
い
の

で
、
自
分
の
見
た
こ
と
の
な
い
鳥
や

植
物
を
見
て
、
ラ
イ
フ
リ
ス
ト
（
自

然
観
察
家
が
一
生
の
間
で
最
初
に
出

会
っ
た
動
物
を
記
録
し
た
も
の
。
特

に
野
鳥
が
多
い
）
を
増
や
し
た
い
人

た
ち
の
旅
は
や
ら
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　大
事
な
の
は
「
風
景
を
読
む
」
こ

と
で
す
。
こ
の
緯
度
と
植
生
帯
な
ら

こ
う
い
う
植
物
が
生
え
て
い
る
と

か
、
こ
こ
は
こ
う
い
う
地
質
だ
か
ら

こ
う
い
う
現
象
が
起
き
る
と
か
、
ど

の
土
地
に
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
地
質
は
大
地
の
形
で
あ
り
、

そ
れ
を
覆
う
植
物
は
大
地
の
表
現
形

で
す
。
そ
う
し
た
地
質
や
植
物
か
ら

生
ま
れ
る
風
景
は
、
地
域
の
歴
史
を

全
部
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
山
口
で
は
戦
時
中
に
小
学

生
だ
っ
た
爺
さ
ん
が
「
よ
く
丸
太
担

ぎ
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
は
ア
カ
マ
ツ
が
生
え
て
い
て
、

炭
鉱
の
坑
木
と
し
て
小
学
生
に
担
が

せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
材
線
虫

が
増
え
た
の
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
植

林
し
た
ヒ
ノ
キ
山
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
々
の
営
み
と
、
風
景
の

歴
史
の
変
遷
も
語
る
材
料
で
す
。

ツ
ア
ー
初
日
に

生
ま
れ
た
疑
問
を
、

旅
を
し
な
が
ら

解
い
て
い
く

　ガ
イ
ド
が
担
う
第
一
の
役
目
は
、

ツ
ア
ー
を
な
ご
や
か
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
、
お
客
様
が
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、
理
解
し
た
り
考
え
た
り

す
る
場
と
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

ガ
イ
ド
の
役
目
は
理
解
を
助
け
る
こ

と
で
す
か
ら
、
自
分
が
知
っ
て
る
こ

と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
っ
て
も
、
面
白
く

な
い
。
知
識
を
た
く
さ
ん
話
す
ガ
イ

ド
が
大
好
き
な
お
客
様
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
私
の
ツ
ア
ー
に

は
次
第
に
来
な
く
な
り
ま
す
ね
。

か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
に

は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
向
け
と
私
の

よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
ガ
イ
ド
が
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
が
違
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
の

種
類
の
整
理
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　た
だ
し
、
マ
ス
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に

共
通
す
る
ガ
イ
ド
の
必
要
要
件
も

あ
っ
て
、
ガ
イ
ド
自
身
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
に
つ
い
て
お
客
様
と
一
緒
に

「
面
白
が
る
」こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
お
客
様
に
ど
う
伝

え
る
か
、
ど
う
面
白
が
れ
る
か
が
ガ

イ
ド
の
力
量
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　私
が
同
行
す
る
の
は
催
行
人
数
が

8
人
や
12
人
な
ど
の
少
人
数
ツ
ア
ー

で
、
何
日
間
も
行
動
を
共
に
し
ま
す

か
ら
、
非
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
で
す
。
参
加
者
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
7
割
く
ら
い
で
、
す

ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
管

理
は
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
が
、
私
の
旅

は「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
る
か
ら
い
い
」

と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　旅
行
会
社
に
は
難
し
い
注
文
だ
と

思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
タ
イ
ト
に
行

程
を
書
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
泊
ま
る
と
こ
ろ
と
大
ま
か
な

行
き
先
だ
け
を
決
め
、
あ
と
は
走
り

回
り
な
が
ら
見
て
い
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
、
ツ
ア
ー
初
日
に
生
ま
れ
た

疑
問
を
、
旅
を
し
な
が
ら
謎
解
き
を

し
て
い
く
よ
う
な
、
み
ん
な
で
旅
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
。

　以
前
よ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
の
こ
と
を
、

み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
考
え
な
い
？
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
表
に
は
出

し
ま
せ
ん
が
、
周
囲
を
見
て
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
ガ
イ
ド
が
生
き
残
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
訪
れ
た
土
地
を

お
客
様
と
面
白
が
り
な
が
ら
、
自
分

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
フ
リ
ー
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
を
始

め
た
の
は
1
9
8
0
年
代
、
30
代
の

頃
で
す
。
大
学
時
代
に
自
然
保
護
運

動
を
し
て
い
て
、
一
度
会
社
勤
め
を

し
ま
し
た
が
10
年
た
っ
て
、
こ
の
会

社
の
先
行
き
は
怪
し
い
と
判
断
し
て

辞
め
、改
め
て
運
動
を
見
直
し
て「
自

然
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
か
ら
、
問
題
が
起
き
て
く
る
。

ち
ゃ
ん
と
自
然
を
語
る
人
が
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
」
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
し
か
し
当
時
は
、

ガ
イ
ド
に
対
価
を
払
う
と
い
う
発
想

は
な
く
「
宿
と
移
動
費
は
た
だ
。
そ

の
代
わ
り
何
か
お
花
の
名
前
教
え
て

あ
げ
て
ね
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、「
自
然
を
飯
の
材
料
に

す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
非

難
を
浴
び
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
今
80
歳
ぐ
ら
い
の
世
代

の
人
た
ち
の
子
育
て
が
終
わ
っ
た
頃
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
自
然
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
時
代
の
う
ね

り
が
出
て
き
て
、
ガ
イ
ド
と
い
う
存

在
が
必
要
で
あ
り
、
対
価
を
払
う
も

の
と
い
う
社
会
的
な
認
知
が
広
ま
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
、
今
は
ガ

イ
ド
が
も
っ
と
増
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
な
い
と
業
界

と
し
て
成
り
立
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
ら
。
業
界

に
な
れ
ば
、
社
会
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
存
在

に
な
り
ま
す
。
特
に
若

者
が
働
け
る
場
所
と
し

て
、
も
っ
と
促
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
産
業
を
お
邪
魔

せ
ず
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
新
し
い
業
と
し

て
、
ガ
イ
ド
業
は
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

　都
市
と
地
方
の
交
流

は
と
て
も
大
事
で
す

が
、
ガ
イ
ド
に
は
都
市

と
地
方
の
交
流
を
増
や

す
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

若
い
人
た
ち
に
は
単
に
稼
ぐ
手
段
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
覚
を

持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
い
う
ガ
イ
ド
が
増
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
談
）

も
の
で
す
か
ら
、
訪
れ
る
順
番
も
と

て
も
大
切
で
す
。
訪
れ
る
場
所
同
士

が
う
ま
く
繋
が
り
、
関
連
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
流
れ
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　非
日
常
で
感
じ
る
い
ろ
ん
な
刺
激

か
ら
、
新
た
な
自
分
を
発
見
す
る
こ

と
も
、
旅
行
の
楽
し
み
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
刺
激
を
参
加
者

全
員
で
共
有
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で

す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
方
的

な
ガ
イ
ド
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん
と

一
緒
に
共
感
を
生
み
出
し
、
心
の
深

い
と
こ
ろ
で
参
加
者
と
つ
な
が
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。（
談
）

　礼
文
島
で
花
の
ガ
イ
ド
を
し
た

時
、
そ
れ
ま
で
礼
文
島
に
何
回
も
来

て
い
た
人
に
「
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
さ

ん
は
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
て
何
に

も
覚
え
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
け
ど
も
、

三
木
さ
ん
は
ど
こ
に
ど
う
い
う
植
物

が
生
え
て
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
、自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

　と
は
言
え
バ
ス
1
台
を
任
さ
れ
た

と
き
は
、
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
し

前列、向かって右から2番めが川﨑先生（写真提供：水野恭一氏）

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
て
。写
真
下
左
：

「
お
客
様
が
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
で
す
ね
」。

右
：
ウ
ラ
ジ
・
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
で
の
夕
食
。

「
あ
え
て
上
座
に
座
る
こ
と
で
会
話
の
促
進

を
促
し
て
い
ま
す
」。写
真
提
供
：
上
：
水

野
恭
一
氏
／
風
の
旅
行
社
、下
：
小
町
篤
氏

ガイドツアーの醍醐味座談会 その二
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四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28

番
大
日
寺
住
職
、
高
野
山
大

学
文
学
部
特
任
准
教
授
。

1
9
7
4
年
岡
山
県
生
ま
れ
。

高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
課

程
修
了
。
博
士（
密
教
学
）。

専
門
は
、
密
教
史
、
仏
教
図

像
学
、
印
度
哲
学
。
密
教
の

曼
荼
羅
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア

各
地
の
仏
教
美
術
、
仏
教
儀

礼
を
研
究
。
ネ
パ
ー
ル
や
チ

ベ
ッ
ト
の
各
地
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
。
著
書

に『
弘
法
大
師
空
海
と
出
会

う
』（
2
0
1
6
年
、
岩
波
新

書
）、
四
国「
弘
法
大
師
の
霊

跡
」巡
り（
2
0
1
2
年
、
セ

ル
バ
出
版
）、『
最
新
四
国
八

十
八
ヵ
所
遍
路
』（
2
0
0
6

年
、
朱
鷺
書
房
）

川
﨑
一
洋 

氏（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
28
番
大
日
寺
住
職
）
　

情
報
や

知
識
を
通
じ
て

「
普
遍
」
を
伝
え
る

　風
の
旅
行
社
と
の
お
付
き
合
い
の

き
っ
か
け
は
1
9
9
8
年
。
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
美
術
を
専
攻
し
て
い
た
大
学

院
生
の
私
が
、
入
域
制
限
が
解
除
さ

れ
た
直
後
の
ネ
パ
ー
ル
北
部
の
ム
ス

タ
ン
へ
の
調
査
旅
行
の
手
配
を
お
願

い
し
た
こ
と
で
す
。そ
れ
が
ご
縁
で
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
美
術
の
座
学
講
座
の

講
師
や
、
ツ
ア
ー
の
同
行
講
師
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の

ツ
ア
ー
は
、
イ
ン
ド
の
ラ
ダ
ッ
ク

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　私
も
お
客
さ
ん
の
1
人
の
よ
う
な

感
じ
で
す
。「
ま
た
今
年
も
お
会
い

し
ま
し
た
ね
」
と
、
ツ
ア
ー
参
加
者

と
は
友
達
や
知
人
の
よ
う
に
和
気
あ

い
あ
い
と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
年
1
回
の
同
窓
会
と
い
っ
た
雰

囲
気
で
す
ね
。

　私
は
お
寺
の
お
坊
さ
ん
で
、
大
学

で
教
え
な
が
ら
研
究
も
す
る
「
二
足

の
わ
ら
じ
」
を
履
い
て
い
ま
す
。
自

分
が
得
た
知
識
を
世
の
中
の
た
め
に

役
立
て
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
お
寺

の
信
者
さ
ん
も
大
学
の
学
生
さ
ん
も

ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
達
も
、
そ

れ
を
伝
え
る
対
象
と
い
う
意
味
で
は

同
じ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

で
は
仏
教
に
関
す
る
色
々
な
情
報
や

知
識
を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
特
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
は「
象
徴
性
」

で
す
。景
色
や
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
、

目
に
見
え
る
す
べ
て
の
も
の
の
中
に

精
神
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
の
精
神
の

部
分
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。　抽

象
的
で
わ
か
り
に
く
い
の
で
例

え
を
挙
げ
る
と
、
観
音
像
が
左
手
に

持
つ
ハ
ス
の
花
は
泥
の
中
に
咲
き
ま

す
が
、
そ
の
泥
が
汚
い
ほ
ど
栄
養
と

な
り
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ

こ
に
は
「
煩
悩
を
糧
に
し
て
悟
り
に

至
る
」
と
い
う
仏
教
の
精
神
が
象
徴

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
は
煩

悩
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
取
り
払
っ
て
い
く
と
、

元
々
人
間
の
中
に
は
人
を
思
い
や
っ

た
り
善
い
こ
と
を
喜
ぶ
性
質
、
仏
教

で
仏
性
（
ぶ
っ
し
ょ
う
）
と
呼
ぶ
「
仏

と
し
て
の
性
質
」
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。「
ハ
ス
の
花
は
そ
の
象
徴
だ
」

と
い
っ
た
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　私
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、
仏
教

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教
や
人
間
哲
学
、
倫
理
に
共
通
す
る

こ
と
。
つ
ま
り
真
理
に
つ
い
て
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
然
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
相
手
に
意

識
さ
せ
な
い
で
、
お
説
教
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
（
笑
）。

　い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
観
光
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
て
、
そ
こ
で

感
じ
た
こ
と
を
日
常
生
活
や
社
会
に

ど
う
生
か
し
て
い
く
か
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
ま
で
、
参
加
者
の
方
達
に
考

え
た
り
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
ツ
ア
ー
の
企
画
か

ら
参
加
し
て
、
訪
れ
る
場
所
の
選
定

な
ど
も
行
い
ま
す
。
感
情
に
も
入
口

が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
い
く

　私
が
風
の
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
に
ガ

イ
ド
と
し
て
同
行
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
20
年
に
な
り
ま
す
。
私
の
拠
点

は
北
海
道
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
年
に

2
、
3
回
ペ
ー
ス
で
国
内
・
海
外
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
旅
し
ま
し
た
。

　行
っ
た
先
で
は
、
私
が
面
白
い
と

思
っ
た
も
の
を
皆
さ
ん
と
見
ま
す
。

国
内
な
ら
、
必
ず
行
く
の
が
道
の
駅

で
、
品
物
を
見
た
り
買
っ
た
り
し
た

後
に
野
外
へ
出
て
「
さ
っ
き
売
っ
て

た
野
菜
は
、
こ
こ
で
作
っ
て
る
よ
」

な
ど
、
人
々
が
ど
う
い
う
自
然
環
境

の
中
で
ど
う
工
夫
し
な
が
ら
生
活
し

て
き
た
か
、
地
域
の
風
土
を
み
ん
な

で
確
か
め
な
が
ら
「
知
る
楽
し
み
を

満
た
す
旅
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　私
の
旅
で
は
、
鳥
や
植
物
の
名
前

は
あ
ま
り
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
ん
な
も
の
を
た
く
さ
ん
見
た
い

な
ら
動
物
園
に
行
っ
た
方
が
早
い
の

で
、
自
分
の
見
た
こ
と
の
な
い
鳥
や

植
物
を
見
て
、
ラ
イ
フ
リ
ス
ト
（
自

然
観
察
家
が
一
生
の
間
で
最
初
に
出

会
っ
た
動
物
を
記
録
し
た
も
の
。
特

に
野
鳥
が
多
い
）
を
増
や
し
た
い
人

た
ち
の
旅
は
や
ら
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　大
事
な
の
は
「
風
景
を
読
む
」
こ

と
で
す
。
こ
の
緯
度
と
植
生
帯
な
ら

こ
う
い
う
植
物
が
生
え
て
い
る
と

か
、
こ
こ
は
こ
う
い
う
地
質
だ
か
ら

こ
う
い
う
現
象
が
起
き
る
と
か
、
ど

の
土
地
に
も
共
通
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
地
質
は
大
地
の
形
で
あ
り
、

そ
れ
を
覆
う
植
物
は
大
地
の
表
現
形

で
す
。
そ
う
し
た
地
質
や
植
物
か
ら

生
ま
れ
る
風
景
は
、
地
域
の
歴
史
を

全
部
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
山
口
で
は
戦
時
中
に
小
学

生
だ
っ
た
爺
さ
ん
が
「
よ
く
丸
太
担

ぎ
を
さ
せ
ら
れ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
は
ア
カ
マ
ツ
が
生
え
て
い
て
、

炭
鉱
の
坑
木
と
し
て
小
学
生
に
担
が

せ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
材
線
虫

が
増
え
た
の
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
植

林
し
た
ヒ
ノ
キ
山
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
人
々
の
営
み
と
、
風
景
の

歴
史
の
変
遷
も
語
る
材
料
で
す
。

ツ
ア
ー
初
日
に

生
ま
れ
た
疑
問
を
、

旅
を
し
な
が
ら

解
い
て
い
く

　ガ
イ
ド
が
担
う
第
一
の
役
目
は
、

ツ
ア
ー
を
な
ご
や
か
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
事

な
の
は
、
お
客
様
が
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
、
理
解
し
た
り
考
え
た
り

す
る
場
と
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
。

ガ
イ
ド
の
役
目
は
理
解
を
助
け
る
こ

と
で
す
か
ら
、
自
分
が
知
っ
て
る
こ

と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
喋
っ
て
も
、
面
白
く

な
い
。
知
識
を
た
く
さ
ん
話
す
ガ
イ

ド
が
大
好
き
な
お
客
様
も
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
人
は
私
の
ツ
ア
ー
に

は
次
第
に
来
な
く
な
り
ま
す
ね
。

か
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
に

は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
向
け
と
私
の

よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
ガ
イ
ド
が
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
が
違
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
ガ
イ
ド
の

種
類
の
整
理
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　た
だ
し
、
マ
ス
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に

共
通
す
る
ガ
イ
ド
の
必
要
要
件
も

あ
っ
て
、
ガ
イ
ド
自
身
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
に
つ
い
て
お
客
様
と
一
緒
に

「
面
白
が
る
」こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
お
客
様
に
ど
う
伝

え
る
か
、
ど
う
面
白
が
れ
る
か
が
ガ

イ
ド
の
力
量
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　私
が
同
行
す
る
の
は
催
行
人
数
が

8
人
や
12
人
な
ど
の
少
人
数
ツ
ア
ー

で
、
何
日
間
も
行
動
を
共
に
し
ま
す

か
ら
、
非
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
で
す
。
参
加
者
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
7
割
く
ら
い
で
、
す

ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
管

理
は
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
が
、
私
の
旅

は「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
る
か
ら
い
い
」

と
言
う
方
も
い
ま
す
。

　旅
行
会
社
に
は
難
し
い
注
文
だ
と

思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
タ
イ
ト
に
行

程
を
書
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
泊
ま
る
と
こ
ろ
と
大
ま
か
な

行
き
先
だ
け
を
決
め
、
あ
と
は
走
り

回
り
な
が
ら
見
て
い
く
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
、
ツ
ア
ー
初
日
に
生
ま
れ
た

疑
問
を
、
旅
を
し
な
が
ら
謎
解
き
を

し
て
い
く
よ
う
な
、
み
ん
な
で
旅
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
。

　以
前
よ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
の
こ
と
を
、

み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
考
え
な
い
？
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
表
に
は
出

し
ま
せ
ん
が
、
周
囲
を
見
て
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ
れ
を
果
た
そ
う

と
し
て
い
る
ガ
イ
ド
が
生
き
残
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
訪
れ
た
土
地
を

お
客
様
と
面
白
が
り
な
が
ら
、
自
分

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
が
フ
リ
ー
の
プ
ロ
ガ
イ
ド
を
始

め
た
の
は
1
9
8
0
年
代
、
30
代
の

頃
で
す
。
大
学
時
代
に
自
然
保
護
運

動
を
し
て
い
て
、
一
度
会
社
勤
め
を

し
ま
し
た
が
10
年
た
っ
て
、
こ
の
会

社
の
先
行
き
は
怪
し
い
と
判
断
し
て

辞
め
、改
め
て
運
動
を
見
直
し
て「
自

然
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
人
が
少

な
い
か
ら
、
問
題
が
起
き
て
く
る
。

ち
ゃ
ん
と
自
然
を
語
る
人
が
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
」
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
し
か
し
当
時
は
、

ガ
イ
ド
に
対
価
を
払
う
と
い
う
発
想

は
な
く
「
宿
と
移
動
費
は
た
だ
。
そ

の
代
わ
り
何
か
お
花
の
名
前
教
え
て

あ
げ
て
ね
」
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
、「
自
然
を
飯
の
材
料
に

す
る
の
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
非

難
を
浴
び
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
今
80
歳
ぐ
ら
い
の
世
代

の
人
た
ち
の
子
育
て
が
終
わ
っ
た
頃
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
自
然
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
時
代
の
う
ね

り
が
出
て
き
て
、
ガ
イ
ド
と
い
う
存

在
が
必
要
で
あ
り
、
対
価
を
払
う
も

の
と
い
う
社
会
的
な
認
知
が
広
ま
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　と
に
か
く
、
今
は
ガ

イ
ド
が
も
っ
と
増
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
で
な
い
と
業
界

と
し
て
成
り
立
っ
て
い

き
ま
せ
ん
か
ら
。
業
界

に
な
れ
ば
、
社
会
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
存
在

に
な
り
ま
す
。
特
に
若

者
が
働
け
る
場
所
と
し

て
、
も
っ
と
促
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
産
業
を
お
邪
魔

せ
ず
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
新
し
い
業
と
し

て
、
ガ
イ
ド
業
は
非
常

に
い
い
と
思
い
ま
す
。

　都
市
と
地
方
の
交
流

は
と
て
も
大
事
で
す

が
、
ガ
イ
ド
に
は
都
市

と
地
方
の
交
流
を
増
や

す
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

若
い
人
た
ち
に
は
単
に
稼
ぐ
手
段
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
自
覚
を

持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
い
う
ガ
イ
ド
が
増
え
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
談
）

も
の
で
す
か
ら
、
訪
れ
る
順
番
も
と

て
も
大
切
で
す
。
訪
れ
る
場
所
同
士

が
う
ま
く
繋
が
り
、
関
連
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
流
れ
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　非
日
常
で
感
じ
る
い
ろ
ん
な
刺
激

か
ら
、
新
た
な
自
分
を
発
見
す
る
こ

と
も
、
旅
行
の
楽
し
み
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
刺
激
を
参
加
者

全
員
で
共
有
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で

す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
方
的

な
ガ
イ
ド
で
は
な
く
、
お
客
さ
ん
と

一
緒
に
共
感
を
生
み
出
し
、
心
の
深

い
と
こ
ろ
で
参
加
者
と
つ
な
が
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。（
談
）

　礼
文
島
で
花
の
ガ
イ
ド
を
し
た

時
、
そ
れ
ま
で
礼
文
島
に
何
回
も
来

て
い
た
人
に
「
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
さ

ん
は
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
て
何
に

も
覚
え
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
け
ど
も
、

三
木
さ
ん
は
ど
こ
に
ど
う
い
う
植
物

が
生
え
て
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
、自
分
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

　と
は
言
え
バ
ス
1
台
を
任
さ
れ
た

と
き
は
、
花
の
名
前
ば
か
り
言
う
し

前列、向かって右から2番めが川﨑先生（写真提供：水野恭一氏）

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
て
。写
真
下
左
：

「
お
客
様
が
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
で
す
ね
」。

右
：
ウ
ラ
ジ
・
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
で
の
夕
食
。

「
あ
え
て
上
座
に
座
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こ
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会
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促
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す
」。写
真
提
供
：
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／
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：
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甲
州
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
長
。
1
9
8
8
年
塩
山

市（
現
・
甲
州
市
）教
育
委
員

会
入
庁
。
生
涯
学
習
課
文
化

財
担
当
、
文
化
財
課
歴
史
ま

ち
づ
く
り
担
当
、
文
化
財
課

課
長
を
経
て
、
2
0
2
2
年

か
ら
現
職
。
県
指
定
史
跡
向

嶽
寺
庭
園
発
掘
調
査
、
県
指

定
史
跡
武
田
勝
頼
の
墓
の
経

石
調
査
お
よ
び
周
辺
発
掘
調

査
な
ど
に
携
わ
る
。
ほ
か
、
ブ

ド
ウ
畑
と
ワ
イ
ン
の
文
化
的

価
値
に
関
す
る
講
義
な
ど
甲

州
市
の
文
化
財
保
護
と
普
及

促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

飯
島 

泉 

氏（
甲
州
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）
　

文
化
財

担
当
者
の

「
知
識
知
見
」
が

観
光
資
源
に

　2
0
2
1
年
12
月
4
日
に
催
行
さ

れ
た
風
の
旅
行
社
主
催
の
ツ
ア
ー

「
甲
州
街
道
今
昔
も
の
が
た
り
」〜
勝

沼
宿
、
石
和
宿
、
甲
府
柳
町
宿
、
韮

崎
宿
を
巡
る
〜
で
、
勝
沼
宿
の
ガ
イ

ド
を
務
め
ま
し
た
。

　い
わ
ば
こ
ち
ら
の
「
知
識
の
ひ
け

ら
か
し
」
の
機
会
な
の
で
す
が
、
率

直
に
楽
し
く
て
面
白
か
っ
た
で
す

（
笑
）。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ノ
リ
が

良
く
、ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
応
が
あ
り
、

お
客
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　教
育
委
員
会
で
は
地
区
の
学
習
会

や
散
策
会
な
ど
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
的

な
こ
と
を
行
っ
て
お
り
、
最
初
の
数

分
で
ち
ょ
っ
と
軽
口
を
叩
い
た
り
し

て
、
相
手
が
ど
う
い
う
反
応
を
す
る

か
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
シ
ー

ン
と
す
る
よ
う
な
ら
、
話
の
内
容
を

か
し
こ
ま
っ
た
も
の
に
し
ま
す
が
、

今
回
は
最
初
の
反
応
が
良
か
っ
た
の

で
、
い
ろ
い
ろ
自
由
に
お
話
し
で
き

ま
し
た
。

　今
回
の
ツ
ア
ー
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
ブ
ド
ウ
畑
を
覆
う
よ
う
に
た

れ
込
む
雲
の
話
を
し
た
時
、
ど
う
し

て
こ
う
し
た
変
わ
っ
た
形
を
し
て
い

る
の
か
、
と
て
も
興
味
を
持
た
れ
た

こ
と
で
す
。

　雲
の
正
体
は
ブ
ド
ウ
の
枝
な
ど
の

焼
却
処
分
で
出
る
煙
な
ん
で
す
が
、

上
の
空
気
が
冷
た
い
か
ら
蓋
を
さ
れ

た
状
態
で
一
定
以
上
の
高
さ
か
ら
上

に
行
か
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
形

に
な
る
ん
で
す
。
我
々
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
風
景
で
す
が
、
よ
そ
か

ら
来
る
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
面
白

い
地
域
固
有
の
景
観
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　た
だ
見
て
感
動
し
た
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
何
故
そ
の
現
象
が
起
き

た
か
が
わ
か
る
と
、
他
の
場
所
で
同

じ
よ
う
な
光
景
を
見
た
時
に
「
山
梨

で
こ
の
説
明
聞
い
た
な
」
と
思
い
出

す
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
我
々
の
ガ
イ
ド
は
観
光

で
も
な
く
教
育
で
も
な
い
、
そ
の
中

間
を
行
く
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　勝
沼
を
案
内
し
ま
し
た
が
、
私
は

勝
沼
の
住
民
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
合

併
し
て
同
じ
行
政
区
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
隣
で
暮
ら
し
な
が
ら
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

の
で
、
自
分
の
気
づ
き
を
中
心
に
話

を
し
た
つ
も
り
で
す
。

「
自
然
が
作
っ
た
地
形
を
人
間
が
う

ま
く
利
用
し
、
結
果
的
に
ブ
ド
ウ
の

栽
培
が
支
持
さ
れ
て
、
今
の
よ
う
な

風
景
に
な
っ
た
」
と
、
言
葉
で
言
う

と
簡
単
で
す
が
、
大
き
な
起
点
と

な
っ
た
の
は
明
治
の
大
水
害
、
畑
地

が
解
放
さ
れ
、
み
ん
な
が
ブ
ド
ウ
を

作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
歴

史
を
追
う
話
も
し
ま
し
た
。

　地
域
の
特
徴
を
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

的
な
面
か
ら
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
し
、
皆
さ

ん
も
人
文
的
と
い
う
よ
り
も
自
然
史

的
な
歴
史
や
、
地
形
や
気
象
状
況
と

い
っ
た
話
に
よ
り
興
味
を
持
た
れ
て

い
た
気
が
し
ま
す
。

　今
回
の
ツ
ア
ー
で
我
々
の
よ
う
な

文
化
財
担
当
者
が
持
っ
て
い
る
知
識

や
経
験
、
専
門
的
な
話
が
一
つ
の
観

光
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
う
し
た
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
談
）

「観光でもなく教育でもない。その中間に位置するガイドを行っている」
という飯島氏
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公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
文
化
振
興
部
／
研
究
員 

仲 

七
重

　観光
文
化
振
興
部
企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田 

玲
子

わ
か
る
。
資
源
種
別
に
み
る
と
、
全
体
的
に

文
化
資
源
の
ほ
う
が
参
加
経
験
率
・
参
加
意

向
と
も
に
高
い
傾
向
に
あ
り
、
特
に
『
産
業

施
設
等
の
見
学
』
や
『
文
化
財
や
史
跡
、
社

寺
等
の
探
勝
』
で
高
か
っ
た
。
一
方
、『
環

境
保
全
活
動
』
は
参
加
経
験
率
・
参
加
意
向

と
も
に
低
い
も
の
の
、リ
ピ
ー
ト
率
は
高
い
。

『
環
境
保
全
活
動
』
は
環
境
問
題
に
対
す
る

強
い
思
い
や
普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
の
意

識
も
相
ま
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
旅
行
先
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ

ろ
う
か
。そ
こ
で
、参
加
経
験
が
あ
る
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先

と
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
の
ど

ち
ら
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
か
尋
ね
た

（
表
2
）。
全
体
平
均
で
は
「
初
め
て
訪
れ
る

旅
行
先
（
58
・
6
％
）」
が
6
割
を
占
め
、「
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
（
28
・

3
％
）」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
別
に
み
て
も
、『
環
境
保
全
活
動
』
を

除
い
て
、「
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先
」
の
ほ

う
が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。「
初
め
て
訪
れ

る
旅
行
先
」
の
割
合
が
特
に
高
い
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
は
、
自
然
資
源
で
は
『
原
生
的
自
然
の

探
勝
（
72
・
4
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
語

り
部
ガ
イ
ド
体
験（
74
・
2
%
）』で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
は
、
基
礎
知
識
が

必
要
で
あ
る
ほ
か
、
解
説
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
資
源
・
地
域
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
初
め
て
訪
れ
た
時
に
参
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
一
方
、「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
旅
行
先
」
は
、
自
然
資
源
で
は
『
環
境
保

全
活
動
（
46
・
7
%
）』
や
『
身
近
な
自
然
の

探
勝
（
35
・
8
%
）』、『
登
山
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
33
・
7
%
）』、『
野
外
活
動
体
験

（
33
・
3
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
人
文
科

学
系
博
物
館
鑑
賞
（
33
・
6
％
）』
な
ど
で
他

の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
比
べ
て
割
合
が
高
い
。

「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
」
で

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
は
、
自
然
資
源
で
多

い
傾
向
に
あ
り
、
一
度
訪
問
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
、
異
な

る
季
節
で
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

求
め
る
こ
と

　で
は
、
な
ぜ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

い
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
参
加
意

向
が
あ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
参
加

に
あ
た
っ
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
尋
ね
た

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
一
般
消
費
者
の
参
加
現
状

及
び
参
加
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
20

〜
79
歳
の
個
人
1
2
0
0
人
に
対
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

　本
調
査
で
は
、
原
生
的
な
自
然
を
探
勝
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら

地
域
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
触
れ
る
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
な
ど
18
種
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
タ
イ
プ

を
提
示
し
、
各
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
対
す
る
参

加
経
験
と
参
加
意
向
を
尋
ね
た
。
さ
ら
に
、

参
加
意
向
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
す
る
際
に

求
め
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
尋
ね
て
い
る
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、〝
ガ
イ
ド
と
は
、
観
光

客
を
連
れ
立
っ
て
観
光
地
を
案
内
し
た
り
、

観
光
体
験
の
技
術
指
導
を
し
た
り
す
る
な
ど

に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
行
動
を
補
助
し
、
観

光
体
験
の
楽
し
み
を
増
大
し
よ
う
と
す
る

者
〞、〝
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
は
、
ガ
イ
ド
の
案

内
・
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
等
を
楽
し
む
有
償
の
ツ
ア
ー
・
体

験
観
光
（
こ
こ
で
の
ツ
ア
ー
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
は
含
ま
な
い
）
〞と
、
冒
頭
で

あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、
回
答
を
得

た
。　今

回
は
、
本
調
査
結
果
を
も
と
に
執
筆
し

た
筆
者
ら
の
論
文
（
※
）
及
び
追
加
分
析
か

ら
、
国
内
旅
行
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向
、
そ
し
て
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向

　ま
ず
、
参
加
経
験
に
つ
い
て
み
て
い
く

（
表
1
）。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
経

験
率
の
平
均
は
9
・
3
%
で
あ
り
、
国
内

旅
行
に
お
い
て
は
1
割
程
度
が
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率
が
高

く
、
ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率

が
低
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
別
に
み
て
み
る
と
、『
産
業
施
設
等

の
見
学
（
20
・
3
%
）』
が
最
も
高
く
、
そ

の
後
に
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝

（
19
・
0
%
）』、『
地
域
の
歴
史
や
生
活
文

化
の
体
感
（
13
・
8
%
）』
と
文
化
資
源
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
続
い
た
。
一
方
で
、
参

加
経
験
率
が
最
も
低
い
の
は
『
環
境
保
全
活

動
（
2
・
5
%
）』
で
あ
り
、
次
い
で
『
身
近

な
自
然
の
探
勝
（
4
・
4
%
）』
と
い
っ
た

自
然
資
源
で
あ
っ
た
。
な
お
、
参
加
者
に

占
め
る
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
2
回
目
以
上

の
割
合
（
リ
ピ
ー
ト
率
）
は
、『
産
業
施
設

等
の
見
学
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』、

『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
』、『
環

境
保
全
活
動
』、『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺

等
の
探
勝
』
で
4
割
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　続
い
て
、
参
加
意
向
に
目
を
向
け
る
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
意
向
平
均
は
「
是

非
参
加
し
て
み
た
い
」
が
9
・
3
%
、「
参

加
し
て
み
た
い
」
が
31
・
5
%
で
、
参
加
意

向
あ
り
は
合
わ
せ
て
4
割
を
占
め
る
も
の

の
、
是
非
と
い
う
強
い
意
向
は
1
割
に
留

ま
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
参
加
意
向
を

み
る
と
、『
産
業
施
設
等
の
見
学（
51
・
3
%
）』

が
参
加
経
験
率
と
同
様
に
最
も
高
く
、
次
い

で
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
（
50
・

4
%
）』
と
な
っ
た
。
最
も
参
加
意
向
が
低
い

タ
イ
プ
は『
環
境
保
全
活
動（
26
・
3
%
）』

で
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
参
加
経
験
率
が
高
い
ツ

ア
ー
タ
イ
プ
ほ
ど
参
加
意
向
も
高
い
こ
と
が

結
果
を
紹
介
す
る
（
表
3
）。
全
体
平
均
で

み
る
と
「
そ
の
地
域
や
対
象
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
（
36
・
4
%
）」
を
最
も
多

く
求
め
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ツ
ア
ー
タ
イ

プ
で
最
多
と
な
っ
た
。
特
に
、『
文
化
財
や

史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
』、『
語
り
部
ガ
イ
ド

体
験
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』と
い
っ

た
文
化
資
源
で
多
く
、
目
に
し
た
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
事
象
の
背
景
な
ど
へ
の
興

味
・
関
心
が
読
み
取
れ
る
。そ
の
一
方
で
、「
効

率
よ
く
見
所
を
め
ぐ
る
こ
と
（
31
・
0
％
）」

へ
の
期
待
も
大
き
く
、『
地
域
の
歴
史
や
生

活
文
化
の
体
感
』
や
『
産
業
施
設
等
の
見
学
』

で
は
最
も
多
か
っ
た
。ま
た
、『
登
山
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
』、『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

体
験
』
で
は
「
安
全
管
理
を
し
て
も
ら
え
る

こ
と
」
を
最
も
重
視
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
と
の

接
触
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
現
地
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る（
※
）。

し
か
し
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
多
様
な
ま
な

ざ
し
か
ら
地
域
や
対
象
に
理
解
を
深
め
る
学

び
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
希
薄
に
な
っ
た
他

者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
広
が
り
が
更
に

期
待
さ
れ
る
。w

ith

／after

コ
ロ
ナ
に
お

い
て
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
意
向
や
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

国
内
旅
行
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向
、求
め
る
こ
と

3

※
五
木
田
玲
子
・
仲
七
重
・
寺
崎
竜
雄
（
2
0
2
2
） 

ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
タ
イ
プ
と
参
加
経
験
に
着
目
し
た
参
加
意
向
者
の
特
徴
と

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
求
め
る
こ
と
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
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45.6

47.5

44.3

32.3

36.8

39.8

26.3

51.3

50.4

46.9

41.6

35.7

44.3

37.8

45.9

29.8

38.4

40.8

38.9

42.2

8.4

11.8

10.4

7.6

9.6

6.3

5.8

15.0

11.6

8.7

9.6

6.9

9.8

7.6

11.6

7.1

8.0

9.3

8.9

9.6

39.1

表 1 ガイドツアーの参加経験率・参加意向

3.3

2.0

2.1

1.7

3.5

2.6

4.2

2.4

3.0

2.8

2.4

2.5

1.2

1.1

9.5

8.0

3.6

5.1

2.9

3.3

38.5

27.0

35.2

31.3

36.0

36.1

35.8

29.6

37.9

35.9

33.7

38.5

26.4

43.3

46.9

42.1

26.1

45.5

28.2

37.4

8.7

7.4

5.9

5.3

9.3

7.1

11.1

8.2

7.9

7.7

7.2

6.5

4.4

2.5

20.3

19.0

13.8

11.2

10.3

8.9

参加者に占める2回以上の割合（％） 参加意向あり（％）参加経験率（％）

2回目以上

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

12.8 5.6 43.8 11.5n=153

n=98

n=95

n=92

n=86

n=78

n=53

n=30

n=243

n=228

n=165

n=134

n=124

n=107

n=104

n=89

n=71

n=64

回答数（参加あり） 是非参加してみたい

－
－
－

表 2 ガイドツアーに参加する旅行先の傾向（参加経験がある回答者のみ）

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別

回答数
（参加あり）No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

60.1

72.4

66.3

62.0

57.0

51.3

50.9

46.7

60.9

65.4

60.0

52.2

74.2

53.3

56.7

64.0

47.9

53.1

58.6

58.3

58.8

46.7

21.8

24.1

29.1

33.6

21.0

17.3

10.5

10.9

14.2

4.8

15.9

19.2

14.6

21.1

20.3

13.2

11.0

14.9

30.8

24.0

21.3

31.0

26.6

28.3

30.6

26.3

28.1

19.4

24.2

23.9

11.8

8.2

9.5

14.1

9.3

15.4

13.2

6.7

33.7

33.3

35.8

ガイドツアーに参加する旅行先の傾向（％）

初めて訪れる旅行先 どちらともいえない 何度か訪れたことのある旅行先

n=153

n=98

n=95

n=92

n=86

n=78

n=53

n=30

n=243

n=228

n=165

n=134

n=124

n=107

n=104

n=89

n=71

n=64

－

－
－

表 3 ガイドツアーに求めること（参加意向がある回答者のみ）

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

時
間
に
余
裕
が
出
来

た
と
き
の
空
き
時
間

を
活
用
す
る
こ
と

安
全
管
理
を

し
て
も
ら
え
る
こ
と

そ
の
地
域
や
対
象
に

ついて
の
楽
し
み
方
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と

行
程
を
考
え
ず
に

お
任
せ
で
き
る
こ
と

エン
タ
ー

テイ
メ
ン
ト
性

ガ
イ
ド
も
含
め
た

地
元
の
人
と
の

ふ
れ
あ
い・交
流

技
術
の

習
得・向
上

他
の
参
加
者
と
の

ふ
れ
あ
い・交
流

そ
の
他

そ
の
地
域
や
対
象

に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と

効
率
よ
く

見
所
を
め
ぐ
る
こ
と

23.5 25.4 22.0 13.9 30.5 10.0 19.4 6.6 14.3 5.5 0.0

21.919.420.337.337.5 16.5 8.0 10.8 3.7 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.6

5.6

5.6

5.7

9.3

5.9

6.0

4.0

3.8

10.1

15.6

3.1

7.9

6.7

8.3

8.8

9.5

14.9

8.5

12.5

11.9

10.3

13.6

7.1

7.0

12.6

13.2

12.1

12.5

11.3

10.4

20.4

21.8

33.5

24.5

16.4

14.9

18.9

20.7

13.7

17.2

22.0

14.6

20.0

19.2

19.8

22.2

21.2

25.3

29.6

30.9

27.3

22.4

30.0

24.1

36.7

37.1

29.1

26.3

40.0

36.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.0

6.1

5.9

5.4

6.0

5.1

11.4

13.1

12.6

7.2

7.4

6.9

11.8

13.4

8.5

9.4

9.3

9.6

13.4

8.1

11.1

11.1

11.4

11.0

14.7

10.1

12.4

13.2

12.5

13.7

9.6

16.5

9.5

16.4

22.9

11.6

21.2

17.6

19.7

18.3

17.9

18.7

22.0

22.9

21.9

21.0

21.0

21.0

28.5

23.7

25.4

31.0

28.9

32.5

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

4.3

7.3

2.4

4.2

3.4

6.6

5.4

3.3

2.7

4.4

4.2

3.0

13.2

6.5

8.1

13.7

6.6

10.3

7.0

11.7

16.2

8.1

8.3

10.4

5.6

14.5

11.7

15.9

15.5

15.8

13.8

12.1

12.8

11.5

14.4

10.2

9.8

11.0

11.4

12.2

12.4

15.4

19.2

22.9

17.0

14.7

16.4

22.1

20.3

19.0

22.2

19.2

20.0

21.8

21.2

37.0

41.2

39.8

33.9

29.8

33.9

24.5

33.6

43.8

38.5

41.3

43.1

36.9

40.0

35.2

32.1

39.0

36.4

33.6

38.4

n=469

n=547

n=570

n=531

n=388

n=441

n=477

n=316

n=616

n=605

n=563

n=499

n=429

n=531

n=453

n=551

n=358

n=461

n

－
－
－

わ
か
る
。
資
源
種
別
に
み
る
と
、
全
体
的
に

文
化
資
源
の
ほ
う
が
参
加
経
験
率
・
参
加
意

向
と
も
に
高
い
傾
向
に
あ
り
、
特
に
『
産
業

施
設
等
の
見
学
』
や
『
文
化
財
や
史
跡
、
社

寺
等
の
探
勝
』
で
高
か
っ
た
。
一
方
、『
環

境
保
全
活
動
』
は
参
加
経
験
率
・
参
加
意
向

と
も
に
低
い
も
の
の
、リ
ピ
ー
ト
率
は
高
い
。

『
環
境
保
全
活
動
』
は
環
境
問
題
に
対
す
る

強
い
思
い
や
普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
の
意

識
も
相
ま
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
旅
行
先
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ

ろ
う
か
。そ
こ
で
、参
加
経
験
が
あ
る
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先

と
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
の
ど

ち
ら
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
か
尋
ね
た

（
表
2
）。
全
体
平
均
で
は
「
初
め
て
訪
れ
る

旅
行
先
（
58
・
6
％
）」
が
6
割
を
占
め
、「
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
（
28
・

3
％
）」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
別
に
み
て
も
、『
環
境
保
全
活
動
』
を

除
い
て
、「
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先
」
の
ほ

う
が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。「
初
め
て
訪
れ

る
旅
行
先
」
の
割
合
が
特
に
高
い
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
は
、
自
然
資
源
で
は
『
原
生
的
自
然
の

探
勝
（
72
・
4
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
語

り
部
ガ
イ
ド
体
験（
74
・
2
%
）』で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
は
、
基
礎
知
識
が

必
要
で
あ
る
ほ
か
、
解
説
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
資
源
・
地
域
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
初
め
て
訪
れ
た
時
に
参
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
一
方
、「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
旅
行
先
」
は
、
自
然
資
源
で
は
『
環
境
保

全
活
動
（
46
・
7
%
）』
や
『
身
近
な
自
然
の

探
勝
（
35
・
8
%
）』、『
登
山
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
33
・
7
%
）』、『
野
外
活
動
体
験

（
33
・
3
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
人
文
科

学
系
博
物
館
鑑
賞
（
33
・
6
％
）』
な
ど
で
他

の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
比
べ
て
割
合
が
高
い
。

「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
」
で

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
は
、
自
然
資
源
で
多

い
傾
向
に
あ
り
、
一
度
訪
問
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
、
異
な

る
季
節
で
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

求
め
る
こ
と

　で
は
、
な
ぜ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

い
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
参
加
意

向
が
あ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
参
加

に
あ
た
っ
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
尋
ね
た

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
一
般
消
費
者
の
参
加
現
状

及
び
参
加
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
20

〜
79
歳
の
個
人
1
2
0
0
人
に
対
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

　本
調
査
で
は
、
原
生
的
な
自
然
を
探
勝
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら

地
域
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
触
れ
る
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
な
ど
18
種
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
タ
イ
プ

を
提
示
し
、
各
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
対
す
る
参

加
経
験
と
参
加
意
向
を
尋
ね
た
。
さ
ら
に
、

参
加
意
向
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
す
る
際
に

求
め
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
尋
ね
て
い
る
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、〝
ガ
イ
ド
と
は
、
観
光

客
を
連
れ
立
っ
て
観
光
地
を
案
内
し
た
り
、

観
光
体
験
の
技
術
指
導
を
し
た
り
す
る
な
ど

に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
行
動
を
補
助
し
、
観

光
体
験
の
楽
し
み
を
増
大
し
よ
う
と
す
る

者
〞、〝
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
は
、
ガ
イ
ド
の
案

内
・
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
等
を
楽
し
む
有
償
の
ツ
ア
ー
・
体

験
観
光
（
こ
こ
で
の
ツ
ア
ー
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
は
含
ま
な
い
）
〞と
、
冒
頭
で

あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、
回
答
を
得

た
。　今

回
は
、
本
調
査
結
果
を
も
と
に
執
筆
し

た
筆
者
ら
の
論
文
（
※
）
及
び
追
加
分
析
か

ら
、
国
内
旅
行
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向
、
そ
し
て
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向

　ま
ず
、
参
加
経
験
に
つ
い
て
み
て
い
く

（
表
1
）。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
経

験
率
の
平
均
は
9
・
3
%
で
あ
り
、
国
内

旅
行
に
お
い
て
は
1
割
程
度
が
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率
が
高

く
、
ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率

が
低
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
別
に
み
て
み
る
と
、『
産
業
施
設
等

の
見
学
（
20
・
3
%
）』
が
最
も
高
く
、
そ

の
後
に
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝

（
19
・
0
%
）』、『
地
域
の
歴
史
や
生
活
文

化
の
体
感
（
13
・
8
%
）』
と
文
化
資
源
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
続
い
た
。
一
方
で
、
参

加
経
験
率
が
最
も
低
い
の
は
『
環
境
保
全
活

動
（
2
・
5
%
）』
で
あ
り
、
次
い
で
『
身
近

な
自
然
の
探
勝
（
4
・
4
%
）』
と
い
っ
た

自
然
資
源
で
あ
っ
た
。
な
お
、
参
加
者
に

占
め
る
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
2
回
目
以
上

の
割
合
（
リ
ピ
ー
ト
率
）
は
、『
産
業
施
設

等
の
見
学
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』、

『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
』、『
環

境
保
全
活
動
』、『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺

等
の
探
勝
』
で
4
割
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　続
い
て
、
参
加
意
向
に
目
を
向
け
る
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
意
向
平
均
は
「
是

非
参
加
し
て
み
た
い
」
が
9
・
3
%
、「
参

加
し
て
み
た
い
」
が
31
・
5
%
で
、
参
加
意

向
あ
り
は
合
わ
せ
て
4
割
を
占
め
る
も
の

の
、
是
非
と
い
う
強
い
意
向
は
1
割
に
留

ま
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
参
加
意
向
を

み
る
と
、『
産
業
施
設
等
の
見
学（
51
・
3
%
）』

が
参
加
経
験
率
と
同
様
に
最
も
高
く
、
次
い

で
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
（
50
・

4
%
）』
と
な
っ
た
。
最
も
参
加
意
向
が
低
い

タ
イ
プ
は『
環
境
保
全
活
動（
26
・
3
%
）』

で
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
参
加
経
験
率
が
高
い
ツ

ア
ー
タ
イ
プ
ほ
ど
参
加
意
向
も
高
い
こ
と
が

結
果
を
紹
介
す
る
（
表
3
）。
全
体
平
均
で

み
る
と
「
そ
の
地
域
や
対
象
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
（
36
・
4
%
）」
を
最
も
多

く
求
め
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ツ
ア
ー
タ
イ

プ
で
最
多
と
な
っ
た
。
特
に
、『
文
化
財
や

史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
』、『
語
り
部
ガ
イ
ド

体
験
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』と
い
っ

た
文
化
資
源
で
多
く
、
目
に
し
た
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
事
象
の
背
景
な
ど
へ
の
興

味
・
関
心
が
読
み
取
れ
る
。そ
の
一
方
で
、「
効

率
よ
く
見
所
を
め
ぐ
る
こ
と
（
31
・
0
％
）」

へ
の
期
待
も
大
き
く
、『
地
域
の
歴
史
や
生

活
文
化
の
体
感
』
や
『
産
業
施
設
等
の
見
学
』

で
は
最
も
多
か
っ
た
。ま
た
、『
登
山
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
』、『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

体
験
』
で
は
「
安
全
管
理
を
し
て
も
ら
え
る

こ
と
」
を
最
も
重
視
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
と
の

接
触
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
現
地
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る（
※
）。

し
か
し
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
多
様
な
ま
な

ざ
し
か
ら
地
域
や
対
象
に
理
解
を
深
め
る
学

び
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
希
薄
に
な
っ
た
他

者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
広
が
り
が
更
に

期
待
さ
れ
る
。w

ith

／after

コ
ロ
ナ
に
お

い
て
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
意
向
や
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

国内旅行におけるガイドツアーの参加経験と参加意向、求めること3
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45.6

47.5

44.3

32.3

36.8

39.8

26.3

51.3

50.4

46.9

41.6

35.7

44.3

37.8

45.9

29.8

38.4

40.8

38.9

42.2

8.4

11.8

10.4

7.6

9.6

6.3

5.8

15.0

11.6

8.7

9.6

6.9

9.8

7.6

11.6

7.1

8.0

9.3

8.9

9.6

39.1

表 1 ガイドツアーの参加経験率・参加意向

3.3

2.0

2.1

1.7

3.5

2.6

4.2

2.4

3.0

2.8

2.4

2.5

1.2

1.1

9.5

8.0

3.6

5.1

2.9

3.3

38.5

27.0

35.2

31.3

36.0

36.1

35.8

29.6

37.9

35.9

33.7

38.5

26.4

43.3

46.9

42.1

26.1

45.5

28.2

37.4

8.7

7.4

5.9

5.3

9.3

7.1

11.1

8.2

7.9

7.7

7.2

6.5

4.4

2.5

20.3

19.0

13.8

11.2

10.3

8.9

参加者に占める2回以上の割合（％） 参加意向あり（％）参加経験率（％）

2回目以上

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

12.8 5.6 43.8 11.5n=153

n=98

n=95

n=92

n=86

n=78

n=53

n=30

n=243

n=228

n=165

n=134

n=124

n=107

n=104

n=89

n=71

n=64

回答数（参加あり） 是非参加してみたい

－
－
－

表 2 ガイドツアーに参加する旅行先の傾向（参加経験がある回答者のみ）

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別

回答数
（参加あり）No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

60.1

72.4

66.3

62.0

57.0

51.3

50.9

46.7

60.9

65.4

60.0

52.2

74.2

53.3

56.7

64.0

47.9

53.1

58.6

58.3

58.8

46.7

21.8

24.1

29.1

33.6

21.0

17.3

10.5

10.9

14.2

4.8

15.9

19.2

14.6

21.1

20.3

13.2

11.0

14.9

30.8

24.0

21.3

31.0

26.6

28.3

30.6

26.3

28.1

19.4

24.2

23.9

11.8

8.2

9.5

14.1

9.3

15.4

13.2

6.7

33.7

33.3

35.8

ガイドツアーに参加する旅行先の傾向（％）

初めて訪れる旅行先 どちらともいえない 何度か訪れたことのある旅行先

n=153

n=98

n=95

n=92

n=86

n=78

n=53

n=30

n=243

n=228

n=165

n=134

n=124

n=107

n=104

n=89

n=71

n=64

－

－
－

表 3 ガイドツアーに求めること（参加意向がある回答者のみ）

自
然
資
源

文
化
資
源

資源
種別No. ツアータイプ

アウトドア活動・スポーツ体験
原生的自然の探勝
自然観察会等への参加
地域特有の野生生物観察
登山、トレッキング
野外活動体験
身近な自然の探勝
環境保全活動
産業施設等の見学
文化財や史跡、社寺等の探勝
地域の歴史や生活文化の体感
人文科学系博物館鑑賞
語り部ガイド体験
自然科学系博物館観賞
伝統工芸・行事体験
地域の食文化体験
農林漁業体験
日本の伝統的文化の体験

全体平均（18タイプの平均）
自然資源平均（8タイプの平均）
文化資源平均（10タイプの平均）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

時
間
に
余
裕
が
出
来

た
と
き
の
空
き
時
間

を
活
用
す
る
こ
と

安
全
管
理
を

し
て
も
ら
え
る
こ
と

そ
の
地
域
や
対
象
に

ついて
の
楽
し
み
方
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と

行
程
を
考
え
ず
に

お
任
せ
で
き
る
こ
と

エン
タ
ー

テイ
メ
ン
ト
性

ガ
イ
ド
も
含
め
た

地
元
の
人
と
の

ふ
れ
あ
い・交
流

技
術
の

習
得・向
上

他
の
参
加
者
と
の

ふ
れ
あ
い・交
流

そ
の
他

そ
の
地
域
や
対
象

に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と

効
率
よ
く

見
所
を
め
ぐ
る
こ
と

23.5 25.4 22.0 13.9 30.5 10.0 19.4 6.6 14.3 5.5 0.0

21.919.420.337.337.5 16.5 8.0 10.8 3.7 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.6

5.6

5.6

5.7

9.3

5.9

6.0

4.0

3.8

10.1

15.6

3.1

7.9

6.7

8.3

8.8

9.5

14.9

8.5

12.5

11.9

10.3

13.6

7.1

7.0

12.6

13.2

12.1

12.5

11.3

10.4

20.4

21.8

33.5

24.5

16.4

14.9

18.9

20.7

13.7

17.2

22.0

14.6

20.0

19.2

19.8

22.2

21.2

25.3

29.6

30.9

27.3

22.4

30.0

24.1

36.7

37.1

29.1

26.3

40.0

36.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.0

6.1

5.9

5.4

6.0

5.1

11.4

13.1

12.6

7.2

7.4

6.9

11.8

13.4

8.5

9.4

9.3

9.6

13.4

8.1

11.1

11.1

11.4

11.0

14.7

10.1

12.4

13.2

12.5

13.7

9.6

16.5

9.5

16.4

22.9

11.6

21.2

17.6

19.7

18.3

17.9

18.7

22.0

22.9

21.9

21.0

21.0

21.0

28.5

23.7

25.4

31.0

28.9

32.5

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

4.3

7.3

2.4

4.2

3.4

6.6

5.4

3.3

2.7

4.4

4.2

3.0

13.2

6.5

8.1

13.7

6.6

10.3

7.0

11.7

16.2

8.1

8.3

10.4

5.6

14.5

11.7

15.9

15.5

15.8

13.8

12.1

12.8

11.5

14.4

10.2

9.8

11.0

11.4

12.2

12.4

15.4

19.2

22.9

17.0

14.7

16.4

22.1

20.3

19.0

22.2

19.2

20.0

21.8

21.2

37.0

41.2

39.8

33.9

29.8

33.9

24.5

33.6

43.8

38.5

41.3

43.1

36.9

40.0

35.2

32.1

39.0

36.4

33.6

38.4

n=469

n=547

n=570

n=531

n=388

n=441

n=477

n=316

n=616

n=605

n=563

n=499

n=429

n=531

n=453

n=551

n=358

n=461

n

－
－
－

わ
か
る
。
資
源
種
別
に
み
る
と
、
全
体
的
に

文
化
資
源
の
ほ
う
が
参
加
経
験
率
・
参
加
意

向
と
も
に
高
い
傾
向
に
あ
り
、
特
に
『
産
業

施
設
等
の
見
学
』
や
『
文
化
財
や
史
跡
、
社

寺
等
の
探
勝
』
で
高
か
っ
た
。
一
方
、『
環

境
保
全
活
動
』
は
参
加
経
験
率
・
参
加
意
向

と
も
に
低
い
も
の
の
、リ
ピ
ー
ト
率
は
高
い
。

『
環
境
保
全
活
動
』
は
環
境
問
題
に
対
す
る

強
い
思
い
や
普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
の
意

識
も
相
ま
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
旅
行
先
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ

ろ
う
か
。そ
こ
で
、参
加
経
験
が
あ
る
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先

と
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
の
ど

ち
ら
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
か
尋
ね
た

（
表
2
）。
全
体
平
均
で
は
「
初
め
て
訪
れ
る

旅
行
先
（
58
・
6
％
）」
が
6
割
を
占
め
、「
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
（
28
・

3
％
）」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
別
に
み
て
も
、『
環
境
保
全
活
動
』
を

除
い
て
、「
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先
」
の
ほ

う
が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。「
初
め
て
訪
れ

る
旅
行
先
」
の
割
合
が
特
に
高
い
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
は
、
自
然
資
源
で
は
『
原
生
的
自
然
の

探
勝
（
72
・
4
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
語

り
部
ガ
イ
ド
体
験（
74
・
2
%
）』で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
は
、
基
礎
知
識
が

必
要
で
あ
る
ほ
か
、
解
説
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
資
源
・
地
域
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
初
め
て
訪
れ
た
時
に
参
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
一
方
、「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
旅
行
先
」
は
、
自
然
資
源
で
は
『
環
境
保

全
活
動
（
46
・
7
%
）』
や
『
身
近
な
自
然
の

探
勝
（
35
・
8
%
）』、『
登
山
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
33
・
7
%
）』、『
野
外
活
動
体
験

（
33
・
3
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
人
文
科

学
系
博
物
館
鑑
賞
（
33
・
6
％
）』
な
ど
で
他

の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
比
べ
て
割
合
が
高
い
。

「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
」
で

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
は
、
自
然
資
源
で
多

い
傾
向
に
あ
り
、
一
度
訪
問
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
、
異
な

る
季
節
で
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

求
め
る
こ
と

　で
は
、
な
ぜ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

い
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
参
加
意

向
が
あ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
参
加

に
あ
た
っ
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
尋
ね
た

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
一
般
消
費
者
の
参
加
現
状

及
び
参
加
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
20

〜
79
歳
の
個
人
1
2
0
0
人
に
対
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

　本
調
査
で
は
、
原
生
的
な
自
然
を
探
勝
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら

地
域
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
触
れ
る
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
な
ど
18
種
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
タ
イ
プ

を
提
示
し
、
各
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
対
す
る
参

加
経
験
と
参
加
意
向
を
尋
ね
た
。
さ
ら
に
、

参
加
意
向
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
す
る
際
に

求
め
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
尋
ね
て
い
る
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、〝
ガ
イ
ド
と
は
、
観
光

客
を
連
れ
立
っ
て
観
光
地
を
案
内
し
た
り
、

観
光
体
験
の
技
術
指
導
を
し
た
り
す
る
な
ど

に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
行
動
を
補
助
し
、
観

光
体
験
の
楽
し
み
を
増
大
し
よ
う
と
す
る

者
〞、〝
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
は
、
ガ
イ
ド
の
案

内
・
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
等
を
楽
し
む
有
償
の
ツ
ア
ー
・
体

験
観
光
（
こ
こ
で
の
ツ
ア
ー
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
は
含
ま
な
い
）
〞と
、
冒
頭
で

あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、
回
答
を
得

た
。　今

回
は
、
本
調
査
結
果
を
も
と
に
執
筆
し

た
筆
者
ら
の
論
文
（
※
）
及
び
追
加
分
析
か

ら
、
国
内
旅
行
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向
、
そ
し
て
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向

　ま
ず
、
参
加
経
験
に
つ
い
て
み
て
い
く

（
表
1
）。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
経

験
率
の
平
均
は
9
・
3
%
で
あ
り
、
国
内

旅
行
に
お
い
て
は
1
割
程
度
が
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率
が
高

く
、
ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率

が
低
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
別
に
み
て
み
る
と
、『
産
業
施
設
等

の
見
学
（
20
・
3
%
）』
が
最
も
高
く
、
そ

の
後
に
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝

（
19
・
0
%
）』、『
地
域
の
歴
史
や
生
活
文

化
の
体
感
（
13
・
8
%
）』
と
文
化
資
源
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
続
い
た
。
一
方
で
、
参

加
経
験
率
が
最
も
低
い
の
は
『
環
境
保
全
活

動
（
2
・
5
%
）』
で
あ
り
、
次
い
で
『
身
近

な
自
然
の
探
勝
（
4
・
4
%
）』
と
い
っ
た

自
然
資
源
で
あ
っ
た
。
な
お
、
参
加
者
に

占
め
る
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
2
回
目
以
上

の
割
合
（
リ
ピ
ー
ト
率
）
は
、『
産
業
施
設

等
の
見
学
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』、

『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
』、『
環

境
保
全
活
動
』、『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺

等
の
探
勝
』
で
4
割
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　続
い
て
、
参
加
意
向
に
目
を
向
け
る
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
意
向
平
均
は
「
是

非
参
加
し
て
み
た
い
」
が
9
・
3
%
、「
参

加
し
て
み
た
い
」
が
31
・
5
%
で
、
参
加
意

向
あ
り
は
合
わ
せ
て
4
割
を
占
め
る
も
の

の
、
是
非
と
い
う
強
い
意
向
は
1
割
に
留

ま
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
参
加
意
向
を

み
る
と
、『
産
業
施
設
等
の
見
学（
51
・
3
%
）』

が
参
加
経
験
率
と
同
様
に
最
も
高
く
、
次
い

で
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
（
50
・

4
%
）』
と
な
っ
た
。
最
も
参
加
意
向
が
低
い

タ
イ
プ
は『
環
境
保
全
活
動（
26
・
3
%
）』

で
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
参
加
経
験
率
が
高
い
ツ

ア
ー
タ
イ
プ
ほ
ど
参
加
意
向
も
高
い
こ
と
が

結
果
を
紹
介
す
る
（
表
3
）。
全
体
平
均
で

み
る
と
「
そ
の
地
域
や
対
象
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
（
36
・
4
%
）」
を
最
も
多

く
求
め
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ツ
ア
ー
タ
イ

プ
で
最
多
と
な
っ
た
。
特
に
、『
文
化
財
や

史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
』、『
語
り
部
ガ
イ
ド

体
験
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』と
い
っ

た
文
化
資
源
で
多
く
、
目
に
し
た
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
事
象
の
背
景
な
ど
へ
の
興

味
・
関
心
が
読
み
取
れ
る
。そ
の
一
方
で
、「
効

率
よ
く
見
所
を
め
ぐ
る
こ
と
（
31
・
0
％
）」

へ
の
期
待
も
大
き
く
、『
地
域
の
歴
史
や
生

活
文
化
の
体
感
』
や
『
産
業
施
設
等
の
見
学
』

で
は
最
も
多
か
っ
た
。ま
た
、『
登
山
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
』、『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

体
験
』
で
は
「
安
全
管
理
を
し
て
も
ら
え
る

こ
と
」
を
最
も
重
視
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
と
の

接
触
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
現
地
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る（
※
）。

し
か
し
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
多
様
な
ま
な

ざ
し
か
ら
地
域
や
対
象
に
理
解
を
深
め
る
学

び
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
希
薄
に
な
っ
た
他

者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
広
が
り
が
更
に

期
待
さ
れ
る
。w

ith

／after

コ
ロ
ナ
に
お

い
て
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
意
向
や
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。
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本調査で取り上げたガイドツアー

アウトドアでの活動・スポーツ体験ガイドツアー
（ラフティング、カヌー、スノーシュー、等）アウトドア活動・スポーツ体験

原生的自然の探勝

自然観察会等への参加

地域特有の野生生物観察

登山、トレッキング

野外活動体験

身近な自然の探勝

環境保全活動

産業施設等の見学

文化財や史跡、社寺等の探勝

地域の歴史や生活文化の体感

人文科学系博物館鑑賞

語り部ガイド体験

自然科学系博物館観賞

伝統工芸・行事体験

地域の食文化体験

農林漁業体験

日本の伝統的文化の体験

1

原生的な自然を探勝するガイドツアー
（国立公園およびその周辺での散策、トレッキング、等）2

自然の営みにふれる観察会などのガイドツアー
（星空観察会、自然散策会、等）3

地域に特有な野生生物とふれあうガイドツアー
（野鳥観察、ホタル観察、ホエールウオッチング、等）4

登山、険しい自然地域のトレッキングガイドツアー5

野外活動を体験するガイドツアー
（キャンプ、野外料理づくり、等）6

里地や里山など身近な自然を探勝するガイドツアー
（郊外や中山間地の集落周辺の散策、等）7

環境保全に貢献するガイドツアー
（外来種駆除のボランティア、植生回復ボランティア、等）8

工場や建造物など産業や社会にまつわるガイドツアー
（食品工場見学、市場見学、ダムツアー、工場夜景ツアー、等）9

文化財や史跡、社寺などを探勝するガイドツアー
（神社仏閣見学、伝統建築見学、等）10

まち歩きをしながら、地域の歴史や生活文化に触れる
ガイドツアー（まち歩きツアー、等）11

美術館や歴史博物館などの人文科学系博物館で
専門家が同行するガイドツアー12

歴史的な出来事や災害の遺構を巡ったり、話を聞いたりする
ガイドツアー（被爆語り部ガイド、震災語り部ガイド、等） 13

動植物園や水族館、科学博物館などの自然科学系博物館で
専門家が同行するガイドツアー14

地域で育まれた生活文化や伝統工芸、
行事を体験するガイドツアー（工芸体験、行事参加ツアー、等）15

郷土料理や特産品の手作り体験、美食巡りなど地域の食文化
を体験するガイドツアー（そば打ち体験、グルメツアー、等）16

農林漁業を体験するガイドツアー（田植え体験、
田んぼの生きもの調査、植林や下草刈り、漁師体験、等）17

日本の伝統的な文化を体験するガイドツアー
（写経体験、茶道体験、等）18

資源
種別

自
然
資
源

文
化
資
源

No. ツアータイプ 内容

わ
か
る
。
資
源
種
別
に
み
る
と
、
全
体
的
に

文
化
資
源
の
ほ
う
が
参
加
経
験
率
・
参
加
意

向
と
も
に
高
い
傾
向
に
あ
り
、
特
に
『
産
業

施
設
等
の
見
学
』
や
『
文
化
財
や
史
跡
、
社

寺
等
の
探
勝
』
で
高
か
っ
た
。
一
方
、『
環

境
保
全
活
動
』
は
参
加
経
験
率
・
参
加
意
向

と
も
に
低
い
も
の
の
、リ
ピ
ー
ト
率
は
高
い
。

『
環
境
保
全
活
動
』
は
環
境
問
題
に
対
す
る

強
い
思
い
や
普
段
の
暮
ら
し
の
な
か
で
の
意

識
も
相
ま
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　と
こ
ろ
で
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
ど
の
よ

う
な
旅
行
先
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ

ろ
う
か
。そ
こ
で
、参
加
経
験
が
あ
る
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先

と
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
の
ど

ち
ら
で
参
加
す
る
こ
と
が
多
い
か
尋
ね
た

（
表
2
）。
全
体
平
均
で
は
「
初
め
て
訪
れ
る

旅
行
先
（
58
・
6
％
）」
が
6
割
を
占
め
、「
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
（
28
・

3
％
）」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
別
に
み
て
も
、『
環
境
保
全
活
動
』
を

除
い
て
、「
初
め
て
訪
れ
る
旅
行
先
」
の
ほ

う
が
高
い
割
合
と
な
っ
た
。「
初
め
て
訪
れ

る
旅
行
先
」
の
割
合
が
特
に
高
い
ツ
ア
ー
タ

イ
プ
は
、
自
然
資
源
で
は
『
原
生
的
自
然
の

探
勝
（
72
・
4
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
語

り
部
ガ
イ
ド
体
験（
74
・
2
%
）』で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
は
、
基
礎
知
識
が

必
要
で
あ
る
ほ
か
、
解
説
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
資
源
・
地
域
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
多
く
の

人
が
初
め
て
訪
れ
た
時
に
参
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
一
方
、「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
旅
行
先
」
は
、
自
然
資
源
で
は
『
環
境
保

全
活
動
（
46
・
7
%
）』
や
『
身
近
な
自
然
の

探
勝
（
35
・
8
%
）』、『
登
山
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
33
・
7
%
）』、『
野
外
活
動
体
験

（
33
・
3
%
）』、
文
化
資
源
で
は
『
人
文
科

学
系
博
物
館
鑑
賞
（
33
・
6
％
）』
な
ど
で
他

の
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
比
べ
て
割
合
が
高
い
。

「
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
旅
行
先
」
で

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
は
、
自
然
資
源
で
多

い
傾
向
に
あ
り
、
一
度
訪
問
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
問
題
意
識
を
持
っ
た
り
、
異
な

る
季
節
で
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

求
め
る
こ
と

　で
は
、
な
ぜ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

い
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
参
加
意

向
が
あ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
参
加

に
あ
た
っ
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
尋
ね
た

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
一
般
消
費
者
の
参
加
現
状

及
び
参
加
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
20

〜
79
歳
の
個
人
1
2
0
0
人
に
対
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。

　本
調
査
で
は
、
原
生
的
な
自
然
を
探
勝
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ま
ち
歩
き
を
し
な
が
ら

地
域
の
歴
史
や
生
活
文
化
に
触
れ
る
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
な
ど
18
種
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
タ
イ
プ

を
提
示
し
、
各
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
に
対
す
る
参

加
経
験
と
参
加
意
向
を
尋
ね
た
。
さ
ら
に
、

参
加
意
向
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
す
る
際
に

求
め
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
尋
ね
て
い
る
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、〝
ガ
イ
ド
と
は
、
観
光

客
を
連
れ
立
っ
て
観
光
地
を
案
内
し
た
り
、

観
光
体
験
の
技
術
指
導
を
し
た
り
す
る
な
ど

に
よ
っ
て
、
観
光
客
の
行
動
を
補
助
し
、
観

光
体
験
の
楽
し
み
を
増
大
し
よ
う
と
す
る

者
〞、〝
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
は
、
ガ
イ
ド
の
案

内
・
解
説
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
等
を
楽
し
む
有
償
の
ツ
ア
ー
・
体

験
観
光
（
こ
こ
で
の
ツ
ア
ー
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
は
含
ま
な
い
）
〞と
、
冒
頭
で

あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、
回
答
を
得

た
。　今

回
は
、
本
調
査
結
果
を
も
と
に
執
筆
し

た
筆
者
ら
の
論
文
（
※
）
及
び
追
加
分
析
か

ら
、
国
内
旅
行
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向
、
そ
し
て
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

参
加
経
験
と
参
加
意
向

　ま
ず
、
参
加
経
験
に
つ
い
て
み
て
い
く

（
表
1
）。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
経

験
率
の
平
均
は
9
・
3
%
で
あ
り
、
国
内

旅
行
に
お
い
て
は
1
割
程
度
が
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率
が
高

く
、
ど
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
率

が
低
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ツ
ア
ー

タ
イ
プ
別
に
み
て
み
る
と
、『
産
業
施
設
等

の
見
学
（
20
・
3
%
）』
が
最
も
高
く
、
そ

の
後
に
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝

（
19
・
0
%
）』、『
地
域
の
歴
史
や
生
活
文

化
の
体
感
（
13
・
8
%
）』
と
文
化
資
源
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
続
い
た
。
一
方
で
、
参

加
経
験
率
が
最
も
低
い
の
は
『
環
境
保
全
活

動
（
2
・
5
%
）』
で
あ
り
、
次
い
で
『
身
近

な
自
然
の
探
勝
（
4
・
4
%
）』
と
い
っ
た

自
然
資
源
で
あ
っ
た
。
な
お
、
参
加
者
に

占
め
る
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
2
回
目
以
上

の
割
合
（
リ
ピ
ー
ト
率
）
は
、『
産
業
施
設

等
の
見
学
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』、

『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
体
験
』、『
環

境
保
全
活
動
』、『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺

等
の
探
勝
』
で
4
割
を
超
え
る
。
こ
れ
ら
は

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　続
い
て
、
参
加
意
向
に
目
を
向
け
る
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
18
種
の
参
加
意
向
平
均
は
「
是

非
参
加
し
て
み
た
い
」
が
9
・
3
%
、「
参

加
し
て
み
た
い
」
が
31
・
5
%
で
、
参
加
意

向
あ
り
は
合
わ
せ
て
4
割
を
占
め
る
も
の

の
、
是
非
と
い
う
強
い
意
向
は
1
割
に
留

ま
っ
た
。
ツ
ア
ー
タ
イ
プ
別
の
参
加
意
向
を

み
る
と
、『
産
業
施
設
等
の
見
学（
51
・
3
%
）』

が
参
加
経
験
率
と
同
様
に
最
も
高
く
、
次
い

で
『
文
化
財
や
史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
（
50
・

4
%
）』
と
な
っ
た
。
最
も
参
加
意
向
が
低
い

タ
イ
プ
は『
環
境
保
全
活
動（
26
・
3
%
）』

で
あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
参
加
経
験
率
が
高
い
ツ

ア
ー
タ
イ
プ
ほ
ど
参
加
意
向
も
高
い
こ
と
が

結
果
を
紹
介
す
る
（
表
3
）。
全
体
平
均
で

み
る
と
「
そ
の
地
域
や
対
象
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
（
36
・
4
%
）」
を
最
も
多

く
求
め
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ツ
ア
ー
タ
イ

プ
で
最
多
と
な
っ
た
。
特
に
、『
文
化
財
や

史
跡
、
社
寺
等
の
探
勝
』、『
語
り
部
ガ
イ
ド

体
験
』、『
人
文
科
学
系
博
物
館
鑑
賞
』と
い
っ

た
文
化
資
源
で
多
く
、
目
に
し
た
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
事
象
の
背
景
な
ど
へ
の
興

味
・
関
心
が
読
み
取
れ
る
。そ
の
一
方
で
、「
効

率
よ
く
見
所
を
め
ぐ
る
こ
と
（
31
・
0
％
）」

へ
の
期
待
も
大
き
く
、『
地
域
の
歴
史
や
生

活
文
化
の
体
感
』
や
『
産
業
施
設
等
の
見
学
』

で
は
最
も
多
か
っ
た
。ま
た
、『
登
山
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
』、『
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

体
験
』
で
は
「
安
全
管
理
を
し
て
も
ら
え
る

こ
と
」
を
最
も
重
視
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
と
の

接
触
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
現
地
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る（
※
）。

し
か
し
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
多
様
な
ま
な

ざ
し
か
ら
地
域
や
対
象
に
理
解
を
深
め
る
学

び
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
希
薄
に
な
っ
た
他

者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の
広
が
り
が
更
に

期
待
さ
れ
る
。w

ith

／after

コ
ロ
ナ
に
お

い
て
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
意
向
や
今

後
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
の
か
、
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

調査概要
●
調
査
方
法
…
…

●
調
査
対
象
者
…

●
調
査
時
期
…
…

●
有
効
回
答
数
…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

全
国
20
〜
79
歳
の
個
人

※
調
査
会
社
の
登
録
モ
ニ
タ
ー
か
ら
、

男
女
別
か
つ
10
歳
区
切
り
の
年
代
別
の
均
等
割
付
に
よ
っ
て
抽
出

2
0
2
1
年
3
月
19
〜
22
日

1
2
0
0
票

国内旅行におけるガイドツアーの参加経験と参加意向、求めること3

※
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
第
31
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
」

28



ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

❷
青
森
・
奥
入
瀬

自
然
の
中
に
踏
み
込
む

「
扉
」
を
探
し
て
…
…
…
…
P
32

川
村
祐
一（
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会（
お
い
け
ん
））

❸
栃
木
・
奥
日
光

森
を
散
歩
し
て

給
料
貰
え
る
よ
う
に
な
ら
ん
か
な
？
…
…
…
…
P
34

そ
ん
な
不
届
き
な
事
を
、一時
真
剣
に
考
え
て
い
た

安
倍
輝
行（
奥
日
光
小
西
ホ
テ
ル
）

❼
長
野
・
菅
平
高
原

セ
ン
ス・オ
ブ・ワ
ン
ダ
ー
…
…
…
…
P
42

〜
原
点
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜

加
々
美
貴
代（
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
）

❽
長
野
・
上
高
地

好
き
に
な
っ
て
、何
度
で
も
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
…
…
…
…
P
44

山
部 

茜（N
A
T
U
R
E
G
U
ID
E
 F
IV
E
S
E
N
S
E

）

❹
東
京
・
小
笠
原

い
つ
ま
で
も

発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
で
い
た
い
…
…
…
…
P
36

須
田
泰
臣（
自
然
体
験
ガ
イ
ド
ソ
ル
マ
ル
）

❶
北
海
道
・
南
富
良
野

　歳
か
ら
の

ガ
イ
ド
人
生
。

「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
を
目
指
す
…
…
…
P
30

小
林
茂
雄（
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
）

60❺
富
山
・
上
市
町

こ
の
価
値
を
、

伝
え
た
い
、守
り
た
い
、

も
っ
と
高
め
た
い
…
…
…
…
P
38

澤
井
俊
哉（
上
市
町
観
光
協
会
）

❻
山
梨
・
富
士
山

富
士
山
を
、

今
よ
り
も
っ
と

よ
い
状
態
で

未
来
に
返
し
た
い
…
…
…
…
P
40

近
藤
光
一（
富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き
）

10
沖
縄
・
国
頭
郡
東
村

ガ
イ
ド
業
を
、

子
ど
も
た
ち
の

憧
れ
の

職
業
に
し
た
い
…
…
…
…
P
48

島
袋
裕
也（
や
ん
ば
る
自
然
塾
）

11
沖
縄
・
座
間
味

い
つ
の
日
か
、座
間
味
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
に
歌
を
つ
く
り
た
い
…
…
…
…
P
50

大
坪
弘
和（
カ
ラ
フ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
）

❾
三
重
・
大
台
町

ガ
イ
ド
と
は
、

地
域
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
紐
解
き
、

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を

手
渡
す
仕
事
…
…
…
…
P
46

大
西
か
お
り（
大
杉
谷
自
然
学
校
）

4
11人のプロが語る、ガイドという仕事4

※記事中の写真は全て、執筆者からご提供いただきました。
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　長
野
に
育
ち
子
供
の
頃
か
ら
自
然
好
き
だ
っ

た
。
中
高
生
時
代
は
野
鳥
観
察
に
熱
中
し
た
。

探
鳥
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
る

中
で
「
野
鳥
を
見
て
自
分
が
楽
し
む
よ
り
、
野

鳥
を
見
て
楽
し
む
人
を
見
て
楽
し
む
こ
と
」に

開
眼
し
た
。
大
学
時
代
は
北
海
道
帯
広
で
野
生

動
物
管
理
学
を
学
ん
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
熱
中

し
た
の
が
カ
ヌ
ー
、
登
山
、
熱
気
球
だ
っ
た
。

1
9
8
0
年
夏
、
先
輩
と
2
人
で
カ
ナ
ダ
・
ア

ラ
ス
カ
の
ユ
ー
コ
ン
川
1
6
0
0
㎞
を
カ
ヌ
ー

で
下
っ
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
5
年
南
富
良
野

町
へ
移
住
、
木
製
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
製
作

と
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
起
業
し
た
。

　ガ
イ
ド
の
仕
事
は
手
探
り
だ
っ
た
。
釧
路
湿

原
を
下
る
5
日
間
の
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
企

画
し
た
が
、
参
加
す
る
お
客
様
は
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
。
転
機
は
1
9
8
7
年
。
然
別
湖
で

カ
ヌ
ー
、
自
然
観
察
、
熱
気
球
の
体
験
ツ
ア
ー

を
行
う
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
、
私
が
カ
ヌ
ー
を
輸
入
し
、﨑
野
隆
一
郎
さ

ん
（
現
・
ハ
ロ
ー
ウ
ッ
ズ
）
と
観
光
客
向
け
体
験

ツ
ア
ー
の
企
画
運
営
を
行
っ
た
事
だ
っ
た
。
こ

れ
は
現
在
の
北
海
道
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観

光
、
修
学
旅
行
体
験
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

1
9
8
8
年
に
は
札
幌
在
住
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

人
、
ス
タ
フ
ァ
ン
・
エ
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
さ
ん
と
、

「T
h
e H

o
kkaid

o
 A
d
ven

tu
re T

o
u
r

」の

名
で
、
カ
ヌ
ー
、
M
T
B
、
登
山
と
キ
ャ
ン
プ
で

大
雪
山
を
一
周
す
る
7
日
間
の
ツ
ア
ー
を
国
内

在
住
の
外
国
人
7
名
を
集
め
実
施
し
た
。
ま
た

1
9
9
0
年
と
1
9
9
1
年
に
は
ア
ル
パ
イ
ン

ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）の
手
配
で
、
ユ
ー
コ
ン

川
12
日
間
ツ
ア
ー
に
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
同

行
し
た
。
こ
の
時
期
は
10
名
近
く
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ガ
イ
ド
を
雇
用
し
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、

犬
ぞ
り
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー

会
社
を
南
富
良
野
で
運
営
し
て
い
た
。
自
ら
は

1
9
9
3
年
か
ら
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
で
7
月
、

8
月
の
毎
朝
、
1
時
間
の
自
然
観
察
ツ
ア
ー
を

10
年
間
行
っ
た
。

　そ
れ
ら
の
経
歴
か
ら
2
0
0
0
年
か
ら

2
0
0
9
年
ま
で
、
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
資
格
の
創
設
に
関
わ
り
、
北
米
の
ア
ウ

ト
ド
ア
資
格
視
察
、
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
教
本
の

執
筆
、
そ
し
て
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
審
査
会
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　2
0
0
7
年
か
ら
は
現
場
を
離
れ
、
N
P
O

法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
理
事
と

し
て「
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
作
る
仕
事
」を
し
て
い

る
。
し
か
し「
人
を
遊
ば
せ
る
に
は
、
自
分
が
遊

ば
な
く
て
は
」が
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
、
道
内
は
も

と
よ
り
京
都
・
芦
生
、
小
笠
原
、
御
蔵
島
、
屋
久

島
、
慶
良
間
諸
島
、
西
表
島
に
赴
き
、
さ
ら
に
ス

イ
ス
で
は「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」、
台
湾
で
は

自
転
車
事
情
等
の
視
察
と
称
し
て
遊
ん
だ
。
こ

こ
4
年
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル（
A
T
）の

機
運
に
乗
り
、「
A
T
っ
て
、
1
9
9
0
年
代
に

我
々
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
版
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
考
え
、
地
元
ガ
イ
ド
30

名
と
共
に
A
T
ツ
ア
ー
の
造
成
を
行
っ
て
い
る
。

経
験
を
活
か
せ
る

次
の
キ
ャ
リ
ア
は
何
か
？

　さ
て
、
北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
第

一
線
で
働
け
る
年
齢
は
、
私
見
で
あ
る
が
以
下

の
通
り
だ
。ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
20
〜
40
代
、カ
ヌ
ー

ガ
イ
ド
20
〜
50
代
、
山
岳
ガ
イ
ド
30
〜
60
代
、

自
然
ガ
イ
ド
30
〜
70
代
。
か
く
言
う
私
も
、
こ

の
春
で
63
歳
。
観
光
協
会
の
仕
事
は
先
が
見
え
、

カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
に
戻
る
に
は
体
力
が
落
ち
過
ぎ

た
。
そ
こ
で
こ
こ
数
年
、
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
せ
る
次
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
き
た
。

　ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
カ
ナ
ダ
、
コ
ス
タ
リ
カ

等
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
11
シ
ー
ズ
ン

行
っ
て
き
た
札
幌
在
住
の
カ
ナ
ダ
人
、
グ
レ
ッ

グ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
さ
ん
の
話
だ
。
彼
の
故
郷

オ
タ
ワ
川
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
は
、
マ
ッ

チ
ョ
な
若
い
ガ
イ
ド
と
共
に
、
送
迎
バ
ス
の
お
じ

さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
が
人
気
者
だ
。
出
発
地
点
で

ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
が
ツ
ア
ー
準
備
を
す
る
間
、
お

じ
さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
が
楽
し
い
話
で
お
客
様
を

ま
と
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。
人
気
者
の
お

じ
さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
は
実
は
伝
説
的
な
ラ
フ
ト

ガ
イ
ド
で
、
ガ
イ
ド
引
退
後
は
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
ツ
ア
ー
を
支
え
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
い

ざ
事
故
が
発
生
す
る
と
、
彼
ら
の
経
験
を
若
手

に
伝
え
て
救
助
の
援
護
を
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　同
じ
よ
う
な
経
験
も
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
流

筆者が『Northan Lights』（発行：帯広市の英会話学校イングリッシュハウスジョイ）に寄稿した
1988年のThe Hokkaido Adventure Tourの様子を伝える記事

休息時に「野点」で外国人参加者をもてなす筆者

行
前
の
2
年
間
、
外
国
人
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
対

象
に
1
日
1
0
0
㎞
を
数
日
間
続
け
て
走
行
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
伴
走
車
の
運
転
手

を
5
回
行
っ
た
。
当
初
は
伴
走
車
の
運
転
だ
け

と
思
っ
て
引
き
受
け
た
が
、
必
要
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
1
日
1
0
0
㎞

走
行
す
る
と
な
る
と
、
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
も
消
耗
す
る
。
給
水
や
休
憩

時
に
ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
様
の
接
待
を
し
て
い

る
と
、
自
身
の
給
水
や
栄
養
補
給
が
で
き
ず
、

脱
水
症
状
や
ハ
ン
ガ
ー
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
運
転
手
は
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

と
し
て
、
給
水
や
補
給
食
の
準
備
、
椅
子
テ
ー

ブ
ル
の
設
営
を
先
回
り
し
て
行
い
、
撤
収
も
す

る
。
併
せ
て
ツ
ア
ー
中
の
写
真
や
動
画
の
撮
影

を
行
う
。
ツ
ア
ー
中
は
豊
富
な
地
域
ネ
タ
、
雑

学
ネ
タ
で
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
…
な
ど
で
あ

る
。
私
は
日
本
ら
し
さ
を
演
出
し
よ
う
と
、
休

憩
時
に
は
作
務
衣
を
羽
織
り
、
手
ぬ
ぐ
い
を
頭

に
巻
き
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
野
点
セ
ッ
ト
を
使
っ

て
抹
茶
を
点
て
て
提
供
し
て
い
る
。
自
転
車
の

修
理
ま
で
は
ま
だ
で
き
な
い
が
、
万
が
一
の
救
護

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
は
、
現
役
ガ
イ
ド
時

に
培
っ
て
き
た
も
の
が
活
き
て
い
る
。
一
昨
年
か

ら
は
自
身
も
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
り
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
目
指
す
は
現
役
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
の
ツ
ア
ー
を
裏
方
と
し
て
支
え
る
、「
じ
じ
い

サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
と
い
う
目
標
が
見
え
て
き

た
。　2

0
2
1
年
12
月
、
素
敵
な
「
お
じ
い
ガ
イ

ド
」
と
出
会
っ
た
。
沖
縄
・
渡
嘉
敷
島
の
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
・
池
松
来
さ
ん
（
サ
ニ
ー
コ
ー

ラ
ル
）の
主
宰
す
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
に

モ
ニ
タ
ー
参
加
し
た
時
の
こ
と
。
金
城
肇
さ
ん

（
70
歳
）
は
、
民
宿
経
営
の
傍
ら
、
渡
嘉
敷
島
の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

と
し
て
、
島
料
理
の
講
習
と
阿
波
連
集
落
の
街

歩
き
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
。
生
ま
れ
も
育
ち

も
渡
嘉
敷
島
阿
波
連
集
落
で
、
島
の
自
然
、
食

文
化
、
風
習
、
戦
後
の
歴
史
を
詳
し
く
知
っ
て

い
る
。
肇
さ
ん
の
話
は
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
。

地
域
の
歴
史
や
風
習
を
、
押
し
つ
け
が
ま
し
く

な
く
、易
し
く
話
し
て
く
れ
る
。そ
こ
ま
で
な
ら
、

ど
こ
に
で
も
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
ガ
イ
ド

な
の
だ
が
、
肇
さ
ん
は
一
味
違
う
。
肇
さ
ん
は

安
全
管
理
と
時
間
管
理
が
で
き
る
。
ツ
ア
ー
の

最
初
に
注
意
点
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
街
歩
き
中

に
は
チ
ラ
ッ
と
時
計
を
見
て
時
間
を
調
整
し
て

い
る
。
肇
さ
ん
は
盛
り
上
げ
役
に
徹
す
る
。
調

理
の
最
初
は
自
分
が
話
の
中
心
に
居
て
話
を
盛

り
上
げ
る
が
、
参
加
者
ど
う
し
が
打
ち
解
け
て

く
る
と
、
さ
っ
と
引
い
て
片
付
け
を
し
て
い
る
。

肇
さ
ん
は
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
に
徹
す
る
。
メ
イ

ン
ガ
イ
ド
を
立
て
つ
つ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
っ
て
肇
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
代
わ
り
、
メ
イ
ン

ガ
イ
ド
が
休
ん
だ
り
、
次
の
準
備
に
あ
た
れ
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
た
だ
者
で
は
な
い
な
、

と
肇
さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
探
る
と
、

40
年
以
上
前
か
ら
長
ら
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ホ

エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
お
客
様
を
ひ
き
つ
け
、
安

全
と
時
間
の
管
理
が
で
き
る
の
は
こ
の
経
歴
が

あ
る
か
ら
だ
。

ガ
イ
ド
人
生
、

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ

　北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ

て
か
ら
約
30
年
。
初
期
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド

は
50
〜
70
代
の
中
高
年
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
年
齢
的
に
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
本

来
な
ら
ア
ウ
ト
ド

ア
ガ
イ
ド
か
ら
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
へ

と
、
歳
を
重
ね
る
中

で
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
未
だ
に
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
で
止

ま
っ
て
い
る
ガ
イ
ド

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
に
は
、
技
術
・
経

験
・
体
力
・
語
学
力

だ
け
で
な
く
、日
本
・

海
外
の
両
方
の
文
化

を
理
解
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

　北
海
道
で
は
山

岳
・
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
・
サ
イ
ク
ル
等

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
に
値
す
る
ガ

イ
ド
が
出
て
来
て
い

る
が
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ポ
ー

小
林
茂
雄（
N
P
O
法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会 

理
事
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

北
海
道
・
南
富
良
野

　歳
か
ら
の
ガ
イ
ド
人
生
。

「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」を
目
指
す

60

1

ト
ガ
イ
ド
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
そ
れ

で
私
が
「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド U

n
cle

い

やG
ran

d
pa S

h
igeo

」で
頑
張
る
か
！

　ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
な
い
な
ら
創
れ
ば
良
い
。
ま
ず

は
海
外
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
会
社
の
北

海
道
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
と
し
て
の
契

約
を
目
指
そ
う
。
60
歳
過
ぎ
て
の
ガ
イ
ド
人
生
、

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
。

11人のプロが語る、ガイドという仕事4

あ
し 

う

30



　長
野
に
育
ち
子
供
の
頃
か
ら
自
然
好
き
だ
っ

た
。
中
高
生
時
代
は
野
鳥
観
察
に
熱
中
し
た
。

探
鳥
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
る

中
で
「
野
鳥
を
見
て
自
分
が
楽
し
む
よ
り
、
野

鳥
を
見
て
楽
し
む
人
を
見
て
楽
し
む
こ
と
」に

開
眼
し
た
。
大
学
時
代
は
北
海
道
帯
広
で
野
生

動
物
管
理
学
を
学
ん
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
熱
中

し
た
の
が
カ
ヌ
ー
、
登
山
、
熱
気
球
だ
っ
た
。

1
9
8
0
年
夏
、
先
輩
と
2
人
で
カ
ナ
ダ
・
ア

ラ
ス
カ
の
ユ
ー
コ
ン
川
1
6
0
0
㎞
を
カ
ヌ
ー

で
下
っ
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
5
年
南
富
良
野

町
へ
移
住
、
木
製
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
製
作

と
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
起
業
し
た
。

　ガ
イ
ド
の
仕
事
は
手
探
り
だ
っ
た
。
釧
路
湿

原
を
下
る
5
日
間
の
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
企

画
し
た
が
、
参
加
す
る
お
客
様
は
ほ
と
ん
ど
い

な
か
っ
た
。
転
機
は
1
9
8
7
年
。
然
別
湖
で

カ
ヌ
ー
、
自
然
観
察
、
熱
気
球
の
体
験
ツ
ア
ー

を
行
う
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
、
私
が
カ
ヌ
ー
を
輸
入
し
、﨑
野
隆
一
郎
さ

ん
（
現
・
ハ
ロ
ー
ウ
ッ
ズ
）
と
観
光
客
向
け
体
験

ツ
ア
ー
の
企
画
運
営
を
行
っ
た
事
だ
っ
た
。
こ

れ
は
現
在
の
北
海
道
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観

光
、
修
学
旅
行
体
験
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

1
9
8
8
年
に
は
札
幌
在
住
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

人
、
ス
タ
フ
ァ
ン
・
エ
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
さ
ん
と
、

「T
h
e H

o
kkaid

o
 A
d
ven

tu
re T

o
u
r

」の

名
で
、
カ
ヌ
ー
、
M
T
B
、
登
山
と
キ
ャ
ン
プ
で

大
雪
山
を
一
周
す
る
7
日
間
の
ツ
ア
ー
を
国
内

在
住
の
外
国
人
7
名
を
集
め
実
施
し
た
。
ま
た

1
9
9
0
年
と
1
9
9
1
年
に
は
ア
ル
パ
イ
ン

ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）の
手
配
で
、
ユ
ー
コ
ン

川
12
日
間
ツ
ア
ー
に
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
同

行
し
た
。
こ
の
時
期
は
10
名
近
く
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ガ
イ
ド
を
雇
用
し
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、

犬
ぞ
り
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
の
体
験
ツ
ア
ー

会
社
を
南
富
良
野
で
運
営
し
て
い
た
。
自
ら
は

1
9
9
3
年
か
ら
ト
マ
ム
リ
ゾ
ー
ト
で
7
月
、

8
月
の
毎
朝
、
1
時
間
の
自
然
観
察
ツ
ア
ー
を

10
年
間
行
っ
た
。

　そ
れ
ら
の
経
歴
か
ら
2
0
0
0
年
か
ら

2
0
0
9
年
ま
で
、
北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
資
格
の
創
設
に
関
わ
り
、
北
米
の
ア
ウ

ト
ド
ア
資
格
視
察
、
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
教
本
の

執
筆
、
そ
し
て
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
審
査
会
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　2
0
0
7
年
か
ら
は
現
場
を
離
れ
、
N
P
O

法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
理
事
と

し
て「
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
作
る
仕
事
」を
し
て
い

る
。
し
か
し「
人
を
遊
ば
せ
る
に
は
、
自
分
が
遊

ば
な
く
て
は
」が
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
、
道
内
は
も

と
よ
り
京
都
・
芦
生
、
小
笠
原
、
御
蔵
島
、
屋
久

島
、
慶
良
間
諸
島
、
西
表
島
に
赴
き
、
さ
ら
に
ス

イ
ス
で
は「
ス
イ
ス
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
」、
台
湾
で
は

自
転
車
事
情
等
の
視
察
と
称
し
て
遊
ん
だ
。
こ

こ
4
年
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル（
A
T
）の

機
運
に
乗
り
、「
A
T
っ
て
、
1
9
9
0
年
代
に

我
々
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
版
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
考
え
、
地
元
ガ
イ
ド
30

名
と
共
に
A
T
ツ
ア
ー
の
造
成
を
行
っ
て
い
る
。

経
験
を
活
か
せ
る

次
の
キ
ャ
リ
ア
は
何
か
？

　さ
て
、
北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
第

一
線
で
働
け
る
年
齢
は
、
私
見
で
あ
る
が
以
下

の
通
り
だ
。ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
20
〜
40
代
、カ
ヌ
ー

ガ
イ
ド
20
〜
50
代
、
山
岳
ガ
イ
ド
30
〜
60
代
、

自
然
ガ
イ
ド
30
〜
70
代
。
か
く
言
う
私
も
、
こ

の
春
で
63
歳
。
観
光
協
会
の
仕
事
は
先
が
見
え
、

カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
に
戻
る
に
は
体
力
が
落
ち
過
ぎ

た
。
そ
こ
で
こ
こ
数
年
、
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
せ
る
次
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
き
た
。

　ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
カ
ナ
ダ
、
コ
ス
タ
リ
カ

等
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
11
シ
ー
ズ
ン

行
っ
て
き
た
札
幌
在
住
の
カ
ナ
ダ
人
、
グ
レ
ッ

グ
・
ブ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
さ
ん
の
話
だ
。
彼
の
故
郷

オ
タ
ワ
川
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
は
、
マ
ッ

チ
ョ
な
若
い
ガ
イ
ド
と
共
に
、
送
迎
バ
ス
の
お
じ

さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
が
人
気
者
だ
。
出
発
地
点
で

ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
が
ツ
ア
ー
準
備
を
す
る
間
、
お

じ
さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
が
楽
し
い
話
で
お
客
様
を

ま
と
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
。
人
気
者
の
お

じ
さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
は
実
は
伝
説
的
な
ラ
フ
ト

ガ
イ
ド
で
、
ガ
イ
ド
引
退
後
は
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
ツ
ア
ー
を
支
え
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
い

ざ
事
故
が
発
生
す
る
と
、
彼
ら
の
経
験
を
若
手

に
伝
え
て
救
助
の
援
護
を
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　同
じ
よ
う
な
経
験
も
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
流

筆者が『Northan Lights』（発行：帯広市の英会話学校イングリッシュハウスジョイ）に寄稿した
1988年のThe Hokkaido Adventure Tourの様子を伝える記事

休息時に「野点」で外国人参加者をもてなす筆者

行
前
の
2
年
間
、
外
国
人
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
対

象
に
1
日
1
0
0
㎞
を
数
日
間
続
け
て
走
行
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
伴
走
車
の
運
転
手

を
5
回
行
っ
た
。
当
初
は
伴
走
車
の
運
転
だ
け

と
思
っ
て
引
き
受
け
た
が
、
必
要
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
1
日
1
0
0
㎞

走
行
す
る
と
な
る
と
、
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
も
消
耗
す
る
。
給
水
や
休
憩

時
に
ガ
イ
ド
が
自
ら
お
客
様
の
接
待
を
し
て
い

る
と
、
自
身
の
給
水
や
栄
養
補
給
が
で
き
ず
、

脱
水
症
状
や
ハ
ン
ガ
ー
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
運
転
手
は
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

と
し
て
、
給
水
や
補
給
食
の
準
備
、
椅
子
テ
ー

ブ
ル
の
設
営
を
先
回
り
し
て
行
い
、
撤
収
も
す

る
。
併
せ
て
ツ
ア
ー
中
の
写
真
や
動
画
の
撮
影

を
行
う
。
ツ
ア
ー
中
は
豊
富
な
地
域
ネ
タ
、
雑

学
ネ
タ
で
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
…
な
ど
で
あ

る
。
私
は
日
本
ら
し
さ
を
演
出
し
よ
う
と
、
休

憩
時
に
は
作
務
衣
を
羽
織
り
、
手
ぬ
ぐ
い
を
頭

に
巻
き
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
野
点
セ
ッ
ト
を
使
っ

て
抹
茶
を
点
て
て
提
供
し
て
い
る
。
自
転
車
の

修
理
ま
で
は
ま
だ
で
き
な
い
が
、
万
が
一
の
救
護

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
は
、
現
役
ガ
イ
ド
時

に
培
っ
て
き
た
も
の
が
活
き
て
い
る
。
一
昨
年
か

ら
は
自
身
も
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
り
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
目
指
す
は
現
役
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
の
ツ
ア
ー
を
裏
方
と
し
て
支
え
る
、「
じ
じ
い

サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
と
い
う
目
標
が
見
え
て
き

た
。　2

0
2
1
年
12
月
、
素
敵
な
「
お
じ
い
ガ
イ

ド
」
と
出
会
っ
た
。
沖
縄
・
渡
嘉
敷
島
の
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
・
池
松
来
さ
ん
（
サ
ニ
ー
コ
ー

ラ
ル
）の
主
宰
す
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
に

モ
ニ
タ
ー
参
加
し
た
時
の
こ
と
。
金
城
肇
さ
ん

（
70
歳
）
は
、
民
宿
経
営
の
傍
ら
、
渡
嘉
敷
島
の

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

と
し
て
、
島
料
理
の
講
習
と
阿
波
連
集
落
の
街

歩
き
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
。
生
ま
れ
も
育
ち

も
渡
嘉
敷
島
阿
波
連
集
落
で
、
島
の
自
然
、
食

文
化
、
風
習
、
戦
後
の
歴
史
を
詳
し
く
知
っ
て

い
る
。
肇
さ
ん
の
話
は
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
。

地
域
の
歴
史
や
風
習
を
、
押
し
つ
け
が
ま
し
く

な
く
、易
し
く
話
し
て
く
れ
る
。そ
こ
ま
で
な
ら
、

ど
こ
に
で
も
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
ガ
イ
ド

な
の
だ
が
、
肇
さ
ん
は
一
味
違
う
。
肇
さ
ん
は

安
全
管
理
と
時
間
管
理
が
で
き
る
。
ツ
ア
ー
の

最
初
に
注
意
点
を
き
ち
ん
と
伝
え
、
街
歩
き
中

に
は
チ
ラ
ッ
と
時
計
を
見
て
時
間
を
調
整
し
て

い
る
。
肇
さ
ん
は
盛
り
上
げ
役
に
徹
す
る
。
調

理
の
最
初
は
自
分
が
話
の
中
心
に
居
て
話
を
盛

り
上
げ
る
が
、
参
加
者
ど
う
し
が
打
ち
解
け
て

く
る
と
、
さ
っ
と
引
い
て
片
付
け
を
し
て
い
る
。

肇
さ
ん
は
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
に
徹
す
る
。
メ
イ

ン
ガ
イ
ド
を
立
て
つ
つ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
っ
て
肇
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
代
わ
り
、
メ
イ
ン

ガ
イ
ド
が
休
ん
だ
り
、
次
の
準
備
に
あ
た
れ
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
た
だ
者
で
は
な
い
な
、

と
肇
さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
探
る
と
、

40
年
以
上
前
か
ら
長
ら
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ホ

エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
お
客
様
を
ひ
き
つ
け
、
安

全
と
時
間
の
管
理
が
で
き
る
の
は
こ
の
経
歴
が

あ
る
か
ら
だ
。

ガ
イ
ド
人
生
、

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ

　北
海
道
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
っ

て
か
ら
約
30
年
。
初
期
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド

は
50
〜
70
代
の
中
高
年
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
年
齢
的
に
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
本

来
な
ら
ア
ウ
ト
ド

ア
ガ
イ
ド
か
ら
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
へ

と
、
歳
を
重
ね
る
中

で
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
だ

が
、
未
だ
に
ア
ウ
ト

ド
ア
ガ
イ
ド
で
止

ま
っ
て
い
る
ガ
イ
ド

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
に
は
、
技
術
・
経

験
・
体
力
・
語
学
力

だ
け
で
な
く
、日
本
・

海
外
の
両
方
の
文
化

を
理
解
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

　北
海
道
で
は
山

岳
・
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
・
サ
イ
ク
ル
等

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド
に
値
す
る
ガ

イ
ド
が
出
て
来
て
い

る
が
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ポ
ー

小
林
茂
雄（
N
P
O
法
人
南
富
良
野
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会 

理
事
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

北
海
道
・
南
富
良
野

　歳
か
ら
の
ガ
イ
ド
人
生
。

「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」を
目
指
す

60

1

ト
ガ
イ
ド
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
そ
れ

で
私
が
「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド U

n
cle

い

やG
ran

d
pa S

h
igeo

」で
頑
張
る
か
！

　ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
な
い
な
ら
創
れ
ば
良
い
。
ま
ず

は
海
外
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
会
社
の
北

海
道
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
と
し
て
の
契

約
を
目
指
そ
う
。
60
歳
過
ぎ
て
の
ガ
イ
ド
人
生
、

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
。

11人のプロが語る、ガイドという仕事4

あ
し 

う
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「
こ
の
美
し
さ
を

誰
か
に
伝
え
た
い
」
か
ら

「
こ
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」へ

　40
代
も
終
盤
の
2
0
0
6
年
夏
―
、
地
元
青

森
県
・
十
和
田
湖
畔
に
あ
る
宇
樽
部
（
う
た
る

べ
）
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
私
は
仲
間
か
ら
初
め
て

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
の
操
作
を
教
わ
る
と
、

翌
朝
、
習
い
立
て
の
パ
ド
リ
ン
グ
技
術
を
試
そ

う
と
、
ま
だ
夜
の
明
け
き
ら
な
い
湖
に
ひ
と
り

で
カ
ヌ
ー
を
滑
ら
せ
ま
し
た
。

　無
風
、
べ
た
凪
… 

ま
る
で
油
を
流
し
た
よ

う
な
、ね
っ
と
り
と
し
た
藍
色
の
湖
面
を
進
む
。

水
を
切
る
パ
ド
ル
が
心
地
よ
い
音
を
奏
で
る
。

ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
に 

〝
自
分
〞の

存
在
感
だ
け
が
際
立
つ
。
遠
く
で
つ
が
い
の
水

鳥
が
朝
も
や
を
つ
い
て
飛
び
立
ち
、
や
が
て
モ

ノ
ト
ー
ン
だ
っ
た
外
輪
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、

や
わ
ら
か
な
朝
の
光
を
あ
び
て
頂
か
ら
少
し
ず

つ
濃
い
緑
色
を
帯
び
て
く
る
…
。

　「こ
ん
な
感
動
的
な
シ
ー
ン
に
遭
遇
さ
せ
て

く
れ
る
自
然
が
あ
っ
た
ん
だ 

…
」

　「こ
の
美
し
さ
を
誰
か
に
伝
え
た
い
…
。
い

や
伝
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
…
」

　そ
れ
は
、
私
の
中
の
ど
こ
か
で
何
か
が
弾
け

た
瞬
間
で
し
た
。

　翌
年
の
秋
、
私
は
父
親
か
ら
受
け
継
い
で
経

営
し
て
い
た
運
送
会
社
を
た
た
み
、
十
和
田
湖

で
の
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
、
奥
入
瀬
渓
流
で
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
と
い
う
、
地
域

で
は
初
め
て
の
本
格
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
現
す
る
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
ま
っ
た
く
未
知
の
分
野
で
の
ゼ
ロ

か
ら
の
船
出
は
、
運
営
の
面
白
さ
と
は
裏
腹
に

経
営
の
荒
波
は
厳
し
く
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
開
業
か
ら
5
年
目
に
「
東
日
本

大
震
災
」
に
遭
遇
。

　結
果
、
余
力
の
な
か
っ
た
私
の
会
社
は
震
災

の
影
響
を
乗
り
切
れ
ず
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
、あ
え
な
く
撃
沈
…
。し
か
し
そ
れ
ま
で
育
っ

た
大
切
な
財
産
で
あ
る
ガ
イ
ド
た
ち
を
な
ん
と

か
こ
の
地
に
留
め
た
い
と
、
地
元
ア
ウ
ト
ド
ア

事
業
者
へ
お
願
い
を
し
て
雇
用
先
を
確
保
。
一

方
で
、
そ
の
ガ
イ
ド
や
支
援
者
た
ち
と
再
び
活

動
す
る
場
と
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
立
ち
上
げ
た

の
が
、
現
在
の
「
お
い
け
ん
」
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
経
歴
の
中
で
の
私
の
ガ
イ
ド
経

験
は
と
い
う
と
。
最
初
は
単
な
る
経
営
者
で

あ
っ
て
、
ほ
ぼ
ガ
イ
ド
を
し
た
こ
と
が
無
く
、

そ
の
ス
キ
ル
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
然
は
大
好
き
な
の
で
す
が
、
ど
う
や
っ

て
自
然
を
観
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
植

物
や
野
鳥
の
名
前
な
ど
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　た
だ
、
名
前
を
覚
え
る
の
は
苦
手
で
し
た
が

生
態
に
関
し
て
は
少
し
興
味
が
あ
り
、
そ
ん
な

私
の
自
然
へ
の
扉
を
開
け
て
く
れ
た
の
が〝
植

物
進
化
〞と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
。『
コ
ケ
は

ど
う
し
て
栄
養
分
の
な
い
岩
の
上
で
も
生
き
て

い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
？
』
か
ら
始
ま
り
、
ひ
と

つ
の
答
え
が
見
つ
か
る
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新

た
な
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

　『な
る
ほ
ど
… 

で
も
、
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ

う
？
』
と
、
決
し
て
学
術
的
で
は
な
い
の
で
す

が
、
自
分
な
り
に〝
植
物
進
化
〞を
軸
と
し
て
答

え
を
見
つ
け
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま

で
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
し
か
見
え
て
い
な

か
っ
た
森
の
植
物
が
、
面
白
い
よ
う
に
整
然
と

し
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「す
ご
い
！ 

こ
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
…
。

い
や
伝
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
…
」

　早
朝
の
十
和
田
湖
で
の
カ
ヌ
ー
以
来
、再
び
、

私
の
中
で
何
か
が
弾
け
ま
し
た
。

　50
代
半
ば
、〝
遅
咲
き
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

人
生
〞が
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況
の
概
要

　活
動
で
最
も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
、毎
年
、

県
か
ら
の
受
託
で
行
っ
て
い
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
」
で
す
。
主
に
「
お
い
け
ん
」
が
担
当

し
て
い
ま
す
。「
ど
こ
に
ど
ん
な
木
が
生
え
て

い
て
、
ど
ん
な
花
が
い
つ
ご
ろ
ど
こ
に
咲
き
、

ど
ん
な
動
物
が
い
る
の
か
」
な
ど
、
奥
入
瀬
渓

流
14
㎞
全
線
の
自
然
を
記
録
し
、
そ
の
価
値
を

分
析
し
て
い
く
作
業
と
い
え
る
も
の
で
す
。
そ

こ
で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
書
籍
の
発
行
や
（
株
）

E
S
A
R
IO

で
実
施
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
な

ど
、
多
く
の
事
業
を
支
え
る
重
要
な
情
報
基
盤

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ツ
ア
ー
を
構
築
す
る
上
で
基
本
的
に
2
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
大
き
な
自
然
は
小
さ
な
自
然
が
あ
つ
ま
っ
て

で
き
て
い
る
。

ガイド中の筆者

●
立
ち
止
ま
る
か
ら
見
え
て
く
る
。

　自
然
景
観
を
大
き
な
絵
画
を
眺
め
る
よ
う
に

「
き
れ
い
だ
な
ぁ
〜
」
と
い
っ
て
た
だ
見
流
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、『〝
な
ぜ
き
れ
い
な
の

か
？
〞、
そ
の
理
由
を〝
立
ち
止
ま
っ
て
探
る
〞

こ
と
を
楽
し
む
。』
そ
ん
な
ツ
ア
ー
ス
タ
イ
ル

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　象
徴
的
な
ツ
ア
ー
は
『
コ
ケ
さ
ん
ぽ
』
で
す
。

奥
入
瀬
の
自
然
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
コ
ケ
植
物
を〝
入
り
口
〞に
し
て
自
然
を

覗
い
て
み
る
と
い
う
ツ
ア
ー
で
す
。
ル
ー
ペ
を

片
手
に
目
の
前
に
あ
る
小
さ
な
も
の
を
丹
念
に

見
て
い
く
こ
と
で
、
し
だ
い
に
自
然
の
大
き
さ

や
、
奥
深
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　最
近
は
、
一
般
の
観
光
客
の
方
が
ル
ー
ペ
を

持
参
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
覗
き
込
ん
で

い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
、
少
し
ず
つ

で
す
が
『
立
ち
止
ま
る
か
ら
見
え
て
く
る
』
ス

タ
イ
ル
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

ガ
イ
ド
は

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
・
メ
ー
カ
ー
」

　私
の
ガ
イ
ド
経
験
か
ら
で
す
が
、
自
然
好
き

な
お
客
様
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
然
の
中
へ
一
歩

踏
み
込
む
た
め
の
、
自
分
な
り
の
『
扉
』
を
無

意
識
に
探
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

の
仕
事
は
、
お
客
様
が
そ
の
『
扉
』
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
が
持
っ
て
い
る

知
見
、
知
識
を
お
客
様
と
共
有
し
な
が
ら
、
探

し
て
い
る
『
扉
』
へ
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
、
そ

し
て
そ
の
『
扉
』
を
見
つ
け
て
も
ら
え
る
か
で

す
。　実

は
、
私
の
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
手
法
は
、
か
つ

て
自
然
の
観
方
が
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
だ
っ
た

私
自
身
が
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
面
白
さ
に
気
付

き
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
『
扉
』
を
見
つ
け
た

の
か
。
正
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
な
ぞ
っ
て
い
ま

す
。

　初
め
て
お
会
い
し
た
お
客
様
が
、
ツ
ア
ー
終

了
後
に
は
、
ま
る
で
宝
物
で
も
見
つ
け
た
か
の

よ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
帰
っ
て
い
く
。（ 

〝
扉
〞

見
つ
け
た
な 

… 

）。
そ
ん
な
お
客
様
の
多
く

は
、
翌
年
、
見
つ
け
た
そ
の
『
扉
』
を
携
え
て
、

ま
た
奥
入
瀬
を
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

ガ
イ
ド
と
し
て
の
自
分
が
、
ほ
ん
の
一
瞬
で
も

そ
の
お
客
様
の
人
生
の
中
に
存
在
し
得
た
の
だ

川
村
祐
一

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

青
森
・
奥
入
瀬

自
然
の
中
に
踏
み
込
む

「
扉
」を
探
し
て

2

と
い
う
証
で
あ
り
、
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を

感
じ
る
瞬
間
で
す
。

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
世
界
は
、
一
般

に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
分
野
で
す
。

・
自
分
だ
け
の
自
然
へ
の
『
扉
』
を
探
す
。

・
見
つ
け
た
『
扉
』
を
開
け
、
自
然
に
一
歩
踏

み
込
む
。

　そ
の
よ
う
な

旅
行
者
を
あ
え

て
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ス
ト
」
と
呼

ぶ
の
で
あ
れ

ば
、
我
々
ガ
イ

ド
は
、
さ
し
ず

め
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ス
ト
・
メ
ー

カ
ー
」
で
あ
る

べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
N
P
O
法
人 
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会（
お
い
け
ん
） 

理
事
・
事
務
局
長
／

株
式
会
社
E
S
A
R
I
O
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
）
　

コ
ケ
ガ
ー
ル
や
「
コ

ケ
さ
ん
ぽ
」
を
し
て

い
る
人
た
ち
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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「
こ
の
美
し
さ
を

誰
か
に
伝
え
た
い
」
か
ら

「
こ
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」へ

　40
代
も
終
盤
の
2
0
0
6
年
夏
―
、
地
元
青

森
県
・
十
和
田
湖
畔
に
あ
る
宇
樽
部
（
う
た
る

べ
）
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
私
は
仲
間
か
ら
初
め
て

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
の
操
作
を
教
わ
る
と
、

翌
朝
、
習
い
立
て
の
パ
ド
リ
ン
グ
技
術
を
試
そ

う
と
、
ま
だ
夜
の
明
け
き
ら
な
い
湖
に
ひ
と
り

で
カ
ヌ
ー
を
滑
ら
せ
ま
し
た
。

　無
風
、
べ
た
凪
… 

ま
る
で
油
を
流
し
た
よ

う
な
、ね
っ
と
り
と
し
た
藍
色
の
湖
面
を
進
む
。

水
を
切
る
パ
ド
ル
が
心
地
よ
い
音
を
奏
で
る
。

ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
に 

〝
自
分
〞の

存
在
感
だ
け
が
際
立
つ
。
遠
く
で
つ
が
い
の
水

鳥
が
朝
も
や
を
つ
い
て
飛
び
立
ち
、
や
が
て
モ

ノ
ト
ー
ン
だ
っ
た
外
輪
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、

や
わ
ら
か
な
朝
の
光
を
あ
び
て
頂
か
ら
少
し
ず

つ
濃
い
緑
色
を
帯
び
て
く
る
…
。

　「こ
ん
な
感
動
的
な
シ
ー
ン
に
遭
遇
さ
せ
て

く
れ
る
自
然
が
あ
っ
た
ん
だ 

…
」

　「こ
の
美
し
さ
を
誰
か
に
伝
え
た
い
…
。
い

や
伝
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
…
」

　そ
れ
は
、
私
の
中
の
ど
こ
か
で
何
か
が
弾
け

た
瞬
間
で
し
た
。

　翌
年
の
秋
、
私
は
父
親
か
ら
受
け
継
い
で
経

営
し
て
い
た
運
送
会
社
を
た
た
み
、
十
和
田
湖

で
の
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
、
奥
入
瀬
渓
流
で
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ン
ブ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
と
い
う
、
地
域

で
は
初
め
て
の
本
格
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
現
す
る
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
ま
っ
た
く
未
知
の
分
野
で
の
ゼ
ロ

か
ら
の
船
出
は
、
運
営
の
面
白
さ
と
は
裏
腹
に

経
営
の
荒
波
は
厳
し
く
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
開
業
か
ら
5
年
目
に
「
東
日
本

大
震
災
」
に
遭
遇
。

　結
果
、
余
力
の
な
か
っ
た
私
の
会
社
は
震
災

の
影
響
を
乗
り
切
れ
ず
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
、あ
え
な
く
撃
沈
…
。し
か
し
そ
れ
ま
で
育
っ

た
大
切
な
財
産
で
あ
る
ガ
イ
ド
た
ち
を
な
ん
と

か
こ
の
地
に
留
め
た
い
と
、
地
元
ア
ウ
ト
ド
ア

事
業
者
へ
お
願
い
を
し
て
雇
用
先
を
確
保
。
一

方
で
、
そ
の
ガ
イ
ド
や
支
援
者
た
ち
と
再
び
活

動
す
る
場
と
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
立
ち
上
げ
た

の
が
、
現
在
の
「
お
い
け
ん
」
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
経
歴
の
中
で
の
私
の
ガ
イ
ド
経

験
は
と
い
う
と
。
最
初
は
単
な
る
経
営
者
で

あ
っ
て
、
ほ
ぼ
ガ
イ
ド
を
し
た
こ
と
が
無
く
、

そ
の
ス
キ
ル
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
然
は
大
好
き
な
の
で
す
が
、
ど
う
や
っ

て
自
然
を
観
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
植

物
や
野
鳥
の
名
前
な
ど
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

　た
だ
、
名
前
を
覚
え
る
の
は
苦
手
で
し
た
が

生
態
に
関
し
て
は
少
し
興
味
が
あ
り
、
そ
ん
な

私
の
自
然
へ
の
扉
を
開
け
て
く
れ
た
の
が〝
植

物
進
化
〞と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
し
た
。『
コ
ケ
は

ど
う
し
て
栄
養
分
の
な
い
岩
の
上
で
も
生
き
て

い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
？
』
か
ら
始
ま
り
、
ひ
と

つ
の
答
え
が
見
つ
か
る
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新

た
な
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

　『な
る
ほ
ど
… 

で
も
、
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ

う
？
』
と
、
決
し
て
学
術
的
で
は
な
い
の
で
す

が
、
自
分
な
り
に〝
植
物
進
化
〞を
軸
と
し
て
答

え
を
見
つ
け
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま

で
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
し
か
見
え
て
い
な

か
っ
た
森
の
植
物
が
、
面
白
い
よ
う
に
整
然
と

し
て
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「す
ご
い
！ 

こ
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
…
。

い
や
伝
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
…
」

　早
朝
の
十
和
田
湖
で
の
カ
ヌ
ー
以
来
、再
び
、

私
の
中
で
何
か
が
弾
け
ま
し
た
。

　50
代
半
ば
、〝
遅
咲
き
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

人
生
〞が
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況
の
概
要

　活
動
で
最
も
重
要
視
し
て
い
る
の
が
、毎
年
、

県
か
ら
の
受
託
で
行
っ
て
い
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
」
で
す
。
主
に
「
お
い
け
ん
」
が
担
当

し
て
い
ま
す
。「
ど
こ
に
ど
ん
な
木
が
生
え
て

い
て
、
ど
ん
な
花
が
い
つ
ご
ろ
ど
こ
に
咲
き
、

ど
ん
な
動
物
が
い
る
の
か
」
な
ど
、
奥
入
瀬
渓

流
14
㎞
全
線
の
自
然
を
記
録
し
、
そ
の
価
値
を

分
析
し
て
い
く
作
業
と
い
え
る
も
の
で
す
。
そ

こ
で
得
ら
れ
た
知
見
は
、
書
籍
の
発
行
や
（
株
）

E
S
A
R
IO

で
実
施
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
な

ど
、
多
く
の
事
業
を
支
え
る
重
要
な
情
報
基
盤

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ツ
ア
ー
を
構
築
す
る
上
で
基
本
的
に
2
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
大
き
な
自
然
は
小
さ
な
自
然
が
あ
つ
ま
っ
て

で
き
て
い
る
。

ガイド中の筆者

●
立
ち
止
ま
る
か
ら
見
え
て
く
る
。

　自
然
景
観
を
大
き
な
絵
画
を
眺
め
る
よ
う
に

「
き
れ
い
だ
な
ぁ
〜
」
と
い
っ
て
た
だ
見
流
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、『〝
な
ぜ
き
れ
い
な
の

か
？
〞、
そ
の
理
由
を〝
立
ち
止
ま
っ
て
探
る
〞

こ
と
を
楽
し
む
。』
そ
ん
な
ツ
ア
ー
ス
タ
イ
ル

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　象
徴
的
な
ツ
ア
ー
は
『
コ
ケ
さ
ん
ぽ
』
で
す
。

奥
入
瀬
の
自
然
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
コ
ケ
植
物
を〝
入
り
口
〞に
し
て
自
然
を

覗
い
て
み
る
と
い
う
ツ
ア
ー
で
す
。
ル
ー
ペ
を

片
手
に
目
の
前
に
あ
る
小
さ
な
も
の
を
丹
念
に

見
て
い
く
こ
と
で
、
し
だ
い
に
自
然
の
大
き
さ

や
、
奥
深
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　最
近
は
、
一
般
の
観
光
客
の
方
が
ル
ー
ペ
を

持
参
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
覗
き
込
ん
で

い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
、
少
し
ず
つ

で
す
が
『
立
ち
止
ま
る
か
ら
見
え
て
く
る
』
ス

タ
イ
ル
が
広
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

ガ
イ
ド
は

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ス
ト
・
メ
ー
カ
ー
」

　私
の
ガ
イ
ド
経
験
か
ら
で
す
が
、
自
然
好
き

な
お
客
様
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
然
の
中
へ
一
歩

踏
み
込
む
た
め
の
、
自
分
な
り
の
『
扉
』
を
無

意
識
に
探
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

の
仕
事
は
、
お
客
様
が
そ
の
『
扉
』
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
が
持
っ
て
い
る

知
見
、
知
識
を
お
客
様
と
共
有
し
な
が
ら
、
探

し
て
い
る
『
扉
』
へ
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る
か
、
そ

し
て
そ
の
『
扉
』
を
見
つ
け
て
も
ら
え
る
か
で

す
。　実

は
、
私
の
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
手
法
は
、
か
つ

て
自
然
の
観
方
が
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
だ
っ
た

私
自
身
が
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
面
白
さ
に
気
付

き
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
『
扉
』
を
見
つ
け
た

の
か
。
正
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
な
ぞ
っ
て
い
ま

す
。

　初
め
て
お
会
い
し
た
お
客
様
が
、
ツ
ア
ー
終

了
後
に
は
、
ま
る
で
宝
物
で
も
見
つ
け
た
か
の

よ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
帰
っ
て
い
く
。（ 

〝
扉
〞

見
つ
け
た
な 

… 

）。
そ
ん
な
お
客
様
の
多
く

は
、
翌
年
、
見
つ
け
た
そ
の
『
扉
』
を
携
え
て
、

ま
た
奥
入
瀬
を
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

ガ
イ
ド
と
し
て
の
自
分
が
、
ほ
ん
の
一
瞬
で
も

そ
の
お
客
様
の
人
生
の
中
に
存
在
し
得
た
の
だ

川
村
祐
一

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

青
森
・
奥
入
瀬

自
然
の
中
に
踏
み
込
む

「
扉
」を
探
し
て

2

と
い
う
証
で
あ
り
、
何
と
も
言
え
な
い
喜
び
を

感
じ
る
瞬
間
で
す
。

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
世
界
は
、
一
般

に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
分
野
で
す
。

・
自
分
だ
け
の
自
然
へ
の
『
扉
』
を
探
す
。

・
見
つ
け
た
『
扉
』
を
開
け
、
自
然
に
一
歩
踏

み
込
む
。

　そ
の
よ
う
な

旅
行
者
を
あ
え

て
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ス
ト
」
と
呼

ぶ
の
で
あ
れ

ば
、
我
々
ガ
イ

ド
は
、
さ
し
ず

め
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ス
ト
・
メ
ー

カ
ー
」
で
あ
る

べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
N
P
O
法
人 

奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会（
お
い
け
ん
） 

理
事
・
事
務
局
長
／

株
式
会
社
E
S
A
R
I
O
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
）
　

コ
ケ
ガ
ー
ル
や
「
コ

ケ
さ
ん
ぽ
」
を
し
て

い
る
人
た
ち
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
の

リ
ク
エ
ス
ト

　
多
少
の
語
弊
は
あ
る
が
、
私
の
生
業
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
だ
と
思
っ
て
い
る
。
所
属
を
し

て
い
る
の
は
、
日
光
湯
元
温
泉
に
立
地
す
る
奥

日
光
小
西
ホ
テ
ル
。
ロ
ビ
ー
に
専
用
の
案
内
デ

ス
ク
を
設
置
し
、
顧
客
か
ら
の
様
々
な
質
問
へ

の
対
応
や
、
有
償
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、

無
雪
期
の
週
末
に
は
湯
元
を
歩
く
無
料
の

シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
ガ
イ
ド
を

活
用
し
た
有
償
ツ
ア
ー
を
始
め
た
の
は

2
0
0
9
年
の
こ
と
。
当
初
は
募
集
イ
ベ
ン
ト

型
だ
っ
た
が
、
現
在
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー

へ
と
移
行
し
て
い
る
。
開
花
期
に
は
時
速
１
㎞

程
の
花
の
観
察
ツ
ア
ー
、
夏
に
は
歩
道
を
外
れ

て
落
差
1
0
0
ｍ
の
滝
を
目
指
す
ツ
ア
ー
、
秋

に
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
と
組
み
あ
わ
せ
た
紅
葉

ツ
ア
ー
、
冬
に
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
が
人

気
で
、
四
季
を
通
じ
た
奥
日
光
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
全
て
の
ツ
ア
ー
は
顧
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞

い
て
策
定
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
た
め
、

コ
ー
ス
と
内
容
は
都
度
異
な
る
。
無
料
の
ツ

ア
ー
や
デ
ス
ク
で
の
質
問
に
お
応
え
し
た
方

が
、
正
規
ツ
ア
ー
の
お
申
込
み
を
し
て
下
さ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。花
の
名
前
を
知
り
た
い
、

子
供
に
冒
険
を
さ
せ
た
い
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
か
ら
、
初
心
者
だ
け
れ
ど
ル
ー
ト

の
無
い
山
の
中
を
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
、

ア
ウ
ト
ド
ア
が
嫌
い
な
超
イ
ン
ド
ア
派
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
冬
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
遊
び
た
い
、
図

鑑
の
虫
は
好
き
だ
け
れ
ど
本
当
の
虫
を
見
る
と

泣
く
子
を
何
と
か
し
た
い
等
と
い
う
、
一
見
無

茶
な
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
お
客

様
に
は
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
な
く
て
も
良

い
で
す
か
ら
ね
」
と
お
話
を
す
る
の
だ
が
、
有

難
い
事
に
繰
り
返
し
ご
依
頼
を
頂
け
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
単
価
は
こ
の
10
年
で
お
よ
そ
3
・
7

倍
に
、
ガ
イ
ド
の
参
加
者
数
は
約
4
倍
に
伸
び

て
い
る
が
、
自
社
ツ
ア
ー
の
稼
働
日
数
と
し
て

は
年
間
90
日
程
度
。
こ
の
数
値
の
み
で
考
え
る

と
、「
ガ
イ
ド
が
生
業
」
と
言
う
に
は
幾
分
憚

ら
れ
る
。

宿
付
き
ガ
イ
ド
に
な
る
ま
で

　
現
在
で
こ
そ
「
ガ
イ
ド
が
い
る
宿
」
と
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
が
、
元
々
は
単
な
る
温
泉
宿
で
自

然
に
特
化
し
た
取
り
組
み
は
無
か
っ
た
。
私
の

採
用
と
共
に
始
め
た
事
だ
が
、
私
自
身
宿
で
ガ

イ
ド
を
行
う
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
か
ら
凡
そ
20
年

が
経
つ
。
当
初
は
特
筆
す
べ
き
技
術
も
知
識
も

無
い
ま
ま
、
漠
然
と
「
自
然
保
護
に
関
わ
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
縁
あ
っ
て
湯
元

の
自
然
系
施
設
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
活

動
を
通
し
、
普
及
啓
蒙
に
よ
り
自
然
保
護
に
関

わ
る
道
を
知
っ
た
。
同
時
に
長
期
的
に
続
け
る

事
が
困
難
で
あ
る
事
も
思
い
知
ら
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
現
職
に
落
ち
着
く
ま
で
に
勤
務

先
が
3
度
変
わ
る
。

　
最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
雇
用
が
安
定

し
な
い
事
だ
っ
た
。
当
時
2
か
所
の
公
立
に
近

し
い
自
然
系
施
設
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
い
ず

れ
も
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
は
行
え
た
が
、
日
給
月

給
の
単
年
契
約
職
員
と
し
て
の
雇
用
で
あ
り
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

関
係
者
に
幾
度
か
掛
け
合
っ
た
も
の
の
、
状
況

の
改
善
見
込
み
は
無
く
退
職
。
そ
の
後
、
湯
元

の
宿
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
ガ
イ
ド
と
し
て
正
社

員
契
約
を
結
ん
だ
の
が
2
0
0
5
年
秋
。
体
制

の
変
更
に
よ
り
2
0
0
8
年
に
退
職
し
、
そ
の

後
現
在
の
職
場
と
契
約
を
す
る
。
正
社
員
と

な
っ
た
こ
と
で
、
給
与
体
系
こ
そ
多
少
改
善
さ

れ
た
も
の
の
、
次
の
問
題
が
生
じ
た
。

　
第
二
の
問
題
は
、
ガ
イ
ド
の
根
幹
と
も
い
え

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
間
が
確
保
で
き
な

い
事
だ
っ
た
。
自
然
系
施
設
で
は
業
務
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
た
野
外
で
の
活
動
だ
が
、
単

純
な
対
価
を
生
み
出
さ
な
い
活
動
は
、
宿
で
の

業
務
と
し
て
は
見
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ツ

ア
ー
の
下
見
で
さ
え
も
容
易
で
は
な
く
、
業
務

の
大
半
を
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
。

　
幸
い
に
も
、
当
時
の
奥
日
光
地
域
で
は
修
学

旅
行
生
に
対
す
る
ガ
イ
ド
需
要
が
急
速
に
高
ま

奥日光小西ホテルのロビーデスク

冬のスノーシューツアー。すべてのツアーがオーダーメイドだ

無
料
の
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
葉
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
す
る
筆
者

り
、
関
係
各
所
か
ら
の
依
頼
が
増
え
た
。
ま
た

テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
依
頼
が
相
次
ぎ
、
何
よ
り
顧
客

か
ら
の
評
判
が
良
か
っ
た
事
を
追
い
風
と
し

て
、
徐
々
に
ガ
イ
ド
に
軸
足
を
移
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
い
ざ
ガ
イ
ド
を
主
軸
に
と
考
え
た
時
、
第
三

の
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
地
域
的
に
学
生
へ
の

ガ
イ
ド
需
要
が
高
く
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ベ
ー
ス
で
活
動
す
る
ガ
イ
ド
が
多
か
っ
た
為
、

地
域
の
ガ
イ
ド
単
価
が
非
常
に
安
か
っ
た
の

だ
。
こ
の
問
題
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
続
け

た
結
果
、
随
分
と
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
実
は
、
か
つ
て
の
私
同
様
に
第
一
の
問

題
に
悩
み
、
自
然
系
施
設
か
ら
他
地
域
の

宿
へ
と
籍
を
移
し
た
後
輩
達
も
い
た
。
だ

が
、
第
二
の
問
題
を
解
消
で
き
ず
に
い
ず

れ
も
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
個
人
技
か
ら
脱

却
で
き
ず
に
若
手
が
育
た
な
い
、
第
四
に

し
て
最
大
の
課
題
だ
。

　宿
付
き
ガ
イ
ド
の
面
白
さ

　
宿
で
の
ガ
イ
ド
業
務
も
自
然
系
施
設
の

業
務
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
顧

客
の
性
質
は
大
き
く
異
な
る
。
後
者
は
既

に
自
然
環
境
に
興
味
が
あ
る
の
に
対
し
、

前
者
は
必
ず
し
も
自
然
に
興
味
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
観
光
客
で
あ
る
と
い
う
点

だ
。
中
に
は
、
ご
自
身
が
国
立
公
園
の
中

に
い
る
と
い
う
事
さ
え
知
ら
ぬ
方
も
少
な

く
な
い
。
国
立
公
園
で
あ
る
と
知
っ
て
い

る
方
で
も
、
そ
れ
が
手
つ
か
ず
の
大
自
然

だ
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
で
観
光
に
来
て

い
る
事
か
ら
、感
受
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　「
ガ
イ
ド
が
同
行
し
た
ら
安
全
で
楽
し
い
の

は
当
然
と
し
て
、
ツ
ア
ー
の
間
だ
け
で
は
不
十

分
。
ツ
ア
ー
参
加
後
に
は
見
え
る
世
界
が
変
わ

る
。
自
立
で
き
る
。
啓
蒙
な
の
だ
か
ら
、
そ
の

位
で
あ
り
た
い
」
常
々
そ
の
様
に
考
え
て
い
る

身
と
し
て
は
、
実
に
好
都
合
だ
。

　
手
を
変
え
品
を
変
え
、
切
り
口
を
変
え
表
現

を
変
え
、
そ
の
人
の
琴
線
に
触
れ
る
も
の
を
探

す
。
終
了
時
刻
を
迎
え
、「
も
う
そ
ん
な
時

間
!?
」
と
言
わ
れ
れ
ば
し
め
た
も
の
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
自
発
的
に
ゴ
ミ
を

拾
い
始
め
る
。
一
見
の
観
光
客
だ
っ
た
は
ず
の

お
客
様
は
、会
う
た
び
に
装
備
が
整
っ
て
い
く
。

宿
泊
を
し
て
い
る
夜
に
、
他
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
行
っ
て
き
た
と
楽
し
気
に
報
告
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
。
一
人
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
い
て
い
る

と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
お
客
様
と
ば
っ
た
り

遭
遇
し
談
笑
す
る
。
時
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
見
か

け
た
不
条
理
へ
の
憤
り
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。

　
あ
の
日
の
ツ
ア
ー
が
変
化
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
だ
と
、ガ
イ
ド
が
い
な
く
て
も
フ
ィ
ー

ル
ド
と
親
し
み
慈
し
む
術
を
見
出
し
て
く
れ
た

の
だ
と
思
え
、
実
に
ガ
イ
ド
冥
利
に
尽
き
る
。

地
域
と
の
連
携

　
地
域
の
宿
泊
施
設
の
連
合
も
、
有
名
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
依
存
し
た
誘
客
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、
滞
在
時
間
の
延
長
や
宿
泊
客
の
呼
び
込

み
の
手
段
と
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
着
目
。
会

議
に
招
か
れ
、
様
々
な
ツ
ア
ー
の
企
画
実
施
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
折
し
も
、
日
光
で
は
ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
や

利
用
の
増
加
、
エ
リ
ア
の
持
続
的
な
活
用
な
ど

を
目
指
し
、
地
域
に
根
差
す
ガ
イ
ド
事
業
者
17

団
体
に
よ
り
、
日
光
自
然
ガ
イ
ド
協
議
会
を
設

立
。
副
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　
2
0
2
1
年
11
月
よ
り
、
湯
元
の
旅
館
組
合

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
事
務
局
長
を
請
け
負
い

兼
務
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
利
用
者
へ
の
地

域
情
報
の
発
信
と
魅
力
作
り
に
あ
り
、
宿
泊
施

設
と
周
辺
の
自
然
観
光
資
源
の
双
方
に
明
る
い

ガ
イ
ド
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
だ
。
生

憎
と
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
が
、
2
月

に
は
日
光
自
然
ガ
イ
ド
協
議
会
と
の
連
携
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
ま
た
無
雪
期
の
地
域
の
利
活

安
倍
輝
行（
奥
日
光
小
西
ホ
テ
ル 

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

栃
木
・
奥
日
光

「
森
を
散
歩
し
て

給
料
貰
え
る
よ
う
に

な
ら
ん
か
な
？
」

そ
ん
な
不
届
き
な
事
を
、
一
時
真
剣
に
考
え
て
い
た
。

3

用
法
も
共
に
模
索
し
て
い
る
。

　
日
光
地
域
は
宿
泊
以
外
に
も
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
飲
食
と
様
々
な
観
光
要
素
が
豊
富
に
あ

る
。
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
は
周
辺
の
観
光
要
素

を
複
合
的
に
活
用
で
き
る
ガ
イ
ド
は
有
意
義
な

資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
は
自
然

に
あ
ま
り
興
味
の
な
い
観
光
客
が
潜
在
的
な
顧

客
で
あ
る
の
は
実
体
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
個
々
が
結
び
つ
い
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
故
に
伸
び
し
ろ
は
大
き
い
。

　
ガ
イ
ド
に
対
し
て
、
ツ
ア
ー
で
の
売
り
上
げ

以
外
の
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
改
め
て
考
え
る
。

「
も
っ
と
沢
山
の
若
手
が
、
森
を
散
歩
し
て
給

料
貰
え
る
よ
う
に
な
ら
ん
か
な
？
」
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
の

リ
ク
エ
ス
ト

　
多
少
の
語
弊
は
あ
る
が
、
私
の
生
業
は
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
だ
と
思
っ
て
い
る
。
所
属
を
し

て
い
る
の
は
、
日
光
湯
元
温
泉
に
立
地
す
る
奥

日
光
小
西
ホ
テ
ル
。
ロ
ビ
ー
に
専
用
の
案
内
デ

ス
ク
を
設
置
し
、
顧
客
か
ら
の
様
々
な
質
問
へ

の
対
応
や
、
有
償
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、

無
雪
期
の
週
末
に
は
湯
元
を
歩
く
無
料
の

シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
ガ
イ
ド
を

活
用
し
た
有
償
ツ
ア
ー
を
始
め
た
の
は

2
0
0
9
年
の
こ
と
。
当
初
は
募
集
イ
ベ
ン
ト

型
だ
っ
た
が
、
現
在
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー

へ
と
移
行
し
て
い
る
。
開
花
期
に
は
時
速
１
㎞

程
の
花
の
観
察
ツ
ア
ー
、
夏
に
は
歩
道
を
外
れ

て
落
差
1
0
0
ｍ
の
滝
を
目
指
す
ツ
ア
ー
、
秋

に
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
と
組
み
あ
わ
せ
た
紅
葉

ツ
ア
ー
、
冬
に
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
が
人

気
で
、
四
季
を
通
じ
た
奥
日
光
の
魅
力
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
全
て
の
ツ
ア
ー
は
顧
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞

い
て
策
定
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
た
め
、

コ
ー
ス
と
内
容
は
都
度
異
な
る
。
無
料
の
ツ

ア
ー
や
デ
ス
ク
で
の
質
問
に
お
応
え
し
た
方

が
、
正
規
ツ
ア
ー
の
お
申
込
み
を
し
て
下
さ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。花
の
名
前
を
知
り
た
い
、

子
供
に
冒
険
を
さ
せ
た
い
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
か
ら
、
初
心
者
だ
け
れ
ど
ル
ー
ト

の
無
い
山
の
中
を
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
、

ア
ウ
ト
ド
ア
が
嫌
い
な
超
イ
ン
ド
ア
派
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
冬
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
遊
び
た
い
、
図

鑑
の
虫
は
好
き
だ
け
れ
ど
本
当
の
虫
を
見
る
と

泣
く
子
を
何
と
か
し
た
い
等
と
い
う
、
一
見
無

茶
な
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
お
客

様
に
は
、「
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
な
く
て
も
良

い
で
す
か
ら
ね
」
と
お
話
を
す
る
の
だ
が
、
有

難
い
事
に
繰
り
返
し
ご
依
頼
を
頂
け
て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
単
価
は
こ
の
10
年
で
お
よ
そ
3
・
7

倍
に
、
ガ
イ
ド
の
参
加
者
数
は
約
4
倍
に
伸
び

て
い
る
が
、
自
社
ツ
ア
ー
の
稼
働
日
数
と
し
て

は
年
間
90
日
程
度
。
こ
の
数
値
の
み
で
考
え
る

と
、「
ガ
イ
ド
が
生
業
」
と
言
う
に
は
幾
分
憚

ら
れ
る
。

宿
付
き
ガ
イ
ド
に
な
る
ま
で

　
現
在
で
こ
そ
「
ガ
イ
ド
が
い
る
宿
」
と
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
が
、
元
々
は
単
な
る
温
泉
宿
で
自

然
に
特
化
し
た
取
り
組
み
は
無
か
っ
た
。
私
の

採
用
と
共
に
始
め
た
事
だ
が
、
私
自
身
宿
で
ガ

イ
ド
を
行
う
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　
ガ
イ
ド
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
か
ら
凡
そ
20
年

が
経
つ
。
当
初
は
特
筆
す
べ
き
技
術
も
知
識
も

無
い
ま
ま
、
漠
然
と
「
自
然
保
護
に
関
わ
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
縁
あ
っ
て
湯
元

の
自
然
系
施
設
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
の
活

動
を
通
し
、
普
及
啓
蒙
に
よ
り
自
然
保
護
に
関

わ
る
道
を
知
っ
た
。
同
時
に
長
期
的
に
続
け
る

事
が
困
難
で
あ
る
事
も
思
い
知
ら
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
現
職
に
落
ち
着
く
ま
で
に
勤
務

先
が
3
度
変
わ
る
。

　
最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
雇
用
が
安
定

し
な
い
事
だ
っ
た
。
当
時
2
か
所
の
公
立
に
近

し
い
自
然
系
施
設
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
い
ず

れ
も
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
は
行
え
た
が
、
日
給
月

給
の
単
年
契
約
職
員
と
し
て
の
雇
用
で
あ
り
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

関
係
者
に
幾
度
か
掛
け
合
っ
た
も
の
の
、
状
況

の
改
善
見
込
み
は
無
く
退
職
。
そ
の
後
、
湯
元

の
宿
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
ガ
イ
ド
と
し
て
正
社

員
契
約
を
結
ん
だ
の
が
2
0
0
5
年
秋
。
体
制

の
変
更
に
よ
り
2
0
0
8
年
に
退
職
し
、
そ
の

後
現
在
の
職
場
と
契
約
を
す
る
。
正
社
員
と

な
っ
た
こ
と
で
、
給
与
体
系
こ
そ
多
少
改
善
さ

れ
た
も
の
の
、
次
の
問
題
が
生
じ
た
。

　
第
二
の
問
題
は
、
ガ
イ
ド
の
根
幹
と
も
い
え

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
間
が
確
保
で
き
な

い
事
だ
っ
た
。
自
然
系
施
設
で
は
業
務
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
た
野
外
で
の
活
動
だ
が
、
単

純
な
対
価
を
生
み
出
さ
な
い
活
動
は
、
宿
で
の

業
務
と
し
て
は
見
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ツ

ア
ー
の
下
見
で
さ
え
も
容
易
で
は
な
く
、
業
務

の
大
半
を
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
過
ご
し
て
い
た
。

　
幸
い
に
も
、
当
時
の
奥
日
光
地
域
で
は
修
学

旅
行
生
に
対
す
る
ガ
イ
ド
需
要
が
急
速
に
高
ま

奥日光小西ホテルのロビーデスク

冬のスノーシューツアー。すべてのツアーがオーダーメイドだ

無
料
の
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
葉
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
す
る
筆
者

り
、
関
係
各
所
か
ら
の
依
頼
が
増
え
た
。
ま
た

テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
依
頼
が
相
次
ぎ
、
何
よ
り
顧
客

か
ら
の
評
判
が
良
か
っ
た
事
を
追
い
風
と
し

て
、
徐
々
に
ガ
イ
ド
に
軸
足
を
移
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
い
ざ
ガ
イ
ド
を
主
軸
に
と
考
え
た
時
、
第
三

の
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
地
域
的
に
学
生
へ
の

ガ
イ
ド
需
要
が
高
く
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ベ
ー
ス
で
活
動
す
る
ガ
イ
ド
が
多
か
っ
た
為
、

地
域
の
ガ
イ
ド
単
価
が
非
常
に
安
か
っ
た
の

だ
。
こ
の
問
題
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
続
け

た
結
果
、
随
分
と
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
実
は
、
か
つ
て
の
私
同
様
に
第
一
の
問

題
に
悩
み
、
自
然
系
施
設
か
ら
他
地
域
の

宿
へ
と
籍
を
移
し
た
後
輩
達
も
い
た
。
だ

が
、
第
二
の
問
題
を
解
消
で
き
ず
に
い
ず

れ
も
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
個
人
技
か
ら
脱

却
で
き
ず
に
若
手
が
育
た
な
い
、
第
四
に

し
て
最
大
の
課
題
だ
。

　宿
付
き
ガ
イ
ド
の
面
白
さ

　
宿
で
の
ガ
イ
ド
業
務
も
自
然
系
施
設
の

業
務
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
顧

客
の
性
質
は
大
き
く
異
な
る
。
後
者
は
既

に
自
然
環
境
に
興
味
が
あ
る
の
に
対
し
、

前
者
は
必
ず
し
も
自
然
に
興
味
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
観
光
客
で
あ
る
と
い
う
点

だ
。
中
に
は
、
ご
自
身
が
国
立
公
園
の
中

に
い
る
と
い
う
事
さ
え
知
ら
ぬ
方
も
少
な

く
な
い
。
国
立
公
園
で
あ
る
と
知
っ
て
い

る
方
で
も
、
そ
れ
が
手
つ
か
ず
の
大
自
然

だ
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
で
観
光
に
来
て

い
る
事
か
ら
、感
受
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　「
ガ
イ
ド
が
同
行
し
た
ら
安
全
で
楽
し
い
の

は
当
然
と
し
て
、
ツ
ア
ー
の
間
だ
け
で
は
不
十

分
。
ツ
ア
ー
参
加
後
に
は
見
え
る
世
界
が
変
わ

る
。
自
立
で
き
る
。
啓
蒙
な
の
だ
か
ら
、
そ
の

位
で
あ
り
た
い
」
常
々
そ
の
様
に
考
え
て
い
る

身
と
し
て
は
、
実
に
好
都
合
だ
。

　
手
を
変
え
品
を
変
え
、
切
り
口
を
変
え
表
現

を
変
え
、
そ
の
人
の
琴
線
に
触
れ
る
も
の
を
探

す
。
終
了
時
刻
を
迎
え
、「
も
う
そ
ん
な
時

間
!?
」
と
言
わ
れ
れ
ば
し
め
た
も
の
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
自
発
的
に
ゴ
ミ
を

拾
い
始
め
る
。
一
見
の
観
光
客
だ
っ
た
は
ず
の

お
客
様
は
、会
う
た
び
に
装
備
が
整
っ
て
い
く
。

宿
泊
を
し
て
い
る
夜
に
、
他
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
行
っ
て
き
た
と
楽
し
気
に
報
告
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
。
一
人
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
い
て
い
る

と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
お
客
様
と
ば
っ
た
り

遭
遇
し
談
笑
す
る
。
時
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
見
か

け
た
不
条
理
へ
の
憤
り
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。

　
あ
の
日
の
ツ
ア
ー
が
変
化
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
だ
と
、ガ
イ
ド
が
い
な
く
て
も
フ
ィ
ー

ル
ド
と
親
し
み
慈
し
む
術
を
見
出
し
て
く
れ
た

の
だ
と
思
え
、
実
に
ガ
イ
ド
冥
利
に
尽
き
る
。

地
域
と
の
連
携

　
地
域
の
宿
泊
施
設
の
連
合
も
、
有
名
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
依
存
し
た
誘
客
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、
滞
在
時
間
の
延
長
や
宿
泊
客
の
呼
び
込

み
の
手
段
と
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
着
目
。
会

議
に
招
か
れ
、
様
々
な
ツ
ア
ー
の
企
画
実
施
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
折
し
も
、
日
光
で
は
ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
や

利
用
の
増
加
、
エ
リ
ア
の
持
続
的
な
活
用
な
ど

を
目
指
し
、
地
域
に
根
差
す
ガ
イ
ド
事
業
者
17

団
体
に
よ
り
、
日
光
自
然
ガ
イ
ド
協
議
会
を
設

立
。
副
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　
2
0
2
1
年
11
月
よ
り
、
湯
元
の
旅
館
組
合

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
事
務
局
長
を
請
け
負
い

兼
務
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
利
用
者
へ
の
地

域
情
報
の
発
信
と
魅
力
作
り
に
あ
り
、
宿
泊
施

設
と
周
辺
の
自
然
観
光
資
源
の
双
方
に
明
る
い

ガ
イ
ド
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
だ
。
生

憎
と
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
が
、
2
月

に
は
日
光
自
然
ガ
イ
ド
協
議
会
と
の
連
携
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
、
ま
た
無
雪
期
の
地
域
の
利
活

安
倍
輝
行（
奥
日
光
小
西
ホ
テ
ル 

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

栃
木
・
奥
日
光

「
森
を
散
歩
し
て

給
料
貰
え
る
よ
う
に

な
ら
ん
か
な
？
」

そ
ん
な
不
届
き
な
事
を
、
一
時
真
剣
に
考
え
て
い
た
。
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用
法
も
共
に
模
索
し
て
い
る
。

　
日
光
地
域
は
宿
泊
以
外
に
も
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
飲
食
と
様
々
な
観
光
要
素
が
豊
富
に
あ

る
。
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
は
周
辺
の
観
光
要
素

を
複
合
的
に
活
用
で
き
る
ガ
イ
ド
は
有
意
義
な

資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
は
自
然

に
あ
ま
り
興
味
の
な
い
観
光
客
が
潜
在
的
な
顧

客
で
あ
る
の
は
実
体
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
個
々
が
結
び
つ
い
て
い

る
と
は
言
え
ず
、
故
に
伸
び
し
ろ
は
大
き
い
。

　
ガ
イ
ド
に
対
し
て
、
ツ
ア
ー
で
の
売
り
上
げ

以
外
の
新
た
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
改
め
て
考
え
る
。

「
も
っ
と
沢
山
の
若
手
が
、
森
を
散
歩
し
て
給

料
貰
え
る
よ
う
に
な
ら
ん
か
な
？
」
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小
学
2
年
生
の
時
に
書
い
た
作
文
が
実
家
か

ら
出
て
き
た
。
成
人
し
た
私
は
書
い
た
こ
と
す

ら
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は『
木
と
話
せ
た
ら
』。「
木

と
話
す
こ
と
が
で
き
る
道
具
が
あ
れ
ば
庭
や
公

園
に
あ
る
木
と
話
し
て
み
た
い
、
き
っ
と
楽
し

い
と
思
う
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
の
ガ
イ
ド

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
て
頻
繁
に
思
う
こ
と

を
、
小
学
2
年
生
の
時
に
も
思
っ
て
い
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
。

社
会
人
と
し
て
の
経
験
を

積
ん
で
か
ら
来
な
さ
い

　
私
が
初
め
て
小
笠
原
の
土
地
を
踏
ん
だ
の
は

大
学
生
の
時
だ
。
水
族
館
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の

お
兄
さ
ん
に
な
り
た
い
夢
を
持
ち
、
進
学
し
た

の
は
動
物
全
般
を
勉
強
す
る
大
学
だ
っ
た
。
父

島
ま
で
当
時
片
道
25
・
5
時
間
か
け
て
行
く
船

旅
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

そ
し
て
光
る
宝
石
の
よ
う
な
小
笠
原
の
海
を
見

て
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
卒
業
論
文

の
題
材
は
小
笠
原
に
生
息
す
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ

ラ
の
個
体
識
別
と
個
体
数
だ
っ
た
。
半
袖
・
海

パ
ン
で
船
に
乗
り
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
探
す

と
い
う
日
々
が
と
て
も
充
実
し
て
い
た
。
大
学

卒
業
後
の
進
路
を
真
剣
に
考
え
た
と
き
、
自
分

が
憧
れ
て
い
た
仕
事
に
就
こ
う
と
し
て
い
た
。

在
学
中
、
夢
で
あ
っ
た
水
族
館
の
ス
タ
ッ
フ
に

な
る
た
め
に
各
地
の
水
族
館
に
研
修
に
行
っ

た
。
水
族
館
以
外
に
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
が
候
補
に
あ
が
り
、
海
外
に
も
研
修
に

行
っ
た
。
そ
こ
で
働
く
先
輩
た
ち
の
背
中
を
見

て
、
益
々
自
分
も
同
じ
場
所
で
働
き
た
い
と

思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
私
の
気
持
ち
・
行
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
も
の
だ
っ
た
。
先
輩
た
ち
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
は「
一
度
は
社
会
人
を
経
験
し
て
き
な
さ
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
遊
び
に
く
る
お
客
様
は

多
く
が
社
会
人
。
お
客
様
た
ち
が
如
何
に
楽
し

み
に
し
て
こ
の
場
所
に
遊
び
に
き
て
い
る
か
を

知
る
に
は
、
一
度
己
が
社
会
人
に
な
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。
新
卒
と
い
う

強
み
を
使
っ
て
、
社
会
経
験
を
し
て
き
な
さ
い

と
い
う
わ
け
だ
。
今
思
え
ば
、
私
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
先
輩
た
ち
に
出
逢
え
て
い
た
の
だ
と

思
う
。「
や
り
た
い
こ
と
」
と
「
や
る
べ
き
こ
と
」

の
綱
引
き
が
は
じ
ま
り
、
私
は
素
直
に
先
輩
た

ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
半
袖
・
海
パ
ン
か

ら
一
転
、
ス
ー
ツ
を
着
て
就
職
活
動
を
は
じ
め

た
。ど
う
せ
入
社
す
る
な
ら
ば
大
手
の
会
社
で
、

組
織
の
歯
車
の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。

結
果
、め
で
た
く
大
手
旅
行
会
社
に
就
職
で
き
、

新
宿
ま
で
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
通
勤
す
る
社

会
人
と
な
っ
た
。
で
は
、
ど
の
く
ら
い
社
会
人

が
続
い
た
の
か
と
い
う
と
１
年
だ
。
私
の
予
定

で
は
3
年
は
務
め
、
そ
の
後
に
海
パ
ン
生
活
を

送
る
と
目
論
ん
で
い
た
が
、
た
っ
た
1
年
し
か

働
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
充
実
し
た
長
い
1
年
だ
っ
た
。
お
か
げ
で

社
会
人
に
と
っ
て
休
暇
・
休
日
は
ど
れ
ほ
ど
貴

重
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
い
ま
の
接
客

に
活
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

ツアーは主にトレッキングとシーカヤックの2つ

小
笠
原
の
自
然
の
営
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

　
新
宿
で
働
き
な
が
ら
、
小
笠
原
で
ガ
イ
ド
の

募
集
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
す
ぐ
に

そ
の
店
に
電
話
し
、
会
社
に
退
職
届
を
提
出
し

た
。ス
ー
ツ
を
脱
ぎ
た
い
一
心
だ
っ
た
か
ら
か
、

話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の

店
が
今
自
ら
代
表
を
務
め
て
い
る
会
社
だ
。
後

日
談
だ
が
、
当
時
の
社
長
は
ガ
イ
ド
見
習
い
が

早
急
に
必
要
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
何
か

の
縁
と
思
っ
て
私
を
雇
う
こ
と
を
決
め
た
そ
う

だ
。

「
想
像
す
る
こ
と
」を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事

　
ツ
ア
ー
は
主
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
。
ご
参
加
い
た
だ
く
お
客
様
の
年
齢
は

0
歳
か
ら
80
歳
オ
ー
バ
ー
と
幅
広
い
が
、
小
笠

原
諸
島
・
父
島
ま
で
の
旅
は
東
京
・
竹
芝
よ
り

1
0
0
0
キ
ロ
の
海
原
を
片
道
24
時
間
か
け
て

行
く
船
旅
の
た
め
、
ご
来
島
い
た
だ
く
お
客
様

は
旅
好
き
で
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
。

　
海
洋
島
で
あ
る
小
笠
原
は
、
島
が
海
洋
中
に

成
立
し
て
以
来
一
度
も
大
陸
・
本
土
と
地
続
き

に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
間
も
ふ
く

め
た
多
く
の
陸
上
生
物
に
と
っ
て
広
大
な
海
域

は
移
動
の
障
壁
と
な
る
。
海
を
乗
り
越
え
て
島

に
到
着
し
た
ご
く
限
ら
れ
た
動
植
物
が
祖
先
と

な
り
、
そ
の
後
の
独
自
の
進
化
を
経
て
、
大
陸

と
は
異
な
る
自
然
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、

小
笠
原
の
自
然
の
特
徴
は
万
事
が
地
味
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
小
笠
原
の
自
然
を
楽
し
む
に

は
豊
か
な
想
像
力
が
必
要
と
な
る
。
5
0
0
0

万
年
に
お
よ
ぶ
長
い
年
月
を
か
け
て
造
ら
れ
て

き
た
島
の
地
質
的
な
変
遷
、
そ
れ
に
伴
っ
て
動

植
物
が
海
を
越
え
て
定
着
し
独
自
の
進
化
を
遂

げ
た
歴
史
、
大
き
さ
数
ミ
リ
か
ら
数
セ
ン
チ
の

カ
タ
ツ
ム
リ
が
多
様
な
環
境
に
適
応
し
て

1
0
0
種
あ
ま
り
に
も
分
化
し
た
進
化
の
道

筋
、
そ
し
て
人
間
が
定
住
し
て
以
来
の
破
壊
と

再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
築
き
あ
げ
ら
れ
た
人

と
自
然
の
関
係
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
、
現
在

の
小
笠
原
の
自
然
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

で
、
本
当
の
小
笠
原
の
姿
を
感
じ
取
る
こ
と
が

出
来
る
。
私
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
仕

事
の
メ
イ
ン
は
お
客
様
の
想
像
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
だ
。

　
お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
興
味
は
多
様
で
あ

り
、
ま
た
私
が
ガ
イ
ド
と
し
て
お
客
様
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
多
様
だ
。
私
が
仕
事
を
し

て
い
て
面
白
い
と
感
じ
る
事
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
い
事
だ
ろ
う
。
お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
想

い
を
も
っ
て
旅
行
先
に
小
笠
原
を
選
び
、
何
を

期
待
し
、
何
を
小
笠
原
で
し
た
い
の
か
。
初
め

て
お
客
様
と
繋
が
っ
た
瞬
間
か
ら
私
の
仕
事
は

は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
客
様
が
期
待

し
て
い
た
以
上
の
充
実
し
た
時
間
に
な
っ
た
と

き
は
ガ
イ
ド
と
る
冥
利
に
尽
き
る
。
現
在
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
、
根
底
に
あ
っ
た
安
心
・
安
全
を

再
度
見
直
し
て
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
今
ま

で
は
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
動
き
に
制
限

が
か
か
り
、
出
来
な
く
な
っ
た
事
も
多
々
あ
る

が
、
当
た
り
前
だ
っ
た
安
心
・
安
全
を
い
ま
や

前
面
に
出
し
て
ツ
ア
ー
を
行
う
こ
と
は
お
客
様

か
ら
得
ら
れ
る
一
つ
の
評
価
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
以
前
の
ツ
ア
ー
と
比
べ
る
と
、
私
も

お
客
様
も
手
間
が
増
え
、
そ
し
て
と
て
も
不
自

由
だ
。
な
に
よ
り
充
実
し
た
時
間
に
し
た
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
お
客
様
に
制
限
を
求
め
る
こ

と
が
ガ
イ
ド
と
し
て
心
苦
し
く
、
ま
た
正
解
な

の
か
わ
か
ら
な
く
て
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
コ

ロ
ナ
禍
の
ツ
ア
ー
で
も
、
お
客
様
か
ら
頂
く
お

礼
の
手
紙
や
S
N
S
で
の
コ
メ
ン
ト
・
ク
チ
コ

ミ
を
見
て
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
仕
事
が
出
来
て

い
た
の
だ
と
安
心
し
た
。
今
現
在
も
ツ
ア
ー
が

行
え
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
お
客
様
か
ら
の
応

援
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

　
今
後
も
私
の
仕
事
の
取
り
組
み
方
は
変
わ
ら

な
い
だ
ろ
う
。
小
学
2
年
の
時
に
書
か
れ
て
い

た
私
の
作
文
の
よ
う
に
、
お
客
様
に
も
想
像
し

て
ほ
し
い
。
な
ぜ
今
あ
の
ク
ジ
ラ
は
ジ
ャ
ン
プ

を
し
た
の
か
。
こ
の
木
は
ど
う
や
っ
て
海
を
越

え
て
小
笠
原
に
き
て
、
い
ま
な
ぜ
こ
の
形
の
花

須
田
泰
臣（
自
然
体
験
ガ
イ
ド
ソ
ル
マ
ル 
代
表
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

東
京
・
小
笠
原

い
つ
ま
で
も

発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
で
い
た
い

4

を
咲
か
せ
て
い
る
の
か
。
海
か
ら
山
ま
で
、
大

き
な
ク
ジ
ラ
か
ら
小
さ
な
花
ま
で
、
小
笠
原
の

自
然
の
営
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
体
験
が
お
客
様
自
身
の
普
段
の
生
活

の
中
で
、
少
し
で
も
身
近
な
自
然
の
営
み
に
目

を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
て
も
嬉
し

い
。
お
客
様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
私
の

経
験
や
道
具
の
発
展
に
と
も
な
い
、
さ
ら
に
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
ま
れ
、
多
様
に
な
る
に

違
い
な
い
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
な
い
か
ら
こ
そ
、「
こ
れ
が
完
璧
な
ツ
ア
ー

だ
」
と
い
う
最
高
の
ツ
ア
ー
を
見
つ
け
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
も
の
を
見
つ
け
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も
発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
で
い
た
い
。
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小
学
2
年
生
の
時
に
書
い
た
作
文
が
実
家
か

ら
出
て
き
た
。
成
人
し
た
私
は
書
い
た
こ
と
す

ら
も
覚
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は『
木
と
話
せ
た
ら
』。「
木

と
話
す
こ
と
が
で
き
る
道
具
が
あ
れ
ば
庭
や
公

園
に
あ
る
木
と
話
し
て
み
た
い
、
き
っ
と
楽
し

い
と
思
う
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
の
ガ
イ
ド

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
て
頻
繁
に
思
う
こ
と

を
、
小
学
2
年
生
の
時
に
も
思
っ
て
い
た
の
が

嬉
し
か
っ
た
。

社
会
人
と
し
て
の
経
験
を

積
ん
で
か
ら
来
な
さ
い

　
私
が
初
め
て
小
笠
原
の
土
地
を
踏
ん
だ
の
は

大
学
生
の
時
だ
。
水
族
館
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の

お
兄
さ
ん
に
な
り
た
い
夢
を
持
ち
、
進
学
し
た

の
は
動
物
全
般
を
勉
強
す
る
大
学
だ
っ
た
。
父

島
ま
で
当
時
片
道
25
・
5
時
間
か
け
て
行
く
船

旅
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

そ
し
て
光
る
宝
石
の
よ
う
な
小
笠
原
の
海
を
見

て
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
卒
業
論
文

の
題
材
は
小
笠
原
に
生
息
す
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ

ラ
の
個
体
識
別
と
個
体
数
だ
っ
た
。
半
袖
・
海

パ
ン
で
船
に
乗
り
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
を
探
す

と
い
う
日
々
が
と
て
も
充
実
し
て
い
た
。
大
学

卒
業
後
の
進
路
を
真
剣
に
考
え
た
と
き
、
自
分

が
憧
れ
て
い
た
仕
事
に
就
こ
う
と
し
て
い
た
。

在
学
中
、
夢
で
あ
っ
た
水
族
館
の
ス
タ
ッ
フ
に

な
る
た
め
に
各
地
の
水
族
館
に
研
修
に
行
っ

た
。
水
族
館
以
外
に
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
が
候
補
に
あ
が
り
、
海
外
に
も
研
修
に

行
っ
た
。
そ
こ
で
働
く
先
輩
た
ち
の
背
中
を
見

て
、
益
々
自
分
も
同
じ
場
所
で
働
き
た
い
と

思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
輩
た
ち
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
私
の
気
持
ち
・
行
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
も
の
だ
っ
た
。
先
輩
た
ち
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
は「
一
度
は
社
会
人
を
経
験
し
て
き
な
さ
い
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
遊
び
に
く
る
お
客
様
は

多
く
が
社
会
人
。
お
客
様
た
ち
が
如
何
に
楽
し

み
に
し
て
こ
の
場
所
に
遊
び
に
き
て
い
る
か
を

知
る
に
は
、
一
度
己
が
社
会
人
に
な
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。
新
卒
と
い
う

強
み
を
使
っ
て
、
社
会
経
験
を
し
て
き
な
さ
い

と
い
う
わ
け
だ
。
今
思
え
ば
、
私
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
先
輩
た
ち
に
出
逢
え
て
い
た
の
だ
と

思
う
。「
や
り
た
い
こ
と
」
と
「
や
る
べ
き
こ
と
」

の
綱
引
き
が
は
じ
ま
り
、
私
は
素
直
に
先
輩
た

ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
半
袖
・
海
パ
ン
か

ら
一
転
、
ス
ー
ツ
を
着
て
就
職
活
動
を
は
じ
め

た
。ど
う
せ
入
社
す
る
な
ら
ば
大
手
の
会
社
で
、

組
織
の
歯
車
の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。

結
果
、め
で
た
く
大
手
旅
行
会
社
に
就
職
で
き
、

新
宿
ま
で
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
て
通
勤
す
る
社

会
人
と
な
っ
た
。
で
は
、
ど
の
く
ら
い
社
会
人

が
続
い
た
の
か
と
い
う
と
１
年
だ
。
私
の
予
定

で
は
3
年
は
務
め
、
そ
の
後
に
海
パ
ン
生
活
を

送
る
と
目
論
ん
で
い
た
が
、
た
っ
た
1
年
し
か

働
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
充
実
し
た
長
い
1
年
だ
っ
た
。
お
か
げ
で

社
会
人
に
と
っ
て
休
暇
・
休
日
は
ど
れ
ほ
ど
貴

重
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
い
ま
の
接
客

に
活
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

ツアーは主にトレッキングとシーカヤックの2つ

小
笠
原
の
自
然
の
営
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い

　
新
宿
で
働
き
な
が
ら
、
小
笠
原
で
ガ
イ
ド
の

募
集
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
す
ぐ
に

そ
の
店
に
電
話
し
、
会
社
に
退
職
届
を
提
出
し

た
。ス
ー
ツ
を
脱
ぎ
た
い
一
心
だ
っ
た
か
ら
か
、

話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の

店
が
今
自
ら
代
表
を
務
め
て
い
る
会
社
だ
。
後

日
談
だ
が
、
当
時
の
社
長
は
ガ
イ
ド
見
習
い
が

早
急
に
必
要
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
何
か

の
縁
と
思
っ
て
私
を
雇
う
こ
と
を
決
め
た
そ
う

だ
。

「
想
像
す
る
こ
と
」を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事

　
ツ
ア
ー
は
主
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
。
ご
参
加
い
た
だ
く
お
客
様
の
年
齢
は

0
歳
か
ら
80
歳
オ
ー
バ
ー
と
幅
広
い
が
、
小
笠

原
諸
島
・
父
島
ま
で
の
旅
は
東
京
・
竹
芝
よ
り

1
0
0
0
キ
ロ
の
海
原
を
片
道
24
時
間
か
け
て

行
く
船
旅
の
た
め
、
ご
来
島
い
た
だ
く
お
客
様

は
旅
好
き
で
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
方
が
多
い
。

　
海
洋
島
で
あ
る
小
笠
原
は
、
島
が
海
洋
中
に

成
立
し
て
以
来
一
度
も
大
陸
・
本
土
と
地
続
き

に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
間
も
ふ
く

め
た
多
く
の
陸
上
生
物
に
と
っ
て
広
大
な
海
域

は
移
動
の
障
壁
と
な
る
。
海
を
乗
り
越
え
て
島

に
到
着
し
た
ご
く
限
ら
れ
た
動
植
物
が
祖
先
と

な
り
、
そ
の
後
の
独
自
の
進
化
を
経
て
、
大
陸

と
は
異
な
る
自
然
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、

小
笠
原
の
自
然
の
特
徴
は
万
事
が
地
味
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
小
笠
原
の
自
然
を
楽
し
む
に

は
豊
か
な
想
像
力
が
必
要
と
な
る
。
5
0
0
0

万
年
に
お
よ
ぶ
長
い
年
月
を
か
け
て
造
ら
れ
て

き
た
島
の
地
質
的
な
変
遷
、
そ
れ
に
伴
っ
て
動

植
物
が
海
を
越
え
て
定
着
し
独
自
の
進
化
を
遂

げ
た
歴
史
、
大
き
さ
数
ミ
リ
か
ら
数
セ
ン
チ
の

カ
タ
ツ
ム
リ
が
多
様
な
環
境
に
適
応
し
て

1
0
0
種
あ
ま
り
に
も
分
化
し
た
進
化
の
道

筋
、
そ
し
て
人
間
が
定
住
し
て
以
来
の
破
壊
と

再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
築
き
あ
げ
ら
れ
た
人

と
自
然
の
関
係
な
ど
を
想
像
し
な
が
ら
、
現
在

の
小
笠
原
の
自
然
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

で
、
本
当
の
小
笠
原
の
姿
を
感
じ
取
る
こ
と
が

出
来
る
。
私
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
仕

事
の
メ
イ
ン
は
お
客
様
の
想
像
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
だ
。

　
お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
興
味
は
多
様
で
あ

り
、
ま
た
私
が
ガ
イ
ド
と
し
て
お
客
様
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
多
様
だ
。
私
が
仕
事
を
し

て
い
て
面
白
い
と
感
じ
る
事
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
い
事
だ
ろ
う
。
お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
想

い
を
も
っ
て
旅
行
先
に
小
笠
原
を
選
び
、
何
を

期
待
し
、
何
を
小
笠
原
で
し
た
い
の
か
。
初
め

て
お
客
様
と
繋
が
っ
た
瞬
間
か
ら
私
の
仕
事
は

は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
客
様
が
期
待

し
て
い
た
以
上
の
充
実
し
た
時
間
に
な
っ
た
と

き
は
ガ
イ
ド
と
る
冥
利
に
尽
き
る
。
現
在
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
、
根
底
に
あ
っ
た
安
心
・
安
全
を

再
度
見
直
し
て
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
今
ま

で
は
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
動
き
に
制
限

が
か
か
り
、
出
来
な
く
な
っ
た
事
も
多
々
あ
る

が
、
当
た
り
前
だ
っ
た
安
心
・
安
全
を
い
ま
や

前
面
に
出
し
て
ツ
ア
ー
を
行
う
こ
と
は
お
客
様

か
ら
得
ら
れ
る
一
つ
の
評
価
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
以
前
の
ツ
ア
ー
と
比
べ
る
と
、
私
も

お
客
様
も
手
間
が
増
え
、
そ
し
て
と
て
も
不
自

由
だ
。
な
に
よ
り
充
実
し
た
時
間
に
し
た
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
お
客
様
に
制
限
を
求
め
る
こ

と
が
ガ
イ
ド
と
し
て
心
苦
し
く
、
ま
た
正
解
な

の
か
わ
か
ら
な
く
て
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
コ

ロ
ナ
禍
の
ツ
ア
ー
で
も
、
お
客
様
か
ら
頂
く
お

礼
の
手
紙
や
S
N
S
で
の
コ
メ
ン
ト
・
ク
チ
コ

ミ
を
見
て
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
仕
事
が
出
来
て

い
た
の
だ
と
安
心
し
た
。
今
現
在
も
ツ
ア
ー
が

行
え
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
お
客
様
か
ら
の
応

援
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

　
今
後
も
私
の
仕
事
の
取
り
組
み
方
は
変
わ
ら

な
い
だ
ろ
う
。
小
学
2
年
の
時
に
書
か
れ
て
い

た
私
の
作
文
の
よ
う
に
、
お
客
様
に
も
想
像
し

て
ほ
し
い
。
な
ぜ
今
あ
の
ク
ジ
ラ
は
ジ
ャ
ン
プ

を
し
た
の
か
。
こ
の
木
は
ど
う
や
っ
て
海
を
越

え
て
小
笠
原
に
き
て
、
い
ま
な
ぜ
こ
の
形
の
花

須
田
泰
臣（
自
然
体
験
ガ
イ
ド
ソ
ル
マ
ル 

代
表
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

東
京
・
小
笠
原

い
つ
ま
で
も

発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
で
い
た
い

4

を
咲
か
せ
て
い
る
の
か
。
海
か
ら
山
ま
で
、
大

き
な
ク
ジ
ラ
か
ら
小
さ
な
花
ま
で
、
小
笠
原
の

自
然
の
営
み
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
体
験
が
お
客
様
自
身
の
普
段
の
生
活

の
中
で
、
少
し
で
も
身
近
な
自
然
の
営
み
に
目

を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
て
も
嬉
し

い
。
お
客
様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
私
の

経
験
や
道
具
の
発
展
に
と
も
な
い
、
さ
ら
に
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
ま
れ
、
多
様
に
な
る
に

違
い
な
い
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
な
い
か
ら
こ
そ
、「
こ
れ
が
完
璧
な
ツ
ア
ー

だ
」
と
い
う
最
高
の
ツ
ア
ー
を
見
つ
け
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
さ
ら
に
良
い
も
の
を
見
つ
け
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も
発
展
途
上
の

ガ
イ
ド
で
い
た
い
。
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も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
だ
が
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
の
サ
イ
パ
ン
へ
よ
く
旅
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

　
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
何
度
も

出
か
け
た
。ダ
イ
ビ
ン
グ
が
目
当
て
だ
っ
た
が
、

仲
良
く
な
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

過
ご
す
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
へ
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
加
え
、サ
イ
パ
ン
へ
の
想
い
、

海
・
環
境
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
言
動
の
端
々

か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
心
地
よ
く
て
、

一
緒
に
海
に
潜
り
、
ア
フ
タ
ー
ダ
イ
ブ
を
楽
し

ん
だ
。

「
地
域
と
向
き
合
う
」

こ
と
を
学
ん
だ

　
私
が
初
め
て
ガ
イ
ド
を
し
た
の
は
、
東
京
・

目
黒
の
街
歩
き
ツ
ア
ー
だ
。
秩
父
十
三
仏
霊
場

や
江
戸
三
十
三
観
音
巡
礼
の
体
験
を
活
か
し
、

「
幸
運
と
感
動
を
求
め
て
街
歩
き
〜
普
段

着
の
街
が
垣
間
見
せ
る
歴
史
と
文
化
の
香

り
に
感
動
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
。
目
黒

駅
か
ら
不
動
前
駅
界
隈
を
巡
り
、
江
戸
時

代
の
名
残
や
地
図
か
ら
窺
え
る
昔
の
街
の

面
影
、
そ
こ
か
し
こ
に
見
出
せ
る
様
々
な

祈
り
の
形
態
を
訪
ね
歩
い
た
。

　
ガ
イ
ド
を
終
え
た
後
、
一
人
の
参
加
者
に
声

を
か
け
ら
れ
た
。

「
い
い
ツ
ア
ー
だ
っ
た
よ
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
し
て
い
た
仏
像
と
の
向

き
合
い
方
。
あ
ん
な
気
持
ち
で
向
き
合
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
仏
像
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
た
よ
」

　
そ
の
参
加
者
は
、
訪
れ
た
寺
院
で
感
動
し
、

秘
か
に
泣
い
た
の
だ
と
い
う
。
私
は
小
さ
な
自

信
を
も
ら
い
、
ガ
イ
ド
を
続
け
る
大
き
な
励
み

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
駒
場
・
笹
塚
界
隈
、
城

北
中
央
公
園
界
隈
、
練
馬
氷
川
台
・
北
町
界
隈
、

板
橋
赤
塚
界
隈
、
上
野
公
園
・
鶯
谷
界
隈
、
御

茶
ノ
水
界
隈
を
巡
る
街
歩
き
ツ
ア
ー
を
つ
く

り
、
ガ
イ
ド
を
し
た
。
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

私
の
ガ
イ
ド
の
テ
ー
マ
は
、
人
の
暮
ら
し
の
面

影
や
心
模
様
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
、
人
間
の

様
々
な
祈
り
や
願
い
に
思
い
を
馳
せ
た
り
す

る
、
そ
ん
な
瞬
間
を
共
有
す
る
こ
と
へ
と
向
い

て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
養
成
講
習
で
あ
る
。
長
年
暮
ら

し
て
き
た
東
京
や
、
生
ま
れ
故
郷
の
富
山
で
ツ

ア
ー
を
つ
く
れ
な
い
か
と
漠
然
と
考
え
始
め
て

い
た
時
期
に
受
講
し
た
。
そ
こ
で
私
は
「
地
域

と
向
き
合
う
」
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
現
在
私
は
、
富
山
県
東
部
に
あ
る
上
市
町
の

観
光
協
会
に
勤
め
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

翌
年
に
富
山
県
へ
U
タ
ー
ン
し
、
上
市
町
で
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
員
を
3
年
務
め
た
後
、
観

光
協
会
に
移
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
上
市
町

は
母
の
生
ま
れ
故
郷
で
は
あ
っ
た
が
、
私
自
身

は
隣
接
す
る
魚
津
市
の
出
身
で
、
上
市
町
か
ら

す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
者
」
だ
。

　「
よ
そ
者
」
が
見
た
上
市
町
は
想
像
以
上
に

魅
力
的
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
だ
っ
た
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
名
刹
、
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
い
く
つ
も
の
霊
水
、〝
市
〞の
街
と

し
て
栄
え
た
賑
わ
い
の
歴
史
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
、
世
界
的
な
ア

ニ
メ
監
督
の
出
身
地
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示

す
北
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
剱
岳
な
ど
な
ど
。

時
間
を
共
有
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
て

　
山
岳
信
仰
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
刹
、
真
言
密

宗
の
大
本
山
大
岩
山
日
石
寺
は
、
今
も
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
西
暦
7
2
5

年
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
行
基
が
彫
っ
た
と
伝
わ

る
磨
崖
仏
は
、
巨
大
な
凝
灰
岩
の
一
枚
岩
に
彫

ら
れ
た
5
躯
の
仏
像
か
ら
な
り
、
国
の
史
跡
と

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
は

不
動
明
王
が
高
さ
約
3
・
5
ｍ
の
迫
力
あ
る
姿

で
鎮
座
し
て
い
る
。
約
5
・
5
m
の
高
さ
に
あ

上
市
町
の
風
景
。町
の
向
こ
う
に
剱
岳
を
望
む

大岩山日石寺をガイド中の筆者

る
6
つ
の
竜
頭
か
ら
流
れ
落
ち
る
六
本
滝
で
の

滝
行
、
不
動
明
王
を
描
き
写
す
写
仏
、
四
国
八

十
八
箇
所
お
砂
踏
み
巡
礼
な
ど
、
最
近
は
修
行

体
験
が
で
き
る
寺
院
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
見
学
や
視
察
、
体
験
プ
ラ
ン
な
ど
で
、
こ
の

日
石
寺
を
案
内
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
た
び

に
、
こ
の
寺
院
の
も
つ
価
値
は
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
感
じ
た
。
そ
の

価
値
に
相
応
し
い
伝
え
方
を
し
た
い
、
い
ま
よ

り
も
っ
と
価
値
を
高
め
た
い
。
こ
の
思
い
は
寺

院
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
、
住
職
の
お
母
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
私
な
ら
で
は
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
寺
院
関
係
者
の
話
に

耳
を
傾
け
、
門
前
で
旅
館
を
営
む
女
将
の
篤
い

信
仰
を
胸
に
刻
み
、
専
門
家
か
ら
学
び
、
書
籍

を
読
み
漁
っ
た
。
何
よ
り
、
と
に
か
く
現
場
へ

足
を
運
ん
だ
。
足
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に
「
よ

そ
者
」
か
ら
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
へ
の
歩
み
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
そ
ん
な
取
り
組
み
と
重
な
る
よ
う
に
し
て
始

ま
っ
た
の
が
、東
京
の
旅
行
会
社「
風
の
旅
行
社
」

と
の
ツ
ア
ー
づ
く
り
で
あ
る
。

風
の
旅
行
社
と
の
楽
し
く
、
か

つ
刺
激
的
な
協
働
に
よ
り
、
や

が
て
、
祈
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。

関
係
者
の
想
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、「
古
く
か
ら
続
く
人
々
の

様
々
な
祈
り
や
願
い
に
想
い
を

馳
せ
る
」「
一
心
に
祈
り
願
い
を

込
め
る
」
そ
ん
な
時
間
を
現
代

の
人
と
共
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、「
御

持
仏
を
彫
る
」
と
い
う
ツ
ア
ー

が
あ
る
。
元
禄
時
代
か
ら
の
系

譜
を
継
ぐ
仏
師
が
日
石
寺
の
門

前
に
工
房
を
構
え
て
お
り
、
そ

こ
で
、
仏
師
の
指
導
の
下
、
二

泊
三
日
に
わ
た
っ
て
仏
像
を
彫

る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
ひ
た
す
ら
彫
に
打
ち
込
む

工
房
で
の
作
業
の
合
間
を
見

て
、
私
の
ガ
イ
ド
で
境
内
を
案

内
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
住
職
の
お
母
さ
ん
に
も
て

な
さ
れ
る
の
が
恒
例
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
初
め
て
訪
れ
た
富
山

県
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
上
市
町
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
2
度
、
3
度
と
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ

た
り
、
上
市
町
以
外
の
富
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
り
、
別
の
ツ
ア
ー
の
帰
り
に
お
寺
や
工
房

に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
上
市
町
が
好
き
に

な
っ
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
と
い
う
人
も
い

る
。価

値
あ
る
資
源
が

こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

　
こ
う
し
た
風
の
旅
行
社
と
の
協
働
関
係
の
中

で
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分

た
ち
の
商
品
を
、
ど
こ
で
誰
に
売
り
た
い
か
。

「
私
た
ち
の
商
品
は
、
安
売
り
合
戦
に
は
耐
え

ら
れ
な
い
。
百
貨
店
に
並
べ
て
も
、
手
に
取
っ

て
も
ら
う
の
は
難
し
い
」「
で
は
、
ど
こ
で
売

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」「
こ
だ
わ
り
の
客
が
訪

ね
る
専
門
店
は
ど
う
だ
ろ
う
」
客
の
好
み
と
私

た
ち
の
商
品
が
マ
ッ
チ
す
る
。
そ
ん
な
こ
だ
わ

り
の
専
門
店
に
並
べ
た
い
。
そ
ん
な
専
門
店
に

並
べ
て
、恥
ず
か
し
く
な
い
商
品
を
作
り
た
い
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
商
品
を
つ
く
る
価
値
の
あ
る

資
源
が
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助

手
）
を
し
て
い
る
娘
に
会
う
た
め
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
来
日
し
た
お
父
さ
ん
を
連
れ
て
、
町
を
案

内
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
い
英
語
し
か
話
せ
な

い
私
の
ガ
イ
ド
で
、
果
た
し
て
楽
し
め
る
だ
ろ

う
か
。
不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
予
定
の
時
間
を

澤
井
俊
哉（
上
市
町
観
光
協
会 

事
務
局
長
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

富
山
・
上
市
町

こ
の
価
値
を
、

伝
え
た
い
、守
り
た
い
、

も
っ
と
高
め
た
い

5

終
え
た
と
き
、
お
父
さ
ん
が
私
に
話
し
か
け
て

き
た
。

「
い
い
ガ
イ
ド
だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
と
こ

ろ
で
、
お
前
は
こ
の
町
の
こ
と
が
好
き
か
。
愛

し
て
い
る
か
」

「
も
ち
ろ
ん
、
大
好
き
だ
。
こ
の
町
を
愛
し
て

い
る
よ
」

「
そ
う
だ
、
そ
れ
で
い
い
。
俺
に
は
そ
れ
が
よ

く
わ
か
っ
た
よ
。
い
つ
か
お
前
が
ア
メ
リ
カ
に

来
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
今
度
は
俺
が
お
前
を

案
内
し
て
や
ろ
う
。
俺
の
町
も
い
い
と
こ
ろ
だ

ぞ
」

　
こ
れ
か
ら
も
上
市
に
あ
る
資
源
の
価
値
を
伝

え
た
い
、
守
り
た
い
、
も
っ
と
高
め
た
い
。
そ

し
て
上
市
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
。 上）行基が彫ったと伝わる日石寺磨崖仏

左）日石寺門前の工房で「護持仏を彫る」。

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
だ
が
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
の
サ
イ
パ
ン
へ
よ
く
旅
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

　
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
何
度
も

出
か
け
た
。ダ
イ
ビ
ン
グ
が
目
当
て
だ
っ
た
が
、

仲
良
く
な
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

過
ご
す
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
へ
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
加
え
、サ
イ
パ
ン
へ
の
想
い
、

海
・
環
境
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
言
動
の
端
々

か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
心
地
よ
く
て
、

一
緒
に
海
に
潜
り
、
ア
フ
タ
ー
ダ
イ
ブ
を
楽
し

ん
だ
。

「
地
域
と
向
き
合
う
」

こ
と
を
学
ん
だ

　
私
が
初
め
て
ガ
イ
ド
を
し
た
の
は
、
東
京
・

目
黒
の
街
歩
き
ツ
ア
ー
だ
。
秩
父
十
三
仏
霊
場

や
江
戸
三
十
三
観
音
巡
礼
の
体
験
を
活
か
し
、

「
幸
運
と
感
動
を
求
め
て
街
歩
き
〜
普
段

着
の
街
が
垣
間
見
せ
る
歴
史
と
文
化
の
香

り
に
感
動
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
。
目
黒

駅
か
ら
不
動
前
駅
界
隈
を
巡
り
、
江
戸
時

代
の
名
残
や
地
図
か
ら
窺
え
る
昔
の
街
の

面
影
、
そ
こ
か
し
こ
に
見
出
せ
る
様
々
な

祈
り
の
形
態
を
訪
ね
歩
い
た
。

　
ガ
イ
ド
を
終
え
た
後
、
一
人
の
参
加
者
に
声

を
か
け
ら
れ
た
。

「
い
い
ツ
ア
ー
だ
っ
た
よ
。
参
加
し
て
よ
か
っ

た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
し
て
い
た
仏
像
と
の
向

き
合
い
方
。
あ
ん
な
気
持
ち
で
向
き
合
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
仏
像
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
い
た
よ
」

　
そ
の
参
加
者
は
、
訪
れ
た
寺
院
で
感
動
し
、

秘
か
に
泣
い
た
の
だ
と
い
う
。
私
は
小
さ
な
自

信
を
も
ら
い
、
ガ
イ
ド
を
続
け
る
大
き
な
励
み

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
駒
場
・
笹
塚
界
隈
、
城

北
中
央
公
園
界
隈
、
練
馬
氷
川
台
・
北
町
界
隈
、

板
橋
赤
塚
界
隈
、
上
野
公
園
・
鶯
谷
界
隈
、
御

茶
ノ
水
界
隈
を
巡
る
街
歩
き
ツ
ア
ー
を
つ
く

り
、
ガ
イ
ド
を
し
た
。
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

私
の
ガ
イ
ド
の
テ
ー
マ
は
、
人
の
暮
ら
し
の
面

影
や
心
模
様
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
り
、
人
間
の

様
々
な
祈
り
や
願
い
に
思
い
を
馳
せ
た
り
す

る
、
そ
ん
な
瞬
間
を
共
有
す
る
こ
と
へ
と
向
い

て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
養
成
講
習
で
あ
る
。
長
年
暮
ら

し
て
き
た
東
京
や
、
生
ま
れ
故
郷
の
富
山
で
ツ

ア
ー
を
つ
く
れ
な
い
か
と
漠
然
と
考
え
始
め
て

い
た
時
期
に
受
講
し
た
。
そ
こ
で
私
は
「
地
域

と
向
き
合
う
」
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
現
在
私
は
、
富
山
県
東
部
に
あ
る
上
市
町
の

観
光
協
会
に
勤
め
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

翌
年
に
富
山
県
へ
U
タ
ー
ン
し
、
上
市
町
で
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
員
を
3
年
務
め
た
後
、
観

光
協
会
に
移
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
。
上
市
町

は
母
の
生
ま
れ
故
郷
で
は
あ
っ
た
が
、
私
自
身

は
隣
接
す
る
魚
津
市
の
出
身
で
、
上
市
町
か
ら

す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
者
」
だ
。

　「
よ
そ
者
」
が
見
た
上
市
町
は
想
像
以
上
に

魅
力
的
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
だ
っ
た
。

長
い
歴
史
を
有
す
る
名
刹
、
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
い
く
つ
も
の
霊
水
、〝
市
〞の
街
と

し
て
栄
え
た
賑
わ
い
の
歴
史
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
、
世
界
的
な
ア

ニ
メ
監
督
の
出
身
地
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示

す
北
ア
ル
プ
ス
の
名
峰
剱
岳
な
ど
な
ど
。

時
間
を
共
有
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
て

　
山
岳
信
仰
に
ゆ
か
り
の
あ
る
古
刹
、
真
言
密

宗
の
大
本
山
大
岩
山
日
石
寺
は
、
今
も
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
西
暦
7
2
5

年
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
行
基
が
彫
っ
た
と
伝
わ

る
磨
崖
仏
は
、
巨
大
な
凝
灰
岩
の
一
枚
岩
に
彫

ら
れ
た
5
躯
の
仏
像
か
ら
な
り
、
国
の
史
跡
と

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
は

不
動
明
王
が
高
さ
約
3
・
5
ｍ
の
迫
力
あ
る
姿

で
鎮
座
し
て
い
る
。
約
5
・
5
m
の
高
さ
に
あ

上
市
町
の
風
景
。町
の
向
こ
う
に
剱
岳
を
望
む

大岩山日石寺をガイド中の筆者

る
6
つ
の
竜
頭
か
ら
流
れ
落
ち
る
六
本
滝
で
の

滝
行
、
不
動
明
王
を
描
き
写
す
写
仏
、
四
国
八

十
八
箇
所
お
砂
踏
み
巡
礼
な
ど
、
最
近
は
修
行

体
験
が
で
き
る
寺
院
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
見
学
や
視
察
、
体
験
プ
ラ
ン
な
ど
で
、
こ
の

日
石
寺
を
案
内
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
た
び

に
、
こ
の
寺
院
の
も
つ
価
値
は
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
感
じ
た
。
そ
の

価
値
に
相
応
し
い
伝
え
方
を
し
た
い
、
い
ま
よ

り
も
っ
と
価
値
を
高
め
た
い
。
こ
の
思
い
は
寺

院
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
、
住
職
の
お
母
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
私
な
ら
で
は
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
寺
院
関
係
者
の
話
に

耳
を
傾
け
、
門
前
で
旅
館
を
営
む
女
将
の
篤
い

信
仰
を
胸
に
刻
み
、
専
門
家
か
ら
学
び
、
書
籍

を
読
み
漁
っ
た
。
何
よ
り
、
と
に
か
く
現
場
へ

足
を
運
ん
だ
。
足
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に
「
よ

そ
者
」
か
ら
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
へ
の
歩
み
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

　
そ
ん
な
取
り
組
み
と
重
な
る
よ
う
に
し
て
始

ま
っ
た
の
が
、東
京
の
旅
行
会
社「
風
の
旅
行
社
」

と
の
ツ
ア
ー
づ
く
り
で
あ
る
。

風
の
旅
行
社
と
の
楽
し
く
、
か

つ
刺
激
的
な
協
働
に
よ
り
、
や

が
て
、
祈
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。

関
係
者
の
想
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、「
古
く
か
ら
続
く
人
々
の

様
々
な
祈
り
や
願
い
に
想
い
を

馳
せ
る
」「
一
心
に
祈
り
願
い
を

込
め
る
」
そ
ん
な
時
間
を
現
代

の
人
と
共
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、「
御

持
仏
を
彫
る
」
と
い
う
ツ
ア
ー

が
あ
る
。
元
禄
時
代
か
ら
の
系

譜
を
継
ぐ
仏
師
が
日
石
寺
の
門

前
に
工
房
を
構
え
て
お
り
、
そ

こ
で
、
仏
師
の
指
導
の
下
、
二

泊
三
日
に
わ
た
っ
て
仏
像
を
彫

る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
ひ
た
す
ら
彫
に
打
ち
込
む

工
房
で
の
作
業
の
合
間
を
見

て
、
私
の
ガ
イ
ド
で
境
内
を
案

内
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
住
職
の
お
母
さ
ん
に
も
て

な
さ
れ
る
の
が
恒
例
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
初
め
て
訪
れ
た
富
山

県
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
上
市
町
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
2
度
、
3
度
と
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ

た
り
、
上
市
町
以
外
の
富
山
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
り
、
別
の
ツ
ア
ー
の
帰
り
に
お
寺
や
工
房

に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
上
市
町
が
好
き
に

な
っ
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
と
い
う
人
も
い

る
。価

値
あ
る
資
源
が

こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
る

　
こ
う
し
た
風
の
旅
行
社
と
の
協
働
関
係
の
中

で
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分

た
ち
の
商
品
を
、
ど
こ
で
誰
に
売
り
た
い
か
。

「
私
た
ち
の
商
品
は
、
安
売
り
合
戦
に
は
耐
え

ら
れ
な
い
。
百
貨
店
に
並
べ
て
も
、
手
に
取
っ

て
も
ら
う
の
は
難
し
い
」「
で
は
、
ど
こ
で
売

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」「
こ
だ
わ
り
の
客
が
訪

ね
る
専
門
店
は
ど
う
だ
ろ
う
」
客
の
好
み
と
私

た
ち
の
商
品
が
マ
ッ
チ
す
る
。
そ
ん
な
こ
だ
わ

り
の
専
門
店
に
並
べ
た
い
。
そ
ん
な
専
門
店
に

並
べ
て
、恥
ず
か
し
く
な
い
商
品
を
作
り
た
い
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
商
品
を
つ
く
る
価
値
の
あ
る

資
源
が
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助

手
）
を
し
て
い
る
娘
に
会
う
た
め
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
来
日
し
た
お
父
さ
ん
を
連
れ
て
、
町
を
案

内
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
い
英
語
し
か
話
せ
な

い
私
の
ガ
イ
ド
で
、
果
た
し
て
楽
し
め
る
だ
ろ

う
か
。
不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
予
定
の
時
間
を

澤
井
俊
哉（
上
市
町
観
光
協
会 

事
務
局
長
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

富
山
・
上
市
町

こ
の
価
値
を
、

伝
え
た
い
、守
り
た
い
、

も
っ
と
高
め
た
い

5

終
え
た
と
き
、
お
父
さ
ん
が
私
に
話
し
か
け
て

き
た
。

「
い
い
ガ
イ
ド
だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
と
こ

ろ
で
、
お
前
は
こ
の
町
の
こ
と
が
好
き
か
。
愛

し
て
い
る
か
」

「
も
ち
ろ
ん
、
大
好
き
だ
。
こ
の
町
を
愛
し
て

い
る
よ
」

「
そ
う
だ
、
そ
れ
で
い
い
。
俺
に
は
そ
れ
が
よ

く
わ
か
っ
た
よ
。
い
つ
か
お
前
が
ア
メ
リ
カ
に

来
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
今
度
は
俺
が
お
前
を

案
内
し
て
や
ろ
う
。
俺
の
町
も
い
い
と
こ
ろ
だ

ぞ
」

　
こ
れ
か
ら
も
上
市
に
あ
る
資
源
の
価
値
を
伝

え
た
い
、
守
り
た
い
、
も
っ
と
高
め
た
い
。
そ

し
て
上
市
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
。 上）行基が彫ったと伝わる日石寺磨崖仏

左）日石寺門前の工房で「護持仏を彫る」。
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そ
れ
ま
で
の
、

自
分
の
ガ
イ
ド
の
や
り
方
を

悔
い
た

　富
士
山
麓
の
街
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
近
く
に
富

士
山
が
あ
り
、
そ
の
自
然
の
恵
み
に
包
ま
れ
て

育
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
と
一
緒
に

五
合
目
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
、

た
っ
た
一
度
の
富
士
山
に
触
れ
た
思
い
出
で

す
。
こ
の
と
き
も
五
合
目
ま
で
は
車
で
行
き
ま

し
た
か
ら
、
富
士
山
に
登
っ
た
経
験
は
、
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
30
歳
ま
で
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
区
切

り
に
次
の
人
生
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
を
授
か
る
と
、
出
産
費
用
を
得
る
た
め
に
地

元
の
先
輩
の
勧
め
で
、
旅
行
会
社
が
企
画
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
富
士
山
登
山
案
内
人

（
ガ
イ
ド
）
を
始
め
ま
し
た
。
受
け
持
っ
た
ツ

ア
ー
は
約
40
人
の
登
山
者
の
案
内
。
富
士
登
山

の
行
程
は
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
体
力
差
も
あ

り
無
理
な
ペ
ー
ス
で
登
山
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
夜
間
登
山
の
た
め
安
全
も
担
保
で

き
ず
、
休
憩
も
満
足
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
高
山
病
に
な
る
登
山
客
も
い
ま
し
た
が
、

回
復
を
待
つ
こ
と
は
で
き
ず
下
山
さ
せ
る
等
、

今
思
え
ば
決
し
て
登
山
客
に
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
登
山
客
か
ら
感
謝
の
言
葉
や
お
礼

の
手
紙
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
当
初
は
た

だ
稼
ぐ
た
め
の
手
段
で
し
た
が
、
次
第
に
仕
事

と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
毎

年
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
7
月
、
8
月
は
富
士
登
山

ガ
イ
ド
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
生
計
を
た
て
る

た
め
建
設
業
の
日
雇
い
労
働
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　あ
る
日
、
無
事
登
頂
し
下
山
さ
れ
た
御
婦
人

が
、
写
真
を
見
て
い
た
姿
が
目
に
留
ま
り
声
を

か
け
ま
し
た
。
前
年
に
亡
く
な
っ
た
御
主
人
が
、

毎
年
大
好
き
な
富
士
山
に
一
人
で
登
っ
て
い
ま

し
た
が
、
御
婦
人
は
一
度
も
富
士
山
に
登
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
初
め
て
の
富
士
登
山

に
挑
戦
し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
御
婦
人
か

ら
、「
今
年
は
私
が
主
人
を
富
士
山
に
連
れ
て
き

た
、
登
れ
た
の
は
主
人
の
お
か
げ
。
主
人
が
富

士
山
を
好
き
だ
っ
た
理
由
も
少
し
分
か
っ
た
気

が
す
る
。」
と
言
わ
れ
た
時
に
、
も
っ
と
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
ガ
イ
ド
を
し
て
い

れ
ば
、
山
頂
で
気
の
利
い
た
一
言
を
か
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
の
や

り
方
に
つ
い
て
後
悔
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、様
々
な
想
い
で
富
士
山
に
登
っ

て
い
る
、
登
山
客
の
心
に
近
づ
き
た
い
、
何
よ

り
当
時
の
富
士
山
は
ト
イ
レ
や
ゴ
ミ
の
環
境
が

悪
く
、
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
頃
、
ガ
イ
ド
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
手
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

企
業
の
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
が
行
っ
て

い
た
「
モ
ス
地
球
遊
学
制
度
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
の
で
す
。
大
き
な
志
の
た
め
に
経
験
を
積

み
た
い
と
い
う
若
人
に
向
け
て
百
万
円
を
援
助

し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
公
募

に
は
全
国
か
ら
1
万
5
2
4
件
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
5
名
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ス
イ
ス
に
1
ヶ
月
滞
在
し
、
ア
ル
プ
ス

の
山
々
を
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
大
切
に
守

り
続
け
て
い
る
人
々
の
様
子
、
自
然
環
境
を
保

護
し
な
が
ら
利
用
す
る
考
え
方
や
ガ
イ
ド
の
技

術
、
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
造
成
な
ど
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　帰
国
し
て
富
士
山
へ
の
環
境
保
全
に
対
す
る

想
い
か
ら
「
富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き
」
を

夫
婦
で
起
業
し
、
今
年
で
創
業
20
周
年
、
法
人

化
し
て
13
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
環
境

省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
の
「
大
賞
」
な
ど
い

く
つ
か
の
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
は
、
更
な
る
富
士
山
環
境
保
全
、
災
害

や
自
然
環
境
変
化
へ
の
備
え
、
地
域
自
然
調
査

継
続
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
地
域
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
・
後
継
者
の
育
成
、
更
な
る

富
士
山
固
有
の
高
付
加
価
値
体
験
商
品
の
開
発

と
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

顧
客
満
足
度
の
高
さ
を

保
ち
続
け
る
た
め
に

　富
士
山
頂
を
目
指
す
登
山
ツ
ア
ー
の
み
な
ら

ず
、
富
士
山
の
雄
大
な
ふ
も
と
に
広
が
る
天
然

記
念
物
の
青
木
ヶ
原
樹
海
で
の
「
樹
海
ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
や
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

を
参
拝
す
る
「
富
士
山
信
仰
の
吉
田
口
登
山
道

ツ
ア
ー
」
な
ど
富
士
山
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
、
四
季
折
々
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
を
よ
り

深
く
理
解
で
き
る
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

提
供
し
、
富
士
山
地
域
全
体
の
活
性
化
・
環
境

保
全
に
つ
な
が
る
よ
う
な
富
士
山
エ
コ
ツ
ア
ー

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
、大
手
ホ
テ
ル
企
業「
星
野
リ
ゾ
ー

ト
・
星
の
や
富
士
」
や
「
カ
ト
ー
プ
レ
ジ
ャ
ー

グ
ル
ー
プ
・
ふ
ふ
河
口
湖
」
と
連
携
し
、
顧
客

向
け
の
特
別
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
弊

社
で
は
販
売
促
進
を
積
極
的
に
展
開
し
て
は
い

な
い
も
の
の
、
大
手
企
業
と
連
携
し
た
事
業
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
顧
客
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
富
士
山
に
訪
れ

る
学
校
向
け
に
「
富
士
山
環
境
教
育
自
然
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
体
験
、
富
士
山
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
、
富
士
山
の
保
全
に
つ
い
て
の
興
味
や
気
づ

き
を
促
す
よ
う
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　主
催
ツ
ア
ー
は
、サ
ー
ビ
ス
の
質
を
重
視
し
、

他
の
お
客
様
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
声
が

届
く
少
人
数
の
範
囲
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
1
組
限
定
、
ま
た
ツ
ア
ー
を
貸
切

り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ご
満
足
頂
け
る
高
付
加
価

値
ツ
ア
ー
の
企
画
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　高
い
品
質
を
一
定
に
保
つ
た
め
、
従
業
員
は

雇
用
し
て
お
ら
ず
専
従
2
名
で
で
き
る
範
囲
で

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
売
上
や
利

益
を
大
き
く
伸
ば
す
意
向
は
な
く
、
子
ど
も
達

を
育
て
夫
婦
で
生
活
が
で
き
る
最
低
限
の
収
入

を
得
ら
れ
れ
ば
幸
せ
と
の
考
え
か
ら
、
高
付
加

価
値
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
登
山
客
の
ニ
ー
ズ

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
も
の
の
、
あ
え
て
事
業
拡
大

を
積
極
的
に
行
わ
ず
、
十
分
に
目
の
届
く
、
高

品
質
な
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
方
針
が
顧
客
満
足
度
の
高
さ
を
保
つ

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　な

お
、
学
校
や
企
業
研
修
な
ど
の
ツ
ア
ー
や

環
境
教
育
自
然
体
験
は
弊
社
の
理
念
に
賛
同
頂

い
て
い
る
外
部
提
携
事
業
所
や
個
人
ガ
イ
ド
に

ご
協
力
頂
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
と
起
業
支

援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

富
士
山
に
、
人
は

癒
さ
れ
、
変
化
で
き
る

　富
士
山
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
意
識
し

て
い
る
の
は
、
人
が
進
化
、
成
長
す
る
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
で
す
。
参
加
者
が
富
士
山
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
力
に
気
づ

く
。
明
日
に
向
か
っ
て
、
少
し
で
も
前
向
き
に

生
き
よ
う
と
気
持
ち
が
変
化
す
る
。
富
士
山
が

持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を
受
け
取
っ
て
、
人
が
癒

さ
れ
た
り
、
成
長
で
き
た
り
、
変
化
で
き
た
り

す
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
の
仕
事
を

通
じ
て
知
り
ま
し
た
。

　だ
か
ら
、
富
士
山
に
触
れ
る
方
々
に
、
よ
り

良
い
雰
囲
気
、
空
間
や
時
間
を
提
供
す
る
こ
と

が
自
分
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

を
始
め
た
こ
ろ
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
主
人
公
は
あ
く
ま

で
一
人
一
人
の
お
客
様
。
歌
舞
伎
の
舞
台
な
ど

で
、
役
者
の
脇
に
そ
っ
と
立
っ
て
、
演
技
を
助

け
る
人
の
こ
と
を
「
黒
子
」
と
言
い
ま
す
が
、

富
士
山
と
い
う
晴
れ
舞
台
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
と
し
て
黒
子
に
徹
し
て
お
客
様
の
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
く
の
が
天
職
だ
と
こ
の
先
も
思

い
続
け
て
い
き
ま
す
。黒
子
に
徹
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
ほ
う
も
よ
り
大
き
な
感
動
や
成
長
の

き
っ
か
け
を
一
人
一
人
の
お
客
様
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　富
士
山
も
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、
今
、
喜
ん

だ
り
、
困
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
何
か
に
対

近
藤
光
一（
富
士
山
登
山
学
校

ご
う
り
き 

代
表
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

山
梨
・
富
士
山

富
士
山
を
、

今
よ
り
も
っ
と
よ
い
状
態
で

未
来
に
返
し
た
い

6

し
て
怒
っ
た
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
、富
士
山
か
ら
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
、
人
間
や
社
会
に
語
り
か
け
て
く

る
小
さ
な
声
に
気
づ
き
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が

私
の
や
る
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
体
が
動
く
限
り
ず
っ
と
、
富
士
山
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
命
が
尽
き
る
ま
で
、
自
分
を
導
い

て
く
れ
た
偉
大
な
故
郷
の
富
士
山
の
ふ
と
こ
ろ

に
抱
か
れ
て
、
生
き
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　今
や
日
本
の
宝
・
富
士
山
は
、
世
界
の
宝
、

世
界
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。

「
富
士
山
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
大
切

な
借
り
物
で
す
。
今
よ
り
も
っ
と
よ
い
状
態
で

返
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
私
近
藤
光
一
の
願

い
で
す
」

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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そ
れ
ま
で
の
、

自
分
の
ガ
イ
ド
の
や
り
方
を

悔
い
た

　富
士
山
麓
の
街
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
近
く
に
富

士
山
が
あ
り
、
そ
の
自
然
の
恵
み
に
包
ま
れ
て

育
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
と
一
緒
に

五
合
目
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
、

た
っ
た
一
度
の
富
士
山
に
触
れ
た
思
い
出
で

す
。
こ
の
と
き
も
五
合
目
ま
で
は
車
で
行
き
ま

し
た
か
ら
、
富
士
山
に
登
っ
た
経
験
は
、
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
30
歳
ま
で
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
区
切

り
に
次
の
人
生
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
を
授
か
る
と
、
出
産
費
用
を
得
る
た
め
に
地

元
の
先
輩
の
勧
め
で
、
旅
行
会
社
が
企
画
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
富
士
山
登
山
案
内
人

（
ガ
イ
ド
）
を
始
め
ま
し
た
。
受
け
持
っ
た
ツ

ア
ー
は
約
40
人
の
登
山
者
の
案
内
。
富
士
登
山

の
行
程
は
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
体
力
差
も
あ

り
無
理
な
ペ
ー
ス
で
登
山
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
夜
間
登
山
の
た
め
安
全
も
担
保
で

き
ず
、
休
憩
も
満
足
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
高
山
病
に
な
る
登
山
客
も
い
ま
し
た
が
、

回
復
を
待
つ
こ
と
は
で
き
ず
下
山
さ
せ
る
等
、

今
思
え
ば
決
し
て
登
山
客
に
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
登
山
客
か
ら
感
謝
の
言
葉
や
お
礼

の
手
紙
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
当
初
は
た

だ
稼
ぐ
た
め
の
手
段
で
し
た
が
、
次
第
に
仕
事

と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
毎

年
登
山
シ
ー
ズ
ン
の
7
月
、
8
月
は
富
士
登
山

ガ
イ
ド
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
生
計
を
た
て
る

た
め
建
設
業
の
日
雇
い
労
働
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　あ
る
日
、
無
事
登
頂
し
下
山
さ
れ
た
御
婦
人

が
、
写
真
を
見
て
い
た
姿
が
目
に
留
ま
り
声
を

か
け
ま
し
た
。
前
年
に
亡
く
な
っ
た
御
主
人
が
、

毎
年
大
好
き
な
富
士
山
に
一
人
で
登
っ
て
い
ま

し
た
が
、
御
婦
人
は
一
度
も
富
士
山
に
登
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
初
め
て
の
富
士
登
山

に
挑
戦
し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
御
婦
人
か

ら
、「
今
年
は
私
が
主
人
を
富
士
山
に
連
れ
て
き

た
、
登
れ
た
の
は
主
人
の
お
か
げ
。
主
人
が
富

士
山
を
好
き
だ
っ
た
理
由
も
少
し
分
か
っ
た
気

が
す
る
。」
と
言
わ
れ
た
時
に
、
も
っ
と
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
ガ
イ
ド
を
し
て
い

れ
ば
、
山
頂
で
気
の
利
い
た
一
言
を
か
け
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
の
や

り
方
に
つ
い
て
後
悔
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、様
々
な
想
い
で
富
士
山
に
登
っ

て
い
る
、
登
山
客
の
心
に
近
づ
き
た
い
、
何
よ

り
当
時
の
富
士
山
は
ト
イ
レ
や
ゴ
ミ
の
環
境
が

悪
く
、
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
頃
、
ガ
イ
ド
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
手
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

企
業
の
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
が
行
っ
て

い
た
「
モ
ス
地
球
遊
学
制
度
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
の
で
す
。
大
き
な
志
の
た
め
に
経
験
を
積

み
た
い
と
い
う
若
人
に
向
け
て
百
万
円
を
援
助

し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
公
募

に
は
全
国
か
ら
1
万
5
2
4
件
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
5
名
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ス
イ
ス
に
1
ヶ
月
滞
在
し
、
ア
ル
プ
ス

の
山
々
を
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
大
切
に
守

り
続
け
て
い
る
人
々
の
様
子
、
自
然
環
境
を
保

護
し
な
が
ら
利
用
す
る
考
え
方
や
ガ
イ
ド
の
技

術
、
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
造
成
な
ど
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　帰
国
し
て
富
士
山
へ
の
環
境
保
全
に
対
す
る

想
い
か
ら
「
富
士
山
登
山
学
校
ご
う
り
き
」
を

夫
婦
で
起
業
し
、
今
年
で
創
業
20
周
年
、
法
人

化
し
て
13
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
環
境

省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
の
「
大
賞
」
な
ど
い

く
つ
か
の
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
は
、
更
な
る
富
士
山
環
境
保
全
、
災
害

や
自
然
環
境
変
化
へ
の
備
え
、
地
域
自
然
調
査

継
続
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
地
域
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
・
後
継
者
の
育
成
、
更
な
る

富
士
山
固
有
の
高
付
加
価
値
体
験
商
品
の
開
発

と
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

顧
客
満
足
度
の
高
さ
を

保
ち
続
け
る
た
め
に

　富
士
山
頂
を
目
指
す
登
山
ツ
ア
ー
の
み
な
ら

ず
、
富
士
山
の
雄
大
な
ふ
も
と
に
広
が
る
天
然

記
念
物
の
青
木
ヶ
原
樹
海
で
の
「
樹
海
ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
」
や
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

を
参
拝
す
る
「
富
士
山
信
仰
の
吉
田
口
登
山
道

ツ
ア
ー
」
な
ど
富
士
山
全
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
、
四
季
折
々
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
を
よ
り

深
く
理
解
で
き
る
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

提
供
し
、
富
士
山
地
域
全
体
の
活
性
化
・
環
境

保
全
に
つ
な
が
る
よ
う
な
富
士
山
エ
コ
ツ
ア
ー

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
、大
手
ホ
テ
ル
企
業「
星
野
リ
ゾ
ー

ト
・
星
の
や
富
士
」
や
「
カ
ト
ー
プ
レ
ジ
ャ
ー

グ
ル
ー
プ
・
ふ
ふ
河
口
湖
」
と
連
携
し
、
顧
客

向
け
の
特
別
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
弊

社
で
は
販
売
促
進
を
積
極
的
に
展
開
し
て
は
い

な
い
も
の
の
、
大
手
企
業
と
連
携
し
た
事
業
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
顧
客
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
富
士
山
に
訪
れ

る
学
校
向
け
に
「
富
士
山
環
境
教
育
自
然
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー

ル
ド
体
験
、
富
士
山
学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
、
富
士
山
の
保
全
に
つ
い
て
の
興
味
や
気
づ

き
を
促
す
よ
う
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　主
催
ツ
ア
ー
は
、サ
ー
ビ
ス
の
質
を
重
視
し
、

他
の
お
客
様
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
声
が

届
く
少
人
数
の
範
囲
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　近
年
で
は
1
組
限
定
、
ま
た
ツ
ア
ー
を
貸
切

り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ご
満
足
頂
け
る
高
付
加
価

値
ツ
ア
ー
の
企
画
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　高
い
品
質
を
一
定
に
保
つ
た
め
、
従
業
員
は

雇
用
し
て
お
ら
ず
専
従
2
名
で
で
き
る
範
囲
で

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
売
上
や
利

益
を
大
き
く
伸
ば
す
意
向
は
な
く
、
子
ど
も
達

を
育
て
夫
婦
で
生
活
が
で
き
る
最
低
限
の
収
入

を
得
ら
れ
れ
ば
幸
せ
と
の
考
え
か
ら
、
高
付
加

価
値
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
登
山
客
の
ニ
ー
ズ

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
も
の
の
、
あ
え
て
事
業
拡
大

を
積
極
的
に
行
わ
ず
、
十
分
に
目
の
届
く
、
高

品
質
な
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
方
針
が
顧
客
満
足
度
の
高
さ
を
保
つ

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　な

お
、
学
校
や
企
業
研
修
な
ど
の
ツ
ア
ー
や

環
境
教
育
自
然
体
験
は
弊
社
の
理
念
に
賛
同
頂

い
て
い
る
外
部
提
携
事
業
所
や
個
人
ガ
イ
ド
に

ご
協
力
頂
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
と
起
業
支

援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

富
士
山
に
、
人
は

癒
さ
れ
、
変
化
で
き
る

　富
士
山
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
意
識
し

て
い
る
の
は
、
人
が
進
化
、
成
長
す
る
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
で
す
。
参
加
者
が
富
士
山
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
力
に
気
づ

く
。
明
日
に
向
か
っ
て
、
少
し
で
も
前
向
き
に

生
き
よ
う
と
気
持
ち
が
変
化
す
る
。
富
士
山
が

持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を
受
け
取
っ
て
、
人
が
癒

さ
れ
た
り
、
成
長
で
き
た
り
、
変
化
で
き
た
り

す
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド
の
仕
事
を

通
じ
て
知
り
ま
し
た
。

　だ
か
ら
、
富
士
山
に
触
れ
る
方
々
に
、
よ
り

良
い
雰
囲
気
、
空
間
や
時
間
を
提
供
す
る
こ
と

が
自
分
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

を
始
め
た
こ
ろ
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
主
人
公
は
あ
く
ま

で
一
人
一
人
の
お
客
様
。
歌
舞
伎
の
舞
台
な
ど

で
、
役
者
の
脇
に
そ
っ
と
立
っ
て
、
演
技
を
助

け
る
人
の
こ
と
を
「
黒
子
」
と
言
い
ま
す
が
、

富
士
山
と
い
う
晴
れ
舞
台
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
と
し
て
黒
子
に
徹
し
て
お
客
様
の
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
く
の
が
天
職
だ
と
こ
の
先
も
思

い
続
け
て
い
き
ま
す
。黒
子
に
徹
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
ほ
う
も
よ
り
大
き
な
感
動
や
成
長
の

き
っ
か
け
を
一
人
一
人
の
お
客
様
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　富
士
山
も
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、
今
、
喜
ん

だ
り
、
困
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
何
か
に
対

近
藤
光
一（
富
士
山
登
山
学
校

ご
う
り
き 

代
表
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

山
梨
・
富
士
山

富
士
山
を
、

今
よ
り
も
っ
と
よ
い
状
態
で

未
来
に
返
し
た
い
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し
て
怒
っ
た
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
、富
士
山
か
ら
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
、
人
間
や
社
会
に
語
り
か
け
て
く

る
小
さ
な
声
に
気
づ
き
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が

私
の
や
る
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
体
が
動
く
限
り
ず
っ
と
、
富
士
山
エ

コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
命
が
尽
き
る
ま
で
、
自
分
を
導
い

て
く
れ
た
偉
大
な
故
郷
の
富
士
山
の
ふ
と
こ
ろ

に
抱
か
れ
て
、
生
き
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　今
や
日
本
の
宝
・
富
士
山
は
、
世
界
の
宝
、

世
界
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。

「
富
士
山
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
大
切

な
借
り
物
で
す
。
今
よ
り
も
っ
と
よ
い
状
態
で

返
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
私
近
藤
光
一
の
願

い
で
す
」
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転
機
は
自
然
学
校
主
催
講
座

　私
は
大
学
の
農
学
部
で
林
学
を
専
攻
し
ま
し

た
。
卒
業
後
は
3
年
ほ
ど
東
京
の
造
園
会
社
で

働
き
、
実
家
の
あ
る
長
野
に
戻
っ
て
し
ば
ら
く

し
た
あ
る
日
、
新
聞
記
事
で
自
然
学
校
が
主
催

す
る
「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
大
学
の
恩
師
が
こ
の

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
制
度
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
り
、
在
学
中
に
資
格
の
存
在
を
知
り

機
会
が
あ
れ
ば
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
毎
月
1
泊
2
日
で
年
間
10
回
ほ
ど
、
安
曇

野
の
実
家
か
ら
菅
平
高
原
ま
で
片
道
2
時
間
か

け
て
通
い
ま
し
た
。

　当
時
は
1
0
0
名
程
が
受
講
し
て
い
て
ど
な

た
も
熱
心
に
学
ん
で
お
り
、
興
味
を
同
じ
く
す

る
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
し

た
。
自
然
学
校
事
務
局
の
皆
さ
ん
は
魅
力
的
か

つ
精
力
的
に
森
林
の
こ
と
、
子
ど
も
の
こ
と
に
関

す
る
課
題
解
決
の
た
め
に
日
々
奔
走
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
す
っ
か
り
こ
の
自
然
学
校
＝
や
ま
ぼ

う
し
自
然
学
校
の
フ
ァ
ン
と
な
り
、
そ
し
て
気

が
つ
け
ば
受
講
の
翌
年
か
ら
常
勤
職
員
第
一
号

と
し
て
働
き
始
め
て
い
ま
し
た
。
2
0
0
0
年

当
時
は
N
P
O
法
人
と
し
て
の
認
証
後
間
も
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
り
か
え
れ
ば
24
時
間

3
6
5
日
を
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
に
費
や
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
と
は

　長
野
県
菅
平
高
原
に
本
部
拠
点
、
上
高
地
に

白
樺
自
然
学
校
、
首
都
圏
に
東
京
校
を
置
き
、

2
0
0
0
年
か
ら
N
P
O
法
人
と
し
て
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
菅
平
高
原
で
は
修
学
旅
行
や

林
間
学
校
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
野
外
活
動
で
訪
れ

る
年
間
約
3
万
人
余
の
首
都
圏
小
中
高
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
時
代
が
求
め
る
「
自
ら
判

断
し
行
動
す
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
30
種
類

の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に
「
森
で
モ
リ

モ
リ
遊
び
隊
」、
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に
「
森

あ
ち
ょ
び
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
仲
間
作
り
の
場
も

構
築
し
ま
し
た
。
2
0
2
2
年
現
在
、
遊
び
隊

卒
業
生
は
約
1
8
0
名
と
な
り「
自
分
で
決
め
、

行
動
す
る
」
こ
と
の
で
き
る
大
人
に
成
長
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　首
都
圏
で
は
「
森
を
楽
し
む
講
座
」
を
中
心
に

シ
ニ
ア
向
け
の
自
然
観
察
会
を
定
期
開
催
し
、

お
と
な
の
生
涯
学
習
も
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　近
年「
自
然
学
校
」が
職
業
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
4
年
前
に
は
新
卒
採
用
も
開

始
し
ま
し
た
。
多
岐
に
渡
る
業
務
を
支
え
る
職

員
は
コ
ロ
ナ
前
に
は
9
名
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
現
在
は
古
株

3
名
の
職
員
で
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
て
お
り
、

次
世
代
ス
タ
ッ
フ
採
用
を
掲
げ
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は「
登

録
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
会
員
」の
存
在
で
す
。
や

ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
の
誇
れ
る「
人
的
財
産
」と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
会
員
の
多
く
が
当
校
主
催
の
指
導
者
養

成
講
座
受
講
を
経
て
入
会
。
資
格
に
加
え
て
隠

れ
た
才
能
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

N
P
O
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
同
士
、
2
0
0
1
年

受
講
の
我
が
同
期
は
主
力
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
の

い
ま

　本
拠
地
菅
平
高
原
は
自
然
豊
か
な
地
域
で
、

ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ

る
地
で
す
。
ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
1
0
8

面
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
が
20
年
前
に

活
動
を
始
め
た
主
た
る
目
的
は
ふ
た
つ
。「
森

林
の
荒
廃
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
」
と
「
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
誘
客
」
で
し
た
。写真提供：やまぼうし自然学校

前
者
は「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」

で
の
仲
間
づ
く
り
か
ら
発
展
さ
せ
、
後
者
は
ホ

テ
ル
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
ら
の
お
力
を
借
り
な
が

ら
、
学
習
旅
行
誘
客
の
営
業
を
展
開
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
長
引
くC

O
V
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│

19
の
影
響

で
、
移
動
教
室
や
林
間
学
校
、
修
学
旅
行
な
ど

い
わ
ゆ
る
学
習
旅
行
は
、
都
道
府
県
、
市
区
町

村
教
育
委
員
会
単
位
で
中
止
や
延
期
と
な
り
、

受
け
入
れ
地
で
あ
る
菅
平
高
原
全
体
に
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
子
ど
も
の
外
遊
び
が

ま
す
ま
す
減
り
、
運
動
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
低
下
は
明
ら
か
に
加
速
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
リ
モ
ー
ト
学
習
が
導
入
さ
れ
、
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
主
体
的
に
学
ぶ
」
環

境
も
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

と
し
て
の
使
命

　樹
木
は
一
度
芽
生
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
移
動

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
球
上
の
至
る
と

こ
ろ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
木
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
長
き
に
渡
り
生
息
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
？
「
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
」

だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
動
け
な
い
な
ら
状
況
や

環
境
に
合
わ
せ
て
自
ら
が
変
化
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
苦
境
は
や
ま
ぼ
う
し

自
然
学
校
に
変
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い

る
の
だ
、
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　私
が
林
学
を
学
び
、
造
園
業
に
た
ず
さ
わ
っ

た
後
、
導
か
れ
る
よ
う
に
自
然
と
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
自
然
環

境
や
そ
こ
で
の
原
体
験
に
起
因
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
は
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
囲
ま
れ
、
四
季
を
通

じ
て
お
お
ら
か
な
自
然
に
抱
か
れ
て
過
ご
し
ま

し
た
。
小
中
学
校
は
高
台
に
あ
り
、
今
で
も
常

念
岳
は
そ
こ
か
ら
見
え
る
姿
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
村
に
住
ん
で
い
た
祖
母
の
手
仕
事
や
畑

作
業
の
手
伝
い
も
、
か
け
が
え
の
な
い
原
体
験

の
ひ
と
つ
で
す
。

　知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
培
わ
れ
た
感
性
を

活
か
し
「
見
え
な
い
も
の
を
感
じ
て
伝
え
る
」

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
い
う
仕
事
を
得
て
、
そ

の
楽
し
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
漫
然
と

森
を
見
る
の
で
は
な
く
、
森
の
発
す
る
あ
ら
ゆ

る
声
を
聴
き
分
け
て
、
お
客
様
を
い
ざ
な
う
喜

び
。
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
で
立
ち
現
れ
る

世
界
か
ら
見
え
る
も
の
、
聴
こ
え
る
も
の
、
感

じ
る
も
の
全
て
が
一
期
一
会
。
そ
れ
ら
素
晴
ら

し
い
出
会
い
を
「
通
訳
＝
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
す
る
の
が
私
の
役
目
で
す
。

　日
常
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
て

も
、
自
然
や
森
に
身
を
置
く
こ
と
で
解
消
さ
れ

ま
す
。
仮
に
身
近
に
大
自
然
が
な
く
と
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
緑
地
や
窓
辺
か
ら
見
え
る
景

色
、
聞
こ
え
る
音
、
風
に
の
る
微
か
な
匂
い
を

意
識
す
る
方
法
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
、after

コ
ロ
ナ
、

S
D
G
s

実
現
に
向
け
て

　コ
ロ
ナ
禍
で
他
県
か
ら
の
依
頼
が
激
減
し
ま

し
た
が
、
一
方
で
近
隣
地
域
か
ら
の
体
験
学
習

の
依
頼
が
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
情
報
収
集

と
他
方
面
・
他
業
種
と
の
協
働
に
も
力
を
入
れ
、

個
人
、
ご
家
族
、
企
業
、
行
政
な
ど
実
情
に
寄

り
添
い
声
を
拾
い
上
げ
、
細
や
か
な
支
援
を
心

掛
け
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
感
染
者
数
が
高
止
ま
り
で
あ
る
首
都
圏
の

環
境
学
習
支
援
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど

w
ith

コ
ロ
ナ
体
制
の
充
実
も
図
り
ま
す
。
や
ま

ぼ
う
し
自
然
学
校
の
活
動
こ
そ
、
持
続
可
能
な

社
会
（S

D
G
s

）
実
現
に
貢
献
で
き
る
と
自
負
し

加
々
美
貴
代（
N
P
O
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
代
表
理
事
）

〜
原
点
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

長
野
・
菅
平
高
原

セ
ン
ス・
オ
ブ・ワ
ン
ダ
ー

7

つ
つ
、
厳
し
い
現
状
を
好
機
と
と
ら
え
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　医
学
の
父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
に
「
人
は

自
然
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
病
気
に
な
る
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
然
体
験
活
動
を
必
要

と
す
る
局
面
を
迎
え
て
い
る
今
、
多
く
の
方
に

そ
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
を
合
い
言

葉
に
誰
も
が
幸
せ
に
感
じ
る
時
間
の
創
出
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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学
校
」が
職
業
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
4
年
前
に
は
新
卒
採
用
も
開

始
し
ま
し
た
。
多
岐
に
渡
る
業
務
を
支
え
る
職

員
は
コ
ロ
ナ
前
に
は
9
名
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
現
在
は
古
株

3
名
の
職
員
で
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
て
お
り
、

次
世
代
ス
タ
ッ
フ
採
用
を
掲
げ
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は「
登

録
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
会
員
」の
存
在
で
す
。
や

ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
の
誇
れ
る「
人
的
財
産
」と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
会
員
の
多
く
が
当
校
主
催
の
指
導
者
養

成
講
座
受
講
を
経
て
入
会
。
資
格
に
加
え
て
隠

れ
た
才
能
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

N
P
O
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
同
士
、
2
0
0
1
年

受
講
の
我
が
同
期
は
主
力
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
の

い
ま

　本
拠
地
菅
平
高
原
は
自
然
豊
か
な
地
域
で
、

ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ

る
地
で
す
。
ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
1
0
8

面
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
が
20
年
前
に

活
動
を
始
め
た
主
た
る
目
的
は
ふ
た
つ
。「
森

林
の
荒
廃
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
」
と
「
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
誘
客
」
で
し
た
。写真提供：やまぼうし自然学校

前
者
は「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
」

で
の
仲
間
づ
く
り
か
ら
発
展
さ
せ
、
後
者
は
ホ

テ
ル
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
ら
の
お
力
を
借
り
な
が

ら
、
学
習
旅
行
誘
客
の
営
業
を
展
開
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
長
引
くC

O
V
ID

│

19
の
影
響

で
、
移
動
教
室
や
林
間
学
校
、
修
学
旅
行
な
ど

い
わ
ゆ
る
学
習
旅
行
は
、
都
道
府
県
、
市
区
町

村
教
育
委
員
会
単
位
で
中
止
や
延
期
と
な
り
、

受
け
入
れ
地
で
あ
る
菅
平
高
原
全
体
に
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
子
ど
も
の
外
遊
び
が

ま
す
ま
す
減
り
、
運
動
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
低
下
は
明
ら
か
に
加
速
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
リ
モ
ー
ト
学
習
が
導
入
さ
れ
、
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
主
体
的
に
学
ぶ
」
環

境
も
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

と
し
て
の
使
命

　樹
木
は
一
度
芽
生
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
移
動

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
球
上
の
至
る
と

こ
ろ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
木
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
長
き
に
渡
り
生
息
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
？
「
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
」

だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
動
け
な
い
な
ら
状
況
や

環
境
に
合
わ
せ
て
自
ら
が
変
化
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
苦
境
は
や
ま
ぼ
う
し

自
然
学
校
に
変
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い

る
の
だ
、
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　私
が
林
学
を
学
び
、
造
園
業
に
た
ず
さ
わ
っ

た
後
、
導
か
れ
る
よ
う
に
自
然
と
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
自
然
環

境
や
そ
こ
で
の
原
体
験
に
起
因
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
は
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
に
囲
ま
れ
、
四
季
を
通

じ
て
お
お
ら
か
な
自
然
に
抱
か
れ
て
過
ご
し
ま

し
た
。
小
中
学
校
は
高
台
に
あ
り
、
今
で
も
常

念
岳
は
そ
こ
か
ら
見
え
る
姿
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
村
に
住
ん
で
い
た
祖
母
の
手
仕
事
や
畑

作
業
の
手
伝
い
も
、
か
け
が
え
の
な
い
原
体
験

の
ひ
と
つ
で
す
。

　知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
培
わ
れ
た
感
性
を

活
か
し
「
見
え
な
い
も
の
を
感
じ
て
伝
え
る
」

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
い
う
仕
事
を
得
て
、
そ

の
楽
し
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
漫
然
と

森
を
見
る
の
で
は
な
く
、
森
の
発
す
る
あ
ら
ゆ

る
声
を
聴
き
分
け
て
、
お
客
様
を
い
ざ
な
う
喜

び
。
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
で
立
ち
現
れ
る

世
界
か
ら
見
え
る
も
の
、
聴
こ
え
る
も
の
、
感

じ
る
も
の
全
て
が
一
期
一
会
。
そ
れ
ら
素
晴
ら

し
い
出
会
い
を
「
通
訳
＝
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
す
る
の
が
私
の
役
目
で
す
。

　日
常
の
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
て

も
、
自
然
や
森
に
身
を
置
く
こ
と
で
解
消
さ
れ

ま
す
。
仮
に
身
近
に
大
自
然
が
な
く
と
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
緑
地
や
窓
辺
か
ら
見
え
る
景

色
、
聞
こ
え
る
音
、
風
に
の
る
微
か
な
匂
い
を

意
識
す
る
方
法
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

お
伝
え
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

w
ith

コ
ロ
ナ
、after

コ
ロ
ナ
、

S
D
G
s

実
現
に
向
け
て

　コ
ロ
ナ
禍
で
他
県
か
ら
の
依
頼
が
激
減
し
ま

し
た
が
、
一
方
で
近
隣
地
域
か
ら
の
体
験
学
習

の
依
頼
が
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
情
報
収
集

と
他
方
面
・
他
業
種
と
の
協
働
に
も
力
を
入
れ
、

個
人
、
ご
家
族
、
企
業
、
行
政
な
ど
実
情
に
寄

り
添
い
声
を
拾
い
上
げ
、
細
や
か
な
支
援
を
心

掛
け
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
感
染
者
数
が
高
止
ま
り
で
あ
る
首
都
圏
の

環
境
学
習
支
援
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど

w
ith

コ
ロ
ナ
体
制
の
充
実
も
図
り
ま
す
。
や
ま

ぼ
う
し
自
然
学
校
の
活
動
こ
そ
、
持
続
可
能
な

社
会
（S

D
G
s

）
実
現
に
貢
献
で
き
る
と
自
負
し

加
々
美
貴
代（
N
P
O
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
代
表
理
事
）

〜
原
点
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

長
野
・
菅
平
高
原

セ
ン
ス・
オ
ブ・ワ
ン
ダ
ー

7

つ
つ
、
厳
し
い
現
状
を
好
機
と
と
ら
え
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　医
学
の
父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
に
「
人
は

自
然
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
病
気
に
な
る
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
然
体
験
活
動
を
必
要

と
す
る
局
面
を
迎
え
て
い
る
今
、
多
く
の
方
に

そ
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
を
合
い
言

葉
に
誰
も
が
幸
せ
に
感
じ
る
時
間
の
創
出
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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ガ
イ
ド
の
は
じ
ま
り

　我
々N

A
T
U
R
E
G
U
ID
E
 FIV

E
S
E
N
S
E

が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
長
野
県
上
高
地
は
、

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
、
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

　上
高
地
で
宿
泊
業
等
を
営
む
（
株
）
五
千
尺

の
一
部
門
と
し
て
ガ
イ
ド
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
、
2
0
0
5
年
の
こ
と
。

　上
高
地
は
当
時
か
ら
有
名
観
光
地
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
写
真
撮
影
だ
け
で
す
ぐ
に
帰
っ
て

し
ま
う
お
客
様
も
多
く
、
地
域
と
し
て
長
期
滞

在
を
し
て
い
た
だ
く
工
夫
を
探
し
て
い
る
時
期

で
し
た
。

　上
高
地
で
は
複
数
の
ガ
イ
ド
団
体
が
同
じ
頃

に
活
動
を
始
め
て
お
り
、
上
高
地
の
民
間
ガ
イ

ド
の
黎
明
期
と
い
え
ま
す
。

上
高
地
の

ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド

　上
高
地
は
、
自
然
公
園

法
（
国
立
公
園
特
別
保
護

地
区
）、
文
化
財
保
護
法

（
特
別
名
勝
・
特
別
天
然

記
念
物
）
な
ど
、
複
数
の

制
度
に
よ
っ
て
厳
重
に
保

護
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
す
。
こ
れ
は
上
高
地
の
魅

力
を
担
保
す
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
観
光
事

業
者
と
し
て
は
、
そ
の
厳
し
い
規
制
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
し
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
遊
歩
道

外
へ
は
原
則
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、
冒
険
的

要
素
は
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　周
囲
に
は
3
0
0
0
m
級
の
山
が
あ
り
ま
す

が
、
我
々
は
平
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
る

た
め
、「
歩
き
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
」

こ
と
が
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
基
本
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
に
、
体
験
や
発
見
、
感
動
を
い
か

に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
が
、
ガ
イ
ド
の
腕
の
見

せ
所
で
す
。

　上
高
地
の
魅
力
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も

穂
高
連
峰
と
梓
川
の
雄
大
な
風
景
。
し
か
し
も

ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
物
、
地
形
、

歴
史
な
ど
な
ど
、
ど
の
切
り
口
を
と
っ
て
み
て

も
、
人
を
惹
き
つ
け
る
物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
客
様
の
興
味
や
関
心
も
ま
た
十
人
十

色
で
す
。

　お
客
様
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
切
り
口
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
。「
上
高
地
の
魅

力
」
と
「
お
客
様
の
興
味
」
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
の
が
、
ガ
イ
ド
の
大
き
な
役
割
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
お
客
様
の
興
味
を
引
き
出
す
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
知
識
や
自
然
の

見
せ
方
に
つ
い
て
数
多
く
の
引
き
出
し
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

　ガ
イ
ド
は
あ
く
ま
で
黒
衣
で
、
主
役
は
上
高

地
の
自
然
で
あ
り
お
客
様
。
そ
の
一
方
で
、
立

ち
居
振
る
舞
い
や
人
格
に
い
た
る
ま
で
、
自
分

自
身
が
「
商
品
」
と
な
っ
て
お
客
様
の
前
に
立

つ
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
、
ガ
イ
ド
の
面
白
さ

と
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
業
の
変
化

　私
が
上
高
地
で
ガ
イ
ド
を
始
め
た
の
は
、
専

門
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
2
0
0
7
年
で
し

た
。

「
自
然
を
守
る
仕
事
」
を
目
指
す
学
校
で
し
た

が
、
在
学
当
時
、
ガ
イ
ド
の
在
り
方
と
し
て「
接

客
」
を
重
視
す
る
と
い
う
感
覚
は
、
学
生
た
ち

の
間
で
あ
ま
り
主
流
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　お
客
様
の
そ
の
場
の
満
足
よ
り
も
、
自
然
保

上高地を代表するビュースポット、河童橋 FIVESENSEのガイドウォーク

護
や
社
会
の
持
続
可
能
性
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
、
当
然
の
よ
う
に
優
先
事

項
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
だ
と
か
効
果

的
だ
と
か
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業

者
や
ガ
イ
ド
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
目
的

は
異
な
り
ま
す
。

　我
々
の
団
体
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
上
高

地
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
長
く
、
繰
り

返
し
来
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
の
た
め
、
参
加

し
た
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一

の
目
的
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
ス
タ

ン
ス
は
、
私
が
ガ
イ
ド
を
始
め
た
頃
よ
り
も
一

般
的
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
ガ
イ
ド
の
認
知
度

も
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
ま
し
た
。

　2
0
0
7
年
当
時
は
ガ
イ
ド
と
い
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、
お
客
様
か
ら
「
ガ
イ
ド
が

有
料
な
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近
年
で
は
そ
の
よ

う
な
声
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。

　日
本
全
国
で
、
プ
ロ
と
し
て
対
価
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
見
合
う
内
容
を
提
供
す
る
ガ
イ
ド

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
左
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状

　コ
ロ
ナ
禍
は
、
上
高
地
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　上
高
地
エ
リ
ア
の
訪
問
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
2
0
1
9
年
に
比
べ
、
2
0
2
0
年
で
約
3

割
5
分
、
2
0
2
1
年
で
約
4
割
。

　ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
人
気
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
上
高
地
は
首
都
圏
か
ら
距
離
が
あ
り
日

帰
り
旅
行
が
タ
イ
ト
な
こ
と
や
、
マ
イ
カ
ー
規

制
に
よ
り
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
必
要
な
こ

と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
外
に
も
天
候
不
順
な
ど

の
影
響
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。　し

か
し
応
援
の
気
持
ち
で
来
て
く
だ
さ
る
お

客
様
も
多
く
、
売
上
の
落
ち
込
み
は
訪
問
者
数

の
減
少
幅
か
ら
す
れ
ば
ま

だ
小
さ
く
済
ん
で
い
ま
す
。

　何
よ
り
、
2
シ
ー
ズ
ン

連
続
で
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
ず
に
営
業
で
き
て

い
る
こ
と
は
、
お
客
様
と

全
関
係
者
の
ご
協
力
の
賜

物
で
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
限
り
で
す
。

　ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

F
IV
E
S
E
N
S
E

で
は
、
2
0
2
1
年
か
ら

の
新
事
業
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　事
前
撮
影
し
た
映
像
を
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
視

聴
し
な
が
ら
解
説
を
聴
い
て
い
た
だ
く
試
み
で
、

2
0
2
1
年
は
13
回
実
施
し
、
延
べ
3
0
0
名

ほ
ど
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　旅
行
が
難
し
い
ご
時
世
、
そ
し
て
動
画
配
信

山
部 
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E
 F
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）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

長
野
・
上
高
地

好
き
に
な
っ
て
、

何
度
で
も
訪
れ
て

も
ら
い
た
い

8

や
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
普
及

し
た
こ
と
に
後
押
し
さ
れ
て
の
実
施
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
と
は
別
に
、
上
高
地
に
来
ら
れ
な
い

方
に
上
高
地
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　上
高
地
は
も
と
も
と
大
雨
な
ど
の
自
然
現
象

の
影
響
を
受
け
や
す
い
土
地
柄
で
、
雨
量
規
制

の
通
行
止
め
な
ど
で
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
な

い
時
期
が
年
に
複
数
回
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
市
街
地
か
ら
距
離
が
あ
る
こ
と
、
歩

く
こ
と
が
観
光
の
主
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
誰
も
が
頻
繁
に
訪
れ
る
こ
と
が
難
し
い
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
が
、
こ
の
壁

を
取
り
払
い
、
よ
り
多
く
の
方
に
上
高
地
の
魅
力

を
伝
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

課
題
と
展
望

　

F
IV
E
S
E
N
S
E

で
は
今
後
に
向
け
て
の
展

開
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
雇
用
も
長
年
の
課

題
で
す
。
上
高
地
エ
リ
ア
で
働
く
に
あ
た
っ
て

は
住
み
込
み
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
一
年
の
う

ち
半
年
間
は
休
業
期
間
で
す
。
そ
の
た
め
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
期
間
が
短
く
途
切
れ
が
ち
で
、

ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
を
目
指
す
上
で
の
ハ
ー
ド

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　い
ず
れ
も
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
で
す

が
、
お
客
様
の
一
人
一
人
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
た
く
さ
ん
の
方
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
形
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
配
信
画
面
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ガ
イ
ド
の
は
じ
ま
り

　我
々N

A
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U
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E
G
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E
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N
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が

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
長
野
県
上
高
地
は
、

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
、
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
す
。

　上
高
地
で
宿
泊
業
等
を
営
む
（
株
）
五
千
尺

の
一
部
門
と
し
て
ガ
イ
ド
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
、
2
0
0
5
年
の
こ
と
。

　上
高
地
は
当
時
か
ら
有
名
観
光
地
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
写
真
撮
影
だ
け
で
す
ぐ
に
帰
っ
て

し
ま
う
お
客
様
も
多
く
、
地
域
と
し
て
長
期
滞

在
を
し
て
い
た
だ
く
工
夫
を
探
し
て
い
る
時
期

で
し
た
。

　上
高
地
で
は
複
数
の
ガ
イ
ド
団
体
が
同
じ
頃

に
活
動
を
始
め
て
お
り
、
上
高
地
の
民
間
ガ
イ

ド
の
黎
明
期
と
い
え
ま
す
。

上
高
地
の

ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ド

　上
高
地
は
、
自
然
公
園

法
（
国
立
公
園
特
別
保
護

地
区
）、
文
化
財
保
護
法

（
特
別
名
勝
・
特
別
天
然

記
念
物
）
な
ど
、
複
数
の

制
度
に
よ
っ
て
厳
重
に
保

護
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
す
。
こ
れ
は
上
高
地
の
魅

力
を
担
保
す
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
観
光
事

業
者
と
し
て
は
、
そ
の
厳
し
い
規
制
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
し
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
遊
歩
道

外
へ
は
原
則
立
ち
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、
冒
険
的

要
素
は
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　周
囲
に
は
3
0
0
0
m
級
の
山
が
あ
り
ま
す

が
、
我
々
は
平
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
る

た
め
、「
歩
き
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
」

こ
と
が
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
基
本
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
に
、
体
験
や
発
見
、
感
動
を
い
か

に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
が
、
ガ
イ
ド
の
腕
の
見

せ
所
で
す
。

　上
高
地
の
魅
力
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も

穂
高
連
峰
と
梓
川
の
雄
大
な
風
景
。
し
か
し
も

ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
物
、
地
形
、

歴
史
な
ど
な
ど
、
ど
の
切
り
口
を
と
っ
て
み
て

も
、
人
を
惹
き
つ
け
る
物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
客
様
の
興
味
や
関
心
も
ま
た
十
人
十

色
で
す
。

　お
客
様
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
切
り
口
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
。「
上
高
地
の
魅

力
」
と
「
お
客
様
の
興
味
」
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
の
が
、
ガ
イ
ド
の
大
き
な
役
割
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
お
客
様
の
興
味
を
引
き
出
す
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
知
識
や
自
然
の

見
せ
方
に
つ
い
て
数
多
く
の
引
き
出
し
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

　ガ
イ
ド
は
あ
く
ま
で
黒
衣
で
、
主
役
は
上
高

地
の
自
然
で
あ
り
お
客
様
。
そ
の
一
方
で
、
立

ち
居
振
る
舞
い
や
人
格
に
い
た
る
ま
で
、
自
分

自
身
が
「
商
品
」
と
な
っ
て
お
客
様
の
前
に
立

つ
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
、
ガ
イ
ド
の
面
白
さ

と
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
業
の
変
化

　私
が
上
高
地
で
ガ
イ
ド
を
始
め
た
の
は
、
専

門
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
2
0
0
7
年
で
し

た
。

「
自
然
を
守
る
仕
事
」
を
目
指
す
学
校
で
し
た

が
、
在
学
当
時
、
ガ
イ
ド
の
在
り
方
と
し
て「
接

客
」
を
重
視
す
る
と
い
う
感
覚
は
、
学
生
た
ち

の
間
で
あ
ま
り
主
流
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　お
客
様
の
そ
の
場
の
満
足
よ
り
も
、
自
然
保

上高地を代表するビュースポット、河童橋 FIVESENSEのガイドウォーク

護
や
社
会
の
持
続
可
能
性
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
、
当
然
の
よ
う
に
優
先
事

項
で
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
だ
と
か
効
果

的
だ
と
か
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業

者
や
ガ
イ
ド
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
目
的

は
異
な
り
ま
す
。

　我
々
の
団
体
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
上
高

地
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
長
く
、
繰
り

返
し
来
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
の
た
め
、
参
加

し
た
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一

の
目
的
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
ス
タ

ン
ス
は
、
私
が
ガ
イ
ド
を
始
め
た
頃
よ
り
も
一

般
的
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
ガ
イ
ド
の
認
知
度

も
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
ま
し
た
。

　2
0
0
7
年
当
時
は
ガ
イ
ド
と
い
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、
お
客
様
か
ら
「
ガ
イ
ド
が

有
料
な
の
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近
年
で
は
そ
の
よ

う
な
声
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。

　日
本
全
国
で
、
プ
ロ
と
し
て
対
価
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
見
合
う
内
容
を
提
供
す
る
ガ
イ
ド

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
左
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状

　コ
ロ
ナ
禍
は
、
上
高
地
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　上
高
地
エ
リ
ア
の
訪
問
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
2
0
1
9
年
に
比
べ
、
2
0
2
0
年
で
約
3

割
5
分
、
2
0
2
1
年
で
約
4
割
。

　ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
人
気
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
上
高
地
は
首
都
圏
か
ら
距
離
が
あ
り
日

帰
り
旅
行
が
タ
イ
ト
な
こ
と
や
、
マ
イ
カ
ー
規

制
に
よ
り
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
必
要
な
こ

と
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
外
に
も
天
候
不
順
な
ど

の
影
響
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。　し

か
し
応
援
の
気
持
ち
で
来
て
く
だ
さ
る
お

客
様
も
多
く
、
売
上
の
落
ち
込
み
は
訪
問
者
数

の
減
少
幅
か
ら
す
れ
ば
ま

だ
小
さ
く
済
ん
で
い
ま
す
。

　何
よ
り
、
2
シ
ー
ズ
ン

連
続
で
地
域
か
ら
感
染
者

を
出
さ
ず
に
営
業
で
き
て

い
る
こ
と
は
、
お
客
様
と

全
関
係
者
の
ご
協
力
の
賜

物
で
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
限
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で
す
。
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た
、
こ
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コ
ロ
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禍
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な
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ジ
の
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も
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に
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聴
し
な
が
ら
解
説
を
聴
い
て
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た
だ
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で
、
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1
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は
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回
実
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し
、
延
べ
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0
0
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ほ
ど
の
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加
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が
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押
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て
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施
で
し
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ロ
ナ
禍
と
は
別
に
、
上
高
地
に
来
ら
れ
な
い

方
に
上
高
地
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
は
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　上
高
地
は
も
と
も
と
大
雨
な
ど
の
自
然
現
象

の
影
響
を
受
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や
す
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土
地
柄
で
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量
規
制

の
通
行
止
め
な
ど
で
お
客
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を
お
迎
え
で
き
な

い
時
期
が
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に
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数
回
あ
り
ま
す
。
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た
、
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街
地
か
ら
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離
が
あ
る
こ
と
、
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く
こ
と
が
観
光
の
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体
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
誰
も
が
頻
繁
に
訪
れ
る
こ
と
が
難
し
い
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。
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ン
ラ
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ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
が
、
こ
の
壁

を
取
り
払
い
、
よ
り
多
く
の
方
に
上
高
地
の
魅
力

を
伝
え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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後
に
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と
し
て
、
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外
か
ら
の
お
客
様
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
雇
用
も
長
年
の
課

題
で
す
。
上
高
地
エ
リ
ア
で
働
く
に
あ
た
っ
て

は
住
み
込
み
が
基
本
で
あ
り
、
ま
た
一
年
の
う

ち
半
年
間
は
休
業
期
間
で
す
。
そ
の
た
め
ス

タ
ッ
フ
の
雇
用
期
間
が
短
く
途
切
れ
が
ち
で
、

ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
を
目
指
す
上
で
の
ハ
ー
ド

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　い
ず
れ
も
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
で
す

が
、
お
客
様
の
一
人
一
人
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
た
く
さ
ん
の
方
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
形
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。
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　大
杉
谷
自
然
学
校
は
三
重
県
大
台
町
の
最
奥

部
、
大
杉
谷
地
区
に
あ
る
廃
校
を
拠
点
に
す
る

教
育
団
体
で
あ
る
。
主
な
活
動
場
所
で
あ
る
大

杉
谷
地
区
は
一
級
河
川
宮
川
の
源
流
及
び
上
流

域
に
位
置
し
、
一
部
が
吉
野
熊
野
国
立
公
園
、
全

体
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
な
ど

自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
率
が

70
%
を
超
え
る
限
界
集
落
だ
。
大
杉
谷
自
然
学

校
は
2
0
0
1
年
4
月
に
開
校
し
、
今
年
21
年
目

を
迎
え
る
。
常
勤
職
員
が
6
名（
地
域
お
こ
し
協

力
隊
1
名
含
む
）と
非
常
勤
職
員
7
名
が
働
く
。

大
杉
谷
自
然
学
校
で

働
く
ま
で

　筆
者
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
台
町
だ
。
小
学

校
へ
は
往
復
1
時
間
以
上
か
け
て
徒
歩
通
学

し
、
川
で
泳
ぎ
、
野
山
を
駆
け
回
る
子
供
時
代

を
過
ご
し
た
。
高
校
か
ら
は
町
を
離
れ
、
大
学

を
卒
業
し
た
1
9
9
5
年
か
ら
3
年
間
は
青
年

海
外
協
力
隊
理
数
科
教
師
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
活
動
し
た
。
帰
国
後
は
（
公
社
）
日
本
環
境

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
自
然
学
校
指
導
者
養
成
講
座

を
受
講
し
、
北
海
道
に
あ
る
ぶ
な
の
森
自
然
学

校
で
1
年
間
の
O
J
T
を
受
け
、
自
然
学
校

の
運
営
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
。
そ
し
て

2
0
0
0
年
に
廃
校
し
た
大
杉
小
学
校
を
活
用

し
た
大
杉
谷
自
然
学
校
で
2
0
0
1
年
の
開
校

と
同
時
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
杉
谷
自
然
学
校
の

事
業
内
容

　大
杉
谷
自
然
学
校
は
地
域
を
生
か
し
た
環
境

教
育
を
テ
ー
マ
に
自
然
体
験
、歴
史
文
化
体
験
、

学
校
教
育
を
は
じ
め
、
エ
コ
ツ
ア
ー
や
人
材
育

成
、
自
然
環
境
の
調
査
研
究
等
を
実
施
し
て
い

る
。
近
年
で
は
移
住
促
進
事
業
や
柚
子
の
収
穫

を
観
光
客
に
お
手
伝
い
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
お
茶
畑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

な
ど
過
疎
高
齢
地
域
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
も
積
極
的
に
進

め
る
。
そ
の
他
、
熊
野
古
道
令

和
道
2
5
0
㎞
再
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
伊
勢
湾
か
ら
上
流
域
ま

で
川
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
と

す
る
環
境
配
慮
型
の
公
共
工
事
の
推
進
な
ど
活

動
は
多
岐
に
渡
る
。

間
伐
か
ら
代
金
を
得
る
ま
で

行
う
総
合
学
習

　一
人
で
も
多
く
の
人
に
地
域
を
楽
し
ん
で
好

き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
考
え
、
子
供
た
ち
が
学

ぶ
機
会
を
平
等
に
得
ら
れ
る
学
校
教
育
に
は
特

に
力
を
注
い
で
い
る
。
森
林
環
境
教
育
や
伝
統

漁
法
し
ゃ
く
り
の
継
承
、
豪
雨
被
災
経
験
を
元

に
し
た
防
災
教
育
等
の
体
験
学
習
を
町
内
の
学

校
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
中
で
も

一
番
長
く
20
年
間
も
毎
年
継
続
し
て
い
る
の
が

町
内
の
小
学
4
年
生
が
行
う
林
業
体
験
で
あ
る
。

森
林
組
合
の
指
導
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が
自
ら

間
伐
、
皮
む
き
、
搬
出
を
し
、
市
場
で
販
売
し

代
金
を
得
て
、
そ
の
お
金
を
使
う
ま
で
を
1
年

間
の
総
合
学
習
で
挑
戦
す
る
。
自
分
た
ち
が
間

伐
し
た
後
の
山
が
ど
れ
だ
け
健
康
で
い
い
山
に

な
っ
た
か
等
を
市
場
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
な
ど
主

上
：
伝
統
漁
法
し
ゃ
く
り
体
験

　下
：
五
右
衛
門
風
呂
焚
き
の
様
子

小学生がつくる未来の森

体
的
に
関
わ
る
行
動
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
林

業
体
験
を
元
に
、
間
伐
と
積
み
込
み
作
業
を
1

日
で
実
施
、
後
日
競
り
の
様
子
を
リ
モ
ー
ト
中

継
し
、
売
り
上
げ
を
学
校
に
寄
付
す
る
と
い
う

修
学
旅
行
向
け
メ
ニ
ュ
ー
も
開
発
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ぜ
ひ
多
く
の
学
校
に

大
台
町
に
来
て
欲
し
い
。

地
域
を
生
か
し
た

環
境
教
育
効
果
の
事
例

　当
校
に
は
五
右
衛
門
風
呂
が
あ
り
、
焚
き
方

を
80
代
の
地
域
講
師
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
あ
る
日
、
薪
が
湿
っ
て
い
て
着
火
に
苦

労
し
た
日
が
あ
っ
た
。
講
師
は
「
わ
し
は
3
6
5

日
毎
日
薪
で
風
呂
焚
い
と
る
で
、
1
日
も
同
じ

日
は
な
い
。
水
の
温
度
や
薪
の
湿
り
気
に
合
わ

せ
て
最
も
少
な
い
燃
料
で
早
く
焚
け
る
よ
う
に

自
分
が
自
然
に
合
わ
せ
て
加
減
し
と
る
」
と
言

わ
れ
た
。
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
と
い
う
の

は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
如
何
と
も

し
が
た
い
自
然
や
地
域
の
仕
組
み
と
ど
う
折
り

合
い
を
付
け
て
い
く
か
の
毎
日
な
の
だ
ろ
う
。

自
然
を
感
じ
る
力
や
試
行
錯
誤
す
る
意
欲
、
如

何
と
も
し
が
た
い
相
手
に
対
す
る
忍
耐
等
を
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
人
生
が
滲
む
。
1
日
だ
け

の
薪
風
呂
焚
き
体
験
の
振
り
返
り
で
は
、
面
白

さ
が
勝
り
苦
労
が
小
さ
い
た
め
、
ボ
タ
ン
一
つ

で
毎
日
同
じ
温
度
の
お
湯
が
出
る
便
利
さ
に
感

謝
す
る
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

だ
が
、
地
域
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
実
は
便
利

な
社
会
や
サ
ー
ビ
ス
と
引
き
か
え
に
大
切
な
も

の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
気

づ
か
さ
れ
る
。
地
域
を
生
か
し
た
環
境
教
育
で

は
、
地
域
を
紐
解
き
読
み
取
る
こ
と
か
ら
自
分

な
り
の
学
び
を
得
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　数
百
年
の
歴
史
や
文
化
を
連
綿
と
継
承
し
て

い
る
生
き
る
叡
智
と
も
言
え
る
大
杉
谷
地
域
の

人
々
だ
が
、
2
0
0
1
年
当
初
は
約
50
%
だ
っ

た
高
齢
化
率
が
現
在
70
%
を
超
え
る
。
残
念
な

こ
と
だ
が
地
域
の
方
た
ち
と
は
た
く
さ
ん
の
別

れ
を
経
験
し
て
き
た
。
だ
か
ら
今
こ
そ
地
域
社

会
へ
で
か
け
る
べ
き
だ
と
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。「
地
域
が
存
続
し
て
い
る
今
、
会
い
に

来
て
く
だ
さ
い
」。

地
域
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る

　失
わ
れ
て
い
く
地
域
の
姿
や
事
象
を
少
し
で

も
留
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
伝
統
文
化
の
継

承
や
記
録
か
ら
、
聞
き
取
り
結
果
を
一
つ
紹
介

す
る
。「
水
は
ど
こ
ま
で
も
ス
イ
ス
イ（
透
き
通
っ

て
き
れ
い
）
で
、
20
m
先
ま
で
見
え
た
。
捕
っ
て

も
捕
っ
て
も
鮎
は
湧
い
て
き

よ
っ
て
、
川
に
は
足
の
踏
み

場
も
な
か
っ
た
」。
今
か
ら
70

年
前
の
宮
川
の
様
子
で
あ
る
。

実
は
昭
和
30
年
代
に
上
流
と

中
流
に
相
次
い
で
建
設
さ
れ

た
ダ
ム
の
影
響
と
流
域
の
人

工
林
化
、
気
象
変
動
な
ど
い

く
つ
か
の
原
因
と
相
ま
っ
て

か
、
現
在
60
代
以
上
の
方
々

が
知
る
昔
の
宮
川
の
面
影
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
宮
川
上
流

大
西
か
お
り
（
N
P
O
法
人 

大
杉
谷
自
然
学
校 

校
長
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

三
重
・
大
台
町

ガ
イ
ド
と
は
、

地
域
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
紐
解
き
、

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を
手
渡
す
仕
事

9

域
の
鮎
は
全
て
養
殖
し
て
放
流
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
し
、
河
畔
林
は
消
え
川
の
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
、
水
の
透
明
度
も
落
ち
た
。
し
か
し
観

光
情
報
等
で
は
「
日
本
一
美
し
い
宮
川
」
の
文
字

が
躍
る
。
今
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
宮
川
は
今

で
も
十
分
美
し
い
川
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
昔
の
宮
川
を
知
れ
ば
、
も
し
取
り
戻

せ
る
な
ら
と
誰
し
も
思
う
だ
ろ
う
。
伝
統
漁
法

の
聞
き
取
り
記
録
に
は
現
在
の
宮
川
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
、
命
に
溢
れ
た
か
つ
て
の
美

し
い
宮
川
の
姿
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
昔
の
宮
川

の
本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
は
地
域
の
こ
と
を

紐
解
く
ガ
イ
ド
の
真
骨
頂
だ
。
ガ
イ
ド
は
現
地

で
川
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
人
の
心
に
、
過
去
か

ら
未
来
へ
と
続
く
さ
ら
な
る
宮
川
の
美
し
さ
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　「川
は
命
の
次
に
大
事
や
」
と
は
地
域
の
方

の
言
葉
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
川
を
愛
し
誇
り
を

持
っ
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
当
時
の

宮
川
の
姿
や
河
川
文
化
を
将
来
的
に
取
り
戻
す

こ
と
が
当
校
の
悲
願
で
あ
る
。

　人
と
自
然
が
共
生
し
て
い
た
証
は
地
域
の

人
、
文
化
や
事
象
に
、
あ
た
か
も
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
よ
う
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

私
た
ち
は
そ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
、

保
存
さ
れ
た
情
報
を
自
分
な
り
に
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
情
報
は
必
ず
や
今
を
生
き

る
人
の
未
来
に
効
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
。

　だ
か
ら
筆
者
に
と
っ
て
の
ガ
イ
ド
業
と
は
、

何
百
年
も
人
と
自
然
が
共
生
し
て
き
た
地
域
の

叡
智
を
伝
え
る
仕
事
で
あ
り
、
新
し
い
社
会
や

未
来
を
作
る
ヒ
ン
ト
を
手
渡
し
て
い
く
こ
と
な

の
で
あ
る
。
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　大
杉
谷
自
然
学
校
は
三
重
県
大
台
町
の
最
奥

部
、
大
杉
谷
地
区
に
あ
る
廃
校
を
拠
点
に
す
る

教
育
団
体
で
あ
る
。
主
な
活
動
場
所
で
あ
る
大

杉
谷
地
区
は
一
級
河
川
宮
川
の
源
流
及
び
上
流

域
に
位
置
し
、
一
部
が
吉
野
熊
野
国
立
公
園
、
全

体
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
な
ど

自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
率
が

70
%
を
超
え
る
限
界
集
落
だ
。
大
杉
谷
自
然
学

校
は
2
0
0
1
年
4
月
に
開
校
し
、
今
年
21
年
目

を
迎
え
る
。
常
勤
職
員
が
6
名（
地
域
お
こ
し
協

力
隊
1
名
含
む
）と
非
常
勤
職
員
7
名
が
働
く
。

大
杉
谷
自
然
学
校
で

働
く
ま
で

　筆
者
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
台
町
だ
。
小
学

校
へ
は
往
復
1
時
間
以
上
か
け
て
徒
歩
通
学

し
、
川
で
泳
ぎ
、
野
山
を
駆
け
回
る
子
供
時
代

を
過
ご
し
た
。
高
校
か
ら
は
町
を
離
れ
、
大
学

を
卒
業
し
た
1
9
9
5
年
か
ら
3
年
間
は
青
年

海
外
協
力
隊
理
数
科
教
師
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
活
動
し
た
。
帰
国
後
は
（
公
社
）
日
本
環
境

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
自
然
学
校
指
導
者
養
成
講
座

を
受
講
し
、
北
海
道
に
あ
る
ぶ
な
の
森
自
然
学

校
で
1
年
間
の
O
J
T
を
受
け
、
自
然
学
校

の
運
営
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
。
そ
し
て

2
0
0
0
年
に
廃
校
し
た
大
杉
小
学
校
を
活
用

し
た
大
杉
谷
自
然
学
校
で
2
0
0
1
年
の
開
校

と
同
時
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
杉
谷
自
然
学
校
の

事
業
内
容

　大
杉
谷
自
然
学
校
は
地
域
を
生
か
し
た
環
境

教
育
を
テ
ー
マ
に
自
然
体
験
、歴
史
文
化
体
験
、

学
校
教
育
を
は
じ
め
、
エ
コ
ツ
ア
ー
や
人
材
育

成
、
自
然
環
境
の
調
査
研
究
等
を
実
施
し
て
い

る
。
近
年
で
は
移
住
促
進
事
業
や
柚
子
の
収
穫

を
観
光
客
に
お
手
伝
い
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
お
茶
畑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

な
ど
過
疎
高
齢
地
域
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
も
積
極
的
に
進

め
る
。
そ
の
他
、
熊
野
古
道
令

和
道
2
5
0
㎞
再
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
伊
勢
湾
か
ら
上
流
域
ま

で
川
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
と

す
る
環
境
配
慮
型
の
公
共
工
事
の
推
進
な
ど
活

動
は
多
岐
に
渡
る
。

間
伐
か
ら
代
金
を
得
る
ま
で

行
う
総
合
学
習

　一
人
で
も
多
く
の
人
に
地
域
を
楽
し
ん
で
好

き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
考
え
、
子
供
た
ち
が
学

ぶ
機
会
を
平
等
に
得
ら
れ
る
学
校
教
育
に
は
特

に
力
を
注
い
で
い
る
。
森
林
環
境
教
育
や
伝
統

漁
法
し
ゃ
く
り
の
継
承
、
豪
雨
被
災
経
験
を
元

に
し
た
防
災
教
育
等
の
体
験
学
習
を
町
内
の
学

校
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
中
で
も

一
番
長
く
20
年
間
も
毎
年
継
続
し
て
い
る
の
が

町
内
の
小
学
4
年
生
が
行
う
林
業
体
験
で
あ
る
。

森
林
組
合
の
指
導
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が
自
ら

間
伐
、
皮
む
き
、
搬
出
を
し
、
市
場
で
販
売
し

代
金
を
得
て
、
そ
の
お
金
を
使
う
ま
で
を
1
年

間
の
総
合
学
習
で
挑
戦
す
る
。
自
分
た
ち
が
間

伐
し
た
後
の
山
が
ど
れ
だ
け
健
康
で
い
い
山
に

な
っ
た
か
等
を
市
場
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
な
ど
主

上
：
伝
統
漁
法
し
ゃ
く
り
体
験

　下
：
五
右
衛
門
風
呂
焚
き
の
様
子

小学生がつくる未来の森

体
的
に
関
わ
る
行
動
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
林

業
体
験
を
元
に
、
間
伐
と
積
み
込
み
作
業
を
1

日
で
実
施
、
後
日
競
り
の
様
子
を
リ
モ
ー
ト
中

継
し
、
売
り
上
げ
を
学
校
に
寄
付
す
る
と
い
う

修
学
旅
行
向
け
メ
ニ
ュ
ー
も
開
発
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ぜ
ひ
多
く
の
学
校
に

大
台
町
に
来
て
欲
し
い
。

地
域
を
生
か
し
た

環
境
教
育
効
果
の
事
例

　当
校
に
は
五
右
衛
門
風
呂
が
あ
り
、
焚
き
方

を
80
代
の
地
域
講
師
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
あ
る
日
、
薪
が
湿
っ
て
い
て
着
火
に
苦

労
し
た
日
が
あ
っ
た
。
講
師
は
「
わ
し
は
3
6
5

日
毎
日
薪
で
風
呂
焚
い
と
る
で
、
1
日
も
同
じ

日
は
な
い
。
水
の
温
度
や
薪
の
湿
り
気
に
合
わ

せ
て
最
も
少
な
い
燃
料
で
早
く
焚
け
る
よ
う
に

自
分
が
自
然
に
合
わ
せ
て
加
減
し
と
る
」
と
言

わ
れ
た
。
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
と
い
う
の

は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
如
何
と
も

し
が
た
い
自
然
や
地
域
の
仕
組
み
と
ど
う
折
り

合
い
を
付
け
て
い
く
か
の
毎
日
な
の
だ
ろ
う
。

自
然
を
感
じ
る
力
や
試
行
錯
誤
す
る
意
欲
、
如

何
と
も
し
が
た
い
相
手
に
対
す
る
忍
耐
等
を
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
人
生
が
滲
む
。
1
日
だ
け

の
薪
風
呂
焚
き
体
験
の
振
り
返
り
で
は
、
面
白

さ
が
勝
り
苦
労
が
小
さ
い
た
め
、
ボ
タ
ン
一
つ

で
毎
日
同
じ
温
度
の
お
湯
が
出
る
便
利
さ
に
感

謝
す
る
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

だ
が
、
地
域
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
実
は
便
利

な
社
会
や
サ
ー
ビ
ス
と
引
き
か
え
に
大
切
な
も

の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
気

づ
か
さ
れ
る
。
地
域
を
生
か
し
た
環
境
教
育
で

は
、
地
域
を
紐
解
き
読
み
取
る
こ
と
か
ら
自
分

な
り
の
学
び
を
得
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　数
百
年
の
歴
史
や
文
化
を
連
綿
と
継
承
し
て

い
る
生
き
る
叡
智
と
も
言
え
る
大
杉
谷
地
域
の

人
々
だ
が
、
2
0
0
1
年
当
初
は
約
50
%
だ
っ

た
高
齢
化
率
が
現
在
70
%
を
超
え
る
。
残
念
な

こ
と
だ
が
地
域
の
方
た
ち
と
は
た
く
さ
ん
の
別

れ
を
経
験
し
て
き
た
。
だ
か
ら
今
こ
そ
地
域
社

会
へ
で
か
け
る
べ
き
だ
と
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。「
地
域
が
存
続
し
て
い
る
今
、
会
い
に

来
て
く
だ
さ
い
」。

地
域
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る

　失
わ
れ
て
い
く
地
域
の
姿
や
事
象
を
少
し
で

も
留
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
伝
統
文
化
の
継

承
や
記
録
か
ら
、
聞
き
取
り
結
果
を
一
つ
紹
介

す
る
。「
水
は
ど
こ
ま
で
も
ス
イ
ス
イ（
透
き
通
っ

て
き
れ
い
）
で
、
20
m
先
ま
で
見
え
た
。
捕
っ
て

も
捕
っ
て
も
鮎
は
湧
い
て
き

よ
っ
て
、
川
に
は
足
の
踏
み

場
も
な
か
っ
た
」。
今
か
ら
70

年
前
の
宮
川
の
様
子
で
あ
る
。

実
は
昭
和
30
年
代
に
上
流
と

中
流
に
相
次
い
で
建
設
さ
れ

た
ダ
ム
の
影
響
と
流
域
の
人

工
林
化
、
気
象
変
動
な
ど
い

く
つ
か
の
原
因
と
相
ま
っ
て

か
、
現
在
60
代
以
上
の
方
々

が
知
る
昔
の
宮
川
の
面
影
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
宮
川
上
流

大
西
か
お
り
（
N
P
O
法
人 

大
杉
谷
自
然
学
校 

校
長
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

三
重
・
大
台
町

ガ
イ
ド
と
は
、

地
域
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
紐
解
き
、

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を
手
渡
す
仕
事

9

域
の
鮎
は
全
て
養
殖
し
て
放
流
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
し
、
河
畔
林
は
消
え
川
の
環
境
は
大
き
く

変
わ
り
、
水
の
透
明
度
も
落
ち
た
。
し
か
し
観

光
情
報
等
で
は
「
日
本
一
美
し
い
宮
川
」
の
文
字

が
躍
る
。
今
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
宮
川
は
今

で
も
十
分
美
し
い
川
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
昔
の
宮
川
を
知
れ
ば
、
も
し
取
り
戻

せ
る
な
ら
と
誰
し
も
思
う
だ
ろ
う
。
伝
統
漁
法

の
聞
き
取
り
記
録
に
は
現
在
の
宮
川
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
、
命
に
溢
れ
た
か
つ
て
の
美

し
い
宮
川
の
姿
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
昔
の
宮
川

の
本
来
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
は
地
域
の
こ
と
を

紐
解
く
ガ
イ
ド
の
真
骨
頂
だ
。
ガ
イ
ド
は
現
地

で
川
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
人
の
心
に
、
過
去
か

ら
未
来
へ
と
続
く
さ
ら
な
る
宮
川
の
美
し
さ
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　「川
は
命
の
次
に
大
事
や
」
と
は
地
域
の
方

の
言
葉
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
川
を
愛
し
誇
り
を

持
っ
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
当
時
の

宮
川
の
姿
や
河
川
文
化
を
将
来
的
に
取
り
戻
す

こ
と
が
当
校
の
悲
願
で
あ
る
。

　人
と
自
然
が
共
生
し
て
い
た
証
は
地
域
の

人
、
文
化
や
事
象
に
、
あ
た
か
も
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
よ
う
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

私
た
ち
は
そ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
、

保
存
さ
れ
た
情
報
を
自
分
な
り
に
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
情
報
は
必
ず
や
今
を
生
き

る
人
の
未
来
に
効
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
。

　だ
か
ら
筆
者
に
と
っ
て
の
ガ
イ
ド
業
と
は
、

何
百
年
も
人
と
自
然
が
共
生
し
て
き
た
地
域
の

叡
智
を
伝
え
る
仕
事
で
あ
り
、
新
し
い
社
会
や

未
来
を
作
る
ヒ
ン
ト
を
手
渡
し
て
い
く
こ
と
な

の
で
あ
る
。
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沖
縄
県
の
北
部
、
東
村
で
育
ち
ま
し
た
。
建

築
関
係
の
学
校
を
経
て
設
計
事
務
所
に
就
職
し

た
の
で
す
が
、
家
の
仕
事
を
手
伝
う
感
覚
で
、

父
が
代
表
を
務
め
る
「
や
ん
ば
る
自
然
塾
」
の

ガ
イ
ド
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今

に
至
り
ま
す
。
こ
の
間
、
地
域
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
間
が
、
地
域
の
こ
と
を
語
る
こ
と
の
重
要

性
を
お
客
様
か
ら
気
づ
か
さ
れ
、
教
わ
り
ま
し

た
。

　
や
ん
ば
る
自
然
塾
は
1
9
9
9
年
の
設
立

で
、
現
在
は
私
が
社
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
他

に
N
P
O
法
人
東
村
観
光
推
進
協
議
会
の
理
事

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
長
、
慶
佐
次
区
代
議

委
員
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

部
会
で
は
東
村
ガ
イ
ド
条
例
を
１
年
か
け
て
作

り
上
げ
、
今
は
行
政
と
地
域
事
業
者
と
の
あ
い

だ
で
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
の

活
動
も
あ
わ
せ
て
、
活
発
な
部
会
運
営
に
奮
闘

中
で
す
。

　
そ
も
そ
も
当
社
は
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
で
す
。
東
村
の
慶
佐
次

と
い
う
集
落
で
の
仕
事
は
限
ら
れ
て
お
り
、
若

い
人
た
ち
は
地
元
か
ら
離
れ
、
過
疎
化
が
進
む

状
況
で
し
た
。そ
の
対
策
を
地
域
の
中
で
考
え
、

カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
そ
ん
な
遊
び
み
た
い
な
も
の
で
ど
う
や
っ

て
本
当
に
う
ま
く
い
く
の
か
、
計
画
を
立
て
る

ま
で
は
、
大
き
な
投
資
は
な
か
っ
た
が
、
実
際

に
計
画
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
批
判
も
あ
り

地
域
で
運
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。
そ
う
こ
う
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
数
人
の

仲
間
が
カ
ヤ
ッ
ク
の
購
入
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
個
人
で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

満
潮
時
に
し
か
行
け
な
い
、

カ
ヤ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば

見
え
な
い
景
色
が
あ
る

　
人
数
を
8
人
ま
で
に
制
限
、
満
潮
時
の
み
催

行
す
る
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
と
し
て

『
慶
佐
次
川
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
体
験
』（
所

要
時
間
3
時
間
）を
開
始
し
ま
し
た
が
、ツ
ア
ー

参
加
者
ど
こ
ろ
か
、
当
時
は
あ
た
り
に
観
光
客

の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
2
、
3
年
目
に
な
る
と
県
外
高
校

の
修
学
旅
行
や
、
県
内
の
各
種
団
体
や
小
学
生

の
体
験
学
習
な
ど
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
き
た

の
で
す
。
2
0
0
3
年
7
月
に
法
人
と
な
り
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
個
人
向
け
6
コ
ー
ス
、
修

学
旅
行
・
グ
ル
ー
プ
向
け
10
コ
ー
ス
、
合
わ
せ

て
16
に
ま
で
拡
大
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

あ
っ
て
、
慶
佐
次
川
下
流
に
あ
る
東
村
ふ
れ
あ

い
ヒ
ル
ギ
公
園
を
訪
れ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
楽

し
む
観
光
客
は
10
万
人
余
り
に
な
り
、
慶
佐
次

地
区
は
少
し
ず
つ
活
気
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
で
は
常
勤
ス
タ
ッ
フ
は
私
を
含
め
て
7
人
、

非
常
勤
は
5
人
の
体
制
で
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
る
と
お
客
様
の
数

は
1
／
3
以
下
に
減
り
ま
し
た
が
、
環
境
に
対

す
る
興
味
や
意
識
を
持
っ
た
方
の
割
合
は
高
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
な
い
の
で
す

が
、メ
ー
ル
や
電
話
で「
応
援
し
て
い
ま
す
」「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
を
も
ら
い
、
そ

れ
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
や
ん
ば
る
自
然
塾
の
人
気
の
ツ
ア
ー
は
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
で
す
。
満
潮
時
に
し

か
入
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の
ツ
ア
ー

の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
都
合
で
は
な
く

自
然
に
合
わ
せ
る
！
　
森
や
海
に
入
る
時
に
は

そ
の
場
所
に
住
む
生
き
物
に
配
慮
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
　
と
い
う
具
合
に
お
客
様
に
も
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヤ
ッ
ク

ツ
ア
ー
は
強
制
的
に
自
然
に
合
わ
せ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
自
然
に
優
し
い
ツ
ア
ー
だ
と
言

え
ま
す
。
そ
し
て
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
ら
な
い
と
見

え
な
い
景
色
、
感
じ
取
れ
な
い
感
覚
が
あ
り
、

非
日
常
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　
毎
日
同
じ
場
所
を
案
内
し
て
い
て
も
、季
節
、

時
間
帯
、
天
気
で
変
わ
る
環
境
に
対
応
し
、
時

に
は
自
分
の
考
え
を
話
し
、
時
に
は
お
客
様
の

考
え
に
寄
り
添
う
。
自
分
の
芯
を
持
ち
、
押
し

付
け
で
は
な
く
、
さ
り
げ
な
く
共
感
し
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
想
い
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
が
何
を
求
め
て
こ
の
体
験
を
し
て
い
る
の

か
。
癒
し
、
レ
ジ
ャ
ー
、
学
び
。
そ
れ
を
察
知
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
案
内
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
家
族
旅
行
や
修
学
旅
行
で
は
、
大
人
の
都
合

や
、
多
数
決
で
参
加
が
決
ま
り
、
必
ず
し
も
自

然
体
験
を
希
望
し
な
い
の
に
参
加
し
た
人
が
、

体
験
終
了
後
に
は
生
き
生
き
し
た
表
情
で
、

も
っ
と
や
り
た
い
！
　
ま
た
や
り
た
い
！
　
と

言
っ
て
く
れ
た
時
に
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

（
面
白
さ
）
を
感
じ
ま
す
。
究
極
は
セ
ン
ス
オ

ブ
ワ
ン
ダ
ー
の
物
語
の
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
何

も
語
ら
ず
、
参
加
者
が
自
分
で
自
然
を
感
じ
、

自
然
と
会
話
し
、
感
動
す
る
。
ガ
イ
ド
は
そ
の

お
手
伝
い
（
演
出
）
を
す
る
。
そ
ん
な
ツ
ア
ー

カヤックに乗らなければ見えない景色、感じ取れない感覚がある

やんばる自然塾のツアーは自然に優しいツアー

が
で
き
た
ら
い
ー
な
ー
。

　
4
年
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
研
修
に
行
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ガ
イ
ド
業
を
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
に
子
供
た
ち
の

憧
れ
の
職
業
に
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
状
は
地
域
貢
献
、
自
然
保
護
に

使
命
感
を
持
っ
た
人
、
い
わ
ゆ
る
「
変
人
」
の

集
ま
り
が
ガ
イ
ド
業
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

環
境
に
優
し
く
、

安
全
で
感
動
的
な

自
然
体
験
に
は
、

そ
れ
な
り
の
不
便
が
あ
る

　
最
近
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G
s

や
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
ガ
イ
ド
業
の
現
実
は
、
少
し

で
も
安
い
と
こ
ろ
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
と
こ

ろ
、
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
く
れ
る
と
こ

ろ
に
お
客
さ
ん
が
集
中
。
安
心
安
全
や
環
境
保

全
は
後
回
し
。
そ
れ
が
低
価
格
で
、
自
然
環
境

に
配
慮
の
足
り
な
い
ツ
ア
ー
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に
優
し
く
、
自
分
に
厳

し
い
ル
ー
ル
を
敷
い
て
頑
張
っ
て
い
る
ガ
イ
ド

や
ガ
イ
ド
会
社
が
、
苦
し
い
思
い
を
し
た
り
、

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
然

環
境
を
守
り
つ
つ
、
安
心
安
全
を
担
保
す
る
に

は
そ
れ
な
り
の
不
便
が
あ
る
の
で
す
。

　
東
村
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
で
、
月

に
1
回
、
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
と
フ
ィ
ー
ル
ド
清

掃
を
行
い
、
昨
年
は
県
事
業
と
し
て
外
来
種
駆

除
作
業
を
10
回
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

村
の
祭
り
で
無
料
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を
し
た
り
、

慶
佐
次
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
名
で
フ
ィ
ー
ル
ド

の
安
全
や
自
然
環
境
に
優
し
い
活
用
を
促
す
活

動
を
し
た
り
、
環
境
協
力
金
の
制
度
を
導
入
し

て
参
加
者
が
支
払
う
体
験
費
の
一
部
を
地
域
や

関
係
団
体
に
寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
促
進
す
る

よ
う
な
条
例
を
制
定
し
、
環
境
と
地
域
業
者
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
や
そ
の
土
地
に
住
む
人
々
に
配
慮

し
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。
そ

し
て
安
売
り
せ
ず
に
、
参
加
者
の
心
を
動
か
す

体
験
、
お
客
様
に
感
動
を
提
供
で
き
る
努
力
を

続
け
る
。そ
う
し
た
こ
と
が
業
界
内
に
広
が
り
、

さ
ら
に
社
会
全
体
に
自
然
体
験
ツ
ア
ー
に
対
す

島
袋
裕
也
（
有
限
会
社
や
ん
ば
る
自
然
塾 

代
表
取
締
役
社
長
）

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

ガ
イ
ド
業
を
、

子
ど
も
た
ち
の

憧
れ
の
職
業
に

し
た
い

沖
縄
・
国
頭
郡
東
村

10

る
考
え
方
が
波
及
す
る
。
そ
れ
が
安
定
し
た
収

入
に
つ
な
が
り
、
若
い
人
の
目
指
す
業
種
に

な
っ
て
い
け
ば
… 
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
ま
す
。
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沖
縄
県
の
北
部
、
東
村
で
育
ち
ま
し
た
。
建

築
関
係
の
学
校
を
経
て
設
計
事
務
所
に
就
職
し

た
の
で
す
が
、
家
の
仕
事
を
手
伝
う
感
覚
で
、

父
が
代
表
を
務
め
る
「
や
ん
ば
る
自
然
塾
」
の

ガ
イ
ド
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
今

に
至
り
ま
す
。
こ
の
間
、
地
域
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
間
が
、
地
域
の
こ
と
を
語
る
こ
と
の
重
要

性
を
お
客
様
か
ら
気
づ
か
さ
れ
、
教
わ
り
ま
し

た
。

　
や
ん
ば
る
自
然
塾
は
1
9
9
9
年
の
設
立

で
、
現
在
は
私
が
社
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
他

に
N
P
O
法
人
東
村
観
光
推
進
協
議
会
の
理
事

と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
長
、
慶
佐
次
区
代
議

委
員
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

部
会
で
は
東
村
ガ
イ
ド
条
例
を
１
年
か
け
て
作

り
上
げ
、
今
は
行
政
と
地
域
事
業
者
と
の
あ
い

だ
で
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
の

活
動
も
あ
わ
せ
て
、
活
発
な
部
会
運
営
に
奮
闘

中
で
す
。

　
そ
も
そ
も
当
社
は
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
で
す
。
東
村
の
慶
佐
次

と
い
う
集
落
で
の
仕
事
は
限
ら
れ
て
お
り
、
若

い
人
た
ち
は
地
元
か
ら
離
れ
、
過
疎
化
が
進
む

状
況
で
し
た
。そ
の
対
策
を
地
域
の
中
で
考
え
、

カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
す

が
、
そ
ん
な
遊
び
み
た
い
な
も
の
で
ど
う
や
っ

て
本
当
に
う
ま
く
い
く
の
か
、
計
画
を
立
て
る

ま
で
は
、
大
き
な
投
資
は
な
か
っ
た
が
、
実
際

に
計
画
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
批
判
も
あ
り

地
域
で
運
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。
そ
う
こ
う
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
数
人
の

仲
間
が
カ
ヤ
ッ
ク
の
購
入
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
個
人
で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

満
潮
時
に
し
か
行
け
な
い
、

カ
ヤ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば

見
え
な
い
景
色
が
あ
る

　
人
数
を
8
人
ま
で
に
制
限
、
満
潮
時
の
み
催

行
す
る
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
と
し
て

『
慶
佐
次
川
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
体
験
』（
所

要
時
間
3
時
間
）を
開
始
し
ま
し
た
が
、ツ
ア
ー

参
加
者
ど
こ
ろ
か
、
当
時
は
あ
た
り
に
観
光
客

の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
2
、
3
年
目
に
な
る
と
県
外
高
校

の
修
学
旅
行
や
、
県
内
の
各
種
団
体
や
小
学
生

の
体
験
学
習
な
ど
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
き
た

の
で
す
。
2
0
0
3
年
7
月
に
法
人
と
な
り
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
個
人
向
け
6
コ
ー
ス
、
修

学
旅
行
・
グ
ル
ー
プ
向
け
10
コ
ー
ス
、
合
わ
せ

て
16
に
ま
で
拡
大
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

あ
っ
て
、
慶
佐
次
川
下
流
に
あ
る
東
村
ふ
れ
あ

い
ヒ
ル
ギ
公
園
を
訪
れ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
楽

し
む
観
光
客
は
10
万
人
余
り
に
な
り
、
慶
佐
次

地
区
は
少
し
ず
つ
活
気
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
で
は
常
勤
ス
タ
ッ
フ
は
私
を
含
め
て
7
人
、

非
常
勤
は
5
人
の
体
制
で
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
る
と
お
客
様
の
数

は
1
／
3
以
下
に
減
り
ま
し
た
が
、
環
境
に
対

す
る
興
味
や
意
識
を
持
っ
た
方
の
割
合
は
高
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
な
い
の
で
す

が
、メ
ー
ル
や
電
話
で「
応
援
し
て
い
ま
す
」「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
を
も
ら
い
、
そ

れ
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
や
ん
ば
る
自
然
塾
の
人
気
の
ツ
ア
ー
は
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
で
す
。
満
潮
時
に
し

か
入
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の
ツ
ア
ー

の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
都
合
で
は
な
く

自
然
に
合
わ
せ
る
！
　
森
や
海
に
入
る
時
に
は

そ
の
場
所
に
住
む
生
き
物
に
配
慮
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
　
と
い
う
具
合
に
お
客
様
に
も
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヤ
ッ
ク

ツ
ア
ー
は
強
制
的
に
自
然
に
合
わ
せ
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
自
然
に
優
し
い
ツ
ア
ー
だ
と
言

え
ま
す
。
そ
し
て
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
ら
な
い
と
見

え
な
い
景
色
、
感
じ
取
れ
な
い
感
覚
が
あ
り
、

非
日
常
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　
毎
日
同
じ
場
所
を
案
内
し
て
い
て
も
、季
節
、

時
間
帯
、
天
気
で
変
わ
る
環
境
に
対
応
し
、
時

に
は
自
分
の
考
え
を
話
し
、
時
に
は
お
客
様
の

考
え
に
寄
り
添
う
。
自
分
の
芯
を
持
ち
、
押
し

付
け
で
は
な
く
、
さ
り
げ
な
く
共
感
し
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
想
い
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
が
何
を
求
め
て
こ
の
体
験
を
し
て
い
る
の

か
。
癒
し
、
レ
ジ
ャ
ー
、
学
び
。
そ
れ
を
察
知
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
案
内
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
家
族
旅
行
や
修
学
旅
行
で
は
、
大
人
の
都
合

や
、
多
数
決
で
参
加
が
決
ま
り
、
必
ず
し
も
自

然
体
験
を
希
望
し
な
い
の
に
参
加
し
た
人
が
、

体
験
終
了
後
に
は
生
き
生
き
し
た
表
情
で
、

も
っ
と
や
り
た
い
！
　
ま
た
や
り
た
い
！
　
と

言
っ
て
く
れ
た
時
に
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

（
面
白
さ
）
を
感
じ
ま
す
。
究
極
は
セ
ン
ス
オ

ブ
ワ
ン
ダ
ー
の
物
語
の
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
何

も
語
ら
ず
、
参
加
者
が
自
分
で
自
然
を
感
じ
、

自
然
と
会
話
し
、
感
動
す
る
。
ガ
イ
ド
は
そ
の

お
手
伝
い
（
演
出
）
を
す
る
。
そ
ん
な
ツ
ア
ー

カヤックに乗らなければ見えない景色、感じ取れない感覚がある

やんばる自然塾のツアーは自然に優しいツアー

が
で
き
た
ら
い
ー
な
ー
。

　
4
年
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
研
修
に
行
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ガ
イ
ド
業
を
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
に
子
供
た
ち
の

憧
れ
の
職
業
に
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
状
は
地
域
貢
献
、
自
然
保
護
に

使
命
感
を
持
っ
た
人
、
い
わ
ゆ
る
「
変
人
」
の

集
ま
り
が
ガ
イ
ド
業
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

環
境
に
優
し
く
、

安
全
で
感
動
的
な

自
然
体
験
に
は
、

そ
れ
な
り
の
不
便
が
あ
る
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や
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
ガ
イ
ド
業
の
現
実
は
、
少
し

で
も
安
い
と
こ
ろ
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
と
こ

ろ
、
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
く
れ
る
と
こ

ろ
に
お
客
さ
ん
が
集
中
。
安
心
安
全
や
環
境
保

全
は
後
回
し
。
そ
れ
が
低
価
格
で
、
自
然
環
境

に
配
慮
の
足
り
な
い
ツ
ア
ー
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
自
然
に
優
し
く
、
自
分
に
厳

し
い
ル
ー
ル
を
敷
い
て
頑
張
っ
て
い
る
ガ
イ
ド

や
ガ
イ
ド
会
社
が
、
苦
し
い
思
い
を
し
た
り
、

立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
然

環
境
を
守
り
つ
つ
、
安
心
安
全
を
担
保
す
る
に

は
そ
れ
な
り
の
不
便
が
あ
る
の
で
す
。

　
東
村
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
で
、
月

に
1
回
、
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
と
フ
ィ
ー
ル
ド
清

掃
を
行
い
、
昨
年
は
県
事
業
と
し
て
外
来
種
駆

除
作
業
を
10
回
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

村
の
祭
り
で
無
料
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を
し
た
り
、

慶
佐
次
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
名
で
フ
ィ
ー
ル
ド

の
安
全
や
自
然
環
境
に
優
し
い
活
用
を
促
す
活

動
を
し
た
り
、
環
境
協
力
金
の
制
度
を
導
入
し

て
参
加
者
が
支
払
う
体
験
費
の
一
部
を
地
域
や

関
係
団
体
に
寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
促
進
す
る

よ
う
な
条
例
を
制
定
し
、
環
境
と
地
域
業
者
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
や
そ
の
土
地
に
住
む
人
々
に
配
慮

し
、
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。
そ

し
て
安
売
り
せ
ず
に
、
参
加
者
の
心
を
動
か
す

体
験
、
お
客
様
に
感
動
を
提
供
で
き
る
努
力
を

続
け
る
。そ
う
し
た
こ
と
が
業
界
内
に
広
が
り
、

さ
ら
に
社
会
全
体
に
自
然
体
験
ツ
ア
ー
に
対
す

島
袋
裕
也
（
有
限
会
社
や
ん
ば
る
自
然
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　1
9
6
6
年
愛
知
県
に
生
ま
れ
、
裏
山
で
カ

ブ
ト
ム
シ
を
取
っ
た
り
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
た

り
す
る
環
境
で
育
つ
。
野
球
少
年
だ
っ
た
が
中

2
で
ロ
ッ
ク
に
出
会
い
、
現
在
も
細
々
と
地
元

の
祭
り
な
ど
で
バ
ン
ド
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。

短
大
の
経
営
情
報
科
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
学

び
就
職
す
る
も
の
の
、
机
の
前
に
8
時
間
も
居

続
け
る
事
な
ど
そ
も
そ
も
無
理
だ
と
思
い
は
じ

め
、
給
食
・
弁
当
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
。
小
3
で

の
ヨ
ッ
ト
を
皮
切
り
に
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

や
水
上
ス
キ
ー
な
ど
も
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　一
方
で
、「
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
沖
縄
で
！
」と
い
う

思
い
の
も
と
、
1
9
9
3
年
2
月
に
座
間
味
島
を

訪
れ
、
人
生
初
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
行
っ
た
。
お
ま

け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
3
頭
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
に
出
会
い
、
帰
宅
後
は
座
間
味
に
思
い
を

は
せ
続
け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
1
年
間
も

悩
み
続
け
た
事
は
な
く
こ
の
思
い
は
本
物
だ
と

決
め
て
、
1
年
半
後
に
座
間
味
島
に
移
住
し
た
。

　当
初
は
飲
食
業
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
レ

ス
ト
ラ
ン
で
働
く
も
の
の
、
半
年
後
に
と
あ
る

事
情
に
よ
り
一
時
解
散
。
そ
の
時
に
座
間
味
村
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会（
以
下
、
Z
W
W
A
）

の
ガ
イ
ド
募
集
チ
ラ
シ
を
見
て
、「
タ
イ
ミ
ン
グ

ば
っ
ち
り
！
」と
い
う
感
じ
で
ガ
イ
ド
と
し
て
働

く
事
と
な
っ
た
。

飲
食
業
、
事
務
局
員
、

畑
仕
事
、
そ
し
て

野
鳥
C
L
U
B

　Z
W
W
A
は
1
9
9
1
年
に
発
足
、
翌
年
か

ら
事
業
を
開
始
し
た
も
の
の
、
1
9
9
5
年
当

時
は
ま
だ
ま
だ
様
々
な
事
が
順
調
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
会
員
に
送
付
す
る
と
謳
っ
て
い
た
機

関
誌
は
発
行
す
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ク
ジ
ラ
の

数
が
ま
だ
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
が
ク
ジ
ラ
に
出
会
え
な
い

こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
任
意
団
体
で

あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
2
か
月
間
だ
け
の
営
業

だ
っ
た
が
、
年
々
内
部
の
様
々
な
こ
と
を
変
革

し
て
い
っ
た
。

　学
生
時
代
に
情
報
処
理
を
学
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
当
時
は
パ
ソ
コ

ン
通
信
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
を
使
用
し
た
P
R

活
動
を
提
案
す
る
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
話

し
が
通
じ
な
か
っ
た
。
数
年
後
、
こ
の
島
で
も

一
部
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
を

知
る
よ
う
に
な
り
、
1
9
9
9
年
に
よ
う
や
く

自
作
で
Z
W
W
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
な
る
。

　ま
た
、
沖
縄
本
島
か
ら
日
帰
り
で
訪
れ
る
事

業
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
頃
、
島
の
事
業
者
の
集

客
数
が
落
ち
込
ん
だ
の
で
、
新
た
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
物
販
事
業
を
始
め
た
。
他
に
「
ガ
イ
ド
講

習
会
」
や
「
一
人
一
鯨
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
な
ど
と
、

ほ
ぼ
「
ガ
イ
ド
」
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
様
々

な
活
動
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　春
か
ら
秋
は
海
水
浴
場
の
売
店
で
飲
食
業
、

冬
は
Z
W
W
A
事
務
局
員
、
他
に
畑
仕
事
を
し

た
り
し
て
過
ご
し
て
い
た
。
島
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
り
、
内
地
で
は
見
た
事
の
な
い
鳥
や
、
蝶

な
ど
の
昆
虫
、
花
な
ど
に
も
は
ま
っ
て
い
き
、

仲
間
た
ち
と「
座
間
味
野
鳥
C
L
U
B
」を
作
っ

た
り
、
島
の
子
供
向
け
（
特
に
幼
稚
園
）
に
「
高

月
山
探
検
」
や
「
く
じ
ら
の
お
話
し
会
」
な
ど

の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
を
見
る
こ
と
の
感
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

陸
の
野
生
生
物
に
も
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
い
と
思
っ
て
い
た
。

陸
の
自
然
観
察
ツ
ア
ー
や

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
開
始

　運
良
く
Z
W
W
A
事
務
局
員
と
し
て
島
育
ち

が
二
人
育
っ
て
き
た
の
で
、
2
0
1
9
シ
ー
ズ

ン
を
終
え
る
と
事
務
局
長
を
後
輩
へ
と
引
き
継

い
だ
。
現
在
は
広
報
委
員
長
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
し
て
2
0
2
0
年
か
ら
い
よ
い
よ
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
悪
天
候
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
場
合
な
ど
の
代
替
ツ
ア
ー
と
な
る

「
陸
域
自
然
観
察
ツ
ア
ー
」と
、
以
前
か
ら
の
懸

案
事
項
で
あ
っ
た
船
の
ツ
ア
ー
に
不
安
が
あ
る

方
へ
の「
展
望
台
か
ら
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ツ
ア
ー
」を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
途
端

に
、
世
界
的
にC

O
V
ID
-

19
が
流
行
り
、
両
ツ

ア
ー
と
も
数
回
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
の
秋
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な

る
も
の
の
存
在
を
知
っ
た
。「
な
ん
て
素
敵
な

事
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
！
1
回
1
0
0
0
円
／

1
h
で
午
前
午
後
夕
方
と
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
5
人
ず
つ
参
加
す
れ
ば
O
T
A
の
手
数
料
を

引
い
て
も
日
当
1
2
0
0
0
円
!!
」
と
思
い
、

慌
て
て
準
備
を
始
め
た
。
年
内
に
は
開
始
す
る

こ
と
が
出
来
た
も
の
の
、
実
際
に
は
じ
め
て
み

る
と
想
像
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
2
〜
3
万

円
／
月
が
続
き
月
収
30
万
円
以
上
は
程
遠
い
感

じ
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ビ
ー
チ
を
歩
い
た
り
、

夕
日
を
生
配
信
し
た
り
、
様
々
な
種
類
の
ツ

ア
ー
や
他
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
ツ
ア
ー
、
夏
休
み

の
自
由
研
究
、S

D
G
s

に
特
化
し
た
内
容
、
当

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
産
セ
ッ
ト
付
き
な
ど
も
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
12
月
に
は
30
万
円
／
月
を
超

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
副
産
物
と
し
て
自
分
の

ガ
イ
ド
ス
キ
ル
が
上
が
る
、
島
の
知
名
度
が
上

が
る
、
座
間
味
に
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

人
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

ガ
イ
ド
の
給
料
は

ま
だ
ま
だ
安
い
！

　ガ
イ
ド
と
し
て
、
ま
た
Z
W
W
A
の
事
務
局

員
な
ど
様
々
な
立
場
と
し
て
、
以
前
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
「
ガ
イ
ド
の
給
料
が
安

い
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
島
で
は
県
の
最
低
賃
金

が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
不
明
だ
。
県
全

体
と
し
て
も
、
特
に
離
島
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
の

賃
金
が
安
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
独
身
者
一
人

な
ら
賃
金
以
外
の
魅
力
も
あ
る
と
は
思
う
が
、

結
婚
な
ど
を
機
に
島
か
ら
出
て
し
ま
う
ス
タ
ッ

フ
も
多
く
見
て
き
た
。
沖
縄
だ
け
な
の
か
、
他

の
観
光
地
も
そ
う
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

し
っ
か
り
と
賃
金
を
払
い
、
長
く
働
い
て
も
ら

え
る
環
境
を
つ
く
っ
た
方
が
、
新
人
の
教
育
や

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
様
々
な
面
で
メ
リ
ッ

ト
は
多
い
と
思
う
の
だ
が
。現
在
で
は
オ
ー
ナ
ー

の
意
識
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
？

　島
民
も
観
光
客
も
「
座
間
味
と
言
え
ば
、

海
！
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
海
系
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
設
け
た
り
、
自
主
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り
、
エ

コ
ツ
ア
ー
の
要
素
で
あ
る
自
然
を
守
り
な
が
ら

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
陸
域
に
関
し

て
は
ま
だ
ま
だ
意
識
が
薄
い
よ
う
で
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
無
け
れ
ば
ガ
イ
ド
や
案
内
者
の
知
識

も
少
な
い
よ
う
だ
。
ハ
ブ
が
い
な
い
島
と
し
て

の
魅
力
も
あ
り
、海
で
遊
べ
な
い
日
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
も
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
ず
は「
カ

ラ
フ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
文

化
し
、
将
来
的
に
は
よ
り
良
い
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」

が
広
ま
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　10
代
の
頃
か
ら
色
々
な
歌
詞
に
特
に
影
響
を

受
け
て
き
た
気
が
す
る
。
い
つ
の
日
か
島
発
信

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
テ
ー
マ
の
カ
ッ
コ
い
い

ロ
ッ
ク
に
乗
せ
た
歌
詞
が
出
来
て
、
世
の
中
に

お
披
露
目
出
来
た
ら
良
い
な
ぁ
〜

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

沖
縄
・
座
間
味

大
坪
弘
和（
カ
ラ
フ
ル
ウ
ェ
ー
ブB

o
ss

、座
間
味
村
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
広
報
委
員
長
）

い
つ
の
日
か
、

座
間
味
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
に
歌
を
つ
く
り
た
い

11

島
の
子
ど
も
向
け
に「
高
月
山
探
検
」や「
く
じ
ら
の
お
話
し
会
」な
ど
も
実
施
し
て
い
る

日本クジライルカウォッチング協議会副会長、
琉球新報通信員でもある筆者

11人のプロが語る、ガイドという仕事4
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　1
9
6
6
年
愛
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県
に
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、
裏
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で
カ
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を
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ガ
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釣
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を
し
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で
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野
球
少
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だ
っ
た
が
中

2
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ク
に
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会
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、
現
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も
細
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と
地
元

の
祭
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な
ど
で
バ
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ド
演
奏
を
行
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て
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る
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大
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経
営
情
報
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ュ
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を
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就
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す
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も
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の
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の
前
に
8
時
間
も
居
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と
思
い
は
じ

め
、
給
食
・
弁
当
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で
ア
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バ
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3
で

の
ヨ
ッ
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切
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に
ウ
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ン
ド
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ー
フ
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ン

や
水
上
ス
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な
ど
も
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
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　一
方
で
、「
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
沖
縄
で
！
」と
い
う

思
い
の
も
と
、
1
9
9
3
年
2
月
に
座
間
味
島
を

訪
れ
、
人
生
初
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
行
っ
た
。
お
ま

け
に
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
3
頭
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
に
出
会
い
、
帰
宅
後
は
座
間
味
に
思
い
を

は
せ
続
け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
1
年
間
も

悩
み
続
け
た
事
は
な
く
こ
の
思
い
は
本
物
だ
と

決
め
て
、
1
年
半
後
に
座
間
味
島
に
移
住
し
た
。

　当
初
は
飲
食
業
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
レ

ス
ト
ラ
ン
で
働
く
も
の
の
、
半
年
後
に
と
あ
る

事
情
に
よ
り
一
時
解
散
。
そ
の
時
に
座
間
味
村
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会（
以
下
、
Z
W
W
A
）

の
ガ
イ
ド
募
集
チ
ラ
シ
を
見
て
、「
タ
イ
ミ
ン
グ

ば
っ
ち
り
！
」と
い
う
感
じ
で
ガ
イ
ド
と
し
て
働

く
事
と
な
っ
た
。

飲
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業
、
事
務
局
員
、

畑
仕
事
、
そ
し
て
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鳥
C
L
U
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に
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翌
年
か

ら
事
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も
の
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当

時
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ま
だ
ま
だ
様
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な
事
が
順
調
と
は
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え
な
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た
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に
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る
と
謳
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て
い
た
機

関
誌
は
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行
す
ら
さ
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お
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ず
、
ク
ジ
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の
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が
ま
だ
少
な
か
っ
た
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と
も
あ
り
、
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
が
ク
ジ
ラ
に
出
会
え
な
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こ
と
も
ま
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あ
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。
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の
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団
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で
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中
の
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間
だ
け
の
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業

だ
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た
が
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の
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と
を
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。
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に
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を
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す
る
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の
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に
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が
通
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な
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後
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の
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の
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と
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に
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く
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作
で
Z
W
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A
の
ホ
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ム
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ジ
を
立
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上

げ
る
こ
と
と
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る
。

　ま
た
、
沖
縄
本
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ら
日
帰
り
で
訪
れ
る
事
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が
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え
つ
つ
あ
る
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、
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の
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の
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数
が
落
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込
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だ
の
で
、
新
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に
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ジ
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の
物
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事
業
を
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。
他
に
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ガ
イ
ド
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会
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や
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一
人
一
鯨
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
も
関
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よ
う
に
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る
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な
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と
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ガ
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ド
」
と
は
言
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な
い
よ
う
な
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な
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に
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携
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た
。

　春
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ら
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は
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場
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で
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、
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は
Z
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員
、
他
に
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り
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て
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で
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に
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、
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、
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に
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は
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き
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仲
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た
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の
子
供
向
け
（
特
に
幼
稚
園
）
に
「
高

月
山
探
検
」
や
「
く
じ
ら
の
お
話
し
会
」
な
ど

の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
を
見
る
こ
と
の
感
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

陸
の
野
生
生
物
に
も
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
い
と
思
っ
て
い
た
。

陸
の
自
然
観
察
ツ
ア
ー
や

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
開
始

　運
良
く
Z
W
W
A
事
務
局
員
と
し
て
島
育
ち

が
二
人
育
っ
て
き
た
の
で
、
2
0
1
9
シ
ー
ズ

ン
を
終
え
る
と
事
務
局
長
を
後
輩
へ
と
引
き
継

い
だ
。
現
在
は
広
報
委
員
長
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
し
て
2
0
2
0
年
か
ら
い
よ
い
よ
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
悪
天
候
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
場
合
な
ど
の
代
替
ツ
ア
ー
と
な
る

「
陸
域
自
然
観
察
ツ
ア
ー
」と
、
以
前
か
ら
の
懸

案
事
項
で
あ
っ
た
船
の
ツ
ア
ー
に
不
安
が
あ
る

方
へ
の「
展
望
台
か
ら
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ツ
ア
ー
」を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
途
端

に
、
世
界
的
にC

O
V
ID
-

19
が
流
行
り
、
両
ツ

ア
ー
と
も
数
回
の
開
催
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
の
秋
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な

る
も
の
の
存
在
を
知
っ
た
。「
な
ん
て
素
敵
な

事
業
が
あ
る
の
だ
ろ
う
！
1
回
1
0
0
0
円
／

1
h
で
午
前
午
後
夕
方
と
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
5
人
ず
つ
参
加
す
れ
ば
O
T
A
の
手
数
料
を

引
い
て
も
日
当
1
2
0
0
0
円
!!
」
と
思
い
、

慌
て
て
準
備
を
始
め
た
。
年
内
に
は
開
始
す
る

こ
と
が
出
来
た
も
の
の
、
実
際
に
は
じ
め
て
み

る
と
想
像
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
2
〜
3
万

円
／
月
が
続
き
月
収
30
万
円
以
上
は
程
遠
い
感

じ
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
ビ
ー
チ
を
歩
い
た
り
、

夕
日
を
生
配
信
し
た
り
、
様
々
な
種
類
の
ツ

ア
ー
や
他
地
域
と
の
コ
ラ
ボ
ツ
ア
ー
、
夏
休
み

の
自
由
研
究
、S

D
G
s

に
特
化
し
た
内
容
、
当

社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
産
セ
ッ
ト
付
き
な
ど
も
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
12
月
に
は
30
万
円
／
月
を
超

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
副
産
物
と
し
て
自
分
の

ガ
イ
ド
ス
キ
ル
が
上
が
る
、
島
の
知
名
度
が
上

が
る
、
座
間
味
に
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

人
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

ガ
イ
ド
の
給
料
は

ま
だ
ま
だ
安
い
！

　ガ
イ
ド
と
し
て
、
ま
た
Z
W
W
A
の
事
務
局

員
な
ど
様
々
な
立
場
と
し
て
、
以
前
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
「
ガ
イ
ド
の
給
料
が
安

い
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
島
で
は
県
の
最
低
賃
金

が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
不
明
だ
。
県
全

体
と
し
て
も
、
特
に
離
島
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
の

賃
金
が
安
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
独
身
者
一
人

な
ら
賃
金
以
外
の
魅
力
も
あ
る
と
は
思
う
が
、

結
婚
な
ど
を
機
に
島
か
ら
出
て
し
ま
う
ス
タ
ッ

フ
も
多
く
見
て
き
た
。
沖
縄
だ
け
な
の
か
、
他

の
観
光
地
も
そ
う
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

し
っ
か
り
と
賃
金
を
払
い
、
長
く
働
い
て
も
ら

え
る
環
境
を
つ
く
っ
た
方
が
、
新
人
の
教
育
や

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
様
々
な
面
で
メ
リ
ッ

ト
は
多
い
と
思
う
の
だ
が
。現
在
で
は
オ
ー
ナ
ー

の
意
識
も
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
？

　島
民
も
観
光
客
も
「
座
間
味
と
言
え
ば
、

海
！
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
海
系
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
設
け
た
り
、
自
主
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り
、
エ

コ
ツ
ア
ー
の
要
素
で
あ
る
自
然
を
守
り
な
が
ら

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
陸
域
に
関
し

て
は
ま
だ
ま
だ
意
識
が
薄
い
よ
う
で
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
も
無
け
れ
ば
ガ
イ
ド
や
案
内
者
の
知
識

も
少
な
い
よ
う
だ
。
ハ
ブ
が
い
な
い
島
と
し
て

の
魅
力
も
あ
り
、海
で
遊
べ
な
い
日
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
も
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
ず
は「
カ

ラ
フ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
文

化
し
、
将
来
的
に
は
よ
り
良
い
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」

が
広
ま
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　10
代
の
頃
か
ら
色
々
な
歌
詞
に
特
に
影
響
を

受
け
て
き
た
気
が
す
る
。
い
つ
の
日
か
島
発
信

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
テ
ー
マ
の
カ
ッ
コ
い
い

ロ
ッ
ク
に
乗
せ
た
歌
詞
が
出
来
て
、
世
の
中
に

お
披
露
目
出
来
た
ら
良
い
な
ぁ
〜

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

沖
縄
・
座
間
味

大
坪
弘
和（
カ
ラ
フ
ル
ウ
ェ
ー
ブB

o
ss

、座
間
味
村
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
広
報
委
員
長
）

い
つ
の
日
か
、

座
間
味
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
に
歌
を
つ
く
り
た
い

11

島
の
子
ど
も
向
け
に「
高
月
山
探
検
」や「
く
じ
ら
の
お
話
し
会
」な
ど
も
実
施
し
て
い
る
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1
．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

ガ
イ
ド
は

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の

旗
手
と
な
る寺

崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）
　

視座

2 4 6 8 10 12

○環境省ホームページ
「エコツーリズム」（https://www.env.go.jp/nature/
ecotourism/try-ecotourism/）および、
受賞した各団体のホームページ、
電話による聞き取り調査等をもとに筆者作成。
○第1回（2005年度）から第17回（2021年度）までの
受賞団体が対象（これまでに約100団体が受賞）。
中には複数回の受賞歴がある団体もあるが、
いずれも一団体としてカウント。
○当初はガイド関連事業とは異なる業務を
実施するために設立された団体は除外している。

図❶「エコツーリズム大賞」歴代受賞団体の設立年（年ごとの件数）
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1
．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

ガ
イ
ド
は

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の

旗
手
と
な
る寺

崎
竜
雄（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
・
常
務
理
事
）
　

視座

2 4 6 8 10 12

○環境省ホームページ
「エコツーリズム」（https://www.env.go.jp/nature/
ecotourism/try-ecotourism/）および、
受賞した各団体のホームページ、
電話による聞き取り調査等をもとに筆者作成。
○第1回（2005年度）から第17回（2021年度）までの
受賞団体が対象（これまでに約100団体が受賞）。
中には複数回の受賞歴がある団体もあるが、
いずれも一団体としてカウント。
○当初はガイド関連事業とは異なる業務を
実施するために設立された団体は除外している。

図❶「エコツーリズム大賞」歴代受賞団体の設立年（年ごとの件数）
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．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

基
礎
的
な
能
力
と
行
動

高
度
な
能
力
と
行
動

図❷ガイドに求められる力
知識
（頭）

技術
（腕）

意識
（心）

「環境省自然環境局『エコツーリズム推進会議記録』2004年、320頁」をもとに筆者が加筆・修正。

●プロのガイドとして商品力
の向上につながる力
●より優れたガイドであるた
めに身につけたいこと
●個性として伸ばしたいこと
●参加者が大きな満足を感
じ再訪を望むようなレベル
●参加者の人生にメッセー
ジをもたらすレベル

●解説素材に関する専門的
で深い知識
●一般的な文献類では知り
得ない、その地に固有の知
見
●対象地域の社会文化や自
然環境に関する深い知識
●経験と科学に裏付けられ
た独自の見解

●参加者の気づきや発見、
深い興味を引きだす力
●総合的な商品企画力

●思慮深さや哲学、オリジナ
リティ
●地域に対する深い愛情
●多くの人に感心されるよう
な人格や人間性

●プロのガイドとして最低限
備えておくべき力
●参加者が不満やクレーム
を抱かないレベル

●解説素材に関する基礎知
識
●対象地域に関する基礎知
識
●フィールドの保全のための
ルールの理解

●基礎的なコミュニケーショ
ン力
●基礎的なプログラムのシ
ナリオ展開力
●安全管理力

●参加者満足に気を配る基
礎的なおもてなし、ホスピタ
リティ
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1
．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

基
礎
的
な
能
力
と
行
動

高
度
な
能
力
と
行
動

図❷ガイドに求められる力
知識
（頭）

技術
（腕）

意識
（心）
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1
．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

寺
崎
竜
雄（
て
ら
さ
き
・
た
つ
お
）●
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社 

常
務
理
事
。博
士（
農
学
）。専
門
領
域
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
地
域
資
源
管
理
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
近
年
は
、
旅
行
者
の
行
動
を
調
整
・
制

御
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
興
味
を
持
ち
、
相
変
わ
ら

ず
現
地
調
査
に
励
ん
で
い
る
。
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1
．
ガ
イ
ド
と
は

概
念
整
理

　ガ
イ
ド
と
は
、
旅
行
者
を
連
れ
だ
っ
て
観
光

地
を
案
内
し
た
り
、
そ
こ
で
の
諸
体
験
を
補
助

す
る
等
に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
の
楽
し
み
を
増

大
し
よ
う
と
す
る
者
の
総
称
で
あ
る
（
1
）。
他

に
も
、案
内
人
、解
説
者
、イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
呼
び
名
が
あ
り
、
目

的
や
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
厳
密
に
区
別
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
が

同
行
・
案
内
す
る
一
連
の
行
程
は
、
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
の
具
体
的
な
活
動
に
は
、
町
な
か
の

散
策
・
案
内
、
草
花
や
小
動
物
な
ど
を
含
め
た

自
然
環
境
の
解
説
、
風
景
の
鑑
賞
、
工
芸
や
郷

土
料
理
作
り
体
験
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
体
験
の
補
助
等
が
あ
る
（
2
）。
案
内
・
解
説

の
対
象
は
、
原
生
的
な
自
然
、
里
地
里
山
の
自

然
、
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
建
築
物
、
歴
史
の
痕

跡
、
地
域
特
有
の
産
業
、
祭
り
や
季
節
の
行
事
、

伝
統
的
な
芸
能
や
技
法
、
そ
れ
ら
の
景
観
等
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
構
造
物
や
風
景
な

ど
目
に
入
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
知
恵
や
生
活

文
化
な
ど
も
素
材
と
な
る
。
ま
さ
に
ガ
イ
ド
の

視
点
と
工
夫
次
第
で
あ
る
。

　本
稿
は
、
旅
先
で
の
ご
く
一
般
的
な
観
光
活

動
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ー
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
ス
ク
ー
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
術

向
上
や
安
全
管
理
に
重
き
を
置
く
活
動
へ
の
配

慮
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
業

と
い
う
産
業
に
注
目
す
る
た
め
に
、
ツ
ア
ー
参

加
者
か
ら
対
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
的

に
業
務
に
取
り
組
む
ガ
イ
ド
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
（
3
）
は
あ
ま

り
考
慮
し
て
い
な
い
。

　こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
を
試
み
た
が
、
本
誌

を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る

よ
う
に
、
ガ
イ
ド
は
実
に
多
様
・
多
才
、
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
ま
た
多
様
・
多
彩
で
あ
る
。

発
展
の
経
緯

　次
に
、
我
が
国
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

芽
生
え
、
普
及
に
至
る
経
緯
を
概
観
す
る
。
大

ま
か
な
傾
向
を
見
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
（
4
）

と
し
て
、
環
境
省
主
催
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
（
5
）」
の
歴
代
受
賞
団
体
の
設
立
年
を
参
照

す
る
。
ガ
イ
ド
活
動
に
絞
っ
た
指
標
で
は
な
い

が
、「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
実
現
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
成
立
の
要
件
（
6
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
概
況
は
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は

グ
ラ
フ
の
分
布
形
状
を
も
と
に
便
宜
的
に
10
年

ご
と
に
区
切
り
、平
成
に
入
る（
1
9
9
0
年
頃
）

ま
で
を
「
前
史
」、
1
9
9
0
年
代
は「
黎
明
期
」、

2
0
0
0
年
代
は
「
普
及
期
」、
2
0
1
0
年
か

ら
は
「
定
着
期
」
に
分
類
し
た
（
図
❶
参
照
）。

（
前
史
）

　1
9
8
0
年
代
は
、
2
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
観
光
需
要
が
拡
大
に
向
か
う
頃
。
後
半

は
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
開
発
に
よ
り
誘
客
を
目
指

そ
う
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
盛
期
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
中
で
、
北
海
道
で
は
全
国
に
先
駆

け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
観
光
を
具
現
す
る
ガ
イ

ド
事
業
が
萌
芽
し
た
。﨑
野
隆
一
郎
や
小
林
茂

雄
ら
が
、
周
遊
観
光
バ
ス
で
訪
れ
る
団
体
観
光

客
に
大
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
遊

覧
船
と
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
し
か
な
か
っ
た
然
別
湖

に
大
量
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
持
ち
込
ん

だ
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
1
9
8
7

年
夏
に
然
別
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
を
開
始
。
さ
ら
に
ナ
イ
ト

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
森
の
散
歩
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た

（
7
）（
8
）。

　ま
た
同
じ
頃
、
カ
ヌ
ー
や
気
球
な
ど
の
道
具

を
使
わ
ず
に
、
深
い
知
識
と
独
特
の
語
り
口
で

参
加
者
を
魅
了
す
る
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
始
め
た

（
9
）。

（
黎
明
期
）

　1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
、
競
う
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
な
り
を
潜

め
、
国
内
旅
行
市
場
は
「
安
・
近
・
短
」
と
表

現
さ
れ
た
。
よ
り
手
軽
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
と
し

て
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気

と
な
り
、
旅
行
先
で
は
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
観
光
が
普
及
し
始
め
る
。

　1
9
9
3
年
、
屋
久
島
と
白
神
山
地
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
自

然
地
域
で
の
観
光
に
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

年
、
松
本
毅
ら
三
名
は
有
限
会
社
屋
久
島
野
外

活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
略
称
は
Y
N
A
C
）
を

設
立
。
ガ
イ
ド
と
と
も
に
自
然
地
域
を
楽
し
む

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
銘
打
っ
て

商
品
化
し
た
（
10
）。
な
お
、
そ
の
前
年
に
策
定

さ
れ
た
「
屋
久
島
環
境
文
化
村
構
想
」（
11
）
に

は
、
地
域
産
業
の
創
出
に
む
け
た
自
然
体
験
型

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
の
養
成

が
既
に
書
か
れ
て
い
る
。

　Y
N
A
C
の
活
動
は
ガ
イ
ド
業
の
成
立
を
予

感
さ
せ
た
。
屋
久
島
で
は
そ
の
後
も
起
業
が
相

次
ぎ
、
今
で
は
屋
久
島
観
光
協
会
ガ
イ
ド
部
会

登
録
の
ガ
イ
ド
数
は
1
3
0
名
に
の
ぼ
る
と
い

う
（
12
）。

　同
じ
頃
、
小
笠
原
や
慶
良
間
で
は
冬
期
の
誘
客

の
目
玉
と
し
て
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た（
13
）。

　1
9
9
0
年
代
後
半
に
な
る
と
長
引
く
不
況

を
背
景
に
、
地
域
経
済
の
牽
引
役
と
し
て
観
光

へ
の
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
く
る
。
全
国
、

あ
る
い
は
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
観
光
資
源

や
、大
規
模
な
施
設
開
発
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

身
の
回
り
の
自
然
環
境
や
、
地
域
固
有
の
生
活

文
化
を
体
験
観
光
の
素
材
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
に
よ
っ

て
魅
力
・
価
値
を
高
め
、
体
験
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
で
も
誘
客
は
可
能
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（
14
）。

（
普
及
期
）

　2
0
0
0
年
度
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

観
光
部
（
現
、
観
光
庁
）
は
、
観
光
地
で
の
滞

在
時
間
を
増
や
し
、
旅
行
者
の
消
費
機
会
を
増

大
さ
せ
る
手
段
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
自
然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）」

（
15
）
を
提
唱
し
た
。
特
徴
は
、
観
光
対
象
と
す

る
地
域
資
源
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
う
ソ
フ
ト
価

値
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
観

光
経
済
価
値
（
16
）
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に

あ
る
。
同
事
業
で
は
ガ
イ
ド
養
成
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

自
然
の
中
で
の
ガ
イ
ド
活
動
に
は
う
し
ろ
め
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
国
が

自
然
で
お
金
を
儲
け
て
も
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
。
画
期
的
だ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
（
17
）。

　そ
の
後
、
観
光
振
興
は
国
の
重
要
政
策
課
題

と
な
り
、
観
光
立
国
に
む
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
す
る
。
体
験
型
・
交
流
型
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
地
域
主
導
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
旅
行

商
品
を
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
表
現
し
（
18
）、

普
及
を
加
速
さ
せ
た
。

　一
方
、
環
境
省
は
2
0
0
3
年
11
月
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
発
足
。
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
は
日
本
を
代
表
す
る
自
然
地
域
だ
け
で
な

く
、
既
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
観
光

地
、
里
地
里
山
等
の
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
地

域
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
地
域
に
も
広
く
浸
透

し
た
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
に
は「
ル
ー
ル
」

と
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
19
）」
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

理
念
は
気
高
く
尊
い
が
、
実
現
は
簡
単
で
は
な

い
。
ガ
イ
ド
と
い
う
人
に
よ
る
情
報
提
供
、
体

験
を
促
す
観
光
形
態
は
、
人
件
費
の
高
い
わ
が

国
で
の
普
及
は
容
易
で
は
な
い
」（
20
）
と
、
今
も

続
く
ガ
イ
ド
業
の
課
題
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　2
0
0
0
年
代
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と

で
、
ガ
イ
ド
に
な
ろ
う
と
す
る
動
き
、
ガ
イ
ド

業
の
起
業
が
活
発
化
し
た
。

（
定
着
期
）

　2
0
1
0
年
代
に
は
い
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
核
に
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
い
っ
そ
う
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。

　そ
う
し
た
中
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
被

災
地
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
り

（
21
）、
ガ
イ
ド
養
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
が
試

み
ら
れ
る
な
ど
（
22
）、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
復
興

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
か
さ
れ
た
。

　ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
利
用
に
は
消
極
的
な

側
面
も
み
ら
れ
た
文
化
財
の
活
用
促
進
が
顕
著

に
な
っ
て
く
る
（
23
）。
人
文
資
源
の
観
光
利
用

の
勘
ど
こ
ろ
は
、
対
象
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史

的
な
出
来
事
の
解
説
や
、
複
数
の
素
材
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
で
あ
り
、
そ
こ

に
ガ
イ
ド
の
役
割
が
あ
る
。

　一
方
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
は
、
ふ
ら
っ
と

訪
れ
て
地
域
の
日
常
に
踏
み
入
る
様
子
を
紹
介

す
る
場
面
が
増
え
て
き
た
。
地
域
住
民
の
暮
ら

し
に
触
れ
た
い
、
出
会
い
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
間
合

い
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
ガ
イ
ド
だ
か
ら
こ
そ
企
画
・
催
行
で
き
る
こ

と
で
あ
る
（
24
）。

　こ
う
し
て
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
可
能
性
は
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
。地
域
の
中
で
も
徐
々
に
理
解
・

認
知
が
す
す
み
、
ガ
イ
ド
の
活
動
は
定
着
し
た
。

ガ
イ
ド
数
は
こ
の
先
も
増
加
す
る
だ
ろ
う
。

2
．
ガ
イ
ド
の
役
割

提
供
す
る
商
品

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
伴
う
体
験
観
光
商
品
で
あ
る
。
ガ
イ

ド
は
言
葉
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
図
鑑
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
解
説
本
、
写
真
、
標
本
な

ど
を
見
せ
た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
絵
解
き

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
理
解
を
補
助

す
る
。
伝
え
る
技
術
を
駆
使
し
て
ツ
ア
ー
参
加

者
の
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
素
材
に
ふ
れ
て
興
味
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ら

の
因
果
関
係
を
解
き
明
か
す
（
25
）。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
体
験
内

容
や
行
程
と
参
加
条
件
を
明
示
し
て
、
幅
広
く

参
加
者
を
募
る
主
催
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
参
加

者
の
意
向
に
沿
っ
て
個
別
に
組
み
立
て
る
も

の
、
限
定
的
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
も
あ

る
。
2
時
間
程
度
の
短
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

半
日
か
ら
一
日
が
か
り
の
も
の
、
宿
泊
を
伴
う

も
の
ま
で
、
所
要
時
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
ツ
ア
ー
の
魅
力
は
、
行
き
づ
ら
い

場
所
へ
の
案
内
、
ガ
イ
ド
無
し
で
は
見
ら
れ
な

い
も
の
と
の
遭
遇
、
深
い
知
識
を
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
ガ
イ
ド
と
の
出
会
い
や
和
や
か
な
時
間

の
共
有
も
商
品
価
値
と
な
る
（
26
）。

　商
品
価
格
に
目
を
向
け
る
と
、
本
誌
で
扱
う

ガ
イ
ド
業
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
山
岳

ガ
イ
ド
の
場
合
に
は
ガ
イ
ド
一
人
い
く
ら
と
い

う
提
示
だ
っ
た
。
日
当
で
雇
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
一
方
、
Y
N
A
C
は
創
業
時
か
ら
参

加
者
一
人
あ
た
り
の
ツ
ア
ー
価
格
を
提
示
し

た
。
ガ
イ
ド
業
は
情
報
産
業
で
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
道
案
内
で
は
な
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
だ
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に

参
加
者
一
人
あ
た
り
の
価
格
を
1
5
0
0
0
円

と
い
う
高
額
に
設
定
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ

た
（
27
）。
こ
れ
を
前
例
に
、
屋
久
島
で
は
相
場

感
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
高

品
質
か
つ
高
価
格
な
ツ
ア
ー
展
開
は
全
国
に
広

ま
っ
た
。

　ガ
イ
ド
は
演
じ
手
だ
と
言
う
が
、
演
出
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
も
あ
る
。
観
光
業
で
最
も

総
合
力
が
必
要
だ
と
い
う
評
価
も
聞
く
。
ガ
イ

ド
と
い
う
ヒ
ト
そ
の
も
の
が
商
品
で
あ
る（
28
）。

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
伝
え
る
技
術

　ガ
イ
ド
の
主
な
役
割
は
、
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
駆
使
し
て
地
域
の
素
材
を
わ
か
り
や
す

く
印
象
深
く
解
説
す
る
こ
と
。
解
説
対
象
に
関

す
る
深
い
知
識
、
興
味
を
引
く
話
術
だ
け
で
な

く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
管
理
や
、
半
日
や

一
日
を
通
し
て
案
内
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

す
る
能
力
も
必
要
に
な
る
。

　こ
こ
で
ガ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
力
を
、「
知

識
（
頭
）」「
技
術
（
腕
）」「
意
識
（
心
）」
の
3
つ

に
整
理
し
て
み
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

の
水
準
を
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
と
し
て
最
低
限
備
え

て
お
く
べ
き
力
、
つ
ま
り
免
許
証
に
相
当
す
る

基
準
（
定
量
的
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
）

と
、
そ
の
上
で
鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

際
限
な
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
能
力

に
区
分
す
る
（
図
❷
参
照
）。

（
知
識
：
頭
）

　ガ
イ
ド
に
は
、
圧
倒
的
な
知
識
と
情
報
量
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
29
）。
ガ
イ
ド
の
知
見
そ
の
も
の
が
地
域
の
観

光
資
源
に
な
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
30
）。

　解
説
対
象
の
名
称
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
情
報

だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ぜ

こ
う
し
た
状
態
な
の
か
と
い
っ
た
理
由
等
、
一

般
的
な
資
料
・
文
献
類
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
専
門
情
報
、
独
自
の
観
察
調
査
や
経
験
も

ふ
ま
え
た
分
析
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
知
識
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
場
産
業
と
の
関
連
、
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
31
）、
目
の
前
に
起
き
て
い
る
現
象
の
背
景
に

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
良
い
。
自
然
環
境
で
あ
れ
ば
「
進
化
論
」
の

よ
う
な
こ
と
（
32
）、
歴
史
的
な
こ
と
で
あ
れ
ば

「
も
の
の
道
理
」
の
よ
う
な
こ
と
（
33
）
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
い
っ
そ
う

高
ま
る
だ
ろ
う
。

（
技
術
：
腕
）

　N
H
K
の
人
気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
は
、

冒
頭
に
お
題
を
提
示
し
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
現

地
を
め
ぐ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
回
答
に
近
づ
く

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
素
材
に
関
す
る
解

説
で
は
、
ガ
イ
ド
は
「
何
か
ち
ょ
っ
と
お
か
し

な
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か
け
、

そ
れ
で
は
「
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」「
匂
い
を

か
い
で
く
だ
さ
い
」な
ど
と
体
験
行
為
を
促
す
。

そ
う
し
て
参
加
者
が
自
ら
疑
問
を
も
ち
、
興
味

を
抱
い
た
上
で
、
解
説
に
よ
る
種
明
か
し
を
す

る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
深
め
て
い

く
。
ガ
イ
ド
の
役
割
は
、「
①
働
き
か
け
」「
②

体
験
行
為
」「
③
発
見
・
興
味
」「
④
解
説
」「
⑤

発
展
的
な
解
説
」
と
い
う
構
造
（
34
）
で
あ
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
何
を
言
っ
た
か
」
で
は

な
く
、「
何
が
伝
わ
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
参
加
者
の
興
味
を
引
き
出
し
、

答
え
に
飢
え
た
頃
に
印
象
深
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
驚
き
と
感
動
は
高
ま
る
。
体
験
行
為

で
は
、
五
感
を
活
用
し
て
気
づ
き
を
導
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
参

加
者
の
感
覚
を
開
く
、
呼
び
覚
ま
す
こ
と
。
さ

ら
に
参
加
者
の
想
像
力
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
（
35
）。

　ま
た
、
同
番
組
の
お
お
よ
そ
の
展
開
は
、
地

質
を
探
り
、
そ
の
上
に
作
ら
れ
た
地
形
を
目
で

追
い
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
人
々
の
営
み
、
生
活

文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
関

連
性
や
必
然
性
を
説
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
展
開
も
ガ
イ
ド
に
必
要
な
技
術
で
あ

る
。

（
意
識
：
心
）

　か
つ
て
ガ
イ
ド
に
は
科
学
的
な
高
度
な
知
見

や
、
専
門
的
な
話
術
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う

論
調
を
よ
く
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、

ガ
イ
ド
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、「
常
に
参
加

者
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
思
い
や
り
、
行
動
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」、「
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
旅
に
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
、
お
も
て
な
し
こ
そ
ガ
イ
ド
に
と
っ
て
最
も

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。「
ガ
イ
ド
に
会
う
た
め
に
再
訪
す
る
」、

「
行
き
先
で
は
な
く
、
そ
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す

る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
る

（
36
）。

　さ
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
作
り
出
す

の
は
ヒ
ト
そ
の
も
の
の
魅
力
だ
と
い
う
。
例
え

ば
、「
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
っ
て
石
仏
の
見
方
が

か
わ
っ
た
」と
い
う
声
は
、
こ
れ
ま
で
気
に
か
け

な
か
っ
た
素
材
の
面
白
さ
に
気
づ
い
た
か
ら
だ

と
い
う
が
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド

の
熱
量
、
石
に
む
け
た
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る（
37
）。
学
芸
員
の
専
門

的
か
つ
圧
倒
的
な
情
報
量
に
驚
い
た
と
い
う
意

見
も
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
こ
と
は
全
て
知
っ

て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
堂
々
と
し
た
振
る

舞
い
が
心
を
う
っ
た
の
だ
ろ
う
（
38
）。

　こ
う
し
た
こ
と
は
表
面
的
な
技
術
で
補
え
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
中

で
身
に
つ
い
た
人
格
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
、

さ
ら
に
は
当
地
に
対
す
る
愛
情
（
39
）
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
と
は
、「
自
然
環
境
や
文

化
財
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
は
な
く
ヒ
ト
相
手

の
仕
事
だ
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る

（
40
）。

3
．
ガ
イ
ド
を
取
り
巻
く

　
　

　
　課
題

ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
を
磨
く

　地
元
の
観
光
協
会
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加
者

か
ら
、「
ガ
イ
ド
の
言
動
が
不
快
だ
っ
た
」
と

い
う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
急
激
な
気
象
の
変
化
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
り
、
急
峻
な
地
形
の
往
来
時
に
参
加
者

を
的
確
に
誘
導
で
き
ず
事
故
が
発
生
し
た
事
例

も
あ
る
。

　ガ
イ
ド
業
は
ガ
イ
ド
個
人
の
能
力
に
依
存
す

る
業
務
で
あ
り
、
自
己
啓
発
、
人
材
育
成
、
能

力
開
発
が
肝
に
な
る
。
こ
の
と
こ
ろ
行
政
等
が

主
催
す
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
実
績
を
積
ん
だ
ガ
イ
ド
目
線
で

は
、
一
人
前
の
ガ
イ
ド
に
な
る
に
は
3
年
程
度

の
実
践
訓
練
が
必
要
だ
と
い
う
（
41
）。

　後
述
す
る
よ
う
に
容
易
に
起
業
・
参
入
で
き

る
業
種
だ
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
と
満
足

感
を
保
証
し
、
商
品
力
を
備
え
た
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
す
る
に
は
、
相
応
の
準
備
と
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。

生
産
性
の
限
界
に
対
応
す
る

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
商
品

同
様
に
在
庫
が
き
か
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質

を
確
保
す
る
に
は
少
人
数
で
の
催
行
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
一
定
期
間
内
に
案
内
で
き
る
人

数
は
限
ら
れ
る
の
で
、
一
人
の
ガ
イ
ド
が
稼
ぐ

こ
と
が
で
き
る
額
は
自
ず
と
限
ら
れ
る
。

　ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
善
し
悪
し
は
ガ
イ
ド
の
力

に
依
存
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
解
説
の
対
象

と
な
る
素
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
特
性
は
関
係
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
り
わ
け
観
光
の
特

質
で
あ
る
季
節
性
の
影
響
は
小
さ
く
な
い（
42
）。

さ
ら
に
休
日
と
平
日
に
よ
る
繁
閑
も
あ
る
。

　こ
う
し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
特
有
の
課
題
に
対

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
へ
の
挑
戦
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
観
光
旅
行
本
来
の
楽
し
さ
を
提
供
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

効
果
も
で
て
い
る
よ
う
だ
（
43
）。

地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
こ
だ
わ
る

　じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
当
地
を
楽
ん
で
も

ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
、
旅
行
会
社
か
ら
所

要
時
間
短
縮
の
要
求
が
あ
っ
た
と
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
。
他
に
も
立
ち
寄
り
箇
所
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
旅
行
商
品
の
価
値
を
高
め
た
い

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　旅
行
会
社
が
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
販
売
に
乗
り

出
す
よ
う
に
な
り
、
価
格
設
定
に
発
言
力
を
も

ち
は
じ
め
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
が

ガ
イ
ド
ら
と
契
約
を
結
ぶ
場
面
で
は
、
自
社
で

設
け
た
独
自
基
準
、
枠
組
み
の
提
示
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
商
品
力
向
上
、
市
場
規

模
の
拡
大
に
よ
っ
て
販
売
経
路
は
広
が
り
、
ま
さ

に
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
や
り
と
り
が
増
え
て
く
る
。

　こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
客
観
情
勢
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ガ
イ
ド
と
し
て
こ
だ
わ
り
の
あ

る
対
応
を
心
が
け
た
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

持
続
可
能
な
観
光
振
興
に
は
地
域
主
体
の
取
り

組
み
、地
域
主
導
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
場
所
に
も
立
ち
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
数
社
し
か
行
か
な

か
っ
た
が
、
評
判
を
聞
き
つ
け
て
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
が
激
増
し
た
場
所
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ガ

イ
ド
が
注
意
深
く
案
内
す
る
と
は
い
え
、
自
然

環
境
へ
の
利
用
圧
が
高
ま
っ
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。

　ま
た
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
頻
繁
に
訪
れ
る
た

め
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
心
理
的

な
快
適
性
、
満
足
感
が
低
減
し
た
事
例
も
耳
に

し
た
。
清
々
し
さ
を
楽
し
む
よ
う
な
場
所
、
静

寂
の
中
で
資
源
と
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ
う
な
場
所
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
は
ガ
イ
ド
に

と
っ
て
の
商
売
道
具
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
資
源

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
媒
介
者
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
常
に

敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
顕
在
化
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
原
因

を
探
り
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
源
の
魅

力
が
十
分
伝
わ
る
よ
う
に
、
利
用
環
境
を
適
正

に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
業
の
醍

醐
味
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
を

通
し
て
地
域
資
源
の
観
光
経
済
価
値
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
気
持
ち
に
も

配
慮
す
る

　ガ
イ
ド
が
同
行
し
て
町
な
か
を
歩
き
、
そ
の

土
地
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
間
近
で
み
た

り
、
住
民
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
て
き
た
。
祭
り
や
、
信

仰
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
こ
と
も

あ
る
。
来
訪
者
と
の
接
点
が
増
え
、
か
つ
濃
密

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
が
壊
さ
れ
た
と
感
じ
る
住
民
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
無
配
慮
な
発
言
に
は
心
を

痛
め
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　保
全
の
対
象
は
、
目
に
す
る
地
域
資
源
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民
の
気
持
ち
、
意
識
や
心
、

慣
習
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
間
で
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

　ガ
イ
ド
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の

資
格
や
許
認
可
は
不
要
で
あ
る
。
カ
ヌ
ー
な
ど

の
道
具
・
機
材
を
用
い
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話

さ
え
あ
れ
ば
始
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
故
に
、
参
入
障
壁
は
低
く
、
廃
業
も

容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
産
業
と
し

て
の
理
解
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　一
部
地
域
で
は
ガ
イ
ド
の
登
録
・
認
定
が
制

度
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
活
動
す
る
ガ
イ
ド
は
多
い
。ま
た
、

い
わ
ゆ
る
業
界
団
体
の
よ
う
な
組
織
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
あ
る
が
（
44
）、
こ
こ
へ
の
加
盟
も
必

須
要
件
で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
う
し
た
団
体
や

枠
組
み
に
所
属
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

の
個
性
を
主
張
す
る
こ
と
を
好
む
ガ
イ
ド
も
い

る
よ
う
だ
。

　と
は
い
え
、
ガ
イ
ド
の
活
動
が
正
当
に
伝
わ

り
、
地
域
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ
る
産
業
と

し
て
見
ら
れ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
働
に

よ
る
諸
活
動
が
助
け
に
な
る（
45
）。
例
え
ば
、
相

互
監
視
に
よ
っ
て
不
手
際
を
注
意
し
合
っ
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
を
共
有
す
る
。
何
よ
り
も

事
故
や
災
害
発
生
時
に
は
、
ガ
イ
ド
間
の
協
力

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
連
携
に
よ
っ
て
行
政

や
外
部
に
対
す
る
発
言
力
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　ガ
イ
ド
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
る
、
観
光
協

会
や
商
工
会
に
ガ
イ
ド
部
会
を
設
置
す
る
、
さ

ら
に
登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
る
地
域
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
日
ご
ろ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
大
切
で
あ
り
、
さ

ら
に
話
し
合
う
場
が
常
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

4
．
今
後
に
向
け
て

持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
旗
手
に

　地
域
の
中
で
「
ガ
イ
ド
が
い
る
か
ら
観
光
が

成
り
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
地
元
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
意
識
が
変
わ
り
、
外

に
出
ず
に
漁
師
を
目
指
す
子
も
で
て
き
た
」「
地

場
産
業
を
維
持
す
る
た
め
に
1
次
・
2
次
産
業

の
技
術
を
見
せ
て
お
金
を
得
、
厳
し
い
過
渡
期

を
し
の
ぎ
、
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
貢
献
で
き

る
」
と
い
っ
た
ガ
イ
ド
の
活
動
が
地
域
に
根
付

き
、
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
具
体
例
が
各
地
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　さ
ら
に
「
旅
行
先
に
選
ば
れ
る
に
は
、
地
域

の
宝
を
磨
い
て
魅
力
を
高
め
、
そ
こ
に
行
く
こ

と
が
目
的
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、

地
域
内
の
関
係
者
ら
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力

を
作
り
、
売
っ
て
い
く
」、
ガ
イ
ド
業
は
「
地

域
と
旅
行
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
し
て
地
域
振

興
の
牽
引
者
に
な
る
。
加
え
て
「
気
候
変
動
な

ど
の
危
機
や
社
会
の
ゆ
ら
ぎ
に
も
、
現
場
目
線

で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
と
い
う
（
46
）。

　筆
者
は
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
要
諦
は

「
地
域
主
体
の
取
り
組
み
」
と
「
現
場
関
係
者
ら

の
協
働
」
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
業
は
こ
れ
を
日
常
的

に
体
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
持
続
可

能
な
観
光
振
興
の
旗
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
が
憧
れ
る
仕
事
に

　こ
う
し
た
ガ
イ
ド
業
が
誕
生
し
、
活
動
が
定

着
し
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
観
光
の
業
態
で
あ
り
、
無

店
舗
営
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
実
態
は

充
分
に
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
地
域
の
中

に
不
信
感
が
あ
り
ク
レ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
ガ
イ

ド
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
耳
に
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ガ
イ
ド
業
は
普
及
し
、
地
域
経
済
の
中
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
観
光
地
も
で
て
き
た
。
ガ
イ

ド
が
地
元
の
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
と
い
う
話

を
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
移
住
し
て
き
た
ガ
イ
ド

は
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
そ
の
地
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
家
族
と
そ
こ

で
暮
ら
し
子
供
た
ち
も
大
き
く
な
っ
た
。
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
ガ
イ
ド
業
を
作
っ
て
き
た
第
一

世
代
か
ら
、
次
の
世
代
へ
の
変
わ
り
目
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ガ
イ
ド
業
が

地
場
産
業
と
し
て
着
々
と
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
局
面
に
至
っ
て
い

な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、そ
も
そ
も
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
定
着
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
の
だ
が
、
本
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
過
程
で
も
、
子
供
た
ち
が
憧
れ

る
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
声
を
多
数
耳
に
し

た
。
こ
れ
は
、
先
駆
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
人

た
ち
の
共
通
の
思
い
で
あ
り
、
宿
題
で
あ
る

（
47
）。

　そ
の
た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
面
白
さ

を
理
解
し
、「
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
楽
し
む
と
も
っ

と
い
い
旅
に
な
る
」
と
考
え
る
旅
行
者
・
ツ
ー

リ
ス
ト
を
増
や
す
う
ね
り
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
48
）（
49
）。
地
域
主
体
の
取
り
組
み
が

前
提
だ
が
、
筆
者
ら
に
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き

こ
と
も
意
識
し
た
い
。

　そ
し
て
憧
れ
の
仕
事
と
し
て
広
く
顕
示
す
る

た
め
に
も
、
ガ
イ
ド
産
業
と
い
う
何
ら
か
の
枠

組
み
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　筆
者
は
30
余
年
に
わ
た
り
、
体
験
観
光
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
た
く
さ
ん
の
ガ
イ
ド

に
お
会
い
し
、
教
わ
り
、
と
き
に
は
課
題
を
議

論
し
、
発
展
の
方
向
性
を
探
っ
て
き
た
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
の
断
片
は
、
小
論
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
各
種
講
座
等
で
お
伝
え
し
て
き
た
。

　そ
し
て
今
般
、
さ
ら
に
調
査
を
加
え
て
、
ガ

イ
ド
の
登
録
・
認
定
制
度
を
整
理
・
分
析
し
よ

う
と
準
備
を
す
す
め
て
い
た
。『
観
光
文
化
』

で
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売
を
特
集
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
（
50
）、
そ
れ
に
続
く
位

置
づ
け
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ

ら
た
め
て
デ
ー
タ
を
集
め
は
じ
め
る
と
、
ガ
イ

ド
や
ガ
イ
ド
業
の
活
動
ぶ
り
が
あ
ま
り
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
話
が
か
み
あ
わ
な
い
。
そ
ん
な

も
の
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
こ
の
特

集
を
企
画
し
た
。

　現
場
の
実
情
は
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
（
掲
載

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
踏
み
込
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
）。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ガイドは持続可能な観光振興の旗手となる視座

寺
崎
竜
雄（
て
ら
さ
き
・
た
つ
お
）●
公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社 

常
務
理
事
。博
士（
農
学
）。専
門
領
域
は
、

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
地
域
資
源
管
理
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
近
年
は
、
旅
行
者
の
行
動
を
調
整
・
制

御
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
に
興
味
を
持
ち
、
相
変
わ
ら

ず
現
地
調
査
に
励
ん
で
い
る
。
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清
編『
観
光
産
業
論
』原

書
房
、
2
0
1
5
年
、
2
0
4
〜
2
1
9
頁
、

を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
2
）…
仲
七
重
・
五
木
田
玲
子「
国
内
旅
行

に
お
け
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
と
参

加
意
向
、
求
め
る
こ
と
」（
本
誌
25
〜
28
頁
）

の
表
に
主
な
活
動
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）…
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
に
も
少
額
だ
が
有
料
で
活

動
す
る
事
例
は
多
い
。
プ
ロ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
線
引
き
は
難
し
い
が
、
例
え
ば
、
本
誌

の
座
談
会
1（
以
下
は「
本
誌
の
」を
省
略
）

で
は
投
資
の
有
無
に
よ
る
違
い
を
述
べ
て
い

る
。

（
4
）…
ガ
イ
ド
業
を
行
う
た
め
の
資
格
や

許
認
可
は
不
要
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
業
界
団

体
も
無
い
の
で
、
活
動
状
況
を
包
括
的
に
と

り
ま
と
め
た
資
料
類
や
産
業
と
し
て
の
統
計

デ
ー
タ
は
ほ
ぼ
無
い
。

（
5
）…
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
事
業

者
、
団
体
、
自
治
体
な
ど
を
対
象
に
、
優
れ
た

取
組
の
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
、
広
く
紹
介

す
る
も
の
。
2
0
0
5
年
の
開
始
以
降
、
1
年

に
1
度
実
施
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
1
年
度

で
17
回
目
と
な
る
。（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://ecotourism
.gr.jp/aw

ard
/

）。）

（
6
）…
環
境
省
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
成
立
に

必
要
な
も
の
は「
ル
ー
ル
」と「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

と
し
て
い
る（
環
境
省
自
然
環
境
局『
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
記
録
』2
0
0
4
年
、

1
1
2
〜
1
1
3
頁
）。

（
7
）…
丸
谷
一
三
郎「
体
験
観
光
の
旗
手
た

ち
、
そ
の
ロ
マ
ン
！
」『
北
海
道
な
ん
で
も
体

験
観
光
』北
海
道
新
聞
社
、
1
9
9
8
年
、

13
〜
50
頁
。

（
8
）…
小
林
茂
雄「
60
歳
か
ら
の
ガ
イ
ド
人

生
。「
じ
じ
い
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」を
目
指
す
」

（
本
誌
30
〜
31
頁
）。
ま
た
、
小
林
は「
カ
ヤ
ッ

ク
で
は
な
く
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
に
し
た

の
は
、
北
米
周
遊
時
に
公
園
の
ボ
ー
ト
の
よ

う
に
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
人
た

ち
が
多
数
い
る
の
を
見
た
か
ら
。
濡
れ
な
い

し
着
替
え
の
場
所
が
不
要
な
た
め
。」と
述
べ

て
い
る
。

（
9
）…
本
誌
の
座
談
会
2（
以
下
は「
本
誌

の
」を
省
略
）の
三
木
昇
は
先
駆
者
の
一
人
で

あ
る
。

（
10
）…
座
談
会
1
の
松
本
の
発
言
を
参
照
。

（
11
）…
鹿
児
島
県
総
合
基
本
計
画
の
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
1
9
9
2
年

に
策
定
さ
れ
た
構
想
。（
公
益
財
団
法
人
屋

久
島
環
境
文
化
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s://w
w
w
.y
a
k
u
sh
im
a.o

r.jp
/

concept/

）。）

（
12
）…
座
談
会
1
お
よ
び
屋
久
島
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://yakukan.jp/

play/guide.htm
l

）を
参
照
。

（
13
）…
小
笠
原
で
は
1
9
8
8
年
に
小
笠

原
諸
島
返
還
20
周
年
記
念
事
業
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
最
初
の

商
業
的
な
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
座
間
味
で
は
1
9
9
1
年
に
始
ま
っ

た
。

（
14
）…
寺
崎
竜
雄「
自
然
体
験
と
持
続
可

能
な
観
光
」『
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
』Vol.87

、
2
0
1
9
年
、
29
〜
34
頁
。

（
15
）…
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
観
光
部

『
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
自

然
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
）に
よ
る
地
域
の
誘
客
戦

略
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』

2
0
0
1
年
。

（
16
）…
旅
行
者
の
観
光
行
動
の
対
価
、
観

光
消
費
の
対
象
と
な
る
価
値
に
相
当
す
る

概
念
。
筆
者
に
よ
る
造
語
。

（
17
）…
筆
者
が
同
事
業
の
受
託
者
と
し
て

研
修
会
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
際
に
、
参

加
者
に
対
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
よ

り
。
ま
た
、
三
木
は「
自
然
で
メ
シ
を
食
う
こ

と
に
批
判
的
な
見
方
が
あ
っ
た
。」と
、
同
様

な
こ
と
を
述
べ
て
い
る（
特
集
2
）。

（
18
）…
観
光
庁
観
光
産
業
課『
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
旅
行
商
品
創
出
・
流
出
ポ
イ
ン
ト
集

（
平
成
21
年
度
版
）』2
0
1
0
年
、
1
3
9

頁
に
よ
る
と
、産
業
観
光
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
旅
行
商

品
を
総
称
す
る
概
念
で
あ
る
。

（
19
）…
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
行
為
だ
け
で

な
く
、
案
内
板
や
諸
資
料
な
ど
に
よ
る
セ
ル

フ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
含
め
て
い
る
。

（
20
）…
環
境
省
・
佐
世
保
地
区
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
主
催「
第
2
回
全
国
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー（
2
0
0
6
年
2
月

17
日
開
催
）」に
お
け
る
中
島
慶
二
の
発
表

「
い
ま
、
ど
う
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
？
」。

（
21
）…
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社『
観

光
文
化
』Vol.229

お
よ
びV

ol.249

参
照
。

（
22
）…
環
境
省
は
2
0
1
2
年
度
か
ら
の

4
年
間
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
3
県

6
市
町
に
お
い
て
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

（
23
）…「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン（
2
0
1
6
年
3
月
策
定
）」で
は
文

化
財
の
積
極
活
用
を
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
、

文
化
財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
な
ど

を
目
的
に「
文
化
財
保
護
法
」が
改
正
さ
れ

た（
2
0
1
8
年
6
月
）。

（
24
）…
例
え
ば
、
江
崎
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー（
座
談
会
1
）。

（
25
）…
三
木
は「
地
域
の
風
土
を
み
ん
な
で

確
か
め
な
が
ら「
知
る
楽
し
み
を
満
た
す

旅
」を
心
が
け
て
い
る
」と
言
い
、「
ガ
イ
ド

と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
地
球
の
こ
と
を
考

え
な
い
？
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ

と
だ
」と
言
っ
て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
26
）…
松
田
は「
一
番
意
識
し
て
い
る
の
は

「
時
間
と
空
間
と
瞬
間
の
提
供
」」と
言
っ
て

い
る（
座
談
会
1
）。
三
木
は「
ガ
イ
ド
自
身

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
つ
い
て
お
客
様
と
一

緒
に
面
白
が
る
こ
と
が
重
要
」と
述
べ
て
い

る
。
川
﨑
は「
ツ
ア
ー
参
加
者
と
は
友
達
や

知
人
の
よ
う
に
和
気
あ
い
あ
い
と
付
き
合
っ

て
い
る
。」と
表
現
し
て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
27
）…
座
談
会
1
の
松
本
の
発
言
を
参
照
。

（
28
）…
座
談
会
1
の
江
崎
の
発
言
を
参
照
。

（
29
）…
座
談
会
2
で
は
、「
地
元
の
学
芸
員

の
情
報
の
深
さ
に
驚
き
感
激
し
た
。
そ
の
よ

う
な
話
は
滅
多
に
聞
け
な
い
」と
い
う
感
想

が
重
ね
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）…
飯
島
は
、「
我
々
の
よ
う
な
文
化
財

担
当
者
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
、
専
門

的
な
話
が
観
光
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を

実
感
し
た
」と
言
っ
て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
31
）…
大
西
か
お
り「
ガ
イ
ド
と
は
、
地
域

の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
紐
解
き
、
未
来
へ
の
ヒ

ン
ト
を
手
渡
す
仕
事
」（
本
誌
46
〜
47
頁
）

を
参
照
。

（
32
）…
川
村
祐
一「
自
然
の
中
に
踏
み
込
む

「
扉
」を
探
し
て
」（
本
誌
32
〜
33
頁
）は
、
コ

ケ
の
観
察
を
通
し
て「
植
物
進
化
を
軸
に
森

の
植
物
を
見
て
い
る
。」と
言
っ
て
い
る
。

（
33
）…
来
山
は「
新
た
に
視
野
が
広
が
る
の

が
知
識
豊
富
な
ガ
イ
ド
と
行
く
旅
行
の
い
い

と
こ
ろ
だ
。」と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
と

き
案
内
し
た
川
﨑
は「
特
に
重
要
な
こ
と
は

「
象
徴
性
」だ
。
景
色
や
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
、

目
に
見
え
る
す
べ
て
の
も
の
の
中
に
精
神
が

宿
っ
て
お
り
、
そ
の
精
神
の
部
分
を
伝
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。」と
述
べ
て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
34
）…
前
掲
の（
15
）。

（
35
）…
本
藤
は「
知
識
を
充
足
さ
せ
て
も
ら

え
る
か
ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
自
分

の
想
像
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
が
重
要
。」と
言
っ
て
い
る（
座
談
会
2
）。

ま
た
、
加
々
美
貴
代「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
〜
原
点
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
〜
」

（
本
誌
42
〜
43
頁
）は
ガ
イ
ド
の
仕
事
は
見

え
な
い
も
の
を
感
じ
て
伝
え
る
こ
と
だ
と
述

べ
て
い
る
。

（
36
）…
小
町
は「
今
で
は
ガ
イ
ド
に
会
う
こ

と
が
旅
の
目
的
に
な
っ
た
。」と
言
っ
て
い
る

（
座
談
会
2
）。

（
37
）…
座
談
会
2
の「
い
し
じ
ょ
」の
く
だ
り

を
参
照
。

（
38
）…
水
野
は「
旅
行
会
社
は
眼
差
し
や

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
面
白
さ
に
着
目
し
て
ガ
イ

ド
を
選
ぶ
。」と
述
べ
て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
39
）…
須
田
泰
臣「
い
つ
ま
で
も
発
展
途
上

の
ガ
イ
ド
で
い
た
い
」（
本
誌
36
〜
37
頁
）、

澤
井
俊
哉「
こ
の
価
値
を
、
伝
え
た
い
、
守
り

た
い
、
も
っ
と
高
め
た
い
」（
本
誌
38
〜
39
頁
）、

近
藤
光
一「
富
士
山
を
、
今
よ
り
も
っ
と
よ
い

状
態
で
未
来
に
返
し
た
い
」（
本
誌
40
〜
41

頁
）に
は
、
地
元
へ
の
愛
情
が
強
く
描
か
れ
て

い
る
。

（
40
）…
松
本
は「「
自
然
相
手
の
仕
事
で
い
い

ね
」と
言
わ
れ
る
が
、
ガ
イ
ド
と
は
人
間
相

手
の
仕
事
だ
。」と
述
べ
て
い
る（
座
談
会
1
）。

（
41
）…
松
本
は「
本
当
に
安
心
し
て
任
せ
る

に
は
3
年
は
か
か
る
」、
松
田
は「
今
以
上
の

値
付
け
を
す
る
に
は
5
年
、
10
年
の
経
験
が

必
要
だ
」と
述
べ
て
い
る（
座
談
会
1
）。

（
42
）…
安
倍
輝
行「
森
を
散
策
し
て
給
料

貰
え
る
よ
う
に
な
ら
ん
か
な
？
」（
本
誌
34

〜
35
頁
）は
、
季
節
ご
と
の
商
品
展
開
を
紹

介
し
て
い
る
。

（
43
）…
山
部
茜「
好
き
に
な
っ
て
、
何
度
で

も
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
」（
本
誌
44
〜
45
頁
）

と
、
大
坪
弘
和「
い
つ
の
日
か
、
座
間
味
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
歌
を
つ
く
り
た

い
」（
本
誌
50
〜
51
頁
）は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
実
施
の
状
況
を
紹
介
し
て
い

る
。

（
44
）…
例
え
ば
、
公
益
社
団
法
人
日
本
山

岳
ガ
イ
ド
協
会
や
一
般
社
団
法
人
日
本
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
。

（
45
）…
松
本
は「
ガ
イ
ド
の
地
位
を
高
め
て

い
く
に
は
ガ
イ
ド
の
組
織
化
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
た
」と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、「
最
初

は
行
政
が「
悪
い
ガ
イ
ド
を
切
り
捨
て
ろ
」

と
い
う
観
点
だ
っ
た
が
、
ガ
イ
ド
全
体
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
が
必

要
だ
と
い
う
考
え
方
を
通
し
た
」と
言
っ
て

い
る（
座
談
会
1
）。

（
46
）…
特
に
座
談
会
1
を
参
照
。

（
47
）…
島
袋
裕
也「
ガ
イ
ド
業
を
、
子
供
た

ち
の
憧
れ
の
職
業
に
し
た
い
」（
本
誌
48
〜
49

頁
）を
参
照
。

（
48
）…
特
に
座
談
会
1
を
参
照
。

（
49
）…
三
木
も「
ガ
イ
ド
が
増
え
な
い
と
、

業
界
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
業
界
に
な
れ

ば
社
会
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
存
在
に
な

り
、
若
者
が
働
け
る
場
所
と
な
る
」と
述
べ

て
い
る（
座
談
会
2
）。

（
50
）…『
観
光
文
化V

ol.224

』（
2
0
1
5

年
1
月
発
行
）で
は「
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
流
通
・
販
売
―「
売
れ
る
」と
は
」を

特
集
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
2
0
1
5
年
よ
り
株
式
会
社
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）
と
共
同

で
、
ア
ジ
ア
（
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、

香
港
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
欧
米
豪（
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
の
12
ヶ
国
・
地
域

を
対
象
に
（
一
部
設
問
に
つ
い
て
は

イ
ン
ド
・
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
14
ヶ
国
・

地
域
を
対
象
に
調
査
を
実
施
）、
海
外

旅
行
の
嗜
好
の
変
化
や
訪
日
経
験
の

有
無
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
海
外
旅
行
経

験
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査「
D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査
」
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
以
降
は
、
世
界
的
な

感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ

ナ
）
が
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
及

び
訪
日
旅
行
の
意
向
に
与
え
た
影
響

を
把
握
す
べ
く
、「
新
型
コ
ロ
ナ
影
響

度
特
別
調
査
」（
以
下
、
本
調
査
）
と
し

て
、第
1
回
調
査
を
2
0
2
0
年
6
月
、

第
2
回
調
査
を
同
12
月
、
第
3
回
調

査
を
2
0
2
1
年
10
月
に
実
施
し
た
。

　本
稿
で
は
本
調
査
の
第
3
回
の
調

査
結
果
を
中
心
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
及
び
訪

日
旅
行
の
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と

今
後
の
展
望
2

D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査

（
第
3
回
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度
特
別
調
査
よ
り
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部
活
性
化
推
進
室

主
任
研
究
員

　

柿
島
あ
か
ね

観
光

研
究
最
前
線
…
①

1
．現
在
の
感
染
リ
ス
ク
に
対
す
る
不
安
と

今
後
6
か
月
以
内（
2
0
2
2
年
3
月
ま
で
）の

レ
ジ
ャ
ー
実
施
意
向

1
年
半
の
間
、
高
い
感
染
不
安
が
続

い
て
い
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
、
香
港
、

韓
国
で
は
、
不
安
感
が
マ
イ
ナ
ス
20

ポ
イ
ン
ト
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
感

染
不
安
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
背
景
に
は
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
コ
ロ
ナ
慣
れ
や
、

第
1
回
調
査
時
点
で
は
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
の
開
発
が
不
安
感
の
低
下
に
影
響

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
調
査
結
果
が
示
す
よ
う
に
、

ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
も
依
然
と
し

て
ア
ジ
ア
の
国
・
地
域
を
中
心
に
不

安
感
は
強
い
。

　未
だ
感
染
不
安
が
一
定
程
度
存
在

し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
今
後

6
か
月
以
内
（
2
0
2
2
年
3
月
ま

で
）
に
実
施
す
る
で
あ
ろ
う
レ
ジ
ャ
ー

は
図
4
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、

欧
米
豪
と
も
に
、
調
査
回
を
追
う
ご

と
に
レ
ジ
ャ
ー
の
実
施
意
向
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
場
の
レ

ジ
ャ
ー
か
ら
回
復
す
る
傾
向
は
第
1

回
、
第
2
回
調
査
と
同
様
で
あ
る
。

海
外
旅
行
に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向
は

同
様
で
、
飛
行
機
の
搭
乗
時
間
が
短

い
順
（
5
時
間
未
満
、
5
時
間
以
上
〜

9
時
間
未
満
、
9
時
間
以
上
）
に
実
施

意
向
が
高
い
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
リ
ス
ク
に
対

す
る
不
安
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
不
安
が
あ

る
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ

ア
・
欧
米
豪
と
も
に
半
数
、
特
に
ア

ジ
ア
で
は
7
割
を
超
え
て
お
り
、
依

然
と
し
て
感
染
不
安
が
強
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
1
）。
こ
う

し
た
不
安
感
の
払
し
ょ
く
に
作
用
す

る
で
あ
ろ
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

感
染
リ
ス
ク
へ
の
不
安
の
関
係
性

（
図
2
）
か
ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
に
関
係
な
く
、
ア
ジ
ア
の
国
・
地

域
の
感
染
不
安
が
強
い
傾
向
が
見
て

と
れ
る
。

　ま
た
、
図
3
は
、
グ
ラ
フ
の
横
軸

が
現
在（
第
3
回
調
査
）の
感
染
不
安
、

縦
軸
が
第
1
回
調
査
（
2
0
2
0
年

6
月
）
か
ら
第
3
回
調
査
（
2
0
2
1

年
10
月
）
ま
で
の
1
年
半
の
不
安
度

の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数
で
示
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
国
・
地
域
に
お
い
て

も
不
安
度
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
が
、
タ
イ
で
は
不
安
度
の
変
化
が

マ
イ
ナ
ス
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
に
留
ま
っ

て
お
り
、最
も
変
化
が
小
さ
い
。ま
た
、

現
在
の
不
安
感
も
高
い
こ
と
か
ら
、

流
行
当
初
か
ら
の
感
染
リ
ス
ク
に
対

す
る
不
安
感
の
変
化
は
国
・
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
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図 1 新型コロナ感染リスクへの不安【全員】（回答は１つ）※1

不安がある やや不安がある どちらともいえない あまり不安はない 不安はない
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図 4 今後6か月以内（2022年3月まで）に実施するであろうレジャー【全員】（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）（「実施する」または　　　　　　　　　　　　　　　　　  「おそらく実施する」と回答した対象者の割合、第3回調査における割合で降順ソート）
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図 2 新型コロナ感染リスクへの不安×ワクチン接種状況【全員】※1

※1…感染不安は「不安がある」「やや不安がある」の合計、ワクチン接種は「1回目の接
種を終えた」「2回目の接種を終えた」「3回以上接種をしている」の合計
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図 3 新型コロナ感染リスクへの不安×第1回調査からの不安度
の変化【全員】※1

※1…第1回調査（2020年6月）からの不安度の変化は、第3回調査における「不安があ
る」と「やや不安がある」の合計から第1回調査の同合計を差し引いたポイントを示して
いる。
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※1…四捨五入による端数処理の関係上、本ページに記載している内訳の合計が100％とならない。
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図 2 新型コロナ感染リスクへの不安×ワクチン接種状況【全員】※1

※1…感染不安は「不安がある」「やや不安がある」の合計、ワクチン接種は「1回目の接
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図 3 新型コロナ感染リスクへの不安×第1回調査からの不安度
の変化【全員】※1

※1…第1回調査（2020年6月）からの不安度の変化は、第3回調査における「不安があ
る」と「やや不安がある」の合計から第1回調査の同合計を差し引いたポイントを示して
いる。

40% 50%

0pt

-5pt

-10pt

-15pt

-20pt

-25pt
60% 70% 80% 90% 100%

第
1
回
調
査
か
ら
の
不
安
度
の
変
化

オーストラリア

イギリス

香港
フランス

アメリカ

アジア全体

台湾

シンガポール

韓国

タイ

中国

インドネシア

マレーシア

欧米豪全体

20% 40% 60% 80% 100%0%

第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=4,127）

第3回調査
（n=4,189）

38%

45%

45%

8%

14%

17%

5%49%

5%

8%

35%

29%

1%

1%

2%

※1…四捨五入による端数処理の関係上、本ページに記載している内訳の合計が100％とならない。
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2
．新
型
コ
ロ
ナ

収
束
後
の

海
外
旅
行

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

図 5 新型コロナの流行が収束し、平常状態に戻ったとき、また海外旅行をしたいと思うか 【全員】（回答は１つ）※1

アジア居住者 欧米豪居住者

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない まだわからない

20% 40% 60% 80% 100%0%

第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=4,127）

第3回調査
（n=4,189）

26% 6% 3%

3%

60% 5%

66% 24%

23% 2%3%

4%

4%

4%

68%

20% 40% 60% 80% 100%

26%

27%

23%

9%

6%

6%4% 4%

5% 9%

9% 8%

0%

第1回調査
（n=2,072）

第2回調査
（n=2,012）

第3回調査
（n=2,105）

48%

54%

63%

図 6 次に海外旅行の検討を再開するタイミングはいつ頃になるか【全員】（回答はあてはまるものを最大３つまで）
（回答者全体の割合で降順ソート） 10% 20% 40%30%

渡航希望先の安全宣言後（30%）

WHOのパンデミック収束宣言後（26%）

抗ウイルス薬の開発など、新型コロナの脅威が消滅してから（24%）

自国の出国制限措置の解除後（23%）

ワクチン接種が２回以上済んでから（17%）

航空路線が再開されてから（14%）

海外旅行ツアーの再開後（13%）

パンデミックにより減少した自身または家族の仕事・収入が回復してから（12%）

メディアによって海外旅行の再開が報道されるようになってから（9%）

知人や周囲の人が海外旅行に行き始めたタイミング（8%）

SNSで海外旅行に関する投稿を見るようになってから（6%）

クルーズ船の就航が再開されてから（5%）

１回目のワクチン接種が済んでから（3%）

現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない（4%）

流行が収束しても、当面の間（2～3年）は海外旅行は難しいと思う（8%）

すでに検討を始めている（5%）

わからない（5%）

5%
2%

3%
5%

7%
8%

8%
3%

9%
3%

6%
4%

8%
5%

7%
8%

9%
9%

12%
13%

11%
15%

14%
14%

11%
20%

17%
25%

19%
27%

15%
31%

22%
35%

0%

アジア居住者
（n=4,189） 
欧米豪居住者
（n=2,105） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
＋欧米豪）

図 7 新型コロナ収束後においても、海外旅行をしたくないと思う理由【海外旅行をしたくない人】※1
（回答はあてはまるもの全て）（回答者全体の割合で降順ソート）

※1…新型コロナ収束後の海外旅行について、「（したいと）どちらかといえば思わない」「思わない」と回答した対象者から回答を得た。

10% 20% 30%

新型コロナによる旅行のキャンセルリスクを背負いたくないから（24%）

感染予防のため自粛したいから（23%）

旅行先での衛生面での配慮や、清潔・安全に不安があるから（22%）

仕事・収入が減少しており、節約したいから（19%）

海外旅行への興味が薄れたから（16%）

心理的に、海外旅行をする気分になれないから（15%）

外出自粛により、家にいることに慣れたから（15%）

海外で体験したいことが特にないから（14%）

海外旅行に行くことで周囲から心配されたり、非難される可能性があるから（14%）

特に行きたい国・地域が特にないから（12%）

身近（自分や親族、友人）に新型コロナの被害があったから（9%）

その他（2%）

特に理由はない／わからない（15%） 21%
10%

2%
1%

10%
8%

13%
12%

7%
19%

13%
16%

11%
18%

15%
15%

16%
15%

11%
25%

17%
26%

14%
29%

20%
28%

0%

アジア居住者
（n=217）
欧米豪居住者
（n=178） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
＋欧米豪）

図 8 次に海外旅行したい国・地域※1 【海外旅行希望者】※2 （回答は最大５つまで）（第3回調査における割合で降順ソート・上位20位まで）

※1…「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢からは、回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシア-シンガポール、タイ-マレーシア、アメリ
カ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリア-ニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）を除いている。
※2…新型コロナ収束後の海外旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者及び次に海外旅行の検討を再開するタイミングについて「現在の状況からは
海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。

欧米豪居住者アジア居住者
10% 20% 30% 40%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

28%
36%

33%
24%

36%
37%

0%

日本

アメリカ

オーストラリア

カナダ

イタリア

イギリス

ニュージーランド

タイ

フランス

ハワイ

スペイン

スイス

ドイツ

韓国

シンガポール

香港

メキシコ

中南米諸国

オーストリア

その他欧州諸国

30%
42%

43%

17%
29%

28%

23%
30%

28%

20%
31%

28%

16%
26%

27%

16%
23%

25%

19%
26%
26%

19%
24%

25%

17%
25%
25%

14%
22%
22%

15%
25%

24%

12%
20%
20%

14%
18%

20%

17%
18%

19%

12%
19%
19%

11%
16%
16%

11%
17%

19%

12%
13%

15%

10%
15%

16%

12%
18%

14%

9%
13%

15%

14%
16%

14%

9%
12%

13%

8%
13%
13%

9%
12%

13%

12%
14%

13%

11%
14%

11%

9%
13%
13%

8%
10%

11%

8%
11%

12%

8%
10%
10%

8%
10%

11%

9%
11%

9%

8%
8%

10%

8%
9%
9%

13%
10%
10%

5%
7%

8%

56%
67%
67%

0%

日本

韓国

台湾

オーストラリア

タイ

シンガポール

ニュージーランド

中国本土

スイス

香港

イギリス

アメリカ

フランス

ハワイ

マレーシア

イタリア

カナダ

ベトナム

ドイツ

マカオ

第1回調査（n=3,822） 

第2回調査（n=3,839） 

第3回調査（n=3,934）

第1回調査
（n=1,840） 
第2回調査
（n=1,853） 
第3回調査
（n=1,967） 

※1…四捨五入による端数処理の関係上、本ページに記載している内訳の合計が100％とならない。
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2
．新
型
コ
ロ
ナ

収
束
後
の

海
外
旅
行

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

図 5 新型コロナの流行が収束し、平常状態に戻ったとき、また海外旅行をしたいと思うか 【全員】（回答は１つ）※1

アジア居住者 欧米豪居住者

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない まだわからない

20% 40% 60% 80% 100%0%

第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=4,127）

第3回調査
（n=4,189）

26% 6% 3%

3%

60% 5%

66% 24%

23% 2%3%

4%

4%

4%

68%

20% 40% 60% 80% 100%

26%

27%

23%

9%

6%

6%4% 4%

5% 9%

9% 8%

0%

第1回調査
（n=2,072）

第2回調査
（n=2,012）

第3回調査
（n=2,105）

48%

54%

63%

図 6 次に海外旅行の検討を再開するタイミングはいつ頃になるか【全員】（回答はあてはまるものを最大３つまで）
（回答者全体の割合で降順ソート） 10% 20% 40%30%

渡航希望先の安全宣言後（30%）

WHOのパンデミック収束宣言後（26%）

抗ウイルス薬の開発など、新型コロナの脅威が消滅してから（24%）

自国の出国制限措置の解除後（23%）

ワクチン接種が２回以上済んでから（17%）

航空路線が再開されてから（14%）

海外旅行ツアーの再開後（13%）

パンデミックにより減少した自身または家族の仕事・収入が回復してから（12%）

メディアによって海外旅行の再開が報道されるようになってから（9%）

知人や周囲の人が海外旅行に行き始めたタイミング（8%）

SNSで海外旅行に関する投稿を見るようになってから（6%）

クルーズ船の就航が再開されてから（5%）

１回目のワクチン接種が済んでから（3%）

現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない（4%）

流行が収束しても、当面の間（2～3年）は海外旅行は難しいと思う（8%）

すでに検討を始めている（5%）

わからない（5%）

5%
2%

3%
5%

7%
8%

8%
3%

9%
3%

6%
4%

8%
5%

7%
8%

9%
9%

12%
13%

11%
15%

14%
14%

11%
20%

17%
25%

19%
27%

15%
31%

22%
35%

0%

アジア居住者
（n=4,189） 
欧米豪居住者
（n=2,105） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
＋欧米豪）

図 7 新型コロナ収束後においても、海外旅行をしたくないと思う理由【海外旅行をしたくない人】※1
（回答はあてはまるもの全て）（回答者全体の割合で降順ソート）

※1…新型コロナ収束後の海外旅行について、「（したいと）どちらかといえば思わない」「思わない」と回答した対象者から回答を得た。

10% 20% 30%

新型コロナによる旅行のキャンセルリスクを背負いたくないから（24%）

感染予防のため自粛したいから（23%）

旅行先での衛生面での配慮や、清潔・安全に不安があるから（22%）

仕事・収入が減少しており、節約したいから（19%）

海外旅行への興味が薄れたから（16%）

心理的に、海外旅行をする気分になれないから（15%）

外出自粛により、家にいることに慣れたから（15%）

海外で体験したいことが特にないから（14%）

海外旅行に行くことで周囲から心配されたり、非難される可能性があるから（14%）

特に行きたい国・地域が特にないから（12%）

身近（自分や親族、友人）に新型コロナの被害があったから（9%）

その他（2%）

特に理由はない／わからない（15%） 21%
10%

2%
1%

10%
8%

13%
12%

7%
19%

13%
16%

11%
18%

15%
15%

16%
15%

11%
25%

17%
26%

14%
29%

20%
28%

0%

アジア居住者
（n=217）
欧米豪居住者
（n=178） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
＋欧米豪）

図 8 次に海外旅行したい国・地域※1 【海外旅行希望者】※2 （回答は最大５つまで）（第3回調査における割合で降順ソート・上位20位まで）

※1…「次に観光旅行したい国・地域」の選択肢からは、回答者の国・地域及び近隣の国・地域（中国-香港-マカオ、マレーシア-シンガポール、タイ-マレーシア、アメリ
カ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム、オーストラリア-ニュージーランド、イギリス・フランス-欧州各国）を除いている。
※2…新型コロナ収束後の海外旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者及び次に海外旅行の検討を再開するタイミングについて「現在の状況からは
海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。

欧米豪居住者アジア居住者
10% 20% 30% 40%10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

28%
36%

33%
24%

36%
37%

0%

日本

アメリカ

オーストラリア

カナダ

イタリア

イギリス

ニュージーランド

タイ

フランス

ハワイ

スペイン

スイス

ドイツ

韓国

シンガポール

香港

メキシコ

中南米諸国

オーストリア

その他欧州諸国

30%
42%

43%

17%
29%

28%

23%
30%

28%

20%
31%

28%

16%
26%

27%

16%
23%

25%

19%
26%
26%

19%
24%

25%

17%
25%
25%

14%
22%
22%

15%
25%

24%

12%
20%
20%

14%
18%

20%

17%
18%

19%

12%
19%
19%

11%
16%
16%

11%
17%

19%

12%
13%

15%

10%
15%

16%

12%
18%

14%

9%
13%

15%

14%
16%

14%

9%
12%

13%

8%
13%
13%

9%
12%

13%

12%
14%

13%

11%
14%

11%

9%
13%
13%

8%
10%

11%

8%
11%

12%

8%
10%
10%

8%
10%

11%

9%
11%

9%

8%
8%

10%

8%
9%
9%

13%
10%
10%

5%
7%

8%

56%
67%
67%

0%

日本

韓国

台湾

オーストラリア

タイ

シンガポール

ニュージーランド

中国本土

スイス

香港

イギリス

アメリカ

フランス

ハワイ

マレーシア

イタリア

カナダ

ベトナム

ドイツ

マカオ

第1回調査（n=3,822） 

第2回調査（n=3,839） 

第3回調査（n=3,934）

第1回調査
（n=1,840） 
第2回調査
（n=1,853） 
第3回調査
（n=1,967） 

※1…四捨五入による端数処理の関係上、本ページに記載している内訳の合計が100％とならない。
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3
．新
型
コ
ロ
ナ

収
束
後
の

訪
日
旅
行

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

※
オンラインツアー：観光地を実際に訪れなくても自宅にいながらオンラインで現地の案内を受ける旅行
バーチャル旅行：バーチャルリアリティ（VR）技術を駆使した旅行
アウトドアアクティビティ：カヌー、ラフティング、乗馬等、自然の中で楽しむスポーツ・体験活動
ワーケーション：テレワークの活用等により、リゾート地や地方等の普段の職場と異なる場所で仕事もしながら休暇取得等
も行う旅行
ブリージャー：業務での出張の際に旅行日数を延長して、業務の前後で休暇を楽しむ旅行
ステイケーション：近場のホテルでの滞在
マイクロツーリズム：自宅から片道2時間圏内の地元または近隣地域を訪れる宿泊旅行や日帰り旅行
ワクチンツーリズム：ワクチン接種を目的とした旅行
グランピング：あらかじめキャンプ用品や食材・食事が用意されている高級な施設でキャンプの雰囲気を味わう活動
キャンプ：グランピング以外のキャンプ
民泊：1軒を借り切っての宿泊
航空機で自国周辺を飛行する旅行：飛行機で自国周辺を旋回し、どこにも着陸せず、出発地に戻る遊覧飛行

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
次
の
訪
日
旅
行

で
は
嗜
好
の
変
化
も

図 9 新型コロナ収束後に観光のために日本を訪れたい理由 【訪日旅行希望者】※1 （項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）
（「非常にそう思う」または「そう思う」と回答した対象者の割合）（回答者全体の割合で降順ソート、上位15項目）

※1「以前も旅行したことがあり、気に入ったから」は、訪日旅行希望者から訪日旅行未経
験者を除き、回答を得た。（●アジア居住者（n=1,780）●欧米豪居住者（n=201））

20% 40% 60% 80% 100%

以前も旅行したことがあり、気に入ったから（88%）

行きたい観光地や観光施設があるから（84%）

清潔だから（83%）

食事が美味しいから（83%）

治安が良いから（79%）

体験したいツアーやアクティビティがあるから（79%）

リラックスできるリゾート地だから（75%）

買い物がしたいから（73%）

予算が合うから（67%）

泊まりたい宿泊施設があるから（67%）

渡航時間が短いから（64%）

サステナブルな取組を積極的に実施する国・地域だから（63%）

長期滞在に適しているから（61%）

高度な医療体制が整備されているから（60%）

ナイトライフが楽しめるから（51%）

79%
85%

75%
85%

77%
84%

72%
81%

77%
79%

62%
79%

58%
77%

53%
71%

54%
70%

38%
71%

52%
66%

65%
60%

56%
61%

51%
52%

86%
88%

0%

アジア居住者
（n=2,651）
欧米豪居住者
（n=721）

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図10 旅行会社企画商品の利用意向※1※2 【訪日旅行希望者】（回答は１つ）

※1…第1回、第2回調査○希望する旅行形態の選択肢①航空券と宿泊施設がセットになったパック旅
行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれているもの②自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイ
ドツアー③航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行、④航空券と宿泊施設を個別に手配⑤
航空券のみを出発前に手配、のうち、①②③を選択した人の割合／第3回調査○希望する旅行形態の
選択肢①航空券と宿泊施設がセットになったパック旅行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれ
ているもの②自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー③航空券、宿泊施設、移動、食事、観光
等について、複数の選択肢から選択し、自由に組み合わせることができるツアー（セミパッケージツア
ー）④航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行、⑤航空券と宿泊施設を個別に手配、⑥航空
券のみを出発前に手配、のうち、①②③④を選択した人の割合
※2…「次回訪日時に希望する旅行形態」の回答のうち「その他」「わからない」を除いて集計したもので
ある。

第3回調査（n=2,613）

第3回調査（n=682） 

アジア居住者…

欧米豪居住者…

第2回調査（n=2,556）

第2回調査（n=615） 

第1回調査（n=2,125）

第1回調査（n=395） 

20% 40% 60% 100%80%

69%
70%

88%

62%
68%

79%

57%
56%

68%

70%
75%

81%

47%
54%

64%

60%
70%

77%

85%
87%

91%

69%
75%

83%

52%
68%

76%

69%
71%

77%

68%
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図12 今後実施したいもの／今まで実施したことのあるもの 【全員】
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図 11 日本旅行で体験したいこと×コロナ流行前からの変化 【訪日旅行希望者】
（回答はあてはまるもの全て）※1

※1…第3回調査の全体の割合と2019年度調査の全体の割合の差を「コロナ流行前からの変化」とし、第3回調査の全体の
割合を実施希望とする。実施希望の上位15位まで。
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3
．新
型
コ
ロ
ナ

収
束
後
の

訪
日
旅
行

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

※
オンラインツアー：観光地を実際に訪れなくても自宅にいながらオンラインで現地の案内を受ける旅行
バーチャル旅行：バーチャルリアリティ（VR）技術を駆使した旅行
アウトドアアクティビティ：カヌー、ラフティング、乗馬等、自然の中で楽しむスポーツ・体験活動
ワーケーション：テレワークの活用等により、リゾート地や地方等の普段の職場と異なる場所で仕事もしながら休暇取得等
も行う旅行
ブリージャー：業務での出張の際に旅行日数を延長して、業務の前後で休暇を楽しむ旅行
ステイケーション：近場のホテルでの滞在
マイクロツーリズム：自宅から片道2時間圏内の地元または近隣地域を訪れる宿泊旅行や日帰り旅行
ワクチンツーリズム：ワクチン接種を目的とした旅行
グランピング：あらかじめキャンプ用品や食材・食事が用意されている高級な施設でキャンプの雰囲気を味わう活動
キャンプ：グランピング以外のキャンプ
民泊：1軒を借り切っての宿泊
航空機で自国周辺を飛行する旅行：飛行機で自国周辺を旋回し、どこにも着陸せず、出発地に戻る遊覧飛行

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
次
の
訪
日
旅
行

で
は
嗜
好
の
変
化
も

図 9 新型コロナ収束後に観光のために日本を訪れたい理由 【訪日旅行希望者】※1 （項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）
（「非常にそう思う」または「そう思う」と回答した対象者の割合）（回答者全体の割合で降順ソート、上位15項目）

※1「以前も旅行したことがあり、気に入ったから」は、訪日旅行希望者から訪日旅行未経
験者を除き、回答を得た。（●アジア居住者（n=1,780）●欧米豪居住者（n=201））

20% 40% 60% 80% 100%

以前も旅行したことがあり、気に入ったから（88%）

行きたい観光地や観光施設があるから（84%）

清潔だから（83%）

食事が美味しいから（83%）

治安が良いから（79%）

体験したいツアーやアクティビティがあるから（79%）

リラックスできるリゾート地だから（75%）

買い物がしたいから（73%）

予算が合うから（67%）

泊まりたい宿泊施設があるから（67%）

渡航時間が短いから（64%）

サステナブルな取組を積極的に実施する国・地域だから（63%）

長期滞在に適しているから（61%）

高度な医療体制が整備されているから（60%）

ナイトライフが楽しめるから（51%）

79%
85%

75%
85%

77%
84%

72%
81%

77%
79%

62%
79%

58%
77%

53%
71%

54%
70%

38%
71%

52%
66%

65%
60%

56%
61%

51%
52%

86%
88%

0%

アジア居住者
（n=2,651）
欧米豪居住者
（n=721）

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図10 旅行会社企画商品の利用意向※1※2 【訪日旅行希望者】（回答は１つ）

※1…第1回、第2回調査○希望する旅行形態の選択肢①航空券と宿泊施設がセットになったパック旅
行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれているもの②自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイ
ドツアー③航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行、④航空券と宿泊施設を個別に手配⑤
航空券のみを出発前に手配、のうち、①②③を選択した人の割合／第3回調査○希望する旅行形態の
選択肢①航空券と宿泊施設がセットになったパック旅行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれ
ているもの②自身の嗜好によるガイド付きテーラーメイドツアー③航空券、宿泊施設、移動、食事、観光
等について、複数の選択肢から選択し、自由に組み合わせることができるツアー（セミパッケージツア
ー）④航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行、⑤航空券と宿泊施設を個別に手配、⑥航空
券のみを出発前に手配、のうち、①②③④を選択した人の割合
※2…「次回訪日時に希望する旅行形態」の回答のうち「その他」「わからない」を除いて集計したもので
ある。

第3回調査（n=2,613）

第3回調査（n=682） 

アジア居住者…

欧米豪居住者…

第2回調査（n=2,556）

第2回調査（n=615） 

第1回調査（n=2,125）

第1回調査（n=395） 

20% 40% 60% 100%80%

69%
70%

88%

62%
68%

79%

57%
56%

68%

70%
75%

81%

47%
54%

64%

60%
70%

77%

85%
87%

91%

69%
75%

83%

52%
68%

76%

69%
71%

77%

68%
73%

83%

45%
53%

58%

0%

韓国

中国

台湾

香港

タイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

アメリカ

オーストラリア

イギリス

フランス

図12 今後実施したいもの／今まで実施したことのあるもの 【全員】
（回答はあてはまるもの全て）

アジア居住者

欧米豪居住者

0% 5%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 40%

実
施
意
向

実施経験

オンラインツアーバーチャル旅行

アウトドアアクティビティ

ブリージャー ワーケーション

ステイケーション
マイクロツーリズム 

ワクチンツーリズム

キャンプ 

民泊グランピング

ドライブ
航空機で自国周辺を
飛行する旅行

0% 5%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%
10% 15% 25%20% 30% 35% 45%40%

実
施
意
向

実施経験

グランピング

ブリージャー 

バーチャル旅行

ワクチンツーリズム

オンラインツアー
ワーケーション

マイクロツーリズム 

ステイケーション

航空機で自国周辺を飛行する旅行
キャンプ 

アウトドアアクティビティ
ドライブ

民泊

図 11 日本旅行で体験したいこと×コロナ流行前からの変化 【訪日旅行希望者】
（回答はあてはまるもの全て）※1

※1…第3回調査の全体の割合と2019年度調査の全体の割合の差を「コロナ流行前からの変化」とし、第3回調査の全体の
割合を実施希望とする。実施希望の上位15位まで。

35% 40%

15.0pt

10.0pt

5.0pt

0.0pt

-5.0pt

-10.0pt
45% 50% 55% 60% 65% 70%

コ
ロ
ナ
流
行
前
か
ら
の
変
化

実施希望

アウトドアアクティビティ

イベント・祭りの見物

現地の人が普段利用している
カジュアルな食事

世界遺産の見物

遊園地やテーマパーク
繁華街の街歩き

自然や風景の見物

桜の観賞

伝統的日本料理
温泉への入浴

雪景色観賞紅葉の観賞

日本庭園の見物

日本文化の体験

有名な史跡や
歴史的な建築物の見物
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4
．コ
ロ
ナ
禍
で

注
目
さ
れ
た

レ
ジ
ャ
ー

5
．コ
ロ
ナ
禍
で

注
目
さ
れ
た
旅
行
に

関
係
す
る
価
値
観

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
リ
ア
ル
な
旅

行
の
需
要
開
拓
等
の
他
に
新
た
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
も
注
目

（
1
）旅
行
先
で
の

　
　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組

図13 オンラインツアーに参加した理由【オンラインツアー参加経験者】（回答はあてはまるもの全て）（回答者全体の割合で降順ソート）
20%10% 40%30% 50% 60%

オンラインツアーの対象地域に興味があったから（51%）

旅行の下調べをしたいから（48%）

オンラインツアーに興味があるから（46%）

オンラインツアー先の地元の人と交流したいから（36%）

オンラインツアーの参加者と交流したいから（32%）

自分の体調等（ハンディキャップ、高齢含む）により旅行に行けないから（25%）

34%
54%

35%
51%

31%
37%

29%
33%

22%
26%

43%
54%

0%

アジア居住者
（n=718） 
欧米豪居住者
（n=284） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図14 参加したオンラインツアーの良かった点【オンラインツアー参加経験者】（回答は最大3つまで）（回答者全体の割合で降順ソート）
10% 20% 30%

自分の体調等（ハンディキャップ、高齢含む）により、
実施が困難な旅行を体験できたこと（16%）

自然や文化財保護に関する規制等により、
入場（入域）が難しいエリアを見学できたこと（25%）

地域の自然や風景を楽しむことができたこと（25%）

その場所にいるような臨場感を楽しめたこと（24%）

地域の文化や歴史を詳しく知ることができたこと（22%）

実際の旅行より費用が安く済んだこと（22%）

地域の街並みを楽しむことができたこと（20%）

実際に旅行に行くよりも短時間で済んだこと（19%）

地元の人しか知らない楽しみ方や魅力を知ることができたこと（19%）

ツアーガイドの話が面白かったこと (15%）

（事前に送付された現地の特産品（食材等）により）食を楽しめたこと（14%）

ツアーの他の参加者と交流できたこと（13%）

買い物を楽しめたこと（13%）

地元の人と交流ができたこと（11%）

お土産がついていたこと（9%）

26%
25%

19%
26%

18%
24%

16%
25%

15%
22%

16%
21%

17%
19%

19%
15%

15%
14%

14%
14%

15%
13%

13%
13%

14%
10%

12%
8%

20%
27%

0%

アジア居住者
（n=718） 
欧米豪居住者
（n=284） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図15 海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際のサステナブルな取組※1の重視度【全員】（回答は１つ）※2

※1…「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。
※2…本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

重視する どちらかといえば重視する どちらでもない どちらかといえば重視しない 全く重視しない

20% 40% 60% 80% 100%

33% 46% 19% 1%

31% 36% 25% 4%

5%

4%

4%24% 34% 33%

16% 30% 39% 4% 11%

0%

Z世代
（n=212）
ミレニアル
（n=856）
X世代

（n=782）
ベビーブーマー
（n=255）

1%

20% 40% 60% 80% 100%

16%35% 45% 3%

39% 41% 17% 2%

35% 40% 21%

25%

3%

32% 39%

0%

Z世代
（n=383）
ミレニアル

（n=1,716）
X世代

（n=1,687）
ベビーブーマー
（n=403）

1%

1%

1%
3%

1%

図16 旅行先でサステナブルな取組を重視する理由の重視度【サステナブルな取組重視者】※1（回答はあてはまるもの全て）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者
20% 40% 60% 20% 40% 60%

50%
57%

52%
49%

56%
64%

49%
50%

0%

47%
48%

37%
33%

40%
41%

40%
42%

40%
43%

32%
25%

30%
31%

33%
35%

34%
38%

29%
29%

17%
15%

23%
23%

13%
8%

16%
15%

25%
28%

27%
22%

21%
17%

21%
16%

26%
23%

29%
23%

19%
20%

21%
21%

26%
24%

30%
26%

15%
22%
22%

15%

46%
58%

40%
36%

0%

環境資源の保全等に
配慮したいから

訪問地域の
伝統文化資産等の保護継承

に貢献したいから
地域の魅力や

地元の人との交流を
味わいたいから

訪問地域の経済活性化に
貢献したいから

補助割引制度が
受けられるから

サステナブルツーリズムが
トレンドだから

自国や自治体が
サステナブルな取組を
推奨しているから

旅行先がサステナブルな
取組を推奨しているから

環境資源の保全等に
配慮したいから

訪問地域の
伝統文化資産等の保護継承

に貢献したいから
地域の魅力や

地元の人との交流を
味わいたいから

訪問地域の経済活性化に
貢献したいから

補助割引制度が
受けられるから

サステナブルツーリズムが
トレンドだから

自国や自治体が
サステナブルな取組を
推奨しているから

旅行先がサステナブルな
取組を推奨しているから

Ｚ世代 
（n=305）
ミレニアル 
（n=1,366）
Ｘ世代 
（n=1,270）
ベビーブーマー 
（n=288）

Ｚ世代
（n=168） 
ミレニアル 
（n=579）
Ｘ世代
（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）
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4
．コ
ロ
ナ
禍
で

注
目
さ
れ
た

レ
ジ
ャ
ー

5
．コ
ロ
ナ
禍
で

注
目
さ
れ
た
旅
行
に

関
係
す
る
価
値
観

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
リ
ア
ル
な
旅

行
の
需
要
開
拓
等
の
他
に
新
た
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
も
注
目

（
1
）旅
行
先
で
の

　
　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組

図13 オンラインツアーに参加した理由【オンラインツアー参加経験者】（回答はあてはまるもの全て）（回答者全体の割合で降順ソート）
20%10% 40%30% 50% 60%

オンラインツアーの対象地域に興味があったから（51%）

旅行の下調べをしたいから（48%）

オンラインツアーに興味があるから（46%）

オンラインツアー先の地元の人と交流したいから（36%）

オンラインツアーの参加者と交流したいから（32%）

自分の体調等（ハンディキャップ、高齢含む）により旅行に行けないから（25%）

34%
54%

35%
51%

31%
37%

29%
33%

22%
26%

43%
54%

0%

アジア居住者
（n=718） 
欧米豪居住者
（n=284） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図14 参加したオンラインツアーの良かった点【オンラインツアー参加経験者】（回答は最大3つまで）（回答者全体の割合で降順ソート）
10% 20% 30%

自分の体調等（ハンディキャップ、高齢含む）により、
実施が困難な旅行を体験できたこと（16%）

自然や文化財保護に関する規制等により、
入場（入域）が難しいエリアを見学できたこと（25%）

地域の自然や風景を楽しむことができたこと（25%）

その場所にいるような臨場感を楽しめたこと（24%）

地域の文化や歴史を詳しく知ることができたこと（22%）

実際の旅行より費用が安く済んだこと（22%）

地域の街並みを楽しむことができたこと（20%）

実際に旅行に行くよりも短時間で済んだこと（19%）

地元の人しか知らない楽しみ方や魅力を知ることができたこと（19%）

ツアーガイドの話が面白かったこと (15%）

（事前に送付された現地の特産品（食材等）により）食を楽しめたこと（14%）

ツアーの他の参加者と交流できたこと（13%）

買い物を楽しめたこと（13%）

地元の人と交流ができたこと（11%）

お土産がついていたこと（9%）

26%
25%

19%
26%

18%
24%

16%
25%

15%
22%

16%
21%

17%
19%

19%
15%

15%
14%

14%
14%

15%
13%

13%
13%

14%
10%

12%
8%

20%
27%

0%

アジア居住者
（n=718） 
欧米豪居住者
（n=284） 

各項目における括弧
内の値は全体（アジア
居住者＋欧米豪居住
者）

図15 海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際のサステナブルな取組※1の重視度【全員】（回答は１つ）※2

※1…「サステナブルな取組」とは、地域の「自然や生物多様性の保全等」、「伝統・文化の保存・継承」、「地域経済の活性化や地域づくり」の保護と貢献への取組とする。
※2…本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

重視する どちらかといえば重視する どちらでもない どちらかといえば重視しない 全く重視しない

20% 40% 60% 80% 100%

33% 46% 19% 1%

31% 36% 25% 4%

5%

4%

4%24% 34% 33%

16% 30% 39% 4% 11%

0%

Z世代
（n=212）
ミレニアル
（n=856）
X世代

（n=782）
ベビーブーマー
（n=255）

1%

20% 40% 60% 80% 100%

16%35% 45% 3%

39% 41% 17% 2%

35% 40% 21%

25%

3%

32% 39%

0%

Z世代
（n=383）
ミレニアル

（n=1,716）
X世代

（n=1,687）
ベビーブーマー
（n=403）

1%

1%

1%
3%

1%

図16 旅行先でサステナブルな取組を重視する理由の重視度【サステナブルな取組重視者】※1（回答はあてはまるもの全て）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分 Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者
20% 40% 60% 20% 40% 60%

50%
57%

52%
49%

56%
64%

49%
50%

0%

47%
48%

37%
33%

40%
41%

40%
42%

40%
43%

32%
25%

30%
31%

33%
35%

34%
38%

29%
29%

17%
15%

23%
23%

13%
8%

16%
15%

25%
28%

27%
22%

21%
17%

21%
16%

26%
23%

29%
23%

19%
20%

21%
21%

26%
24%

30%
26%

15%
22%
22%

15%

46%
58%

40%
36%

0%

環境資源の保全等に
配慮したいから

訪問地域の
伝統文化資産等の保護継承

に貢献したいから
地域の魅力や

地元の人との交流を
味わいたいから

訪問地域の経済活性化に
貢献したいから

補助割引制度が
受けられるから

サステナブルツーリズムが
トレンドだから

自国や自治体が
サステナブルな取組を
推奨しているから

旅行先がサステナブルな
取組を推奨しているから

環境資源の保全等に
配慮したいから

訪問地域の
伝統文化資産等の保護継承

に貢献したいから
地域の魅力や

地元の人との交流を
味わいたいから

訪問地域の経済活性化に
貢献したいから

補助割引制度が
受けられるから

サステナブルツーリズムが
トレンドだから

自国や自治体が
サステナブルな取組を
推奨しているから

旅行先がサステナブルな
取組を推奨しているから

Ｚ世代 
（n=305）
ミレニアル 
（n=1,366）
Ｘ世代 
（n=1,270）
ベビーブーマー 
（n=288）

Ｚ世代
（n=168） 
ミレニアル 
（n=579）
Ｘ世代
（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）
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根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

図 18 サステナブルな取組による宿泊単価の値上げを「よいと思う」と回答した割合【サステナブルな取組重視者】※1（回答は1つ）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者
20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

68%

70%

64%

63%

0%

Z世代
（n=305）
ミレニアル

（n=1,366）
X世代

（n=1,270）
ベビーブーマー
（n=288）

69%

77%

63%

56%

0%

Z世代
（n=168）
ミレニアル
（n=579）
X世代

（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）

図 19 休暇中の旅行先で仕事をすることに対する考え方【有職者】（回答は1つ）※1

※1…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

休暇の旅行中は
完全に仕事はしたくない 

休暇の旅行中でも、メールや
電話でのやり取りはやむを得ない

休暇の旅行中でも、必要があれば書類作成や
オンラインでの会議出席などをしても構わない

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%

37%50% 13%

55% 33% 12%

55% 34% 11%

58% 29% 13%

0%

Z世代
（n=310）
ミレニアル

（n=1,658）
X世代

（n=1,591）
ベビーブーマー
（n=364）

42% 51% 7%

52% 37% 10%

62% 26% 11%

71% 21% 8%

0%

Z世代
（n=190）
ミレニアル
（n=791）
X世代

（n=681）
ベビーブーマー
（n=213）

図 20 過去1年間に、出張業務以外で仕事を実施したことがある場所【有職者】
（回答はあてはまるもの全て）

休暇の旅行中は完全に仕事はしたくない（n=3,230）  

休暇の旅行中でも、メールや電話での
やり取りはやむを得ない（ｎ=1,923） 
休暇の旅行中でも、必要があれば書類作成やオンラインでの
会議出席などをしても構わない（n=645）
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39%
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17%
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16%
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17%
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自宅の室内

自宅近くのカフェ・喫茶店・図書館等

自宅の共有スペース

会社近くのカフェ・喫茶店・図書館等

商業施設等のフリースペース

自宅や会社から離れた観光地

過去1年間に出張以外で
会社以外での勤務経験なし

コワーキングスペースなどの
業務環境を提供する場所

日常生活圏外の
コワーキングスペース・カフェ等

観光地にある会社が保有・契約する
リゾート施設、宿泊施設等
観光地等への移動中の

飛行機・新幹線の機内・車内

20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

39%
38%

35%
35%

46%
48%

45%
44%

0%
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レンタカーの利用

自然や資源を
損なわない

アクティビティ

工芸品などの
伝統文化資産等の体験

地域ならではの
精神性の体験

地元の人との
対話・交流

現地産や
オーガニック食材を使った
商品の利用・購入
地域ならではの

素材を使った商品の
利用・購入

エコラベルが
ついている
商品の購入

地域エコポイント等の
取得・利用
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損なわない

アクティビティ

工芸品などの
伝統文化資産等の体験

地域ならではの
精神性の体験

地元の人との
対話・交流

現地産や
オーガニック食材を使った
商品の利用・購入
地域ならではの

素材を使った商品の
利用・購入

エコラベルが
ついている
商品の購入

地域エコポイント等の
取得・利用

図17 旅行先で実施したいサステナブルな取組【サステナブルな取組重視者】※1（回答はあてはまるもの全て）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

Ｚ世代 
（n=305）
ミレニアル 
（n=1,366）
Ｘ世代 
（n=1,270）
ベビーブーマー 
（n=288）

Ｚ世代
（n=168）
ミレニアル 
（n=579）
Ｘ世代
（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）
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根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

図 18 サステナブルな取組による宿泊単価の値上げを「よいと思う」と回答した割合【サステナブルな取組重視者】※1（回答は1つ）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者
20% 40% 60% 80% 20% 40% 60% 80%

68%

70%

64%

63%

0%

Z世代
（n=305）
ミレニアル

（n=1,366）
X世代

（n=1,270）
ベビーブーマー
（n=288）

69%

77%

63%

56%

0%

Z世代
（n=168）
ミレニアル
（n=579）
X世代

（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）

図 19 休暇中の旅行先で仕事をすることに対する考え方【有職者】（回答は1つ）※1

※1…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

休暇の旅行中は
完全に仕事はしたくない 

休暇の旅行中でも、メールや
電話でのやり取りはやむを得ない

休暇の旅行中でも、必要があれば書類作成や
オンラインでの会議出席などをしても構わない

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%

37%50% 13%

55% 33% 12%

55% 34% 11%

58% 29% 13%

0%

Z世代
（n=310）
ミレニアル

（n=1,658）
X世代

（n=1,591）
ベビーブーマー
（n=364）

42% 51% 7%

52% 37% 10%

62% 26% 11%

71% 21% 8%

0%

Z世代
（n=190）
ミレニアル
（n=791）
X世代

（n=681）
ベビーブーマー
（n=213）

図 20 過去1年間に、出張業務以外で仕事を実施したことがある場所【有職者】
（回答はあてはまるもの全て）

休暇の旅行中は完全に仕事はしたくない（n=3,230）  

休暇の旅行中でも、メールや電話での
やり取りはやむを得ない（ｎ=1,923） 
休暇の旅行中でも、必要があれば書類作成やオンラインでの
会議出席などをしても構わない（n=645）
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会社近くのカフェ・喫茶店・図書館等

商業施設等のフリースペース

自宅や会社から離れた観光地

過去1年間に出張以外で
会社以外での勤務経験なし

コワーキングスペースなどの
業務環境を提供する場所

日常生活圏外の
コワーキングスペース・カフェ等

観光地にある会社が保有・契約する
リゾート施設、宿泊施設等
観光地等への移動中の

飛行機・新幹線の機内・車内
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ゴミ分別・削減
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レンタカーの利用

自然や資源を
損なわない

アクティビティ

工芸品などの
伝統文化資産等の体験

地域ならではの
精神性の体験

地元の人との
対話・交流

現地産や
オーガニック食材を使った
商品の利用・購入
地域ならではの

素材を使った商品の
利用・購入

エコラベルが
ついている
商品の購入

地域エコポイント等の
取得・利用
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素材を使った商品の
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商品の購入

地域エコポイント等の
取得・利用

図17 旅行先で実施したいサステナブルな取組【サステナブルな取組重視者】※1（回答はあてはまるもの全て）※2

※1…海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を「重視する」または「どちらかといえば重視する」と回答した人
※2…本調査における世代区分　Ｚ世代（20～24歳）、ミレニアル（25～39歳）、Ｘ世代（40～54歳）、ベビーブーマー（55～59歳）

アジア居住者 欧米豪居住者

Ｚ世代 
（n=305）
ミレニアル 
（n=1,366）
Ｘ世代 
（n=1,270）
ベビーブーマー 
（n=288）

Ｚ世代
（n=168）
ミレニアル 
（n=579）
Ｘ世代
（n=454）
ベビーブーマー
（n=118）
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6
．今
後
に
向
け
て

根
強
い
日
本
人
気
を
再
確
認

　新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
海
外
旅
行

の
実
施
意
向
は
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

と
も
に
8
割
以
上
と
高
く
、さ
ら
に
、

調
査
回
を
追
う
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
欧
米
豪
で
は
海
外
旅
行

を
し
た
い
と
「
思
う
」
人
の
割
合
が

増
え
て
お
り
、
前
項
の
レ
ジ
ャ
ー
同

様
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

海
外
旅
行
マ
イ
ン
ド
が
上
向
い
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
5
）。

　海
外
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
（
図
6
）
は
、
ア
ジ
ア
・

欧
米
豪
と
も
に
「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」の
選
択
率
が
最
も
高
く
、

第
2
回
調
査
で
最
も
選
択
率
が
高

か
っ
た
「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消
滅
し

て
か
ら
」
が
3
位
に
転
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
第
3
回
調
査

時
点
で
は
、
世
界
中
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
、抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
・

供
給
が
行
わ
れ
て
お
り
、
回
答
者
が

感
染
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
一
定

の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
と
同
時

に
、
次
々
と
変
異
株
が
登
場
し
、
世

界
各
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
が

報
告
さ
れ
る
等
、
未
だ
感
染
収
束
に

は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

万
が
一
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
際
の

病
院
紹
介
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
付
い
た

商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
日
本
旅
行
で
体
験
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
後

で
違
い
が
見
ら
れ
る
。
図
11
は
、
グ
ラ

フ
の
横
軸
が
現
在（
第
3
回
調
査
）の

各
活
動
の
実
施
希
望
率
、
縦
軸
が
コ
ロ

ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
調
査

（
2
0
1
9
年
6
〜
7
月
）か
ら
第
3

「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の
配
慮
や
、

清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」は
、

3
位
に
転
じ
て
お
り
、
海
外
旅
行
を

「
再
開
す
る
」
理
由
と
海
外
旅
行
を
し

た
い
と
「
思
わ
な
い
」
理
由
の
両
者

と
も
、
順
位
に
変
動
が
あ
っ
た
点
は

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　次
に
海
外
旅
行
し
た
い
国
・
地
域

に
つ
い
て
は
、
過
去
の
調
査
と
同
様
、

日
本
の
選
択
率
が
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪

で
1
位
と
な
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
に

お
い
て
は
2
位
の
韓
国
を
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
引
き
離
し
て
お
り（
図
8
）、

根
強
い
日
本
の
人
気
が
確
認
さ
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
収
束
後
、
観

光
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
い
人
を

対
象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

回
調
査（
2
0
2
1
年
10
月
）ま
で
の

実
施
希
望
率
の
変
化
を
ポ
イ
ン
ト
数

で
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
コ

ロ
ナ
流
行
前
か
ら
実
施
希
望
率
が
最

も
上
昇
し
た
の
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」（
プ
ラ
ス
13
・
1
ポ
イ

ン
ト
）と
な
っ
て
お
り
、
屋
外
で
の
活

動
へ
の
実
施
意
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
温
泉
へ
の
入
浴
」（
マ
イ
ナ

ス
7
・
4
ポ
イ
ン
ト
）、「
繁
華
街
の
街

歩
き
」（
マ
イ
ナ
ス
4
・
7
ポ
イ
ン
ト
）

等
、
密
に
な
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
空

間
で
の
活
動
は
実
施
希
望
率
が
低
下

し
た
。

　海
外
旅
行
や
遠
方
へ
の
旅
行
が
困

難
な
状
況
に
お
い
て
、
新
た
に
登
場

し
た
、も
し
く
は
、注
目
度
が
高
ま
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
実
施
意
向
か
ら

も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
調
査

で
は
、
図
12
に
示
す
13
の
レ
ジ
ャ
ー

の
実
施
経
験
と
実
施
意
向
を
尋
ね
て

い
る
。
図
12
は
グ
ラ
フ
の
横
軸
を
実

施
経
験
、
縦
軸
を
実
施
意
向
と
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も
大
き

な
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ド
ラ
イ
ブ
の
選

択
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、3
密
回
避
、

小
規
模
で
実
施
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
の

実
施
経
験
、
実
施
意
向
が
高
い
結
果

と
な
っ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
中
で
も
、
特
に
注
目
さ
れ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

参
加
経
験
者
（
N
＝
1
0
0
2
）
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
理

由
（
図
13
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
対

象
地
域
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
」

（
51
%
）、「
旅
行
の
下
調
べ
を
し
た

い
か
ら
」（
48
%
）
等
、
リ
ア
ル
な
旅

行
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
の
期
待
が

伺
え
る
一
方
で
、「
自
分
の
体
調
等

に
よ
り
旅
行
に
行
け
な
い
か
ら
」
と

の
回
答
が
25
%
を
占
め
る
こ
と
や
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
点
（
図
14
）
に

つ
い
て
、「
入
場
（
入
域
）
が
難
し
い

エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
こ
と
」（
25

%
）
や
「
自
分
の
体
調
等
に
よ
り
、

実
施
が
困
難
な
旅
行
を
体
験
で
き
た

こ
と
」（
16
%
）
の
一
定
程
度
の
選
択

率
が
確
認
さ
れ
る
等
、
消
費
者
が
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ら
で
は
の
需
要

を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。ま
た
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
参
加
経
験
者

の
7
割
以
上
が
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後

も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
利
用
し

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
調
査
結

果
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
海

外
旅
行
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
需
要

維
持
や
、
再
開
さ
れ
て
か
ら
の
需
要

開
拓
と
い
っ
た
部
分
以
外
に
も
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
も

一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
消
費
者

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
意
識
が
高

ま
っ
て
お
り
、
旅
行
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
個
人
の
一
つ

一
つ
の
行
動
が
社
会
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
、

地
球
環
境
や
社
会
問
題
を
他
人
事
で

は
な
く
、
自
分
事
と
捉
え
る
価
値
観

が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
旅
行
先
で
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に
つ
い
て
尋

ね
た
。
な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
組
に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
は
、先
行
研
究
や
調
査
か
ら
、

世
代
別
の
価
値
観
を
反
映
し
や
す
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
世
代
別
（
4
区
分
）

に
分
析
を
行
っ
た
。

　調
査
の
結
果
、
海
外
旅
行
の
訪
問

先
や
宿
泊
施
設
を
選
択
す
る
際
、
Z

世
代
や
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
若
年
層

（
図
9
）、「
以
前
も
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
り
、気
に
入
っ
た
か
ら
」（
88
%
）、

「
行
き
た
い
観
光
地
や
観
光
施
設
が
あ

る
か
ら
」（
84
%
）、「
清
潔
だ
か
ら
」

（
83
%
）、「
食
事
が
美
味
し
い
か
ら
」

（
83
%
）、「
治
安
が
良
い
か
ら
」（
79
%
）

と
続
く
。
観
光
的
な
魅
力
の
み
な
ら

ず
、
清
潔
さ
や
治
安
と
い
っ
た
受
入

環
境
の
良
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、「
清
潔
さ
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

流
行
以
前
よ
り
も
多
く
の
消
費
者
が

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外

旅
行
の
回
復
期
に
お
い
て
は
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
調
査
回

を
追
う
ご
と
に
訪
日
旅
行
の
嗜
好
が

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
の
1
つ
が
旅
行
形
態
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9
年
ま

で
、
F
I
T（F

oreign
 Indepen-

den
t T

our/T
raveler=

個
人
手
配

の
海
外
旅
行
）は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

旅
行
で
は
、
旅
行
会
社
の
利
用
意
向
が

高
ま
っ
て
お
り（
図
10
）、
従
来
F
I
T

の
割
合
が
高
か
っ
た
欧
米
豪
で
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅

行
会
社
の
商
品
別
内
訳
で
は
、「
セ
ミ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」や「
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
ツ
ア
ー
」の
割
合
が
高
い
。
自

由
度
や
利
便
性
に
加
え
、
海
外
旅
行

市
場
の
回
復
期
に
お
け
る「
感
染
」や

「
経
済
」に
対
す
る
不
安
や
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
留
め
た
い
と
い
う
消
費
者

の
嗜
好
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
実
際
に
韓
国
の
旅
行
会

社
で
は
、
旅
行
前
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
保
険
加
入
、
高
性
能
マ
ス
ク
の
配

布
、海
外
旅
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
、旅
行
後
に
は
、保
険
請
求
、

で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視

す
る
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
欧

米
豪
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る

（
図
15
）。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す

る
と
回
答
し
た
人
を
対
象
に
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
を
重
視
す
る
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
環
境
保
全
へ

の
配
慮
」
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
豪
と
も

に
高
年
層
ほ
ど
選
択
率
が
高
い
。
ま

た
、
欧
米
豪
の
高
年
層
ほ
ど
「
伝
統

文
化
の
保
護
継
承
へ
の
貢
献
」、「
地

域
の
魅
力
や
交
流
」、「
地
域
経
済
活

性
化
へ
の
貢
献
」等
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

貢
献
に
関
す
る
項
目
の
選
択
率
が
高

い
。
若
年
層
で
は
、「
補
助
割
引
制

度
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
」
の
選
択
率

が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
高
年
層
よ
り

も
高
く
、
自
己
の
利
益
に
直
結
す
る

こ
と
が
取
組
重
視
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
（
図
16
）。

　旅
行
先
で
実
施
し
た
い
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
で
は
、
欧
米
豪
に
お
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
高
年
層
ほ

ど
選
択
率
が
高
い
。
唯
一
、
若
年
層

の
選
択
率
が
高
い
の
が
「
地
域
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
等
の
取
得
・
利
用
」
で
あ

る
（
図
17
）。

　ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
組
に

よ
る
宿
泊
単
価
の
値
上
げ
を
「
よ
い

と
思
う
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
高
年
層
よ
り
、

若
年
層
の
方
が
高
い
傾
向
を
示
し
て

い
る
（
図
18
）。

　以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
欧
米
豪

の
若
年
層
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取

組
を
重
視
す
る
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
高
い
も
の
の
、
旅
行
先
で
実
施

し
た
い
取
組
の
多
く
は
高
年
層
の
選

択
率
が
高
く
、
一
見
矛
盾
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

背
景
に
は
、
若
年
層
の
意
識
の
高
さ

は
、
特
に
欧
米
豪
各
国
で
熱
心
な
環

境
教
育
に
依
る
も
の
で
あ
る
一
方
、

高
年
層
の
取
組
実
施
率
の
高
さ
は
、

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
考
え
方
別
に
、「
過
去

1
年
間
に
、
出
張
業
務
以
外
で
仕
事
を

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
」（
図
20
）

や「
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る
う
え
で
、

地
域
に
ほ
し
い
設
備
」（
図
21
）に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
業
務
を
す
る
意
志

　今
回
の
調
査
か
ら
、
海
外
と
の
往

来
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
海

外
旅
行
先
と
し
て
、
日
本
は
高
い
人

気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
一
方
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
に
消
費
者
の
関
心
が
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
こ
と
や
、「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
っ
た
新
た
な
価
値
観
が
浸
透
す

る
等
、
消
費
者
の
意
識
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。こ
う
し
た
調
査
結
果
か
ら
、

お
り
、
回
答
者
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
が
絶
対
的
な
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
海

外
旅
行
を
し
た
い
と
「
思
わ
な
い
」

理
由
（
図
7
）
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
リ
ス
ク

を
背
負
い
た
く
な
い
か
ら
」
の
選
択

率
が
最
も
高
く
、
こ
ち
ら
も
第
2
回

調
査
で
最
も
選
択
率
の
高
か
っ
た

日
本
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充
実
や
、
地

域
の
歴
史
・
文
化
等
と
組
み
合
わ
せ

た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
組
を
伝
え
て
い
く
等
、
日

本
の
魅
力
を
発
信
す
る
際
は
、
消
費

者
の
意
識
変
化
も
踏
ま
え
た
対
応
が

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
本
格
的
な

回
復
に
あ
た
っ
て
は
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
が
、
当
財
団
で
は
引
き

続
き
、
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
・

訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
向
、
行
動
を

調
査
し
、
政
策
・
事
業
立
案
に
有
用
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
か
き
し
ま
・
あ
か
ね
）

調査概要
●調査名       

●調査方法
●調査実施時期
●調査地域

●調査対象者

●有効回答者数

第1回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/asiaeuro-survey-2020/
第2回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/asiaeuro-survey-2021-covid19-2/
第3回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/asiaeuro-survey-2022-covid19-3/

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の
意向調査（第3回 新型コロナ影響度 特別調査）
インターネットによる調査
2021年10月5日～19日
韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、
インドネシア、アメリカ、オーストラリア、イギリス、
フランス、インド、ベトナムの14地域
（注）中国は北京及び上海在住者のみ
（割合は北京50%：上海50%）
（注）アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランスの
４地域は2016年度調査から加わった。
（注）インド、ベトナムについては、
一部の調査項目につきアンケート調査を実施
20～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者
（注）中国-香港-マカオ間、
マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、
アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、
オーストラリア-ニュージーランド間、
イギリス・フランス-欧州各国間の旅行については、
海外旅行経験から除く
上記各地域に居住する住民計7,355人

社
会
貢
献
へ
の
意
識
の
高
さ
や
経
済

的
余
裕
が
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
段
階
で
は
推
察
の
域
を
出

ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
2
）ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
職
場
か
ら
離
れ

た
観
光
地
等
で
仕
事
を
し
な
が
ら
休

暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
急
速
に
浸
透
し
た
。「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
ア
メ

リ
カ
で
2
0
0
0
年
代
に
誕
生
し
て

い
た
が
、
日
本
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
働
く

時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
テ

レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
注
目
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。

な
お
、
旅
行
先
で
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
組
と
同
様
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
世
代
別
の
価
値
観
を
反

映
し
や
す
い
こ
と
を
踏
ま
え
、一
部
、

世
代
別
で
分
析
し
て
い
る
。

　休
暇
中
の
旅
行
先
で
仕
事
を
す
る

こ
と
＝「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
休
暇

の
旅
行
中
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書

類
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出

席
な
ど
を
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
ア
ジ
ア
、
欧
米

豪
と
も
に
各
世
代
で
約
1
割
程
度
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。一
方
、

「
休
暇
の
旅
行
中
は
完
全
に
仕
事
は

し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
欧
米
豪
で
高
年
層
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
図
19
）。

背
景
に
は
、
欧
米
豪
、
特
に
欧
州
の

場
合
は
、
休
暇
を
2
週
間
程
度
取
得

し
、
1
年
前
か
ら
旅
行
を
計
画
す
る

等
、
し
っ
か
り
休
暇
を
楽
し
む
文
化

が
定
着
し
て
お
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の

境
界
線
が
曖
昧
な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
概
念
に
高
年
層
ほ
ど
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

を
強
く
示
し
て
い
る「
休
暇
の
旅
行
中

で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
書
類
作
成
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
出
席
な
ど
を

し
て
も
構
わ
な
い
」層
で
は
各
項
目
と

も
に
選
択
率
が
高
い
。
旅
行
先
で
処

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
業
務
量
に

よ
っ
て
、
業
務
場
所
や
設
備
ニ
ー
ズ

は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
を
受

け
入
れ
る
地
域
や
事
業
者
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
受
入
整
備
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

図 21 旅行先で仕事をするうえで、地域にほしい設備【有職者】（回答はあてはまるもの全て）

休暇の旅行中は完全に仕事はしたくない（n=3,230）  

休暇の旅行中でも、メールや電話でのやり取りはやむを得ない（ｎ=1,923） 

休暇の旅行中でも、必要があれば書類作成やオンラインでの
会議出席などをしても構わない（n=645）
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Wi-Fi等の通信環境

入退室管理やシュレッダーなどの
セキュリティ対策

執務に必要な個室などの
プライベート空間

プリントやスキャンなどが
できる複合機

商談スペースまたはチームで
仕事等ができるスペース
自身のスキルアップを

目的とした研修プログラム
小さい子どもを預ける

保育施設等
家族が楽しめる

アクティビティや体験コンテンツ
地域の魅力を体験できる

アクティビティや体験コンテンツ
地域の企業や人とのつながりを

サポートするサービス
受入地域や施設の
スタッフのサービス

特色がある地域の食材や
食事の提供

現在の業務内容は
旅行先で実施できない
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図 1 コロナ流行下における旅行意向

国内旅行 海外旅行

行きたい （新型コロナウイルスが流行しているので）行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、そもそも旅行には行きたくない 無回答
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図 2 コロナ流行下における旅行意向（旅行に行きたい人のみ）
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2021年
5月調査
（n=455）

2021年
12月調査
（n=970）

2021年
5月調査
（n=455）

2021年
12月調査
（n=970）

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
4

J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
結
果
よ
り

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
地
域
研
究
部 

地
域
戦
略
室 

研
究
員

安
原
有
紗

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長 

上
席
主
任
研
究
員
　

五
木
田
玲
子

観
光

研
究
最
前
線
…
②

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

1
．コ
ロ
ナ

流
行
下
に
お
け
る

旅
行
意
向

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。
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図 3 コロナ流行下における旅行意向（性・年代別）

国内旅行

海外旅行

行きたい 当面（2年間程度)は行きたくない／様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、海外旅行には行きたくない

行きたい 行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、そもそも国内旅行には行きたくない 無回答
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2021年５月調査（n=1,465）：あまり行かない・２年に１回程度（n=1,306）、
年に１～２回程度（n=145）、年に３回以上（n=14）
2021年12月調査（n=1,452）：あまり行かない・２年に１回程度（n=1,316）、
年に１～２回程度（n=124）、年に３回以上（n=12）

図 4 コロナ流行下における旅行意向（普段の旅行頻度別にみた「行きたい」の割合）

国内旅行 海外旅行

2020年12月調査（n=1,463）：あまり行かない・２年に１回程度（n=467）、
年に１～２回程度（n=756）、年に３回以上（n=240）
2021年５月調査（n=1,467）：あまり行かない・２年に１回程度（n=517）、
年に１～２回程度（n=720）、年に３回以上（n=230）
2021年12月調査（n=1,455）：あまり行かない・２年に１回程度（n=476）、
年に１～２回程度（n=711）、年に３回以上（n=268）
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0%

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

2
．コ
ロ
ナ

流
行
下
に
お
け
る

旅
行
実
施
の
判
断

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。

（
2
）政
府
や
自
治
体
の

　
　要
請
に
対
す
る
意
識

72



図 3 コロナ流行下における旅行意向（性・年代別）

国内旅行

海外旅行

行きたい 当面（2年間程度)は行きたくない／様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、海外旅行には行きたくない

行きたい 行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、そもそも国内旅行には行きたくない 無回答
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図 4 コロナ流行下における旅行意向（普段の旅行頻度別にみた「行きたい」の割合）
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2021年５月調査（n=1,467）：あまり行かない・２年に１回程度（n=517）、
年に１～２回程度（n=720）、年に３回以上（n=230）
2021年12月調査（n=1,455）：あまり行かない・２年に１回程度（n=476）、
年に１～２回程度（n=711）、年に３回以上（n=268）
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0%

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

2
．コ
ロ
ナ

流
行
下
に
お
け
る

旅
行
実
施
の
判
断

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。

（
2
）政
府
や
自
治
体
の

　
　要
請
に
対
す
る
意
識

第253号 May 202273



※各調査回における回答対象者は以下の通り。
・2020年12月調査：コロナ流行下で国内旅行または海外旅行に行きたい人のみ　・2021年５月調査、2021年12月調査：国内旅行または海外旅行に行きたい人のみ

図 5 旅行の実施・再開の条件【複数回答】

（
－
は
選
択
肢
の
設
定
な
し
を
示
す
）

（
－
は
選
択
肢
の
設
定
な
し
を
示
す
）

海
外
旅
行

国
内
旅
行

2020年12月調査
（n=116）

2021年 5 月調査
（n=915）

2021年12月調査
（n=858）

2020年12月調査
（n=420）

2021年 5 月調査
（n=1,383）

2021年12月調査
（n=1,368）

緊急事態宣言の発出状況

都道府県をまたぐ移動自粛要請の発出状況
外出自粛要請の発出状況
旅行先の新規感染者数
まん延防止等重点措置の発出状況
自分の周囲での感染者の発生
全国の新規感染者数
居住地域の新規感染者数
旅行先から発信される情報
Go Toトラベルキャンペーンの有無
自分のワクチン接種の有無
景気や家計の経済状況
旅行先の医療体制のひっ迫状況
自治体による旅行割引キャンペーンの有無
国内のワクチン接種の進行状況
治療薬開発の進行状況
WHOによる緊急事態宣言の発出状況
旅行者や地元住民の口コミ
治療薬やワクチン開発の進行状況
その他
特に影響を及ぼす項目はない
無回答

旅行先の感染者がゼロになった
治療薬が開発された
治療薬・ワクチンが確立された
WHOが終息宣言を出した
入国後の行動に関する制限が解除された
口コミやマスコミ報道で安全だと確認できた
日本国内の新規感染者がゼロになった
旅行先の医療のひっ迫がおさまった
旅行先でワクチン接種が進んだ
外務省の感染症危険情報レベルが下がった
自分のワクチン接種が完了した
旅行先から歓迎されることがわかった
居住地域の感染者がゼロになった
自分の周りの人が海外旅行に行き始めた
海外旅行への支援策（キャンペーン等）が出た
その他
条件はない（すぐにでも行く）
無回答
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18.9%

16.4%

13.6%

7.2%

6.0%

2.3%

2.0%

0.1%

図 6 政府や自治体の要請に対する意識

政府や自治体の要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
自身でリスクの大小を想定して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する

その他

無回答

20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
（n=1,464）

2021年 5 月調査
（n=1,473）

2021年12月調査
（n=1,460）

47.7% 5.3%

0.5% 1.0%

44.7% 0.7%

55.7% 37.1% 4.1%

59.0% 34.2% 4.2%

1.3%

1.2%

0.7%

0.2%

1.2%

1.2%

図 7 政府や自治体の要請に対する意識（性年代別）

政府や自治体の
要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
自分でリスクの大小を想定して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する その他 無回答
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性
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41.8% 46.7% 7.4%

33.0% 54.5% 8.9%

35.1% 50.0% 10.6%

18
〜
29
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2021年 5 月調査
2021年12月調査

40.5% 46.0% 7.9%

42.1% 50.5% 6.5%

45.1% 41.2% 11.8%

30
〜
39
歳

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

44.4% 41.1% 8.6%

42.2% 50.0% 6.3%

54.8% 41.5%

40
〜
49
歳

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

53.1% 42.5%

34.9% 55.6% 9.5%

46.5% 43.0% 7.0%

50
〜
59
歳

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

57.5% 37.0%

47.1% 43.0% 7.4%

67.1% 27.6%

60
〜
69
歳

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

60.0% 31.8%

42.5% 51.9%

64.9% 27.8%

70
〜
79
歳

1.2%

1.0%
1.6%

0.1%

3.6%

3.3%

4.3%

0.8%

1.6%

1.6%

1.6%
1.0%
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1.3%
0.7%
0.7%

0.9%
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0.8%

1.9%

2.7%

1.8%
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0.7%

0.9%
0.8%
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1.7%

2.6%
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2.5%
0.8%

1.3%

0.4%

1.4%

1.1%

図 8 政府や自治体の要請に対する意識（普段の旅行頻度別）
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あ
ま
り

行
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な
い

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

２
年
に

１
回
程
度

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

56.4% 37.9% 3.5%

45.8% 47.9% 4.9%

57.9% 35.4% 4.5%

66.7% 28.1%
3.5%

38.5%

61.8%

58.1% 31.5%

27.8% 5.3%

5.2%
2.5%
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50.0% 37.7% 6.9% 1.2%

0.9% 3.3%

54.8% 4.4% 0.7%

0.9%
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1.5%

68.3% 29.2%
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0.8%

年
に
１
〜

２
回
程
度

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

46.8% 46.8%

55.3%
4.5%

39.7%

54.7% 42.1%

年
に
３
〜

５
回
程
度

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

30.0% 57.5% 10.0%

26.8% 65.9% 7.3%

51.9% 38.9% 5.6% 3.7%

年
に

６
回
以
上

0.3%

2.2%2.2%
0.6%

0.8%
0.8%
0.6%

0.1%

0.5%

1.1%
1.1%

0.5%

2.5%

2.8%
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1.3%0.7%
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政府や自治体の要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
自身でリスクの大小を想定して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する

その他

無回答

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。
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※各調査回における回答対象者は以下の通り。
・2020年12月調査：コロナ流行下で国内旅行または海外旅行に行きたい人のみ　・2021年５月調査、2021年12月調査：国内旅行または海外旅行に行きたい人のみ

図 5 旅行の実施・再開の条件【複数回答】

（
－
は
選
択
肢
の
設
定
な
し
を
示
す
）

（
－
は
選
択
肢
の
設
定
な
し
を
示
す
）

海
外
旅
行

国
内
旅
行

2020年12月調査
（n=116）

2021年 5 月調査
（n=915）

2021年12月調査
（n=858）

2020年12月調査
（n=420）

2021年 5 月調査
（n=1,383）

2021年12月調査
（n=1,368）

緊急事態宣言の発出状況

都道府県をまたぐ移動自粛要請の発出状況
外出自粛要請の発出状況
旅行先の新規感染者数
まん延防止等重点措置の発出状況
自分の周囲での感染者の発生
全国の新規感染者数
居住地域の新規感染者数
旅行先から発信される情報
Go Toトラベルキャンペーンの有無
自分のワクチン接種の有無
景気や家計の経済状況
旅行先の医療体制のひっ迫状況
自治体による旅行割引キャンペーンの有無
国内のワクチン接種の進行状況
治療薬開発の進行状況
WHOによる緊急事態宣言の発出状況
旅行者や地元住民の口コミ
治療薬やワクチン開発の進行状況
その他
特に影響を及ぼす項目はない
無回答

旅行先の感染者がゼロになった
治療薬が開発された
治療薬・ワクチンが確立された
WHOが終息宣言を出した
入国後の行動に関する制限が解除された
口コミやマスコミ報道で安全だと確認できた
日本国内の新規感染者がゼロになった
旅行先の医療のひっ迫がおさまった
旅行先でワクチン接種が進んだ
外務省の感染症危険情報レベルが下がった
自分のワクチン接種が完了した
旅行先から歓迎されることがわかった
居住地域の感染者がゼロになった
自分の周りの人が海外旅行に行き始めた
海外旅行への支援策（キャンペーン等）が出た
その他
条件はない（すぐにでも行く）
無回答
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6.0%

2.3%

2.0%

0.1%

図 6 政府や自治体の要請に対する意識

政府や自治体の要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
自身でリスクの大小を想定して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する

その他

無回答

20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
（n=1,464）

2021年 5 月調査
（n=1,473）

2021年12月調査
（n=1,460）

47.7% 5.3%

0.5% 1.0%

44.7% 0.7%

55.7% 37.1% 4.1%

59.0% 34.2% 4.2%

1.3%

1.2%

0.7%

0.2%

1.2%

1.2%

図 7 政府や自治体の要請に対する意識（性年代別）

政府や自治体の
要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
自分でリスクの大小を想定して判断する

政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する その他 無回答
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図 8 政府や自治体の要請に対する意識（普段の旅行頻度別）
20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

あ
ま
り

行
か
な
い

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

２
年
に

１
回
程
度

2020年12月調査
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年
に
３
〜

５
回
程
度

2020年12月調査
2021年 5 月調査
2021年12月調査

30.0% 57.5% 10.0%

26.8% 65.9% 7.3%

51.9% 38.9% 5.6% 3.7%

年
に

６
回
以
上

0.3%

2.2%2.2%
0.6%

0.8%
0.8%
0.6%

0.1%

0.5%
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0.5%

2.5%

2.8%
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1.1%

0.8%

1.3%0.7%

0.4%

政府や自治体の要請に従って判断する

政府や自治体の要請を気にしつつも、
自分で状況を分析して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
自身でリスクの大小を想定して判断する
政府や自治体の要請は気にせず、
周囲の行動に合わせて判断する

その他

無回答

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。
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図 9 コロナ流行下や今後の旅行で行きたい地域・あまり行きたくない地域【複数回答】

図 10 今後の旅行先選択や旅行行動の変化の有無（コロナ流行下で国内または海外の旅行に行きたい人のみ）

行きたい地域 あまり行きたくない地域

変化する

変化しない

わからない

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%

42.9%
41.0%

30.0%

0%

あまり人が密集しない地域

元々予定していた地域

医療体制が整っている地域

居住地域から近い地域

地方部

その他

無回答

36.6%
32.2%

47.7%

36.3%
30.3%

32.7%

35.0%
28.5%

26.9%

32.8%
39.5%

29.1%

28.8%
31.4%

23.2%

20.3%
19.3%

16.8%

16.3%
11.7%

21.9%

13.0%
11.6%

22.7%

8.0%
8.0%

6.0%

5.6%
5.5%

11.0%

1.0%
1.1%
0.7%

5.9%
6.4%

10.4%

これまでに
旅行したことのない地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されている地域
新型コロナウイルスが

あまり流行していない地域

これまでに旅行したことがあり、
愛着のある地域

宿泊や地域産品・施設などの
割引が行われる地域

訪問客を対象にした事前の
PCR検査を実施している地域

59.6%
59.4%

47.7%
79.0%

74.3%
59.8%

0%

人が密集しやすい地域

医療体制が脆弱な地域

外国人が多く訪れる地域

都市部

居住地域から遠い地域

その他

特にない

無回答

56.4%
53.9%

58.9%

39.1%
40.3%

34.7%

36.5%
33.0%

31.1%

21.2%
22.6%

30.9%

7.5%
8.7%

12.4%

2.2%
3.1%
2.2%

4.2%
4.9%
3.3%
0.7%
0.8%
0.2%

7.3%
8.5%
16.1%

新型コロナウイルスによる
感染者が多い地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されていない地域

これまでに
旅行したことがない地域

20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
（n=367）

2021年 5 月調査
（n=448）

2021年12月調査
（n=925）

3.0% 15.3%81.7%

77.5%

82.4% 3.9% 13.7%

6.3% 16.3%

図 11 今後の旅行先選択や旅行行動の変化の内容（コロナ流行下で国内または海外の旅行に行きたい人のみ）【複数回答】

2020年12月調査
（n=379）

2021年5月調査
（n=441）

2021年12月調査
（n=928）

20% 40% 60% 80% 100%

62.5%
60.8%

62.3%
72.1%

71.0%
83.9%

0%

混雑する場所を避ける

混雑する時間帯を避ける

混雑の状況を事前に確認する

58.9%
58.3%

57.0%

57.3%
55.6%

52.0%

不特定多数が参加する
団体行動ツアーへの

参加を控える

一人または身近な人と
少人数で旅行する

休日や混雑する
時期・季節を避ける

公共交通機関（列車、バス、
船等）の利用を控える

ゆとりをもって旅行先での
滞在日数を長くする

温泉旅館では
露天等の専用風呂が

そなわった客室を選択する

予約できる観光施設
（遊園地、博物館、庭園など）を

選ぶ

不特定多数が入る
大浴場の利用を控える

旅行先での
滞在時間・日数を短くする

複数の場所への
立ち寄りを控える

職場や地域、サークル等の
団体旅行への参加を控える
専門知識をもったガイドから
現地の自然や文化等に関する

解説を受けるツアーへの
参加を控える

混
雑
緩
和

45.4%
42.4%

54.1%
55.2%

49.4%
63.9%

バスツアーへの参加を控える

35.9%
35.8%

46.2%

11.2%
11.1%

16.1%

ツ
ア
ー
等
へ
の
参
加

32.3%
30.8%

49.9%
51.4%

54.9%
49.1%

17.5%
17.7%

25.1%

16.1%
18.8%

25.9%

12.1%
12.0%

7.1%

旅
行
計
画
の
立
て
方

23.2%
26.8%

29.6%
27.3%

30.8%
27.2%

民泊の利用を控える

21.0%
19.7%

14.2%

宿
泊
先

26.9%
27.9%

32.2%
37.7%

36.1%
35.4%

なるべく非接触型で決済するそ
の
他

図 12 収束後の旅行意向
国内旅行 海外旅行

行きたい 収束後も、当面（2年間程度）は
行きたくない／様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

そもそも国内／海外旅行には行きたくない 無回答

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
（n=1,464）

2021年 5 月調査
（n=1,473）

2021年12月調査
（n=1,460）

19.1%

1.0% 2.2%

77.4% 0.3%

72.3% 22.5%

75.9% 18.6%

0%

2020年12月調査
（n=1,464）

2021年 5 月調査
（n=1,473）

2021年12月調査
（n=1,460）

36.4% 32.6%

33.7% 31.8%

32.7% 29.4%

1.0%

1.0%

6.8%

23.6% 0.6%

5.3%

6.0%

28.6% 0.5%

31.0% 1.0%

3.5%

0.7%

3.6%

1.0%

2020年12月調査：※コロナ禍で国内または海外の旅行に行きたい人のみ
（n=453）

2021年５月調査
（n=1,396）

：※コロナ禍で旅行に行きたい（具体的に予定・検討または迷っ
ている）人とコロナが流行しているので行きたくない人のみ

2021年12月調査
（n=1,380）

：※コロナ禍で旅行に行きたい（具体的に予定・検討または迷っ
ている）人とコロナが流行しているので行きたくない人のみ

2020年12月調査：※コロナ禍で国内または海外の旅行に行きたい人のみ
（n=453）

2021年５月調査
（n=1,396）

：※コロナ禍で旅行に行きたい（具体的に予定・検討または迷っ
ている）人とコロナが流行しているので行きたくない人のみ

2021年12月調査
（n=1,380）

：※コロナ禍で旅行に行きたい（具体的に予定・検討または迷っ
ている）人とコロナが流行しているので行きたくない人のみ

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

3
．今
後
の

旅
行
の
目
的
地
や

行
動
の
変
化

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。

（
1
）行
き
た
い
地
域・

　
　あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
地
域
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図 9 コロナ流行下や今後の旅行で行きたい地域・あまり行きたくない地域【複数回答】

図 10 今後の旅行先選択や旅行行動の変化の有無（コロナ流行下で国内または海外の旅行に行きたい人のみ）

行きたい地域 あまり行きたくない地域

変化する

変化しない

わからない

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%

42.9%
41.0%

30.0%

0%

あまり人が密集しない地域

元々予定していた地域

医療体制が整っている地域

居住地域から近い地域

地方部

その他

無回答

36.6%
32.2%

47.7%

36.3%
30.3%

32.7%

35.0%
28.5%

26.9%

32.8%
39.5%

29.1%

28.8%
31.4%

23.2%

20.3%
19.3%

16.8%

16.3%
11.7%

21.9%

13.0%
11.6%

22.7%

8.0%
8.0%

6.0%

5.6%
5.5%

11.0%

1.0%
1.1%
0.7%

5.9%
6.4%

10.4%

これまでに
旅行したことのない地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されている地域
新型コロナウイルスが

あまり流行していない地域

これまでに旅行したことがあり、
愛着のある地域

宿泊や地域産品・施設などの
割引が行われる地域

訪問客を対象にした事前の
PCR検査を実施している地域

59.6%
59.4%

47.7%
79.0%

74.3%
59.8%

0%

人が密集しやすい地域

医療体制が脆弱な地域

外国人が多く訪れる地域

都市部

居住地域から遠い地域

その他

特にない

無回答

56.4%
53.9%

58.9%

39.1%
40.3%

34.7%

36.5%
33.0%

31.1%

21.2%
22.6%

30.9%

7.5%
8.7%

12.4%

2.2%
3.1%
2.2%

4.2%
4.9%
3.3%
0.7%
0.8%
0.2%

7.3%
8.5%
16.1%

新型コロナウイルスによる
感染者が多い地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されていない地域

これまでに
旅行したことがない地域

20% 40% 60% 80% 100%0%

2020年12月調査
（n=367）

2021年 5 月調査
（n=448）

2021年12月調査
（n=925）

3.0% 15.3%81.7%

77.5%

82.4% 3.9% 13.7%

6.3% 16.3%

図 11 今後の旅行先選択や旅行行動の変化の内容（コロナ流行下で国内または海外の旅行に行きたい人のみ）【複数回答】

2020年12月調査
（n=379）

2021年5月調査
（n=441）

2021年12月調査
（n=928）

20% 40% 60% 80% 100%

62.5%
60.8%

62.3%
72.1%

71.0%
83.9%

0%

混雑する場所を避ける

混雑する時間帯を避ける

混雑の状況を事前に確認する

58.9%
58.3%

57.0%

57.3%
55.6%

52.0%

不特定多数が参加する
団体行動ツアーへの

参加を控える

一人または身近な人と
少人数で旅行する

休日や混雑する
時期・季節を避ける

公共交通機関（列車、バス、
船等）の利用を控える

ゆとりをもって旅行先での
滞在日数を長くする

温泉旅館では
露天等の専用風呂が

そなわった客室を選択する

予約できる観光施設
（遊園地、博物館、庭園など）を

選ぶ

不特定多数が入る
大浴場の利用を控える

旅行先での
滞在時間・日数を短くする

複数の場所への
立ち寄りを控える

職場や地域、サークル等の
団体旅行への参加を控える
専門知識をもったガイドから
現地の自然や文化等に関する

解説を受けるツアーへの
参加を控える

混
雑
緩
和

45.4%
42.4%

54.1%
55.2%

49.4%
63.9%

バスツアーへの参加を控える

35.9%
35.8%

46.2%

11.2%
11.1%

16.1%

ツ
ア
ー
等
へ
の
参
加

32.3%
30.8%

49.9%
51.4%

54.9%
49.1%

17.5%
17.7%

25.1%

16.1%
18.8%

25.9%

12.1%
12.0%

7.1%

旅
行
計
画
の
立
て
方

23.2%
26.8%

29.6%
27.3%

30.8%
27.2%

民泊の利用を控える

21.0%
19.7%

14.2%

宿
泊
先

26.9%
27.9%

32.2%
37.7%

36.1%
35.4%

なるべく非接触型で決済するそ
の
他

図 12 収束後の旅行意向
国内旅行 海外旅行

行きたい 収束後も、当面（2年間程度）は
行きたくない／様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

そもそも国内／海外旅行には行きたくない 無回答

20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100%0%
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：※コロナ禍で旅行に行きたい（具体的に予定・検討または迷っ
ている）人とコロナが流行しているので行きたくない人のみ

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

3
．今
後
の

旅
行
の
目
的
地
や

行
動
の
変
化

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。

（
1
）行
き
た
い
地
域・

　
　あ
ま
り
行
き
た
く
な
い
地
域
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20年12月調査 調査期間 2020年11月26日～12月10日

●調査名
●調査対象       
●調査方法

JTBF旅行意識調査
全国18～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※）
郵送自記式調査※

調査概要

※ 国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当てた。これにより、地域、性年代の偏りなく調査対象を抽出した。
 その上で郵送により調査票を送付し、回答者自身が記入を行う自記式により回答を得た。

図 13 収束後の旅行意向（性・年代別）
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様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

国内旅行には行きたくない 無回答

行きたい 当面（2年間程度）は行きたくない／
様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

国内旅行には行きたくない 無回答
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図 14 収束後の旅行意向（普段の旅行頻度にみた「行きたい」の割合）
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に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

4
．収
束
後
の

旅
行
意
向

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。
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●調査名
●調査対象       
●調査方法

JTBF旅行意識調査
全国18～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※）
郵送自記式調査※

調査概要

※ 国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当てた。これにより、地域、性年代の偏りなく調査対象を抽出した。
 その上で郵送により調査票を送付し、回答者自身が記入を行う自記式により回答を得た。

図 13 収束後の旅行意向（性・年代別）

国内旅行

海外旅行

行きたい 当面（2年間程度）は行きたくない／
様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

国内旅行には行きたくない 無回答

行きたい 当面（2年間程度）は行きたくない／
様子をうかがう 収束後も、もう行きたくない 新型コロナウイルスの流行に関係なく、

国内旅行には行きたくない 無回答
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図 14 収束後の旅行意向（普段の旅行頻度にみた「行きたい」の割合）
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2020年12月調査
（n=1,463）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=467）、
年に１～２回程度（n=756）、
年に３回以上（n=240）

2021年5月調査
（n=1,467）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=517）、
年に１～２回程度（n=720）、
年に３回以上（n=230）

2021年12月調査
（n=1,455）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=476）、
年に１～２回程度（n=711）、
年に３回以上（n=268）
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0%

2020年12月調査
（n=1,461）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=1,328）、
年に１～２回程度（n=121）、
年に３回以上（n=12）

2021年5月調査
（n=1,465）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=1,306）、
年に１～２回程度（n=145）、
年に３回以上（n=14）

2021年12月調査
（n=1,452）

あまり行かない・
２年に１回程度（n=1,316）、
年に１～２回程度（n=124）、
年に３回以上（n=12）

に
し
つ
つ
も
、
自
分
で
状
況
を
分
析

す
る
」
や
「
要
請
は
気
に
せ
ず
、
自

分
で
リ
ス
ク
の
大
小
を
想
定
す
る
」

が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
旅

慣
れ
た
人
ほ
ど
自
身
の
旅
行
経
験
か

ら
、
旅
行
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

（
図
8
）。

ア
ー
へ
の
参
加
を
控
え
る
」と「
一
人

ま
た
は
身
近
な
人
と
少
人
数
で
旅
行

す
る
」も
そ
れ
ぞ
れ
5
割
弱
〜
6
割

を
占
め
、
知
ら
な
い
人
と
の
接
触
を

回
避
し
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
の
旅
行
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
図
11
）。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
旅
行
に
行
き
た

い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
時

期
も
、
国
内
旅
行
で
は「
行
き
た
い
」

　
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
12
月
、

2
0
2
1
年
5
月
お
よ
び
12
月
の
3

回
に
わ
た
っ
て
、
全
国
の
日
本
人
に

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行（
以

下
、
旅
行
）
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね

た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
国
内
旅

行
へ
の
意
向
は
、
2
0
2
0
年
12
月

お
よ
び
2
0
2
1
年
5
月
に
は
「
行

き
た
い
」が
3
割
前
後
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
1
年
12
月
に
は
7
割
弱
に
大

き
く
増
加
し
た
。
海
外
旅
行
へ
の
意

向
は
、
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も

1
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
国
内

旅
行
と
同
様
に
、「
行
き
た
い
」
は

2
0
2
1
年
12
月
が
最
も
高
く
、
1

割
を
超
え
た
（
図
1
）。

　
さ
ら
に
、直
近
2
回
の
調
査
で
は
、

果
、
2
0
2
0
年
12
月
、
2
0
2
1

年
5
月
は
、「
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン

の
確
立
」、「
自
分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
完
了
」
と
い
っ
た
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
項
目
が
１
位
と
な
っ

た
が
、
国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
2
0
2
1
年
12
月
に
そ
れ
ら
は

減
少
し
、「
旅
行
先
の
感
染
者
が
ゼ

ロ
」
が
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

「
W
H
O
の
終
息
宣
言
」、「
入
国
後

の
行
動
制
限
の
解
除
」
は
、
す
べ
て

の
時
期
で
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
た

（
図
5
）。

　
旅
行
を
実
施
す
る
か
を
判
断
す
る

と
き
に
政
府
や
自
治
体
の
要
請
を
意

識
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
結
果
、

「
要
請
に
従
っ
て
判
断
す
る
」
は
、

2
0
2
0
年
12
月
か
ら
2
0
2
1
年

12
月
に
か
け
て
4
割
強
か
ら
6
割
弱

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
間
、G

o T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
旅

行
促
進
策
や
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
策
と
い
っ
た
各
種
の
措
置

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
定
層
が
公
的
な
要
請
を

意
識
し
て
自
ら
の
旅
行
実
施
を
判
断

す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
6
）。

　
性
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の
時
期

で
も
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
要
請

に
従
っ
て
判
断
す
る
」
が
高
く
、
男

性
は
4
割
〜
5
割
強
、
女
性
は
5
割

弱
〜
6
割
強
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

年
代
別
で
見
る
と
、
男
女
と
も
に
若

年
層
に
比
べ
年
代
が
高
い
層
の
方
が

要
請
に
従
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た

（
図
7
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
る
と
、

よ
く
旅
行
に
行
く
人
ほ
ど
「
要
請
に

従
う
」
が
低
く
、
逆
に
「
要
請
を
気

4
．収
束
後
の

旅
行
意
向

　
ま
た
、「
行
き
た
い
」
の
割
合
を

普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
見
た
と
こ

ろ
、
国
内
旅
行
は
普
段
の
旅
行
頻
度

が
高
い
層
ほ
ど
高
く
、
年
に
3
回
以

上
旅
行
に
行
く
層
は
、「
行
き
た
い
」

が
常
に
4
割
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
流
行

下
で
も
旅
行
に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
国
内
旅
行
で
は
、
旅

行
頻
度
が
少
な
い
層
か
ら
多
い
層
ま

で
、「
行
き
た
い
」
が
次
第
に
高
ま
っ

た
（
図
4
）。

（
1
）旅
行
実
施
の
条
件

　
現
在
の
コ
ロ
ナ
流
行
下
で
、
国
内

旅
行
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
と
き
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
項
目

を
尋
ね
た
結
果
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

緊
急
事
態
宣
言
や
移
動
・
外
出
自
粛

要
請
等
の
発
出
、
旅
行
先
の
新
規
感

染
者
数
が
上
位
を
占
め
た
。
国
内
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
っ
た
2
0
2
1
年
5
月
は
、「
自

分
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
」、「
国

内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
状
況
」

が
4
割
前
後
と
な
っ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
だ
同
年
12
月
に
は
減

少
し
た
。

　
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
実
施
し

た
い
と
思
う
か
を
尋
ね
た
。
そ
の
結

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
や
今
後
の
旅
行
で

行
き
た
い
地
域
の
上
位
2
位
の
推
移

を
見
る
と
、
2
0
2
0
年
12
月
は「
あ

ま
り
人
が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
「
感

染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」、
2
0
2
1
年
5
月
は
「
こ
れ
ま

で
に
旅
行
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
」

と
「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」、
同

年
12
月
は
「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た

こ
と
の
な
い
地
域
」
と
「
あ
ま
り
人

が
密
集
し
な
い
地
域
」
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
あ
ま
り
行
き
た
く
な
い

地
域
は
、「
感
染
者
が
多
い
地
域
」

が
常
に
1
位
と
な
り
、
2
位
は
「
人

が
密
集
し
や
す
い
地
域
」、「
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」、

「
人
が
密
集
し
や
す
い
地
域
」
の
順

に
推
移
し
た
。
ま
た
、「
感
染
者
が

多
い
地
域
」、「
感
染
症
対
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
地
域
」
は
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
高
ま
っ
た
（
図
9
）。

　
以
上
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
長

期
化
す
る
中
で
、
密
の
回
避
や
感
染

症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

旅
行
先
選
択
に
お
け
る
必
要
条
件
と

し
て
定
着
し
つ
つ
、
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
や
コ
ロ
ナ
で
行
け
な
く

な
っ
た
地
域
も
旅
行
先
と
し
て
重
視

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
観

光
地
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
初
来
訪

者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
が
旅
行
に
再
び
行

き
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
地
域
固
有
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
が
、
誘
客
の
鍵
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

「
行
き
た
い
」
を
「
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
と
「
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、実
施
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」

に
分
け
て
尋
ね
、「
行
き
た
い
」
の

回
答
者
数
を
分
母
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
割
合
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
国

内
旅
行
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年

5
月
は
「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
し

て
い
る
」
が
1
割
強
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
同
年
12
月
は
3
割
弱
に
増
加
し

た
。
一
方
で
、
海
外
旅
行
に
関
し
て

は
、
2
0
2
1
年
5
月
、
12
月
い
ず

れ
も
、「
具
体
的
に
予
定
・
検
討
」

は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、「
実
施

す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
が
約
9
割
を

占
め
た
（
図
2
）。
以
上
よ
り
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
長
期
化
す
る
中
で
、

旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
欲
求
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
国

内
旅
行
に
対
し
て
は
旅
行
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的

に
旅
行
の
実
施
が
予
定
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
下
に
お
け
る
旅
行
意

向
を
性
年
代
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
の

性
年
代
も
2
0
2
1
年
12
月
に「
行
き

た
い
」が
大
き
く
増
加
し
、
2
0
代
女

性
で
は
8
割
を
超
え
た
。
2
0
2
0
年

12
月
、
2
0
2
1
年
5
月
に
旅
行
意
向

が
最
も
低
か
っ
た
70
代
女
性
も
、

2
0
2
1
年
12
月
は「
行
き
た
い
」が

半
数
を
超
え
、
旅
行
意
向
の
回
復
傾

向
が
確
認
さ
れ
た（
図
3
）。

（
2
）旅
行
先
や
旅
行
行
動
の
変
化

　
今
後
の
旅
行
先
や
行
動
に
関
す
る

変
化
の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
若

干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、「
変
化
す

る
」
が
常
に
8
割
前
後
を
占
め
、
多

く
の
人
が
コ
ロ
ナ
の
流
行
を
経
て
旅

行
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。（
図
10
）。

　
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
き
や
旅

行
先
で
の
行
動
で
意
識
す
る
こ
と
は
、

「
混
雑
す
る
場
所
を
避
け
る
」や「
休

日
や
混
雑
す
る
時
期
・
季
節
を
避
け

る
」な
ど
混
雑
緩
和
に
関
す
る
項
目

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
不

特
定
多
数
が
参
加
す
る
団
体
行
動
ツ

が
7
割
を
超
え
た
一
方
で
、
海
外
旅
行

で
は
高
く
て
も
3
割
強
に
と
ど
ま
り
、

代
わ
り
に「
収
束
後
も
、
当
面（
2
年

間
程
度
）は
行
き
た
く
な
い
／
様
子
を

う
か
が
う
」が
3
割
前
後
を
占
め
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際
、
国
内
旅
行

は
動
き
が
活
発
に
な
る
一
方
で
、
海
外

旅
行
は
す
ぐ
に
再
開
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
様
子
が
見
ら

れ
た
上
で
徐
々
に
回
復
す
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た（
図
12
）。

　
性
年
代
で
は
、い
ず
れ
の
時
期
も
、

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
「
行
き
た

い
」
が
高
く
、
特
に
20
〜
30
代
女
性

で
は
常
に
8
割
前
後
と
な
り
、
収
束

後
の
旅
行
へ
の
意
欲
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
（
図
13
）。

　
普
段
の
旅
行
頻
度
別
に
「
行
き
た

い
」
の
割
合
を
見
る
と
、
国
内
旅
行
、

海
外
旅
行
い
ず
れ
も
旅
行
頻
度
が
高

い
ほ
ど
旅
行
意
向
も
高
く
、
年
に
3

回
以
上
旅
行
に
行
く
層
で
は
、
国
内

旅
行
は
9
割
、
海
外
旅
行
は
7
割
を

占
め
た
（
図
14
）。
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具
体
的
な
取
り
組
み

●
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ぼ
一
人
で
担

当
し
た
大
分
市
府
内
5
番
街
商
店
街
の
『G

o

（ 

）gai

』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
地
域

の
人
に
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
昔
と
違
っ
て
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

商
店
街
の
店
同
士
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
朝
す
れ
違
う
隣
の
店

の
人
が
載
っ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
よ
う
業
種
ご
と
に
特
集
を
組
み
、
プ
ロ
の
モ

デ
ル
で
は
な
く
商
店
街
の
お
店
の
方
に
紙
面
を

飾
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
愛
知
県
新
城
市
作
手
の
山
村
交
流
施
設
の
事

例
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒

に
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
村
は
一
般
的

な
中
山
間
地
域
と
同
様
、
公
共
施
設
を
統
廃
合

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
学
校
と
公

民
館
を
合
体
さ
せ
て
、
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。
施
設
の
統
廃
合
に
対
し
て
は
、
学
校
が
遠

く
な
っ
た
り
母
校
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
住
民
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
や
す

い
た
め
、
建
築
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
提
と
し
た
。
人
を
集
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
、
地
域
の
代
表
者
や
発
言
力
の
あ

る
人
、
施
設
を
よ
く
使
う
人
の
意
見
だ
け
が
集

ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

ど
の
よ
う
な
設
備
が
欲
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
し
た
い
か
を
聞
き
た
い
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
仮
装
あ
り
の
楽
し
い
ポ
ス
タ
ー

撮
影
を
理
由
に
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
施
設
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
同
時
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
全
戸
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
住
民
と
共
有
し
た
。

●
行
政
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
際
に
使
う
資
料
は

A
4
の
紙
に
内
容
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の

味
気
な
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
そ
う
に
見
え
な

い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
参
加

者
の
気
持
ち
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
京
都
市

西
京
区
役
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
意
見

が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
お
み
く
じ
形
式
の
資

料
を
準
備
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
意
見
に
対
し

て
ど
う
思
う
か
を
、
左
側
に
書
い
て
壁
に
貼
り

付
け
て
い
く
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
歩
進
ん
だ
意
見
出
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品
専
門
店
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
担
当
し
た
際
は
、
ま
ず
経
営
者
が
目
指
す

方
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
経

緯
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

に
掲
示
し
、
社
内
で
共
有
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
気
持
ち
を
1
つ
に
し
た
。

●
津
久
見
市
の
土
木
関
連
企
業
の
新
卒
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
。
こ
の
企
業
で
は

市
内
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
と
い
う
課
題

に
、
定
住
・
就
労
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
社

宅
を
つ
く
っ
た
。
地
域
や
地
場
産
業
へ
の
思
い

を
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
、
会
社
案
内
と
と
も

に
、
会
社
内
外
に
向
け
た
コ
ピ
ー
「
ジ
モ
ト
を

つ
く
る
仕
事
」
を
作
成
し
た
。

外
貨
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

●
津
久
見
市
で
は
、
大
家
族
や
法
事
向
け
の
規

格
で
菓
子
を
販
売
す
る
店
が
多
く
、
観
光
客
が

お
土
産
と
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
で
も
手
に
取
り
や

す
い
サ
イ
ズ
と
価
格
に
調
整
し
た
個
包
装
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
観
光
協
会
と
共

に
行
っ
た
。

●
和
歌
山
県
の
虎
の
子
み
か
ん
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
E
C
サ
イ
ト
の
共
同
運
営
を
手
掛

け
て
い
る
。
生
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し

い
ミ
カ
ン
と
し
て
市
場
や
百
貨
店
な
ど
で
定
評

を
得
て
い
た
が
、
百
貨
店
な
ど
で
は
個
別
の
商

品
名
が
表
に
出
に
く
い
た
め
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。各
小
売
店
で
使
う
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
は
、

配
送
の
費
用
や
手
間
を
抑
え
る
た
め
に
各
店
舗

で
使
え
る
形
に
整
え
た
デ
ー
タ
の
形
で
準
備
し

た
。
E
C
に
は
既
存
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎
が
宣
伝
・
問
い
合
わ
せ
・

伝
票
入
力
を
担
当
、
生
産
者
は
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
ー
で
伝
票
出
力
・
出
荷
を
行
う
だ
け
で
商
品

を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。〝
頑
張
れ
ば

な
ん
と
か
で
き
る
仕
組
み
〞で
は
な
く
、〝
頑
張

ら
な
く
て
も
で
き
る
仕
組
み
〞作
り
に
力
を
入

れ
た
。
通
信
販
売
を
始
め
た
こ
と
で
消
費
者
の

声
が
店
に
直
接
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
1
人
暮
ら
し
な
の
で
少
量
で
売
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
箱
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
常
に
新

鮮
な
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
人
が
、
小
箱

を
何
度
も
注
文
す
る
と
い
う
新
し
い
需
要
も
生

ま
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
過
剰
に
宣
伝
し
な

い
こ
と
、
安
売
り
し
な
い
こ
と
、
売
り
上
げ
を

追
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
や
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
地
味

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

●
小
さ
く
て
も
お
金
が
回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
声
が

生
産
者
に
直
接
届
く
、
小
売
店
の
事
情
に
左
右

さ
れ
に
く
く
な
る
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
、
小
売
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
消
費
動
向
が
分
か
る
、
小
さ
な
成
功

体
験
が
次
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
、
と

い
っ
た
良
い
効
果
を
生
み
出
す
。

図：おみくじを模したワークショップツール
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「
ビ
ジョン
を

共
有
す
る
た
め
の

デ
ザ
イン
」を
開
催

た
な
か 

み
の
る
氏

電
機
メ
ー
カ
ー
勤
務
後
、

広
報・デ
ザ
イ
ン
の
パ
ラ
ボ
ラ
舎
を
設
立
。

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
デ
ザ
イ
ン
業
を
行
う
ほ
か
、

印
刷
物
の
で
き
る
ま
で
を
体
験
で
き
る

「
版
フ
ェ
ス
」や「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
大
分
展
」な
ど
を
企
画
。

防
災
の
知
識
を
楽
し
く
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ（
大
分
市
エ
リ
ア
）」の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

暮
ら
し
を
作
る
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。

G
u
est sp

ea
ker

チ
ー
ム
で
つ
く
る

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
地
は
、
オ
ル

レ
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
域
内
で
お
金
を
落
と
す
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
さ
じ
オ
ル

レ
飯
」
と
い
う
お
弁
当
作
り
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
持
ち
歩
い
て
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
雰
囲
気
の
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
経
て
、
地
元
リ
サ
ー
チ
と
実
際
に
提
供

す
る
店
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
あ
さ
じ
D
I
Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、
建
築

家
、
フ
ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
様
々
な
専

門
家
の
参
画
の
も
と
、
将
来
的
に
は
地
元
の
人

た
ち
だ
け
の
力
で
展
開
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●「
版
フ
ェ
ス
」
は
、
紙
漉
き
や
印
刷
の
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
開
催
し
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
を
通
し
て
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
協
力
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

が
難
し
か
っ
た
時
期
、
印
刷
屋
さ
ん
と
世
間
話

を
す
る
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
飲
食
店
が

一
目
で
分
か
る
と
い
い
の
に
と
い
う
意
見
が
出

て
、「
持
ち
帰
り
O
K
サ
イ
ン
」
を
デ
ザ
イ
ン
・

印
刷
し
、
各
飲
食
店
に
配
布
し
た
の
は
そ
の
一

例
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
版

フ
ェ
ス
」
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
と

行
っ
て
い
る
も
の
。
実
際
に
大
き
な
地
震
を
経

験
し
て
い
な
い
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
持
ち

出
し
袋
の
確
認
な
ど
は
実
行
の
き
っ
か
け
が
な

か
な
か
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
易
写
真
館
を
設
け

て
家
族
写
真
を
撮
り
、
家
族
写
真
入
り
の
避
難

カ
ー
ド
を
作
成
、
家
族
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
企
画
し

た
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
、
大
分
市
の
郷
土
玩
具
で
あ
る

一
文
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
人
形
は
た
っ
た
一
人
の
職
人
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
こ

と
を
残
念
に
思
い
、職
人
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

神
社
の
境
内
で
自
分
だ
け
の
一
文
人
形
を
作
る

絵
付
け
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

地
域
の
人
が
地
元
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

一
文
人
形
を
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
見
直
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
し
た
い
思
い
を
共
有

で
き
て
い
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
が
変
わ

っ
て
も
共
通
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
と

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
絵
や
形
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
内
と
外
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
テ
ー
ル

を
往
復
し
て
情
報
を
編
集
す
る
人
。〝
●
●
な

会
社
・
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞と
い
う
期
待

が
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
た
と
え
ば
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

紙
や
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
看
板
の
素
材
や
大
き

さ
な
ど
が
デ
ィ
テ
ー
ル
。
そ
の
往
復
の
中
で
抽

出
さ
れ
た〝
エ
キ
ス
〞が
情
報
を
伝
え
る
方
法
と

な
る
。

●
リ
サ
ー
チ
と
ひ
ら
め
き
の
両
方
が
大
切
。
調

べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
知
り
過
ぎ
る
と

逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

外
の
目
線
は
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
と
同
じ
目

線
に
も
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
伝
え
る
際
に
、
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
正
し

く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
。
た
と
え
ば
、
行
政
が

開
催
す
る
催
し
で
は
、
子
ど
も
が
騒
い
で
は
い

け
な
い
の
で
は
と
考
え
が
ち
だ
が
、
岐
阜
県
土

岐
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
老
若
男
女
問
わ

ず
自
由
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
た
め
、
開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
に
も
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
話
を
聞

い
て
い
る
人
や
聞
い
て
い
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
誰

で
も
受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

●
ま
た
、
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
の
婚
活
事
業

の
事
例
で
は
、「
み
ん
な
が
結
婚
し
な
き
ゃ
、

な
ん
て
思
わ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
け
た
。
婚
活
が
話
題
に
な
る
と
、
結
婚
へ

の
圧
力
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
市
民
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
結

婚
を
勧
め
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
伝
え
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
代
表
者
だ
け
が

集
ま
る
会
議
で
は
良
い
意
見
が
出
に
く
い
傾
向

が
あ
り
、
少
人
数
や
一
対
一
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
ほ
う
が
本
音
や
い
い
エ
ゴ
が
出
て
く
る
と

感
じ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

観
光
事
業
へ
の

デ
ザ
イ
ン
の
力
の

上
手
な
活
か
し
方

●
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
一
目
で
そ

の
地
域
の
文
化
や
魅
力
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
編
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
一
般
的
な
受
発
注
で
は
既
に
仕
様
が
決
ま
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
に
何
部
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
最
初
の
リ

サ
ー
チ
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
交
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
ら
れ
る
。
大
分

県
長
湯
温
泉
飲
食
組
合
の
広
報
案
件
で
は
、
相

談
を
受
け
る
中
で
、
広
報
の
前
段
階
と
し
て
情

報
が
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
整
理
す
る
作
業
が

必
要
だ
と
提
案
し
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ
の
登
録

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
各
店
の
営
業
時
間
な
ど

の
情
報
整
理
を
行
っ
た
。

●
外
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。外
の
ま
な
ざ
し
に
は
大
き
く
分
け
て
、

有
名
な
先
生
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
、
様
々
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
に
な
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す

る
ケ
ー
ス
、
一
緒
に
伴
走
し
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
、
の
3
つ
の
選

択
肢
が
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
に
合

う
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
。
遠
く
の
有
名
人
ば

か
り
で
な
く
、
一
山
越
え
れ
ば
別
の
ま
な
ざ
し

が
あ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

●
諦
め
な
い
地
元
の
人
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。極
端
に
言
え
ば
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
予
算
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
す

る
人
は
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
人
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
委
ね
過
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
い
る
諦
め
な
い
人
を

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

●
地
域
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
伝
え
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
各
個
人
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ

を
地
域
で
ど
れ
だ
け
大
事
に
で
き
る
か
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
自
身
は
ど
う
し
た

い
の
か
、
自
分
は
何
が
欲
し
い
の
か
を
具
体
的

に
思
い
描
い
て
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
の
エ
ゴ
で
は
誰
の
賛
同
も
得
ら
れ
な
い
が
、

ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
思
い
を
持
つ

人
や
、
内
容
は
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
人
が
集
ま
る
原
動
力
と
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
そ
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
を
線

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が
見
え

る
形
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン

の
役
目
。
星
と
し
て
見
れ
ば
た
だ
の
点
だ
が
、

線
で
つ
な
ぐ
と
星
座
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

輪
郭
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
、
地
域
内
外
の
人

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
大
き

な
役
割
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 　
司
会
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

た
な
か
氏
…
関
西
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ

と
、
大
学
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
た

め
、
関
西
の
仕
事
は
そ
の
時
に
知
り
合
っ
た
人

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
緒
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た
り
、
実
際
に
作
っ
た

ツ
ー
ル
を
見
た
他
地
域
の
方
か
ら
同
様
の
ツ
ー

ル
を
作
り
た
い
な
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
次
々
と
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
一
人
。

参
加
者
…
苦
労
し
た
こ
と
や
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
尊
敬
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
成
功
を
約
束
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
成
功
の
打
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
民
間

の
力
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
と
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
担
当
し

た
の
だ
が
、
次
第
に
民
間
の
参
加
度
合
い
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
具
体

的
な
行
動
や
チ
ー
ム
の
枠
組
み
ま
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
。

参
加
者
…
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
異
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
詳
し
く

知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
全
員
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
代
表
者
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
、
子
ど
も
連
れ
の
避
難

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
版
フ
ェ
ス
」
を
共
に
手
掛
け
た
メ
ン

バ
ー
な
ら
自
分
の
悩
み
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
と
考
え
て
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　防
災
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
、
昔

は
ど
の
海
岸
線
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
神
社
が
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
。
防
災
を
き
っ
か
け
に
3
人

の
目
が
地
域
や
地
域
文
化
に
向
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
中
で
一
文
人
形
に
出
会
っ
た
。
一
文

人
形
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ど
う
に
か
残
す
方
法
が
な
い
か
を
調
べ
る
う
ち

に
、
同
じ
3
人
の
チ
ー
ム
で
一
文
人
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
課
題
な
ど
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
線
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
チ
ー
ム
も
構
築
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
関
わ
る

中
で
、
住
民
と
行
政
と
で
反
応
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

依
頼
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
発
想
を
持
つ
行
政

職
員
は
、
自
分
が
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　一
方
、
住
民
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
様
々

な
ツ
ー
ル
を
不
要
な
コ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
市
役
所
内
で
普
通
の
コ

ピ
ー
用
紙
で
作
れ
ば
い
い
の
に
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
る
の
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
強
め
の
意
見
を
言
う
方
ほ
ど
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

司
会
…
地
域
住
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
参
加
者
が
楽
し
く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
も

と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
。
お
み
く
じ
を
模

し
た
ツ
ー
ル
は
と
て
も
面
白
い
と
感
じ
た
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

2
0
2
2
年
2
月
18
日
（
金
）、「
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

第
24
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
た
な
か 

み
の
る
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
訪
れ
た

く
な
る
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
持
つ
力
は
非
常
に
強
力
で
す
。

　近
年
、
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
地
域
情
報
誌
（
い
わ
ゆ
る〝
ミ
ニ
コ

ミ
誌
〞）
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
が

多
く
み
ら
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
土
地
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
訪
れ
た
り

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地

づ
く
り
の
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
デ
ザ

イ
ン
は
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　今
回
は
、
大
分
県
を
拠
点
に
、
様
々
な
地
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る 

た
な
か 

み
の
る
氏
を
お

招
き
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

●
大
阪
府
に
住
ん
で
い
た
頃
、
町
の
印
刷
屋
さ

ん
が
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
自
社
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
全
て
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
へ
の
取
材

を
通
し
て
、
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

●「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
。

初
め
は
一
出
展
者
と
し
て
参
加
し
、
2
0
1
3

年
と
2
0
1
7
年
に
は
大
分
県
で
自
ら
巡
回
展

を
企
画
し
て
開
催
し
た
。「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」

は
そ
の
町
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容

や
個
人
的
な
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
1
冊
で
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
人
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
地
元
の
島
へ
の
個
人
的
な
思
い
を

綴
っ
た
冊
子
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
自
身
が
制
作
し
た
の
が
「
津
久
見

セ
メ
ン
ト
ま
ち
帖
」。
祖
母
が
住
ん
で
お
り
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
、

セ
メ
ン
ト
町
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
町
名
が
実
在

す
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
若
い
頃
は
か
っ
こ
よ
く
し
た
り
、
き
れ
い

に
し
た
り
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
の
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
の
制
作
を
通

し
て
、そ
の
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

か
っ
こ
よ
さ
や
美
し
さ
だ
け
が
正
解
で
は
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
。

●
大
分
市
の
市
街
地
で
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
様
に
、
1
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
の
賃
料
が

高
い
こ
と
で
借
り
手
が
付
か
ず
、
空
き
テ
ナ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
。
若
者
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
不
動
産
会
社
の
厚
意
で
、
人
工
芝
や
照

明
の
設
置
な
ど
の
改
装
を
加
え
て
、
自
由
に
活

用
で
き
る
広
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
こ
れ
も
地
域
と
関
わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
の
一
つ
。

て
く
る
の
か
。

た
な
か
氏
…
複
数
人
が
集
ま
る
場
で
は
他
の
意

見
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
一
つ
の
意
見

に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
意
見
を
き

ち
ん
と
拾
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
お

み
く
じ
は
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
ら
め

き
で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　手
を
動
か
し
て
具
体
的
な
制
作
を
す
る
作
業

よ
り
も
、
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
土
地
で
見
つ
け

た
も
の
等
、
広
く
物
事
を
見
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
他
の
地
域
で
も
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

の
ス
ト
ッ
ク
は
常
に
持
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
ッ
ク
同
士
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
、
い
ざ
形
に
す
る
と
き
に
迷
い

な
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
る
。

参
加
者
…
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
観
光
要
素
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。
近
年
よ
く
耳
に
す
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
お
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う

が
、
様
々
な
要
素
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
ま

で
凝
縮
す
る
過
程
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
な
か
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
地
域
に
関
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
地
元
で
は
な
い
人

間
だ
か
ら
こ
そ
拾
え
る
地
域
の
声
や
地
域
の
輪

郭
が
あ
る
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　誰
か
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
一
つ
に
凝
縮

し
て
表
現
し
た
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
よ
り

も
、「
自
分
が
住
む
町
の
な
に
か
」
が
す
こ
し

褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
市
民
に
「
自
分
に
と
っ
て
の

大
切
な
も
の
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大

切
な
の
で
は
な
い
か
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
自
身
が
た
な
か
氏
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
2
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
展
」
だ
っ
た
。
そ
の

時
の
作
品
の
印
象
が
残
っ
て
い
て
、
数
年
後
に

連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
方
た
ち
の
展
示
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
と
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
地
方
部
の
行
政
職
員
と
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
事
業
を
担
当
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
う
か
。

た
な
か
氏
…
観
光
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事

業
が
、
最
終
的
に
自
分
で
事
業
化
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の

力
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
の
中
で
動
け
る

人
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
来
て
ま
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
自
分
の
力
で
取
り
組
み
た
い
人
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
で
、
自
己
資
金
だ
け
で

事
業
化
を
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
し
た
人
の
助
走
期
間
を
行
政
が
支
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
何
か
変
化

は
あ
っ
た
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
お
互
い
の
反
応
が
見
え
に
く
く

話
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
旗
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
作
っ
て
事
前
に
参
加
者
に
配
布
し
、

賛
同
す
る
時
に
は
そ
の
旗
を
振
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
イ
コ

ン
に
な
っ
た
時
に
も
そ
の
人
や
会
社
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
作
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
事
へ
の
考
え
方
そ

の
も
の
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
出
会
い
は
何
か
。

た
な
か
氏
…
作
手
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
図
書

館
を
造
る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
地

域
の
方
が
最
も
印
象
深
い
。
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

て
、
行
政
側
に
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
え
る
人

で
、
そ
の
方
が
い
た
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き
な
出
会
い

だ
っ
た
。

司
会
…
自
身
も
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
え
る

地
域
に
は
必
ず
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
い
い
仕
事
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
た
な
か
氏
は
、
依
頼
案
件

の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
最

適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
形
は
何
か
を
常
に
考
え

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、〝
何

の
た
め
に
こ
れ
を
す
る
の
か
〞〝
誰
に
伝
え
た
い

の
か
〞〝
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
か
〞な
ど
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
自
分
の
考

え
が
整
理
さ
れ
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
単
に
仕

事
の
仕
上
げ
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

【
第
1
部
】

話
題
提
供

た
な
か
氏
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
し
た
い
の

か
、
地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
初
期
段
階
か
ら
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
い
だ
ろ

う
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
そ
の
ベ
ス
ト

な
方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
一
緒
に
考
え
、
伴
走
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
地
域
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例

に
基
づ
い
た
非
常
に
刺
さ
る
内
容
だ
っ
た
」、

「
目
的
や
意
味
と
い
っ
た〝
そ
も
そ
も
〞の
部
分

を
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

は
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
情
報
や
人
々
の
思
い
を
つ
な
い
で
新

し
い
何
か
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
と
も
重

な
る
部
分
が
大
き
く
、と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る

「
道
具
」
を
つ
く
る
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具
体
的
な
取
り
組
み

●
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ぼ
一
人
で
担

当
し
た
大
分
市
府
内
5
番
街
商
店
街
の
『G

o

（ 

）gai

』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
地
域

の
人
に
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
昔
と
違
っ
て
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

商
店
街
の
店
同
士
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
朝
す
れ
違
う
隣
の
店

の
人
が
載
っ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
よ
う
業
種
ご
と
に
特
集
を
組
み
、
プ
ロ
の
モ

デ
ル
で
は
な
く
商
店
街
の
お
店
の
方
に
紙
面
を

飾
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
愛
知
県
新
城
市
作
手
の
山
村
交
流
施
設
の
事

例
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒

に
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
村
は
一
般
的

な
中
山
間
地
域
と
同
様
、
公
共
施
設
を
統
廃
合

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
学
校
と
公

民
館
を
合
体
さ
せ
て
、
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。
施
設
の
統
廃
合
に
対
し
て
は
、
学
校
が
遠

く
な
っ
た
り
母
校
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
住
民
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
や
す

い
た
め
、
建
築
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
提
と
し
た
。
人
を
集
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
、
地
域
の
代
表
者
や
発
言
力
の
あ

る
人
、
施
設
を
よ
く
使
う
人
の
意
見
だ
け
が
集

ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

ど
の
よ
う
な
設
備
が
欲
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
し
た
い
か
を
聞
き
た
い
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
仮
装
あ
り
の
楽
し
い
ポ
ス
タ
ー

撮
影
を
理
由
に
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
施
設
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
同
時
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
全
戸
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
住
民
と
共
有
し
た
。

●
行
政
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
際
に
使
う
資
料
は

A
4
の
紙
に
内
容
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の

味
気
な
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
そ
う
に
見
え
な

い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
参
加

者
の
気
持
ち
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
京
都
市

西
京
区
役
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
意
見

が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
お
み
く
じ
形
式
の
資

料
を
準
備
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
意
見
に
対
し

て
ど
う
思
う
か
を
、
左
側
に
書
い
て
壁
に
貼
り

付
け
て
い
く
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
歩
進
ん
だ
意
見
出
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品
専
門
店
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
担
当
し
た
際
は
、
ま
ず
経
営
者
が
目
指
す

方
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
経

緯
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

に
掲
示
し
、
社
内
で
共
有
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
気
持
ち
を
1
つ
に
し
た
。

●
津
久
見
市
の
土
木
関
連
企
業
の
新
卒
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
。
こ
の
企
業
で
は

市
内
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
と
い
う
課
題

に
、
定
住
・
就
労
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
社

宅
を
つ
く
っ
た
。
地
域
や
地
場
産
業
へ
の
思
い

を
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
、
会
社
案
内
と
と
も

に
、
会
社
内
外
に
向
け
た
コ
ピ
ー
「
ジ
モ
ト
を

つ
く
る
仕
事
」
を
作
成
し
た
。

外
貨
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

●
津
久
見
市
で
は
、
大
家
族
や
法
事
向
け
の
規

格
で
菓
子
を
販
売
す
る
店
が
多
く
、
観
光
客
が

お
土
産
と
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
で
も
手
に
取
り
や

す
い
サ
イ
ズ
と
価
格
に
調
整
し
た
個
包
装
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
観
光
協
会
と
共

に
行
っ
た
。

●
和
歌
山
県
の
虎
の
子
み
か
ん
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
E
C
サ
イ
ト
の
共
同
運
営
を
手
掛

け
て
い
る
。
生
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し

い
ミ
カ
ン
と
し
て
市
場
や
百
貨
店
な
ど
で
定
評

を
得
て
い
た
が
、
百
貨
店
な
ど
で
は
個
別
の
商

品
名
が
表
に
出
に
く
い
た
め
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。各
小
売
店
で
使
う
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
は
、

配
送
の
費
用
や
手
間
を
抑
え
る
た
め
に
各
店
舗

で
使
え
る
形
に
整
え
た
デ
ー
タ
の
形
で
準
備
し

た
。
E
C
に
は
既
存
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎
が
宣
伝
・
問
い
合
わ
せ
・

伝
票
入
力
を
担
当
、
生
産
者
は
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
ー
で
伝
票
出
力
・
出
荷
を
行
う
だ
け
で
商
品

を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。〝
頑
張
れ
ば

な
ん
と
か
で
き
る
仕
組
み
〞で
は
な
く
、〝
頑
張

ら
な
く
て
も
で
き
る
仕
組
み
〞作
り
に
力
を
入

れ
た
。
通
信
販
売
を
始
め
た
こ
と
で
消
費
者
の

声
が
店
に
直
接
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
1
人
暮
ら
し
な
の
で
少
量
で
売
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
箱
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
常
に
新

鮮
な
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
人
が
、
小
箱

を
何
度
も
注
文
す
る
と
い
う
新
し
い
需
要
も
生

ま
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
過
剰
に
宣
伝
し
な

い
こ
と
、
安
売
り
し
な
い
こ
と
、
売
り
上
げ
を

追
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
や
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
地
味

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

●
小
さ
く
て
も
お
金
が
回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
声
が

生
産
者
に
直
接
届
く
、
小
売
店
の
事
情
に
左
右

さ
れ
に
く
く
な
る
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
、
小
売
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
消
費
動
向
が
分
か
る
、
小
さ
な
成
功

体
験
が
次
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
、
と

い
っ
た
良
い
効
果
を
生
み
出
す
。

図：おみくじを模したワークショップツール

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

24回第

「
ビ
ジョン
を

共
有
す
る
た
め
の

デ
ザ
イン
」を
開
催

た
な
か 

み
の
る
氏

電
機
メ
ー
カ
ー
勤
務
後
、

広
報・デ
ザ
イ
ン
の
パ
ラ
ボ
ラ
舎
を
設
立
。

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
デ
ザ
イ
ン
業
を
行
う
ほ
か
、

印
刷
物
の
で
き
る
ま
で
を
体
験
で
き
る

「
版
フ
ェ
ス
」や「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
大
分
展
」な
ど
を
企
画
。

防
災
の
知
識
を
楽
し
く
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ（
大
分
市
エ
リ
ア
）」の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

暮
ら
し
を
作
る
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。

G
u
est sp

ea
ker

チ
ー
ム
で
つ
く
る

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
地
は
、
オ
ル

レ
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
域
内
で
お
金
を
落
と
す
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
さ
じ
オ
ル

レ
飯
」
と
い
う
お
弁
当
作
り
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
持
ち
歩
い
て
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
雰
囲
気
の
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
経
て
、
地
元
リ
サ
ー
チ
と
実
際
に
提
供

す
る
店
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
あ
さ
じ
D
I
Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、
建
築

家
、
フ
ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
様
々
な
専

門
家
の
参
画
の
も
と
、
将
来
的
に
は
地
元
の
人

た
ち
だ
け
の
力
で
展
開
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●「
版
フ
ェ
ス
」
は
、
紙
漉
き
や
印
刷
の
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
開
催
し
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
を
通
し
て
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
協
力
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

が
難
し
か
っ
た
時
期
、
印
刷
屋
さ
ん
と
世
間
話

を
す
る
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
飲
食
店
が

一
目
で
分
か
る
と
い
い
の
に
と
い
う
意
見
が
出

て
、「
持
ち
帰
り
O
K
サ
イ
ン
」
を
デ
ザ
イ
ン
・

印
刷
し
、
各
飲
食
店
に
配
布
し
た
の
は
そ
の
一

例
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
版

フ
ェ
ス
」
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
と

行
っ
て
い
る
も
の
。
実
際
に
大
き
な
地
震
を
経

験
し
て
い
な
い
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
持
ち

出
し
袋
の
確
認
な
ど
は
実
行
の
き
っ
か
け
が
な

か
な
か
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
易
写
真
館
を
設
け

て
家
族
写
真
を
撮
り
、
家
族
写
真
入
り
の
避
難

カ
ー
ド
を
作
成
、
家
族
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
企
画
し

た
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
、
大
分
市
の
郷
土
玩
具
で
あ
る

一
文
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
人
形
は
た
っ
た
一
人
の
職
人
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
こ

と
を
残
念
に
思
い
、職
人
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

神
社
の
境
内
で
自
分
だ
け
の
一
文
人
形
を
作
る

絵
付
け
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

地
域
の
人
が
地
元
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

一
文
人
形
を
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
見
直
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
し
た
い
思
い
を
共
有

で
き
て
い
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
が
変
わ

っ
て
も
共
通
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
と

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
絵
や
形
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
内
と
外
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
テ
ー
ル

を
往
復
し
て
情
報
を
編
集
す
る
人
。〝
●
●
な

会
社
・
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞と
い
う
期
待

が
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
た
と
え
ば
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

紙
や
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
看
板
の
素
材
や
大
き

さ
な
ど
が
デ
ィ
テ
ー
ル
。
そ
の
往
復
の
中
で
抽

出
さ
れ
た〝
エ
キ
ス
〞が
情
報
を
伝
え
る
方
法
と

な
る
。

●
リ
サ
ー
チ
と
ひ
ら
め
き
の
両
方
が
大
切
。
調

べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
知
り
過
ぎ
る
と

逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

外
の
目
線
は
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
と
同
じ
目

線
に
も
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
伝
え
る
際
に
、
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
正
し

く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
。
た
と
え
ば
、
行
政
が

開
催
す
る
催
し
で
は
、
子
ど
も
が
騒
い
で
は
い

け
な
い
の
で
は
と
考
え
が
ち
だ
が
、
岐
阜
県
土

岐
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
老
若
男
女
問
わ

ず
自
由
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
た
め
、
開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
に
も
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
話
を
聞

い
て
い
る
人
や
聞
い
て
い
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
誰

で
も
受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

●
ま
た
、
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
の
婚
活
事
業

の
事
例
で
は
、「
み
ん
な
が
結
婚
し
な
き
ゃ
、

な
ん
て
思
わ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
け
た
。
婚
活
が
話
題
に
な
る
と
、
結
婚
へ

の
圧
力
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
市
民
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
結

婚
を
勧
め
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
伝
え
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
代
表
者
だ
け
が

集
ま
る
会
議
で
は
良
い
意
見
が
出
に
く
い
傾
向

が
あ
り
、
少
人
数
や
一
対
一
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
ほ
う
が
本
音
や
い
い
エ
ゴ
が
出
て
く
る
と

感
じ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

観
光
事
業
へ
の

デ
ザ
イ
ン
の
力
の

上
手
な
活
か
し
方

●
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
一
目
で
そ

の
地
域
の
文
化
や
魅
力
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
編
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
一
般
的
な
受
発
注
で
は
既
に
仕
様
が
決
ま
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
に
何
部
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
最
初
の
リ

サ
ー
チ
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
交
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
ら
れ
る
。
大
分

県
長
湯
温
泉
飲
食
組
合
の
広
報
案
件
で
は
、
相

談
を
受
け
る
中
で
、
広
報
の
前
段
階
と
し
て
情

報
が
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
整
理
す
る
作
業
が

必
要
だ
と
提
案
し
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ
の
登
録

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
各
店
の
営
業
時
間
な
ど

の
情
報
整
理
を
行
っ
た
。

●
外
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。外
の
ま
な
ざ
し
に
は
大
き
く
分
け
て
、

有
名
な
先
生
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
、
様
々
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
に
な
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す

る
ケ
ー
ス
、
一
緒
に
伴
走
し
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
、
の
3
つ
の
選

択
肢
が
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
に
合

う
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
。
遠
く
の
有
名
人
ば

か
り
で
な
く
、
一
山
越
え
れ
ば
別
の
ま
な
ざ
し

が
あ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

●
諦
め
な
い
地
元
の
人
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。極
端
に
言
え
ば
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
予
算
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
す

る
人
は
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
人
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
委
ね
過
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
い
る
諦
め
な
い
人
を

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

●
地
域
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
伝
え
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
各
個
人
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ

を
地
域
で
ど
れ
だ
け
大
事
に
で
き
る
か
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
自
身
は
ど
う
し
た

い
の
か
、
自
分
は
何
が
欲
し
い
の
か
を
具
体
的

に
思
い
描
い
て
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
の
エ
ゴ
で
は
誰
の
賛
同
も
得
ら
れ
な
い
が
、

ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
思
い
を
持
つ

人
や
、
内
容
は
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
人
が
集
ま
る
原
動
力
と
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
そ
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
を
線

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が
見
え

る
形
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン

の
役
目
。
星
と
し
て
見
れ
ば
た
だ
の
点
だ
が
、

線
で
つ
な
ぐ
と
星
座
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

輪
郭
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
、
地
域
内
外
の
人

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
大
き

な
役
割
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 　
司
会
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

た
な
か
氏
…
関
西
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ

と
、
大
学
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
た

め
、
関
西
の
仕
事
は
そ
の
時
に
知
り
合
っ
た
人

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
緒
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た
り
、
実
際
に
作
っ
た

ツ
ー
ル
を
見
た
他
地
域
の
方
か
ら
同
様
の
ツ
ー

ル
を
作
り
た
い
な
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
次
々
と
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
一
人
。

参
加
者
…
苦
労
し
た
こ
と
や
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
尊
敬
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
成
功
を
約
束
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
成
功
の
打
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
民
間

の
力
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
と
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
担
当
し

た
の
だ
が
、
次
第
に
民
間
の
参
加
度
合
い
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
具
体

的
な
行
動
や
チ
ー
ム
の
枠
組
み
ま
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
。

参
加
者
…
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
異
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
詳
し
く

知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
全
員
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
代
表
者
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
、
子
ど
も
連
れ
の
避
難

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
版
フ
ェ
ス
」
を
共
に
手
掛
け
た
メ
ン

バ
ー
な
ら
自
分
の
悩
み
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
と
考
え
て
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　防
災
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
、
昔

は
ど
の
海
岸
線
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
神
社
が
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
。
防
災
を
き
っ
か
け
に
3
人

の
目
が
地
域
や
地
域
文
化
に
向
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
中
で
一
文
人
形
に
出
会
っ
た
。
一
文

人
形
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ど
う
に
か
残
す
方
法
が
な
い
か
を
調
べ
る
う
ち

に
、
同
じ
3
人
の
チ
ー
ム
で
一
文
人
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
課
題
な
ど
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
線
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
チ
ー
ム
も
構
築
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
関
わ
る

中
で
、
住
民
と
行
政
と
で
反
応
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

依
頼
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
発
想
を
持
つ
行
政

職
員
は
、
自
分
が
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　一
方
、
住
民
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
様
々

な
ツ
ー
ル
を
不
要
な
コ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
市
役
所
内
で
普
通
の
コ

ピ
ー
用
紙
で
作
れ
ば
い
い
の
に
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
る
の
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
強
め
の
意
見
を
言
う
方
ほ
ど
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

司
会
…
地
域
住
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
参
加
者
が
楽
し
く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
も

と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
。
お
み
く
じ
を
模

し
た
ツ
ー
ル
は
と
て
も
面
白
い
と
感
じ
た
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

2
0
2
2
年
2
月
18
日
（
金
）、「
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

第
24
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
た
な
か 

み
の
る
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
訪
れ
た

く
な
る
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
持
つ
力
は
非
常
に
強
力
で
す
。

　近
年
、
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
地
域
情
報
誌
（
い
わ
ゆ
る〝
ミ
ニ
コ

ミ
誌
〞）
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
が

多
く
み
ら
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
土
地
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
訪
れ
た
り

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地

づ
く
り
の
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
デ
ザ

イ
ン
は
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　今
回
は
、
大
分
県
を
拠
点
に
、
様
々
な
地
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る 

た
な
か 

み
の
る
氏
を
お

招
き
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

●
大
阪
府
に
住
ん
で
い
た
頃
、
町
の
印
刷
屋
さ

ん
が
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
自
社
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
全
て
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
へ
の
取
材

を
通
し
て
、
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

●「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
。

初
め
は
一
出
展
者
と
し
て
参
加
し
、
2
0
1
3

年
と
2
0
1
7
年
に
は
大
分
県
で
自
ら
巡
回
展

を
企
画
し
て
開
催
し
た
。「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」

は
そ
の
町
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容

や
個
人
的
な
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
1
冊
で
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
人
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
地
元
の
島
へ
の
個
人
的
な
思
い
を

綴
っ
た
冊
子
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
自
身
が
制
作
し
た
の
が
「
津
久
見

セ
メ
ン
ト
ま
ち
帖
」。
祖
母
が
住
ん
で
お
り
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
、

セ
メ
ン
ト
町
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
町
名
が
実
在

す
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
若
い
頃
は
か
っ
こ
よ
く
し
た
り
、
き
れ
い

に
し
た
り
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
の
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
の
制
作
を
通

し
て
、そ
の
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

か
っ
こ
よ
さ
や
美
し
さ
だ
け
が
正
解
で
は
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
。

●
大
分
市
の
市
街
地
で
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
様
に
、
1
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
の
賃
料
が

高
い
こ
と
で
借
り
手
が
付
か
ず
、
空
き
テ
ナ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
。
若
者
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
不
動
産
会
社
の
厚
意
で
、
人
工
芝
や
照

明
の
設
置
な
ど
の
改
装
を
加
え
て
、
自
由
に
活

用
で
き
る
広
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
こ
れ
も
地
域
と
関
わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
の
一
つ
。

て
く
る
の
か
。

た
な
か
氏
…
複
数
人
が
集
ま
る
場
で
は
他
の
意

見
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
一
つ
の
意
見

に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
意
見
を
き

ち
ん
と
拾
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
お

み
く
じ
は
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
ら
め

き
で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　手
を
動
か
し
て
具
体
的
な
制
作
を
す
る
作
業

よ
り
も
、
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
土
地
で
見
つ
け

た
も
の
等
、
広
く
物
事
を
見
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
他
の
地
域
で
も
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

の
ス
ト
ッ
ク
は
常
に
持
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
ッ
ク
同
士
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
、
い
ざ
形
に
す
る
と
き
に
迷
い

な
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
る
。

参
加
者
…
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
観
光
要
素
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。
近
年
よ
く
耳
に
す
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
お
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う

が
、
様
々
な
要
素
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
ま

で
凝
縮
す
る
過
程
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
な
か
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
地
域
に
関
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
地
元
で
は
な
い
人

間
だ
か
ら
こ
そ
拾
え
る
地
域
の
声
や
地
域
の
輪

郭
が
あ
る
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　誰
か
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
一
つ
に
凝
縮

し
て
表
現
し
た
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
よ
り

も
、「
自
分
が
住
む
町
の
な
に
か
」
が
す
こ
し

褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
市
民
に
「
自
分
に
と
っ
て
の

大
切
な
も
の
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大

切
な
の
で
は
な
い
か
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
自
身
が
た
な
か
氏
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
2
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
展
」
だ
っ
た
。
そ
の

時
の
作
品
の
印
象
が
残
っ
て
い
て
、
数
年
後
に

連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
方
た
ち
の
展
示
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
と
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
地
方
部
の
行
政
職
員
と
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
事
業
を
担
当
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
う
か
。

た
な
か
氏
…
観
光
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事

業
が
、
最
終
的
に
自
分
で
事
業
化
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の

力
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
の
中
で
動
け
る

人
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
来
て
ま
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
自
分
の
力
で
取
り
組
み
た
い
人
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
で
、
自
己
資
金
だ
け
で

事
業
化
を
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
し
た
人
の
助
走
期
間
を
行
政
が
支
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
何
か
変
化

は
あ
っ
た
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
お
互
い
の
反
応
が
見
え
に
く
く

話
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
旗
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
作
っ
て
事
前
に
参
加
者
に
配
布
し
、

賛
同
す
る
時
に
は
そ
の
旗
を
振
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
イ
コ

ン
に
な
っ
た
時
に
も
そ
の
人
や
会
社
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
作
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
事
へ
の
考
え
方
そ

の
も
の
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
出
会
い
は
何
か
。

た
な
か
氏
…
作
手
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
図
書

館
を
造
る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
地

域
の
方
が
最
も
印
象
深
い
。
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

て
、
行
政
側
に
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
え
る
人

で
、
そ
の
方
が
い
た
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き
な
出
会
い

だ
っ
た
。

司
会
…
自
身
も
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
え
る

地
域
に
は
必
ず
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
い
い
仕
事
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
た
な
か
氏
は
、
依
頼
案
件

の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
最

適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
形
は
何
か
を
常
に
考
え

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、〝
何

の
た
め
に
こ
れ
を
す
る
の
か
〞〝
誰
に
伝
え
た
い

の
か
〞〝
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
か
〞な
ど
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
自
分
の
考

え
が
整
理
さ
れ
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
単
に
仕

事
の
仕
上
げ
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

【
第
1
部
】

話
題
提
供

た
な
か
氏
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
し
た
い
の

か
、
地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
初
期
段
階
か
ら
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
い
だ
ろ

う
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
そ
の
ベ
ス
ト

な
方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
一
緒
に
考
え
、
伴
走
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
地
域
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例

に
基
づ
い
た
非
常
に
刺
さ
る
内
容
だ
っ
た
」、

「
目
的
や
意
味
と
い
っ
た〝
そ
も
そ
も
〞の
部
分

を
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

は
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
情
報
や
人
々
の
思
い
を
つ
な
い
で
新

し
い
何
か
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
と
も
重

な
る
部
分
が
大
き
く
、と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る

「
道
具
」
を
つ
く
る
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具
体
的
な
取
り
組
み

●
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ぼ
一
人
で
担

当
し
た
大
分
市
府
内
5
番
街
商
店
街
の
『G

o

（ 

）gai

』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
地
域

の
人
に
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
昔
と
違
っ
て
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

商
店
街
の
店
同
士
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
朝
す
れ
違
う
隣
の
店

の
人
が
載
っ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
よ
う
業
種
ご
と
に
特
集
を
組
み
、
プ
ロ
の
モ

デ
ル
で
は
な
く
商
店
街
の
お
店
の
方
に
紙
面
を

飾
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
愛
知
県
新
城
市
作
手
の
山
村
交
流
施
設
の
事

例
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒

に
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
村
は
一
般
的

な
中
山
間
地
域
と
同
様
、
公
共
施
設
を
統
廃
合

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
学
校
と
公

民
館
を
合
体
さ
せ
て
、
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。
施
設
の
統
廃
合
に
対
し
て
は
、
学
校
が
遠

く
な
っ
た
り
母
校
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
住
民
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
や
す

い
た
め
、
建
築
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
提
と
し
た
。
人
を
集
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
、
地
域
の
代
表
者
や
発
言
力
の
あ

る
人
、
施
設
を
よ
く
使
う
人
の
意
見
だ
け
が
集

ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

ど
の
よ
う
な
設
備
が
欲
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
し
た
い
か
を
聞
き
た
い
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
仮
装
あ
り
の
楽
し
い
ポ
ス
タ
ー

撮
影
を
理
由
に
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
施
設
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
同
時
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
全
戸
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
住
民
と
共
有
し
た
。

●
行
政
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
際
に
使
う
資
料
は

A
4
の
紙
に
内
容
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の

味
気
な
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
そ
う
に
見
え
な

い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
参
加

者
の
気
持
ち
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
京
都
市

西
京
区
役
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
意
見

が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
お
み
く
じ
形
式
の
資

料
を
準
備
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
意
見
に
対
し

て
ど
う
思
う
か
を
、
左
側
に
書
い
て
壁
に
貼
り

付
け
て
い
く
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
歩
進
ん
だ
意
見
出
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品
専
門
店
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
担
当
し
た
際
は
、
ま
ず
経
営
者
が
目
指
す

方
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
経

緯
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

に
掲
示
し
、
社
内
で
共
有
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
気
持
ち
を
1
つ
に
し
た
。

●
津
久
見
市
の
土
木
関
連
企
業
の
新
卒
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
。
こ
の
企
業
で
は

市
内
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
と
い
う
課
題

に
、
定
住
・
就
労
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
社

宅
を
つ
く
っ
た
。
地
域
や
地
場
産
業
へ
の
思
い

を
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
、
会
社
案
内
と
と
も

に
、
会
社
内
外
に
向
け
た
コ
ピ
ー
「
ジ
モ
ト
を

つ
く
る
仕
事
」
を
作
成
し
た
。

外
貨
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

●
津
久
見
市
で
は
、
大
家
族
や
法
事
向
け
の
規

格
で
菓
子
を
販
売
す
る
店
が
多
く
、
観
光
客
が

お
土
産
と
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
で
も
手
に
取
り
や

す
い
サ
イ
ズ
と
価
格
に
調
整
し
た
個
包
装
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
観
光
協
会
と
共

に
行
っ
た
。

●
和
歌
山
県
の
虎
の
子
み
か
ん
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
E
C
サ
イ
ト
の
共
同
運
営
を
手
掛

け
て
い
る
。
生
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し

い
ミ
カ
ン
と
し
て
市
場
や
百
貨
店
な
ど
で
定
評

を
得
て
い
た
が
、
百
貨
店
な
ど
で
は
個
別
の
商

品
名
が
表
に
出
に
く
い
た
め
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。各
小
売
店
で
使
う
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
は
、

配
送
の
費
用
や
手
間
を
抑
え
る
た
め
に
各
店
舗

で
使
え
る
形
に
整
え
た
デ
ー
タ
の
形
で
準
備
し

た
。
E
C
に
は
既
存
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎
が
宣
伝
・
問
い
合
わ
せ
・

伝
票
入
力
を
担
当
、
生
産
者
は
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
ー
で
伝
票
出
力
・
出
荷
を
行
う
だ
け
で
商
品

を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。〝
頑
張
れ
ば

な
ん
と
か
で
き
る
仕
組
み
〞で
は
な
く
、〝
頑
張

ら
な
く
て
も
で
き
る
仕
組
み
〞作
り
に
力
を
入

れ
た
。
通
信
販
売
を
始
め
た
こ
と
で
消
費
者
の

声
が
店
に
直
接
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
1
人
暮
ら
し
な
の
で
少
量
で
売
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
箱
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
常
に
新

鮮
な
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
人
が
、
小
箱

を
何
度
も
注
文
す
る
と
い
う
新
し
い
需
要
も
生

ま
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
過
剰
に
宣
伝
し
な

い
こ
と
、
安
売
り
し
な
い
こ
と
、
売
り
上
げ
を

追
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
や
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
地
味

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

●
小
さ
く
て
も
お
金
が
回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
声
が

生
産
者
に
直
接
届
く
、
小
売
店
の
事
情
に
左
右

さ
れ
に
く
く
な
る
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
、
小
売
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
消
費
動
向
が
分
か
る
、
小
さ
な
成
功

体
験
が
次
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
、
と

い
っ
た
良
い
効
果
を
生
み
出
す
。

図：ピュアなエゴ（点）を線にする

図：ビジョンとディテールの関係

チ
ー
ム
で
つ
く
る

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
地
は
、
オ
ル

レ
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
域
内
で
お
金
を
落
と
す
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
さ
じ
オ
ル

レ
飯
」
と
い
う
お
弁
当
作
り
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
持
ち
歩
い
て
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
雰
囲
気
の
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
経
て
、
地
元
リ
サ
ー
チ
と
実
際
に
提
供

す
る
店
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
あ
さ
じ
D
I
Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、
建
築

家
、
フ
ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
様
々
な
専

門
家
の
参
画
の
も
と
、
将
来
的
に
は
地
元
の
人

た
ち
だ
け
の
力
で
展
開
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●「
版
フ
ェ
ス
」
は
、
紙
漉
き
や
印
刷
の
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
開
催
し
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
を
通
し
て
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
協
力
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

が
難
し
か
っ
た
時
期
、
印
刷
屋
さ
ん
と
世
間
話

を
す
る
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
飲
食
店
が

一
目
で
分
か
る
と
い
い
の
に
と
い
う
意
見
が
出

て
、「
持
ち
帰
り
O
K
サ
イ
ン
」
を
デ
ザ
イ
ン
・

印
刷
し
、
各
飲
食
店
に
配
布
し
た
の
は
そ
の
一

例
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
版

フ
ェ
ス
」
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
と

行
っ
て
い
る
も
の
。
実
際
に
大
き
な
地
震
を
経

験
し
て
い
な
い
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
持
ち

出
し
袋
の
確
認
な
ど
は
実
行
の
き
っ
か
け
が
な

か
な
か
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
易
写
真
館
を
設
け

て
家
族
写
真
を
撮
り
、
家
族
写
真
入
り
の
避
難

カ
ー
ド
を
作
成
、
家
族
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
企
画
し

た
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
、
大
分
市
の
郷
土
玩
具
で
あ
る

一
文
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
人
形
は
た
っ
た
一
人
の
職
人
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
こ

と
を
残
念
に
思
い
、職
人
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

神
社
の
境
内
で
自
分
だ
け
の
一
文
人
形
を
作
る

絵
付
け
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

地
域
の
人
が
地
元
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

一
文
人
形
を
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
見
直
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
し
た
い
思
い
を
共
有

で
き
て
い
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
が
変
わ

っ
て
も
共
通
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
と

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
絵
や
形
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
内
と
外
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
テ
ー
ル

を
往
復
し
て
情
報
を
編
集
す
る
人
。〝
●
●
な

会
社
・
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞と
い
う
期
待

が
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
た
と
え
ば
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

紙
や
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
看
板
の
素
材
や
大
き

さ
な
ど
が
デ
ィ
テ
ー
ル
。
そ
の
往
復
の
中
で
抽

出
さ
れ
た〝
エ
キ
ス
〞が
情
報
を
伝
え
る
方
法
と

な
る
。

●
リ
サ
ー
チ
と
ひ
ら
め
き
の
両
方
が
大
切
。
調

べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
知
り
過
ぎ
る
と

逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

外
の
目
線
は
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
と
同
じ
目

線
に
も
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
伝
え
る
際
に
、
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
正
し

く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
。
た
と
え
ば
、
行
政
が

開
催
す
る
催
し
で
は
、
子
ど
も
が
騒
い
で
は
い

け
な
い
の
で
は
と
考
え
が
ち
だ
が
、
岐
阜
県
土

岐
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
老
若
男
女
問
わ

ず
自
由
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
た
め
、
開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
に
も
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
話
を
聞

い
て
い
る
人
や
聞
い
て
い
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
誰

で
も
受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

●
ま
た
、
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
の
婚
活
事
業

の
事
例
で
は
、「
み
ん
な
が
結
婚
し
な
き
ゃ
、

な
ん
て
思
わ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
け
た
。
婚
活
が
話
題
に
な
る
と
、
結
婚
へ

の
圧
力
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
市
民
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
結

婚
を
勧
め
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
伝
え
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
代
表
者
だ
け
が

集
ま
る
会
議
で
は
良
い
意
見
が
出
に
く
い
傾
向

が
あ
り
、
少
人
数
や
一
対
一
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
ほ
う
が
本
音
や
い
い
エ
ゴ
が
出
て
く
る
と

感
じ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

観
光
事
業
へ
の

デ
ザ
イ
ン
の
力
の

上
手
な
活
か
し
方

●
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
一
目
で
そ

の
地
域
の
文
化
や
魅
力
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
編
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
一
般
的
な
受
発
注
で
は
既
に
仕
様
が
決
ま
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
に
何
部
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
最
初
の
リ

サ
ー
チ
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
交
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
ら
れ
る
。
大
分

県
長
湯
温
泉
飲
食
組
合
の
広
報
案
件
で
は
、
相

談
を
受
け
る
中
で
、
広
報
の
前
段
階
と
し
て
情

報
が
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
整
理
す
る
作
業
が

必
要
だ
と
提
案
し
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ
の
登
録

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
各
店
の
営
業
時
間
な
ど

の
情
報
整
理
を
行
っ
た
。

●
外
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。外
の
ま
な
ざ
し
に
は
大
き
く
分
け
て
、

有
名
な
先
生
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
、
様
々
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
に
な
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す

る
ケ
ー
ス
、
一
緒
に
伴
走
し
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
、
の
3
つ
の
選

択
肢
が
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
に
合

う
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
。
遠
く
の
有
名
人
ば

か
り
で
な
く
、
一
山
越
え
れ
ば
別
の
ま
な
ざ
し

が
あ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

●
諦
め
な
い
地
元
の
人
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。極
端
に
言
え
ば
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
予
算
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
す

る
人
は
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
人
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
委
ね
過
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
い
る
諦
め
な
い
人
を

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

●
地
域
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
伝
え
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
各
個
人
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ

を
地
域
で
ど
れ
だ
け
大
事
に
で
き
る
か
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
自
身
は
ど
う
し
た

い
の
か
、
自
分
は
何
が
欲
し
い
の
か
を
具
体
的

に
思
い
描
い
て
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
の
エ
ゴ
で
は
誰
の
賛
同
も
得
ら
れ
な
い
が
、

ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
思
い
を
持
つ

人
や
、
内
容
は
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
人
が
集
ま
る
原
動
力
と
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
そ
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
を
線

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が
見
え

る
形
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン

の
役
目
。
星
と
し
て
見
れ
ば
た
だ
の
点
だ
が
、

線
で
つ
な
ぐ
と
星
座
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

輪
郭
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
、
地
域
内
外
の
人

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
大
き

な
役
割
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 　
司
会
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

た
な
か
氏
…
関
西
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ

と
、
大
学
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
た

め
、
関
西
の
仕
事
は
そ
の
時
に
知
り
合
っ
た
人

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
緒
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た
り
、
実
際
に
作
っ
た

ツ
ー
ル
を
見
た
他
地
域
の
方
か
ら
同
様
の
ツ
ー

ル
を
作
り
た
い
な
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
次
々
と
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
一
人
。

参
加
者
…
苦
労
し
た
こ
と
や
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
尊
敬
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
成
功
を
約
束
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
成
功
の
打
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
民
間

の
力
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
と
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
担
当
し

た
の
だ
が
、
次
第
に
民
間
の
参
加
度
合
い
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
具
体

的
な
行
動
や
チ
ー
ム
の
枠
組
み
ま
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
。

参
加
者
…
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
異
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
詳
し
く

知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
全
員
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
代
表
者
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
、
子
ど
も
連
れ
の
避
難

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
版
フ
ェ
ス
」
を
共
に
手
掛
け
た
メ
ン

バ
ー
な
ら
自
分
の
悩
み
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
と
考
え
て
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　防
災
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
、
昔

は
ど
の
海
岸
線
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
神
社
が
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
。
防
災
を
き
っ
か
け
に
3
人

の
目
が
地
域
や
地
域
文
化
に
向
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
中
で
一
文
人
形
に
出
会
っ
た
。
一
文

人
形
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ど
う
に
か
残
す
方
法
が
な
い
か
を
調
べ
る
う
ち

に
、
同
じ
3
人
の
チ
ー
ム
で
一
文
人
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
課
題
な
ど
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
線
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
チ
ー
ム
も
構
築
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
関
わ
る

中
で
、
住
民
と
行
政
と
で
反
応
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

依
頼
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
発
想
を
持
つ
行
政

職
員
は
、
自
分
が
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　一
方
、
住
民
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
様
々

な
ツ
ー
ル
を
不
要
な
コ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
市
役
所
内
で
普
通
の
コ

ピ
ー
用
紙
で
作
れ
ば
い
い
の
に
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
る
の
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
強
め
の
意
見
を
言
う
方
ほ
ど
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

司
会
…
地
域
住
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
参
加
者
が
楽
し
く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
も

と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
。
お
み
く
じ
を
模

し
た
ツ
ー
ル
は
と
て
も
面
白
い
と
感
じ
た
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

2
0
2
2
年
2
月
18
日
（
金
）、「
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

第
24
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
た
な
か 

み
の
る
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
訪
れ
た

く
な
る
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
持
つ
力
は
非
常
に
強
力
で
す
。

　近
年
、
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
地
域
情
報
誌
（
い
わ
ゆ
る〝
ミ
ニ
コ

ミ
誌
〞）
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
が

多
く
み
ら
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
土
地
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
訪
れ
た
り

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地

づ
く
り
の
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
デ
ザ

イ
ン
は
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　今
回
は
、
大
分
県
を
拠
点
に
、
様
々
な
地
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る 

た
な
か 

み
の
る
氏
を
お

招
き
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

●
大
阪
府
に
住
ん
で
い
た
頃
、
町
の
印
刷
屋
さ

ん
が
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
自
社
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
全
て
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
へ
の
取
材

を
通
し
て
、
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

●「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
。

初
め
は
一
出
展
者
と
し
て
参
加
し
、
2
0
1
3

年
と
2
0
1
7
年
に
は
大
分
県
で
自
ら
巡
回
展

を
企
画
し
て
開
催
し
た
。「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」

は
そ
の
町
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容

や
個
人
的
な
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
1
冊
で
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
人
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
地
元
の
島
へ
の
個
人
的
な
思
い
を

綴
っ
た
冊
子
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
自
身
が
制
作
し
た
の
が
「
津
久
見

セ
メ
ン
ト
ま
ち
帖
」。
祖
母
が
住
ん
で
お
り
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
、

セ
メ
ン
ト
町
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
町
名
が
実
在

す
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
若
い
頃
は
か
っ
こ
よ
く
し
た
り
、
き
れ
い

に
し
た
り
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
の
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
の
制
作
を
通

し
て
、そ
の
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

か
っ
こ
よ
さ
や
美
し
さ
だ
け
が
正
解
で
は
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
。

●
大
分
市
の
市
街
地
で
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
様
に
、
1
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
の
賃
料
が

高
い
こ
と
で
借
り
手
が
付
か
ず
、
空
き
テ
ナ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
。
若
者
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
不
動
産
会
社
の
厚
意
で
、
人
工
芝
や
照

明
の
設
置
な
ど
の
改
装
を
加
え
て
、
自
由
に
活

用
で
き
る
広
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
こ
れ
も
地
域
と
関
わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
の
一
つ
。

て
く
る
の
か
。

た
な
か
氏
…
複
数
人
が
集
ま
る
場
で
は
他
の
意

見
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
一
つ
の
意
見

に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
意
見
を
き

ち
ん
と
拾
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
お

み
く
じ
は
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
ら
め

き
で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　手
を
動
か
し
て
具
体
的
な
制
作
を
す
る
作
業

よ
り
も
、
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
土
地
で
見
つ
け

た
も
の
等
、
広
く
物
事
を
見
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
他
の
地
域
で
も
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

の
ス
ト
ッ
ク
は
常
に
持
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
ッ
ク
同
士
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
、
い
ざ
形
に
す
る
と
き
に
迷
い

な
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
る
。

参
加
者
…
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
観
光
要
素
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。
近
年
よ
く
耳
に
す
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
お
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う

が
、
様
々
な
要
素
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
ま

で
凝
縮
す
る
過
程
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
な
か
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
地
域
に
関
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
地
元
で
は
な
い
人

間
だ
か
ら
こ
そ
拾
え
る
地
域
の
声
や
地
域
の
輪

郭
が
あ
る
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　誰
か
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
一
つ
に
凝
縮

し
て
表
現
し
た
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
よ
り

も
、「
自
分
が
住
む
町
の
な
に
か
」
が
す
こ
し

褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
市
民
に
「
自
分
に
と
っ
て
の

大
切
な
も
の
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大

切
な
の
で
は
な
い
か
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
自
身
が
た
な
か
氏
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
2
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
展
」
だ
っ
た
。
そ
の

時
の
作
品
の
印
象
が
残
っ
て
い
て
、
数
年
後
に

連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
方
た
ち
の
展
示
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
と
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
地
方
部
の
行
政
職
員
と
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
事
業
を
担
当
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
う
か
。

た
な
か
氏
…
観
光
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事

業
が
、
最
終
的
に
自
分
で
事
業
化
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の

力
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
の
中
で
動
け
る

人
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
来
て
ま
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
自
分
の
力
で
取
り
組
み
た
い
人
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
で
、
自
己
資
金
だ
け
で

事
業
化
を
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
し
た
人
の
助
走
期
間
を
行
政
が
支
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
何
か
変
化

は
あ
っ
た
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
お
互
い
の
反
応
が
見
え
に
く
く

話
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
旗
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
作
っ
て
事
前
に
参
加
者
に
配
布
し
、

賛
同
す
る
時
に
は
そ
の
旗
を
振
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
イ
コ

ン
に
な
っ
た
時
に
も
そ
の
人
や
会
社
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
作
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
事
へ
の
考
え
方
そ

の
も
の
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
出
会
い
は
何
か
。

た
な
か
氏
…
作
手
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
図
書

館
を
造
る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
地

域
の
方
が
最
も
印
象
深
い
。
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

て
、
行
政
側
に
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
え
る
人

で
、
そ
の
方
が
い
た
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き
な
出
会
い

だ
っ
た
。

司
会
…
自
身
も
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
え
る

地
域
に
は
必
ず
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
い
い
仕
事
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
た
な
か
氏
は
、
依
頼
案
件

の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
最

適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
形
は
何
か
を
常
に
考
え

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、〝
何

の
た
め
に
こ
れ
を
す
る
の
か
〞〝
誰
に
伝
え
た
い

の
か
〞〝
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
か
〞な
ど
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
自
分
の
考

え
が
整
理
さ
れ
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
単
に
仕

事
の
仕
上
げ
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

た
な
か
氏
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
し
た
い
の

か
、
地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
初
期
段
階
か
ら
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
い
だ
ろ

う
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
そ
の
ベ
ス
ト

な
方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
一
緒
に
考
え
、
伴
走
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
地
域
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例

に
基
づ
い
た
非
常
に
刺
さ
る
内
容
だ
っ
た
」、

「
目
的
や
意
味
と
い
っ
た〝
そ
も
そ
も
〞の
部
分

を
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

は
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
情
報
や
人
々
の
思
い
を
つ
な
い
で
新

し
い
何
か
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
と
も
重

な
る
部
分
が
大
き
く
、と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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具
体
的
な
取
り
組
み

●
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ぼ
一
人
で
担

当
し
た
大
分
市
府
内
5
番
街
商
店
街
の
『G

o

（ 

）gai

』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
地
域

の
人
に
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
昔
と
違
っ
て
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

商
店
街
の
店
同
士
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
朝
す
れ
違
う
隣
の
店

の
人
が
載
っ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
よ
う
業
種
ご
と
に
特
集
を
組
み
、
プ
ロ
の
モ

デ
ル
で
は
な
く
商
店
街
の
お
店
の
方
に
紙
面
を

飾
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
愛
知
県
新
城
市
作
手
の
山
村
交
流
施
設
の
事

例
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒

に
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
村
は
一
般
的

な
中
山
間
地
域
と
同
様
、
公
共
施
設
を
統
廃
合

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
学
校
と
公

民
館
を
合
体
さ
せ
て
、
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。
施
設
の
統
廃
合
に
対
し
て
は
、
学
校
が
遠

く
な
っ
た
り
母
校
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
住
民
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
や
す

い
た
め
、
建
築
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
提
と
し
た
。
人
を
集
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
、
地
域
の
代
表
者
や
発
言
力
の
あ

る
人
、
施
設
を
よ
く
使
う
人
の
意
見
だ
け
が
集

ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

ど
の
よ
う
な
設
備
が
欲
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
し
た
い
か
を
聞
き
た
い
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
仮
装
あ
り
の
楽
し
い
ポ
ス
タ
ー

撮
影
を
理
由
に
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
施
設
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
同
時
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
全
戸
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
住
民
と
共
有
し
た
。

●
行
政
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
際
に
使
う
資
料
は

A
4
の
紙
に
内
容
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の

味
気
な
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
そ
う
に
見
え
な

い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
参
加

者
の
気
持
ち
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
京
都
市

西
京
区
役
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
意
見

が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
お
み
く
じ
形
式
の
資

料
を
準
備
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
意
見
に
対
し

て
ど
う
思
う
か
を
、
左
側
に
書
い
て
壁
に
貼
り

付
け
て
い
く
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
歩
進
ん
だ
意
見
出
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品
専
門
店
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
担
当
し
た
際
は
、
ま
ず
経
営
者
が
目
指
す

方
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
経

緯
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

に
掲
示
し
、
社
内
で
共
有
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
気
持
ち
を
1
つ
に
し
た
。

●
津
久
見
市
の
土
木
関
連
企
業
の
新
卒
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
。
こ
の
企
業
で
は

市
内
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
と
い
う
課
題

に
、
定
住
・
就
労
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
社

宅
を
つ
く
っ
た
。
地
域
や
地
場
産
業
へ
の
思
い

を
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
、
会
社
案
内
と
と
も

に
、
会
社
内
外
に
向
け
た
コ
ピ
ー
「
ジ
モ
ト
を

つ
く
る
仕
事
」
を
作
成
し
た
。

外
貨
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

●
津
久
見
市
で
は
、
大
家
族
や
法
事
向
け
の
規

格
で
菓
子
を
販
売
す
る
店
が
多
く
、
観
光
客
が

お
土
産
と
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
で
も
手
に
取
り
や

す
い
サ
イ
ズ
と
価
格
に
調
整
し
た
個
包
装
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
観
光
協
会
と
共

に
行
っ
た
。

●
和
歌
山
県
の
虎
の
子
み
か
ん
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
E
C
サ
イ
ト
の
共
同
運
営
を
手
掛

け
て
い
る
。
生
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し

い
ミ
カ
ン
と
し
て
市
場
や
百
貨
店
な
ど
で
定
評

を
得
て
い
た
が
、
百
貨
店
な
ど
で
は
個
別
の
商

品
名
が
表
に
出
に
く
い
た
め
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。各
小
売
店
で
使
う
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
は
、

配
送
の
費
用
や
手
間
を
抑
え
る
た
め
に
各
店
舗

で
使
え
る
形
に
整
え
た
デ
ー
タ
の
形
で
準
備
し

た
。
E
C
に
は
既
存
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎
が
宣
伝
・
問
い
合
わ
せ
・

伝
票
入
力
を
担
当
、
生
産
者
は
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
ー
で
伝
票
出
力
・
出
荷
を
行
う
だ
け
で
商
品

を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。〝
頑
張
れ
ば

な
ん
と
か
で
き
る
仕
組
み
〞で
は
な
く
、〝
頑
張

ら
な
く
て
も
で
き
る
仕
組
み
〞作
り
に
力
を
入

れ
た
。
通
信
販
売
を
始
め
た
こ
と
で
消
費
者
の

声
が
店
に
直
接
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
1
人
暮
ら
し
な
の
で
少
量
で
売
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
箱
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
常
に
新

鮮
な
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
人
が
、
小
箱

を
何
度
も
注
文
す
る
と
い
う
新
し
い
需
要
も
生

ま
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
過
剰
に
宣
伝
し
な

い
こ
と
、
安
売
り
し
な
い
こ
と
、
売
り
上
げ
を

追
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
や
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
地
味

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

●
小
さ
く
て
も
お
金
が
回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
声
が

生
産
者
に
直
接
届
く
、
小
売
店
の
事
情
に
左
右

さ
れ
に
く
く
な
る
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
、
小
売
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
消
費
動
向
が
分
か
る
、
小
さ
な
成
功

体
験
が
次
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
、
と

い
っ
た
良
い
効
果
を
生
み
出
す
。

図：ピュアなエゴ（点）を線にする

図：ビジョンとディテールの関係

チ
ー
ム
で
つ
く
る

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
地
は
、
オ
ル

レ
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
域
内
で
お
金
を
落
と
す
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
さ
じ
オ
ル

レ
飯
」
と
い
う
お
弁
当
作
り
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
持
ち
歩
い
て
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
雰
囲
気
の
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
経
て
、
地
元
リ
サ
ー
チ
と
実
際
に
提
供

す
る
店
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
あ
さ
じ
D
I
Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、
建
築

家
、
フ
ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
様
々
な
専

門
家
の
参
画
の
も
と
、
将
来
的
に
は
地
元
の
人

た
ち
だ
け
の
力
で
展
開
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●「
版
フ
ェ
ス
」
は
、
紙
漉
き
や
印
刷
の
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
開
催
し
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
を
通
し
て
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
協
力
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

が
難
し
か
っ
た
時
期
、
印
刷
屋
さ
ん
と
世
間
話

を
す
る
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
飲
食
店
が

一
目
で
分
か
る
と
い
い
の
に
と
い
う
意
見
が
出

て
、「
持
ち
帰
り
O
K
サ
イ
ン
」
を
デ
ザ
イ
ン
・

印
刷
し
、
各
飲
食
店
に
配
布
し
た
の
は
そ
の
一

例
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
版

フ
ェ
ス
」
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
と

行
っ
て
い
る
も
の
。
実
際
に
大
き
な
地
震
を
経

験
し
て
い
な
い
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
持
ち

出
し
袋
の
確
認
な
ど
は
実
行
の
き
っ
か
け
が
な

か
な
か
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
易
写
真
館
を
設
け

て
家
族
写
真
を
撮
り
、
家
族
写
真
入
り
の
避
難

カ
ー
ド
を
作
成
、
家
族
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
企
画
し

た
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
、
大
分
市
の
郷
土
玩
具
で
あ
る

一
文
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
人
形
は
た
っ
た
一
人
の
職
人
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
こ

と
を
残
念
に
思
い
、職
人
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

神
社
の
境
内
で
自
分
だ
け
の
一
文
人
形
を
作
る

絵
付
け
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

地
域
の
人
が
地
元
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

一
文
人
形
を
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
見
直
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
し
た
い
思
い
を
共
有

で
き
て
い
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
が
変
わ

っ
て
も
共
通
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
と

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
絵
や
形
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
内
と
外
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
テ
ー
ル

を
往
復
し
て
情
報
を
編
集
す
る
人
。〝
●
●
な

会
社
・
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞と
い
う
期
待

が
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
た
と
え
ば
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

紙
や
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
看
板
の
素
材
や
大
き

さ
な
ど
が
デ
ィ
テ
ー
ル
。
そ
の
往
復
の
中
で
抽

出
さ
れ
た〝
エ
キ
ス
〞が
情
報
を
伝
え
る
方
法
と

な
る
。

●
リ
サ
ー
チ
と
ひ
ら
め
き
の
両
方
が
大
切
。
調

べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
知
り
過
ぎ
る
と

逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

外
の
目
線
は
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
と
同
じ
目

線
に
も
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
伝
え
る
際
に
、
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
正
し

く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
。
た
と
え
ば
、
行
政
が

開
催
す
る
催
し
で
は
、
子
ど
も
が
騒
い
で
は
い

け
な
い
の
で
は
と
考
え
が
ち
だ
が
、
岐
阜
県
土

岐
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
老
若
男
女
問
わ

ず
自
由
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
た
め
、
開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
に
も
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
話
を
聞

い
て
い
る
人
や
聞
い
て
い
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
誰

で
も
受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

●
ま
た
、
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
の
婚
活
事
業

の
事
例
で
は
、「
み
ん
な
が
結
婚
し
な
き
ゃ
、

な
ん
て
思
わ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
け
た
。
婚
活
が
話
題
に
な
る
と
、
結
婚
へ

の
圧
力
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
市
民
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
結

婚
を
勧
め
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
伝
え
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
代
表
者
だ
け
が

集
ま
る
会
議
で
は
良
い
意
見
が
出
に
く
い
傾
向

が
あ
り
、
少
人
数
や
一
対
一
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
ほ
う
が
本
音
や
い
い
エ
ゴ
が
出
て
く
る
と

感
じ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

観
光
事
業
へ
の

デ
ザ
イ
ン
の
力
の

上
手
な
活
か
し
方

●
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
一
目
で
そ

の
地
域
の
文
化
や
魅
力
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
編
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
一
般
的
な
受
発
注
で
は
既
に
仕
様
が
決
ま
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
に
何
部
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
最
初
の
リ

サ
ー
チ
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
交
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
ら
れ
る
。
大
分

県
長
湯
温
泉
飲
食
組
合
の
広
報
案
件
で
は
、
相

談
を
受
け
る
中
で
、
広
報
の
前
段
階
と
し
て
情

報
が
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
整
理
す
る
作
業
が

必
要
だ
と
提
案
し
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ
の
登
録

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
各
店
の
営
業
時
間
な
ど

の
情
報
整
理
を
行
っ
た
。

●
外
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。外
の
ま
な
ざ
し
に
は
大
き
く
分
け
て
、

有
名
な
先
生
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
、
様
々
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
に
な
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す

る
ケ
ー
ス
、
一
緒
に
伴
走
し
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
、
の
3
つ
の
選

択
肢
が
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
に
合

う
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
。
遠
く
の
有
名
人
ば

か
り
で
な
く
、
一
山
越
え
れ
ば
別
の
ま
な
ざ
し

が
あ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

●
諦
め
な
い
地
元
の
人
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。極
端
に
言
え
ば
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
予
算
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
す

る
人
は
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
人
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
委
ね
過
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
い
る
諦
め
な
い
人
を

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

●
地
域
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
伝
え
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
各
個
人
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ

を
地
域
で
ど
れ
だ
け
大
事
に
で
き
る
か
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
自
身
は
ど
う
し
た

い
の
か
、
自
分
は
何
が
欲
し
い
の
か
を
具
体
的

に
思
い
描
い
て
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
の
エ
ゴ
で
は
誰
の
賛
同
も
得
ら
れ
な
い
が
、

ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
思
い
を
持
つ

人
や
、
内
容
は
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
人
が
集
ま
る
原
動
力
と
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
そ
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
を
線

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が
見
え

る
形
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン

の
役
目
。
星
と
し
て
見
れ
ば
た
だ
の
点
だ
が
、

線
で
つ
な
ぐ
と
星
座
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

輪
郭
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
、
地
域
内
外
の
人

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
大
き

な
役
割
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 　
司
会
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

た
な
か
氏
…
関
西
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ

と
、
大
学
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
た

め
、
関
西
の
仕
事
は
そ
の
時
に
知
り
合
っ
た
人

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
緒
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た
り
、
実
際
に
作
っ
た

ツ
ー
ル
を
見
た
他
地
域
の
方
か
ら
同
様
の
ツ
ー

ル
を
作
り
た
い
な
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
次
々
と
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
一
人
。

参
加
者
…
苦
労
し
た
こ
と
や
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
尊
敬
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
成
功
を
約
束
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
成
功
の
打
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
民
間

の
力
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
と
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
担
当
し

た
の
だ
が
、
次
第
に
民
間
の
参
加
度
合
い
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
具
体

的
な
行
動
や
チ
ー
ム
の
枠
組
み
ま
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
。

参
加
者
…
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
異
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
詳
し
く

知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
全
員
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
代
表
者
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
、
子
ど
も
連
れ
の
避
難

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
版
フ
ェ
ス
」
を
共
に
手
掛
け
た
メ
ン

バ
ー
な
ら
自
分
の
悩
み
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
と
考
え
て
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　防
災
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
、
昔

は
ど
の
海
岸
線
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
神
社
が
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
。
防
災
を
き
っ
か
け
に
3
人

の
目
が
地
域
や
地
域
文
化
に
向
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
中
で
一
文
人
形
に
出
会
っ
た
。
一
文

人
形
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ど
う
に
か
残
す
方
法
が
な
い
か
を
調
べ
る
う
ち

に
、
同
じ
3
人
の
チ
ー
ム
で
一
文
人
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
課
題
な
ど
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
線
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
チ
ー
ム
も
構
築
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
関
わ
る

中
で
、
住
民
と
行
政
と
で
反
応
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

依
頼
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
発
想
を
持
つ
行
政

職
員
は
、
自
分
が
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　一
方
、
住
民
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
様
々

な
ツ
ー
ル
を
不
要
な
コ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
市
役
所
内
で
普
通
の
コ

ピ
ー
用
紙
で
作
れ
ば
い
い
の
に
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
る
の
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
強
め
の
意
見
を
言
う
方
ほ
ど
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

司
会
…
地
域
住
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
参
加
者
が
楽
し
く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
も

と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
。
お
み
く
じ
を
模

し
た
ツ
ー
ル
は
と
て
も
面
白
い
と
感
じ
た
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

2
0
2
2
年
2
月
18
日
（
金
）、「
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

第
24
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
た
な
か 

み
の
る
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
訪
れ
た

く
な
る
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
持
つ
力
は
非
常
に
強
力
で
す
。

　近
年
、
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
地
域
情
報
誌
（
い
わ
ゆ
る〝
ミ
ニ
コ

ミ
誌
〞）
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
が

多
く
み
ら
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
土
地
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
訪
れ
た
り

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地

づ
く
り
の
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
デ
ザ

イ
ン
は
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　今
回
は
、
大
分
県
を
拠
点
に
、
様
々
な
地
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る 

た
な
か 

み
の
る
氏
を
お

招
き
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

●
大
阪
府
に
住
ん
で
い
た
頃
、
町
の
印
刷
屋
さ

ん
が
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
自
社
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
全
て
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
へ
の
取
材

を
通
し
て
、
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

●「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
。

初
め
は
一
出
展
者
と
し
て
参
加
し
、
2
0
1
3

年
と
2
0
1
7
年
に
は
大
分
県
で
自
ら
巡
回
展

を
企
画
し
て
開
催
し
た
。「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」

は
そ
の
町
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容

や
個
人
的
な
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
1
冊
で
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
人
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
地
元
の
島
へ
の
個
人
的
な
思
い
を

綴
っ
た
冊
子
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
自
身
が
制
作
し
た
の
が
「
津
久
見

セ
メ
ン
ト
ま
ち
帖
」。
祖
母
が
住
ん
で
お
り
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
、

セ
メ
ン
ト
町
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
町
名
が
実
在

す
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
若
い
頃
は
か
っ
こ
よ
く
し
た
り
、
き
れ
い

に
し
た
り
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
の
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
の
制
作
を
通

し
て
、そ
の
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

か
っ
こ
よ
さ
や
美
し
さ
だ
け
が
正
解
で
は
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
。

●
大
分
市
の
市
街
地
で
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
様
に
、
1
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
の
賃
料
が

高
い
こ
と
で
借
り
手
が
付
か
ず
、
空
き
テ
ナ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
。
若
者
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
不
動
産
会
社
の
厚
意
で
、
人
工
芝
や
照

明
の
設
置
な
ど
の
改
装
を
加
え
て
、
自
由
に
活

用
で
き
る
広
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
こ
れ
も
地
域
と
関
わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
の
一
つ
。

て
く
る
の
か
。

た
な
か
氏
…
複
数
人
が
集
ま
る
場
で
は
他
の
意

見
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
一
つ
の
意
見

に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
意
見
を
き

ち
ん
と
拾
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
お

み
く
じ
は
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
ら
め

き
で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　手
を
動
か
し
て
具
体
的
な
制
作
を
す
る
作
業

よ
り
も
、
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
土
地
で
見
つ
け

た
も
の
等
、
広
く
物
事
を
見
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
他
の
地
域
で
も
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

の
ス
ト
ッ
ク
は
常
に
持
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
ッ
ク
同
士
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
、
い
ざ
形
に
す
る
と
き
に
迷
い

な
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
る
。

参
加
者
…
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
観
光
要
素
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。
近
年
よ
く
耳
に
す
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
お
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う

が
、
様
々
な
要
素
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
ま

で
凝
縮
す
る
過
程
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
な
か
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
地
域
に
関
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
地
元
で
は
な
い
人

間
だ
か
ら
こ
そ
拾
え
る
地
域
の
声
や
地
域
の
輪

郭
が
あ
る
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　誰
か
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
一
つ
に
凝
縮

し
て
表
現
し
た
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
よ
り

も
、「
自
分
が
住
む
町
の
な
に
か
」
が
す
こ
し

褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
市
民
に
「
自
分
に
と
っ
て
の

大
切
な
も
の
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大

切
な
の
で
は
な
い
か
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
自
身
が
た
な
か
氏
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
2
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
展
」
だ
っ
た
。
そ
の

時
の
作
品
の
印
象
が
残
っ
て
い
て
、
数
年
後
に

連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
方
た
ち
の
展
示
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
と
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
地
方
部
の
行
政
職
員
と
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
事
業
を
担
当
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
う
か
。

た
な
か
氏
…
観
光
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事

業
が
、
最
終
的
に
自
分
で
事
業
化
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の

力
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
の
中
で
動
け
る

人
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
来
て
ま
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
自
分
の
力
で
取
り
組
み
た
い
人
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
で
、
自
己
資
金
だ
け
で

事
業
化
を
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
し
た
人
の
助
走
期
間
を
行
政
が
支
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
何
か
変
化

は
あ
っ
た
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
お
互
い
の
反
応
が
見
え
に
く
く

話
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
旗
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
作
っ
て
事
前
に
参
加
者
に
配
布
し
、

賛
同
す
る
時
に
は
そ
の
旗
を
振
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
イ
コ

ン
に
な
っ
た
時
に
も
そ
の
人
や
会
社
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
作
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
事
へ
の
考
え
方
そ

の
も
の
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
出
会
い
は
何
か
。

た
な
か
氏
…
作
手
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
図
書

館
を
造
る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
地

域
の
方
が
最
も
印
象
深
い
。
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

て
、
行
政
側
に
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
え
る
人

で
、
そ
の
方
が
い
た
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き
な
出
会
い

だ
っ
た
。

司
会
…
自
身
も
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
え
る

地
域
に
は
必
ず
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
い
い
仕
事
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
た
な
か
氏
は
、
依
頼
案
件

の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
最

適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
形
は
何
か
を
常
に
考
え

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、〝
何

の
た
め
に
こ
れ
を
す
る
の
か
〞〝
誰
に
伝
え
た
い

の
か
〞〝
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
か
〞な
ど
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
自
分
の
考

え
が
整
理
さ
れ
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
単
に
仕

事
の
仕
上
げ
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

た
な
か
氏
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
し
た
い
の

か
、
地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
初
期
段
階
か
ら
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
い
だ
ろ

う
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
そ
の
ベ
ス
ト

な
方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
一
緒
に
考
え
、
伴
走
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
地
域
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例

に
基
づ
い
た
非
常
に
刺
さ
る
内
容
だ
っ
た
」、

「
目
的
や
意
味
と
い
っ
た〝
そ
も
そ
も
〞の
部
分

を
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

は
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
情
報
や
人
々
の
思
い
を
つ
な
い
で
新

し
い
何
か
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
と
も
重

な
る
部
分
が
大
き
く
、と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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具
体
的
な
取
り
組
み

●
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
を
ほ
ぼ
一
人
で
担

当
し
た
大
分
市
府
内
5
番
街
商
店
街
の
『G

o

（ 

）gai

』
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
地
域

の
人
に
商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
昔
と
違
っ
て
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

商
店
街
の
店
同
士
が
連
携
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
朝
す
れ
違
う
隣
の
店

の
人
が
載
っ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
よ
う
業
種
ご
と
に
特
集
を
組
み
、
プ
ロ
の
モ

デ
ル
で
は
な
く
商
店
街
の
お
店
の
方
に
紙
面
を

飾
っ
て
も
ら
っ
た
。

●
愛
知
県
新
城
市
作
手
の
山
村
交
流
施
設
の
事

例
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒

に
進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
の
村
は
一
般
的

な
中
山
間
地
域
と
同
様
、
公
共
施
設
を
統
廃
合

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
学
校
と
公

民
館
を
合
体
さ
せ
て
、
四
つ
の
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

た
。
施
設
の
統
廃
合
に
対
し
て
は
、
学
校
が
遠

く
な
っ
た
り
母
校
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
住
民
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
出
や
す

い
た
め
、
建
築
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
提
と
し
た
。
人
を
集
め
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
と
、
地
域
の
代
表
者
や
発
言
力
の
あ

る
人
、
施
設
を
よ
く
使
う
人
の
意
見
だ
け
が
集

ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

ど
の
よ
う
な
設
備
が
欲
し
い
か
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
し
た
い
か
を
聞
き
た
い
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
仮
装
あ
り
の
楽
し
い
ポ
ス
タ
ー

撮
影
を
理
由
に
各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
施
設
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
も
同
時
に
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
状
況
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
全
戸
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
で
住
民
と
共
有
し
た
。

●
行
政
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
際
に
使
う
資
料
は

A
4
の
紙
に
内
容
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
の

味
気
な
い
も
の
が
多
く
、
楽
し
そ
う
に
見
え
な

い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
参
加

者
の
気
持
ち
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
京
都
市

西
京
区
役
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
意
見

が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
お
み
く
じ
形
式
の
資

料
を
準
備
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
意
見
に
対
し

て
ど
う
思
う
か
を
、
左
側
に
書
い
て
壁
に
貼
り

付
け
て
い
く
形
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
歩
進
ん
だ
意
見
出
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
た
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

●
ス
ポ
ー
ツ
用
品
専
門
店
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
担
当
し
た
際
は
、
ま
ず
経
営
者
が
目
指
す

方
向
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
れ
を
言
語
化
し

た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
経

緯
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

に
掲
示
し
、
社
内
で
共
有
を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
気
持
ち
を
1
つ
に
し
た
。

●
津
久
見
市
の
土
木
関
連
企
業
の
新
卒
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
。
こ
の
企
業
で
は

市
内
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い
と
い
う
課
題

に
、
定
住
・
就
労
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
社

宅
を
つ
く
っ
た
。
地
域
や
地
場
産
業
へ
の
思
い

を
伝
え
る
方
法
を
検
討
し
、
会
社
案
内
と
と
も

に
、
会
社
内
外
に
向
け
た
コ
ピ
ー
「
ジ
モ
ト
を

つ
く
る
仕
事
」
を
作
成
し
た
。

外
貨
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

●
津
久
見
市
で
は
、
大
家
族
や
法
事
向
け
の
規

格
で
菓
子
を
販
売
す
る
店
が
多
く
、
観
光
客
が

お
土
産
と
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
観
光
客
で
も
手
に
取
り
や

す
い
サ
イ
ズ
と
価
格
に
調
整
し
た
個
包
装
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
、
観
光
協
会
と
共

に
行
っ
た
。

●
和
歌
山
県
の
虎
の
子
み
か
ん
は
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
E
C
サ
イ
ト
の
共
同
運
営
を
手
掛

け
て
い
る
。
生
育
方
法
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し

い
ミ
カ
ン
と
し
て
市
場
や
百
貨
店
な
ど
で
定
評

を
得
て
い
た
が
、
百
貨
店
な
ど
で
は
個
別
の
商

品
名
が
表
に
出
に
く
い
た
め
、
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。各
小
売
店
で
使
う
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
は
、

配
送
の
費
用
や
手
間
を
抑
え
る
た
め
に
各
店
舗

で
使
え
る
形
に
整
え
た
デ
ー
タ
の
形
で
準
備
し

た
。
E
C
に
は
既
存
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎
が
宣
伝
・
問
い
合
わ
せ
・

伝
票
入
力
を
担
当
、
生
産
者
は
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
ー
で
伝
票
出
力
・
出
荷
を
行
う
だ
け
で
商
品

を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
。〝
頑
張
れ
ば

な
ん
と
か
で
き
る
仕
組
み
〞で
は
な
く
、〝
頑
張

ら
な
く
て
も
で
き
る
仕
組
み
〞作
り
に
力
を
入

れ
た
。
通
信
販
売
を
始
め
た
こ
と
で
消
費
者
の

声
が
店
に
直
接
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え

ば
、
1
人
暮
ら
し
な
の
で
少
量
で
売
っ
て
も
ら

え
な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
小
箱
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
常
に
新

鮮
な
ミ
カ
ン
を
食
べ
た
い
と
い
う
人
が
、
小
箱

を
何
度
も
注
文
す
る
と
い
う
新
し
い
需
要
も
生

ま
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
過
剰
に
宣
伝
し
な

い
こ
と
、
安
売
り
し
な
い
こ
と
、
売
り
上
げ
を

追
い
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
や
メ
ー
ル
対
応
な
ど
、
地
味

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

●
小
さ
く
て
も
お
金
が
回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
声
が

生
産
者
に
直
接
届
く
、
小
売
店
の
事
情
に
左
右

さ
れ
に
く
く
な
る
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
、
小
売
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
消
費
動
向
が
分
か
る
、
小
さ
な
成
功

体
験
が
次
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
に
な
る
、
と

い
っ
た
良
い
効
果
を
生
み
出
す
。

チ
ー
ム
で
つ
く
る

●
大
分
県
豊
後
大
野
市
に
あ
る
朝
地
は
、
オ
ル

レ
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
域
内
で
お
金
を
落
と
す
ポ
イ

ン
ト
が
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
あ
さ
じ
オ
ル

レ
飯
」
と
い
う
お
弁
当
作
り
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
持
ち
歩
い
て
も
崩
れ
る
こ
と

な
く
雰
囲
気
の
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
経
て
、
地
元
リ
サ
ー
チ
と
実
際
に
提
供

す
る
店
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
あ
さ
じ
D
I
Y
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、
建
築

家
、
フ
ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
な
ど
様
々
な
専

門
家
の
参
画
の
も
と
、
将
来
的
に
は
地
元
の
人

た
ち
だ
け
の
力
で
展
開
し
て
い
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●「
版
フ
ェ
ス
」
は
、
紙
漉
き
や
印
刷
の
プ
ロ

セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
開
催
し
た
自
主
イ
ベ
ン
ト
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
を
通
し
て
自
分
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
連
携
で
き
る
協
力
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

が
難
し
か
っ
た
時
期
、
印
刷
屋
さ
ん
と
世
間
話

を
す
る
中
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
飲
食
店
が

一
目
で
分
か
る
と
い
い
の
に
と
い
う
意
見
が
出

て
、「
持
ち
帰
り
O
K
サ
イ
ン
」
を
デ
ザ
イ
ン
・

印
刷
し
、
各
飲
食
店
に
配
布
し
た
の
は
そ
の
一

例
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
版

フ
ェ
ス
」
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
仲
間
と

行
っ
て
い
る
も
の
。
実
際
に
大
き
な
地
震
を
経

験
し
て
い
な
い
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
持
ち

出
し
袋
の
確
認
な
ど
は
実
行
の
き
っ
か
け
が
な

か
な
か
な
い
。
そ
こ
で
、
簡
易
写
真
館
を
設
け

て
家
族
写
真
を
撮
り
、
家
族
写
真
入
り
の
避
難

カ
ー
ド
を
作
成
、
家
族
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と

で
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
企
画
し

た
。

●「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
、
大
分
市
の
郷
土
玩
具
で
あ
る

一
文
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
人
形
は
た
っ
た
一
人
の
職
人
さ
ん
が

作
っ
て
い
る
も
の
で
、
継
承
の
危
機
に
あ
る
こ

と
を
残
念
に
思
い
、職
人
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

神
社
の
境
内
で
自
分
だ
け
の
一
文
人
形
を
作
る

絵
付
け
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

地
域
の
人
が
地
元
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

一
文
人
形
を
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
見
直
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
大
事
に
し
た
い
思
い
を
共
有

で
き
て
い
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
が
変
わ

っ
て
も
共
通
の
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
と

ま
ち
づ
く
り
と
観
光
事
業
と

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
、
絵
や
形
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
内
と
外
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ
ィ
テ
ー
ル

を
往
復
し
て
情
報
を
編
集
す
る
人
。〝
●
●
な

会
社
・
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
〞と
い
う
期
待

が
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
た
と
え
ば
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

紙
や
つ
る
つ
る
し
た
紙
、
看
板
の
素
材
や
大
き

さ
な
ど
が
デ
ィ
テ
ー
ル
。
そ
の
往
復
の
中
で
抽

出
さ
れ
た〝
エ
キ
ス
〞が
情
報
を
伝
え
る
方
法
と

な
る
。

●
リ
サ
ー
チ
と
ひ
ら
め
き
の
両
方
が
大
切
。
調

べ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、
知
り
過
ぎ
る
と

逆
に
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

外
の
目
線
は
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
と
同
じ
目

線
に
も
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
伝
え
る
際
に
、
誰
に
来
て
ほ
し
い
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
正
し

く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
。
た
と
え
ば
、
行
政
が

開
催
す
る
催
し
で
は
、
子
ど
も
が
騒
い
で
は
い

け
な
い
の
で
は
と
考
え
が
ち
だ
が
、
岐
阜
県
土

岐
市
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
老
若
男
女
問
わ

ず
自
由
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
た
め
、
開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
に
も
、
子
ど
も

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
話
を
聞

い
て
い
る
人
や
聞
い
て
い
な
い
人
な
ど
、
様
々

な
人
が
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
、
誰

で
も
受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。

●
ま
た
、
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
も
重

要
。
た
と
え
ば
、
大
分
県
竹
田
市
の
婚
活
事
業

の
事
例
で
は
、「
み
ん
な
が
結
婚
し
な
き
ゃ
、

な
ん
て
思
わ
な
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
つ
け
た
。
婚
活
が
話
題
に
な
る
と
、
結
婚
へ

の
圧
力
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
市
民
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
結

婚
を
勧
め
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

で
伝
え
た
。
ま
た
、
一
般
的
に
代
表
者
だ
け
が

集
ま
る
会
議
で
は
良
い
意
見
が
出
に
く
い
傾
向

が
あ
り
、
少
人
数
や
一
対
一
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

す
る
ほ
う
が
本
音
や
い
い
エ
ゴ
が
出
て
く
る
と

感
じ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

観
光
事
業
へ
の

デ
ザ
イ
ン
の
力
の

上
手
な
活
か
し
方

●
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に
は
、
一
目
で
そ

の
地
域
の
文
化
や
魅
力
が
伝
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
に
編
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
一
般
的
な
受
発
注
で
は
既
に
仕
様
が
決
ま
っ

て
い
て
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
に
何
部
作
っ
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
最
初
の
リ

サ
ー
チ
段
階
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
交
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に
本
当
に

必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
極
め
ら
れ
る
。
大
分

県
長
湯
温
泉
飲
食
組
合
の
広
報
案
件
で
は
、
相

談
を
受
け
る
中
で
、
広
報
の
前
段
階
と
し
て
情

報
が
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
整
理
す
る
作
業
が

必
要
だ
と
提
案
し
、G

o
o
gle

マ
ッ
プ
の
登
録

サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
各
店
の
営
業
時
間
な
ど

の
情
報
整
理
を
行
っ
た
。

●
外
の
ま
な
ざ
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
非
常

に
重
要
。外
の
ま
な
ざ
し
に
は
大
き
く
分
け
て
、

有
名
な
先
生
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
、
様
々
な
地
域
と

つ
な
が
る
ハ
ブ
に
な
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す

る
ケ
ー
ス
、
一
緒
に
伴
走
し
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
と
協
働
す
る
ケ
ー
ス
、
の
3
つ
の
選

択
肢
が
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
自
分
た
ち
に
合

う
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
。
遠
く
の
有
名
人
ば

か
り
で
な
く
、
一
山
越
え
れ
ば
別
の
ま
な
ざ
し

が
あ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
。

●
諦
め
な
い
地
元
の
人
こ
そ
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。極
端
に
言
え
ば
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
予
算
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
す

る
人
は
、
事
業
が
終
わ
れ
ば
い
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
人
。
こ
う
し
た
人
た
ち
に
委
ね
過
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
い
る
諦
め
な
い
人
を

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

●
地
域
の
魅
力
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
伝
え
る
上

で
大
切
な
こ
と
は
、
各
個
人
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ

を
地
域
で
ど
れ
だ
け
大
事
に
で
き
る
か
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
分
自
身
は
ど
う
し
た

い
の
か
、
自
分
は
何
が
欲
し
い
の
か
を
具
体
的

に
思
い
描
い
て
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
の
エ
ゴ
で
は
誰
の
賛
同
も
得
ら
れ
な
い
が
、

ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
思
い
を
持
つ

人
や
、
内
容
は
違
っ
て
も
同
じ
場
所
で
活
動
し

よ
う
と
す
る
人
が
集
ま
る
原
動
力
と
な
る
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
そ
の
ピ
ュ
ア
な
エ
ゴ
を
線

で
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
魅
力
が
見
え

る
形
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン

の
役
目
。
星
と
し
て
見
れ
ば
た
だ
の
点
だ
が
、

線
で
つ
な
ぐ
と
星
座
に
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

輪
郭
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
、
地
域
内
外
の
人

に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
の
大
き

な
役
割
だ
と
捉
え
て
い
る
。

 　
司
会
…
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
で
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
か
。

た
な
か
氏
…
関
西
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
こ

と
、
大
学
卒
業
後
も
し
ば
ら
く
住
ん
で
い
た
た

め
、
関
西
の
仕
事
は
そ
の
時
に
知
り
合
っ
た
人

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
緒
に
関
わ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た
り
、
実
際
に
作
っ
た

ツ
ー
ル
を
見
た
他
地
域
の
方
か
ら
同
様
の
ツ
ー

ル
を
作
り
た
い
な
ど
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
次
々
と
新
し
い
出

会
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
メ
ン
バ
ー
は
自
分
一
人
。

参
加
者
…
苦
労
し
た
こ
と
や
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
尊
敬
す
る
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
成
功
を
約
束
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
成
功
の
打
率
を
上
げ
る
こ

と
だ
」
と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
空
き
地
を
公
園

と
し
て
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
民
間

の
力
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
と
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
担
当
し

た
の
だ
が
、
次
第
に
民
間
の
参
加
度
合
い
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
具
体

的
な
行
動
や
チ
ー
ム
の
枠
組
み
ま
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
失
敗
の
原
因
。

参
加
者
…
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
異
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
詳
し
く

知
り
た
い
。

た
な
か
氏
…
「
こ
ど
も
ボ
ウ
サ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
全
員
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
3

人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
代
表
者
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
、
子
ど
も
連
れ
の
避
難

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
版
フ
ェ
ス
」
を
共
に
手
掛
け
た
メ
ン

バ
ー
な
ら
自
分
の
悩
み
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
と
考
え
て
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　防
災
に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
と
、
昔

は
ど
の
海
岸
線
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
の
か
、

な
ぜ
神
社
が
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
。
防
災
を
き
っ
か
け
に
3
人

の
目
が
地
域
や
地
域
文
化
に
向
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
中
で
一
文
人
形
に
出
会
っ
た
。
一
文

人
形
の
存
続
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ど
う
に
か
残
す
方
法
が
な
い
か
を
調
べ
る
う
ち

に
、
同
じ
3
人
の
チ
ー
ム
で
一
文
人
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
課
題
な
ど
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
線
を
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
チ
ー
ム
も
構
築
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
と
関
わ
る

中
で
、
住
民
と
行
政
と
で
反
応
が
異
な
る
こ
と

は
あ
る
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

依
頼
す
る
よ
う
な
先
駆
的
な
発
想
を
持
つ
行
政

職
員
は
、
自
分
が
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
や

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
ギ
ャ

ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　一
方
、
住
民
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
し
た
様
々

な
ツ
ー
ル
を
不
要
な
コ
ス
ト
と
捉
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
市
役
所
内
で
普
通
の
コ

ピ
ー
用
紙
で
作
れ
ば
い
い
の
に
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
お
金
を
か
け
る
の
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
、
強
め
の
意
見
を
言
う
方
ほ
ど
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

司
会
…
地
域
住
民
の
意
見
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
参
加
者
が
楽
し
く
な
る
雰
囲
気
づ
く
り
も

と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
。
お
み
く
じ
を
模

し
た
ツ
ー
ル
は
と
て
も
面
白
い
と
感
じ
た
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

2
0
2
2
年
2
月
18
日
（
金
）、「
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、

第
24
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
舎

の
た
な
か 

み
の
る
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
訪
れ
た

く
な
る
観
光
地
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
持
つ
力
は
非
常
に
強
力
で
す
。

　近
年
、
各
地
で
作
ら
れ
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
地
域
情
報
誌
（
い
わ
ゆ
る〝
ミ
ニ
コ

ミ
誌
〞）
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
が

多
く
み
ら
れ
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
豊
か
で
洗

練
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
土
地
を
知
っ
た
り
、
実
際
に
訪
れ
た
り

し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
デ

ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地

づ
く
り
の
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
デ
ザ

イ
ン
は
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　今
回
は
、
大
分
県
を
拠
点
に
、
様
々
な
地
域

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
か
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る 

た
な
か 

み
の
る
氏
を
お

招
き
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
事
業
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

●
大
阪
府
に
住
ん
で
い
た
頃
、
町
の
印
刷
屋
さ

ん
が
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
自
社
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
取
材
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
の
全
て
に

携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
へ
の
取
材

を
通
し
て
、
何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
も
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

●「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
。

初
め
は
一
出
展
者
と
し
て
参
加
し
、
2
0
1
3

年
と
2
0
1
7
年
に
は
大
分
県
で
自
ら
巡
回
展

を
企
画
し
て
開
催
し
た
。「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」

は
そ
の
町
に
ま
つ
わ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容

や
個
人
的
な
思
い
出
を
詰
め
込
ん
だ
1
冊
で
、

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
一
人
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
地
元
の
島
へ
の
個
人
的
な
思
い
を

綴
っ
た
冊
子
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
自
身
が
制
作
し
た
の
が
「
津
久
見

セ
メ
ン
ト
ま
ち
帖
」。
祖
母
が
住
ん
で
お
り
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
、

セ
メ
ン
ト
町
と
い
う
嘘
の
よ
う
な
町
名
が
実
在

す
る
こ
と
が
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
若
い
頃
は
か
っ
こ
よ
く
し
た
り
、
き
れ
い

に
し
た
り
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
だ
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
の
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
」
の
制
作
を
通

し
て
、そ
の
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
は
、

か
っ
こ
よ
さ
や
美
し
さ
だ
け
が
正
解
で
は
な
い

こ
と
に
気
付
い
た
。

●
大
分
市
の
市
街
地
で
は
、
多
く
の
地
方
都
市

と
同
様
に
、
1
階
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
の
賃
料
が

高
い
こ
と
で
借
り
手
が
付
か
ず
、
空
き
テ
ナ
ン

ト
に
な
っ
て
い
た
。
若
者
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
不
動
産
会
社
の
厚
意
で
、
人
工
芝
や
照

明
の
設
置
な
ど
の
改
装
を
加
え
て
、
自
由
に
活

用
で
き
る
広
場
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
た
。
こ
れ
も
地
域
と
関
わ
り
始
め
た
き
っ
か

け
の
一
つ
。

て
く
る
の
か
。

た
な
か
氏
…
複
数
人
が
集
ま
る
場
で
は
他
の
意

見
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。
一
つ
の
意
見

に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
小
さ
な
意
見
を
き

ち
ん
と
拾
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
お

み
く
じ
は
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ひ
ら
め

き
で
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　手
を
動
か
し
て
具
体
的
な
制
作
を
す
る
作
業

よ
り
も
、
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
土
地
で
見
つ
け

た
も
の
等
、
広
く
物
事
を
見
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
他
の
地
域
で
も
使
え
そ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

の
ス
ト
ッ
ク
は
常
に
持
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
ス
ト
ッ
ク
同
士
が
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
、
い
ざ
形
に
す
る
と
き
に
迷
い

な
く
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
る
。

参
加
者
…
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
観
光
要
素
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
発
信
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。
近
年
よ
く
耳
に
す
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
お
い
て
も
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
う

が
、
様
々
な
要
素
を
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
ま

で
凝
縮
す
る
過
程
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

た
な
か
氏
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
地
域
に
関
わ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
や
地
元
で
は
な
い
人

間
だ
か
ら
こ
そ
拾
え
る
地
域
の
声
や
地
域
の
輪

郭
が
あ
る
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　誰
か
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
一
つ
に
凝
縮

し
て
表
現
し
た
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
よ
り

も
、「
自
分
が
住
む
町
の
な
に
か
」
が
す
こ
し

褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
個
々
の
市
民
に
「
自
分
に
と
っ
て
の

大
切
な
も
の
」
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大

切
な
の
で
は
な
い
か
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
自
身
が
た
な
か
氏
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
2
0
1
2
年
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
「
マ
チ
オ
モ
イ
帖
展
」
だ
っ
た
。
そ
の

時
の
作
品
の
印
象
が
残
っ
て
い
て
、
数
年
後
に

連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
方
た
ち
の
展
示
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
と
、
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

参
加
者
…
地
方
部
の
行
政
職
員
と
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
人
材
の
育
成
事
業
を
担
当
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
う
か
。

た
な
か
氏
…
観
光
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
事

業
が
、
最
終
的
に
自
分
で
事
業
化
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
の

力
で
頑
張
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
の
で
は
な
い
か
。
組
織
の
中
で
動
け
る

人
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ

地
方
に
来
て
ま
で
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
自
分
の
力
で
取
り
組
み
た
い
人
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
で
、
自
己
資
金
だ
け
で

事
業
化
を
進
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
し
た
人
の
助
走
期
間
を
行
政
が
支
え
る
こ
と

も
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
何
か
変
化

は
あ
っ
た
か
。

た
な
か
氏
…
コ
ロ
ナ
禍
で
、
対
面
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
お
互
い
の
反
応
が
見
え
に
く
く

話
し
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
旗
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
作
っ
て
事
前
に
参
加
者
に
配
布
し
、

賛
同
す
る
時
に
は
そ
の
旗
を
振
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ア
イ
コ

ン
に
な
っ
た
時
に
も
そ
の
人
や
会
社
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
、
シ
ン
プ
ル
で
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
作
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
デ
ザ
イ
ン
や
仕
事
へ
の
考
え
方
そ

の
も
の
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

司
会
…
こ
れ
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
出
会
い
は
何
か
。

た
な
か
氏
…
作
手
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
図
書

館
を
造
る
こ
と
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
地

域
の
方
が
最
も
印
象
深
い
。
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い

て
、
行
政
側
に
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
え
る
人

で
、
そ
の
方
が
い
た
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
で
き
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き
な
出
会
い

だ
っ
た
。

司
会
…
自
身
も
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
え
る

地
域
に
は
必
ず
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
い
い
仕
事
が
で

き
て
い
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
も
共

通
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

J
T
B
F
吉
谷
地
…
た
な
か
氏
は
、
依
頼
案
件

の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
最

適
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
形
は
何
か
を
常
に
考
え

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
、〝
何

の
た
め
に
こ
れ
を
す
る
の
か
〞〝
誰
に
伝
え
た
い

の
か
〞〝
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
の
か
〞な
ど
、
多
く
の
質
問
を
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
自
分
の
考

え
が
整
理
さ
れ
、
本
来
の
目
的
を
再
確
認
で
き

る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
単
に
仕

事
の
仕
上
げ
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
。

た
な
か
氏
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
し
た
い
の

か
、
地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
を
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
側
が
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
理
想
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出

て
こ
な
い
た
め
、
な
る
べ
く
初
期
段
階
か
ら
関

わ
り
た
い
と
考
え
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
多
い
だ
ろ

う
。
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
で
そ
の
ベ
ス
ト

な
方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
一
緒
に
考
え
、
伴
走
し
て
く
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
、
地
域
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例

に
基
づ
い
た
非
常
に
刺
さ
る
内
容
だ
っ
た
」、

「
目
的
や
意
味
と
い
っ
た〝
そ
も
そ
も
〞の
部
分

を
考
え
る
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
た
め
に

は
非
常
に
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
情
報
や
人
々
の
思
い
を
つ
な
い
で
新

し
い
何
か
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事
と
も
重

な
る
部
分
が
大
き
く
、と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室 

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）
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筑
紫
女
学
園
大
学

1
．現
代
社
会
学
部
に

　

 

つ
い
て

　筑
紫
女
学
園
大
学
は
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
創
設
さ
れ
、
3

学
部
8
つ
の
学
科
・
コ
ー
ス
か
ら
な

る
文
系
主
体
の
大
学
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北

米
開
教
の
責
任
者
で
あ
っ
た
水
月
哲

英
が
女
子
教
育
を
行
う
た
め
に
、
明

治
40
年
（
1
9
0
7
年
）
私
立
筑
紫

高
等
女
学
校
を
開
校
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
自
然
と
文
化
の
豊
か
な
福

岡
県
太
宰
府
市
に
あ
り
、
太
宰
府
天

満
宮
や
九
州
国
立
博
物
館
か
ら
徒
歩

圏
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　本
ゼ
ミ
の
属
す
る
現
代
社
会
学
部

は
、
筑
紫
女
学
園
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
新
し
い
学
び
を
提
供
す

る
た
め
に
2
0
1
5
年
に
開
設
さ
れ

た
学
部
で
す
。
社
会
が
求
め
る
即
戦

力
と
人
間
力
を
備
え
た
自
律
的
な
女

性
の
育
成
を
目
標
と
し
、
社
会
学
を

ベ
ー
ス
に
、「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
」、

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
4
つ
の
専
門
領

域
を
学
ぶ
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　初
年
次
か
ら
ゼ
ミ
形
式
の
講
義
で

段
階
的
に
学
び
を
深
め
、
3
年
次
に

16
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ゼ
ミ
を
選

び
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
専
門
性
の
異
な
る
複
数

の
ゼ
ミ
が
協
働
す
る
コ
ラ
ボ
ゼ
ミ
も

開
催
し
、
幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
、

多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
実
践
す
る

力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
．地
域
デ
ザ
イ
ン
と

　
 

観
光
の
関
わ
り

　地
域
デ
ザ
イ
ン
領
域
は
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
関

わ
り
、
よ
り
良
い
地
域
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
女
性
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
は
、
私
た
ち

の
生
活
す
る
場
、
都
市
や
農
山
漁
村

な
ど
多
様
な
社
会
と
環
境
で
す
。
地

域
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
の
立
場
を

理
解
し
、
共
感
と
協
働
に
よ
り
地
域

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
意
識
や
知

識
、
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
企
業

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

上
村
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

13
回

第

い
ま
す
。
最
初
の
2
つ
は
、
観
光
庁

の「
地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

を
通
じ
た
域
内
連
携
促
進
に
向
け
た

実
証
事
業
」へ
の
参
画
に
な
り
ま
す
。

　1
つ
目
は
、
石
垣
島
白
保
集
落
の

「
オ
ー
リ
ミ
リ 

ム
ラ
ニ
ン
ズ
」
サ
ブ

ヌ
村
づ
く
り
事
業
（「
来
て
み
て 

村

の
仲
間
」
白
保
の
村
づ
く
り
事
業
）

で
す
。
N
P
O
夏
花
の
集
落
散
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
の
た
め
の
資
源
調

査
、
白
保
青
年
会
の
ガ
イ
ド
養
成
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
本
ゼ
ミ

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
オ
ン
ラ

や
地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
題
材
と

し
た
問
題
解
決
型
の
学
習
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
・
協
働
な
ど

の
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
資
源
の
継
承
、
地
域
の
誇
り
の
醸

成
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
出
来
る
「
観
光
」
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
に
よ
る
環
境

破
壊
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の

負
荷
の
増
加
、
地
域
社
会
と
観
光
事

業
者
、
観
光
客
と
の
軋
轢
は
、「
観
光
」

が
地
域
に
及
ぼ
す
残
念
な
例
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と
大

手
企
業
な
ど
が
進
め
る
外
発
的
な
観

光
開
発
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
、
持

続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
活
動
を
組
み
立
て

る
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
．デ
ザ
イ
ン

 

　プ
ロ
グ
ラ
ム

　で
の
学
び

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
が
持
続

可
能
で
、
か
つ
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

学
生
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
を

体
験
的
に
理
解
し
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　1
年
生
の
必
修
科
目
「
現
代
社
会

と
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
太
宰
府

の
新
た
な
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
提
案
を
行

い
ま
す
。
太
宰
府
は
福
岡
有
数
の
観

光
地
で
す
が
、
天
満
宮
と
国
立
博
物

館
に
訪
問
客
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
エ

リ
ア
へ
人
を
誘
導
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
グ
ル
ー
プ
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
こ
の
授
業
の
課
題
で
す
。
2
年

次
の
専
門
科
目
「
観
光
学
」「
環
境
共

生
社
会
」
で
は
、
観
光
と
産
業
の
関

わ
り
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
然

資
源
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
3
年
次
に
は
、「
地
域
資
源
論
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
の
デ

ザ
イ
ン
手
法
や
地
域
資
源
と
そ
の
活

用
法
を
学
び
、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
に
よ
り
、
企
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ

イ
ク
ル
を
一
通
り
体
験
し
ま
す
。

　3
、
4
年
次
合
同
で
行
わ
れ
る
上

村
ゼ
ミ
で
は
、
沖
縄
県
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
喜
界
島
、
佐
賀
県
鹿
島
市
、

大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
、
長
崎
県
対

馬
市
、
福
岡
県
東
峰
村
な
ど
の
現
場

に
足
を
運
び
、
参
与
観
察
を
通
じ
て

活
動
に
取
り
組
む
人
々
の
想
い
や
考

え
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
生
が
主

体
的
に
関
わ
り
地
域
の
活
性
化
や
自

然
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
際
、
重
視
し
て
い
る
の
は
、

地
域
の
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
づ
く
り
で
す
。
地
域
が
受
け
継
い

で
き
た
固
有
の
「
自
然
」
や
「
文
化
」、

「
産
業
」
そ
し
て
「
人
」
な
ど
の
資
源

を
大
切
に
し
、
持
続
可
能
な
形
で
管

理
・
活
用
し
、
そ
の
地
域
で
人
々
が

住
み
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
や
仕
掛

け
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

上
村
ゼ
ミ
で
の

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り

　

 

へ
の
取
り
組
み

　2
0
2
1
年
度
上
村
ゼ
ミ
で
は
、

3
つ
の
地
域
で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

上
村
真
仁（
か
み
む
ら・ま
さ
ひ
と
）

筑
紫
女
学
園
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授
。神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。博
士（
学
術
）神
戸
大
学
。1
9
9
3
年
三
菱
総
合
研
究
所

地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
入
社
。2
0
0
4
年
W
W
F
サ
ン
ゴ
礁
保
護
研
究

セ
ン
タ
ー
勤
務
の
た
め
石
垣
島
白
保
集
落
に
移
住
。サ
ン
ゴ
礁
と
調
和
し
た

地
域
づ
く
り
と
し
て
、地
産
マ
ル
シ
ェ
や
農
業・家
業
体
験
、文
化
財
巡
り
、サ
ン
ゴ
礁
保
全
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画・実
施
。2
0
1
6
年
4
月
よ
り
現
職
。N
P
O
法
人
夏
花（
な
つ
ぱ
な
）副

理
事
長
、石
垣
市
北
部
農
村
集
落
活
性
化
協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
務
。専
門
は
環
境
計
画
、

農
村
計
画
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
。主
な
共
著
書
は「
地
域
環
境
学
ト
ラ
ン
ス
ディ
シ
プ
リ
ナ

リ
ー・サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
挑
戦
」東
京
大
学
出
版
会
、「
里
海
学
の
す
す
め
　人
と
海
と
の
新
た
な
関

わ
り
」勉
誠
出
版
な
ど
。

地
域
に
根
ざ
す
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。

自
然
や
文
化
の
価
値
や
意
味
、そ
れ
ら
を
継
承
す
る
地
域
づ
く
り
の
重
要
性
だ

イ
ン
ツ
ア
ー
へ
も
参
加
し
、
学
生
の

目
線
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
1
）。

　2
つ
目
は
、
環
境
省
の
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
保
全
行
動
計
画
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
鹿
児
島
県

喜
界
島
で
の
「
喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁

文
化
を
活
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
事
業
」
で
す
。
N
P
O

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
が
実

施
主
体
の
事
業
で
す
が
、
荒
木
集
落

の
「
荒
木
盛
り
上
げ
隊
」
の
サ
ン
ゴ

礁
文
化
を
体
験
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
の
た
め
の
資
源
調
査
に
ゼ

ミ
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
島
外
の
若
者
の
視
点
か
ら
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
2
）。
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

の
下
で
の
昼
寝
や
パ
パ
イ
ヤ
の
収
穫

体
験
と
漬
物
作
り
な
ど
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
12
月
に
催
行
さ
れ
ま

し
た
。

　3
つ
目
は
、
石
垣
市
北
部
農
村
集

落
活
性
化
協
議
会
（
ゆ
ん
た
み
）
が

取
り
組
ん
で
き
た
地
産
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
を
踏
ま
え
た
次
の
展

開
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
編
み
や
有
機

野
菜
の
収
穫
体
験
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
過
疎
化
が
進
む
北
部
農
村

集
落
で
は
、
農
作
業
や
地
域
づ
く
り

に
大
学
生
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と

が
関
係
人
口
の
拡
大
や
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
人
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
3
）。

 

　

 

学
生
が

5
．参
画
す
る

　

 

そ
の
他
の

　

 

取
り
組
み

　上
村
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
が
日
常
的

に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
太
宰
府
で

も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
石
垣
島
白

保
の
N
P
O
夏
花
が
製
造
す
る
月
桃

茶
な
ど
月
桃
商
品
の
販
売
で
す
。
こ

れ
ら
の
商
品
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
た

め
に
農
地
周
辺
に
植
え
ら
れ
た
月
桃

を
原
材
料
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

販
売
の
促
進
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
拡

大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
の
秋
か
ら
太

宰
府
市
五
条
の
新
崎
ア
パ
ー
ト
で
の

D
I
Y
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

着
手
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
エ

リ
ア
か
ら
少
し
外
れ
た
場
所
で
す
が
、

観
光
客
な
ど
の
新
た
な
立
ち
寄
り
場

所
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
2
月
に
は
学
生
が
運
営

す
る
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「W

in
e 

H
o
u
se

や
ま
つ
づ
ら
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
（
写
真
4
）。
様
々
な

世
代
の
人
が
足
を
運
び
、
交
流
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
店
舗
を
活
用
し
て
、

学
生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
各
地
の
物

産
を
販
売
し
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

6
．ま
と
め

　地
域
で
の
実
践
的
な
学
び
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
学
生
が
地
域
と
の
良
好
な

関
係
を
維
持
し
、
地
域
に
根
ざ
す
視

点
や
価
値
観
を
獲
得
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
間
へ
と
成
長
す
る
と
と

も
に
学
生
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　2

0
2
0
年
初
頭
か
ら
世
界
に
蔓

延
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
に

は
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
持
続
可
能
な

観
光
の
あ
り
方
を
地
域
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
や
方
法

論
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
ま

す
。　最

後
に
、
2
0
2
1
年
度
の
地
域

で
の
活
動
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

∗

　白
保
の
集
落
散
策
を
し
て
気
づ
い

た
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
い
る
歴
史

や
文
化
は
難
し
く
感
じ
、
そ
の
場
で

実
際
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
方
に
よ
り
興
味
が
惹
か
れ
た

こ
と
で
す
。例
え
ば
家
々
の
庭
に
は
、

バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
石
垣
は
家
ご
と
に
高
さ
や

石
の
素
材
が
違
う
こ
と
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
が
新
鮮
で
面

白
い
と
感
じ
た
も
の
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
集
落

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。（
4
年
・

熊
埜
御
堂 

光
里
）∗

　石
垣
島
白
保
集
落
を
散
策
す
る
中

で
知
っ
た
伝
統
や
自
然
、
文
化
は
私

に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
、
植
物
は
、
日
常
で
見

か
け
る
こ
と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ら
の
活
用
法
に
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。
白
保
の
人
に
と
っ
て

は
日
常
の
一
部
で
あ
る
伝
統
や
自

然
、
文
化
な
ど
も
、
私
た
ち
県
外
か

ら
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
興

味
深
い
も
の
で
す
。
解
説
や
体
験
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
の

地
域
で
も
観
光
地
に
な
り
得
る
こ

と
、
ど
ん
な
も
の
で
も
観
光
資
源
に

な
り
得
る
こ
と
を
今
回
の
参
加
を
通

し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
4
年
・
橋
本 

美
桜
）

∗

　石
垣
島
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
白
保
で
の
「
八
重
山
上
布
の

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験
」
で
す
。
一

般
的
な
着
物
や
浴
衣
が
絹
や
綿
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
石
垣
島
で
は
麻
か
ら
着
物

が
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
染
料
も
植
物
か
ら

と
る
環
境
に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能

な
方
法
と
い
う
点
も
魅
力
的
で
し

た
。
し
か
し
、
麻
を
紡
ぐ
作
業
は
90

代
の
お
ば
あ
さ
ん
し
か
で
き
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。
伝
統
と
し
て
大
切
に

残
さ
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
が
、
大
学

生
が
石
垣
島
の
た
め
に
で
き
る
最
大

の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。（
4
年
・
名
和 

す
ず
）

∗

　石
垣
島
白
保
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、
そ
の
2
ヶ
月
後
、

実
際
に
白
保
を
訪
問
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
は
、
月
桃
の
葉

や
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な
ど
が
自

宅
に
届
け
ら
れ
、
ツ
ア
ー
前
か
ら
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
民
具
づ
く
り
や
V
R
ゴ
ー
グ
ル

を
活
用
し
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体

験
な
ど
、
現
地
に
い
る
よ
う
な
感
覚

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
石
垣
島
に
足

を
運
ぶ
動
機
付
け
に
も
繋
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
で
の
体
験
に
よ
り
、
予
備
知
識

を
得
た
上
で
訪
問
し
た
こ
と
で
、
よ

り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
と
現
地
訪
問
を
組

み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光

の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
と
感
じ

ま
し
た
。（
3
年
・
田
中 

希
）

∗

　石
垣
島
伊
野
田
集
落
で
の
収
穫
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。
椰
子
の
葉
で

カ
ゴ
を
作
り
、
無
農
薬
で
栽
培
し
た

ト
マ
ト
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
カ

ゴ
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。
自

作
の
カ
ゴ
に
収
穫
す
る
こ
と
が
満
足

感
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

〝
ゆ
ん
た
み
〞の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
は
親
し
み
や
す
く
、
安
心
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若

い
世
代
の
農
業
を
し
て
み
た
い
人
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
北
部
地
域
の
関

係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
私
に
も
地
域
を
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
か

ら
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

協
力
者
獲
得
な
ど
活
動
継
続
の
原
動

力
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
3
年
・

豊
村 

友
梨
）

∗

　喜
界
島
は
古
く
か
ら
の
文
化
が
た

く
さ
ん
受
け
継
が
れ
、
自
然
が
豊
か

で
島
の
人
々
が
と
て
も
温
か
い
島
で

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
や
蝶
、
海

が
と
て
も
美
し
く
、
温
暖
で
10
月
で

も
サ
ッ
プ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
が

で
き
る
こ
と
も
魅
力
に
感
じ
ま
し

た
。
郷
土
料
理
は
、
ゴ
マ
や
黒
砂
糖
、

パ
パ
イ
ヤ
な
ど
普
段
食
べ
る
こ
と
の

な
い
も
の
が
多
く
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
荒
木
集
落
の
散
策
で

は
、
石
垣
や
家
の
庭
に
あ
る
石
段
や

灯
篭
な
ど
に
も
サ
ン
ゴ
が
使
わ
れ
、

こ
こ
で
の
生
活
に
は
サ
ン
ゴ
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
島
の
文
化
を
若
い
人
達
が

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
サ
ン
ゴ

礁
文
化
や
島
の
自
然
な
ど
の
島
の
魅

力
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
島
外

の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
「
観
光
」
資

源
と
も
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。（
3
年
・
増
田 

七
海
）
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筑
紫
女
学
園
大
学

1
．現
代
社
会
学
部
に

　

 

つ
い
て

　筑
紫
女
学
園
大
学
は
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
創
設
さ
れ
、
3

学
部
8
つ
の
学
科
・
コ
ー
ス
か
ら
な

る
文
系
主
体
の
大
学
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北

米
開
教
の
責
任
者
で
あ
っ
た
水
月
哲

英
が
女
子
教
育
を
行
う
た
め
に
、
明

治
40
年
（
1
9
0
7
年
）
私
立
筑
紫

高
等
女
学
校
を
開
校
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
自
然
と
文
化
の
豊
か
な
福

岡
県
太
宰
府
市
に
あ
り
、
太
宰
府
天

満
宮
や
九
州
国
立
博
物
館
か
ら
徒
歩

圏
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　本
ゼ
ミ
の
属
す
る
現
代
社
会
学
部

は
、
筑
紫
女
学
園
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
新
し
い
学
び
を
提
供
す

る
た
め
に
2
0
1
5
年
に
開
設
さ
れ

た
学
部
で
す
。
社
会
が
求
め
る
即
戦

力
と
人
間
力
を
備
え
た
自
律
的
な
女

性
の
育
成
を
目
標
と
し
、
社
会
学
を

ベ
ー
ス
に
、「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
」、

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
4
つ
の
専
門
領

域
を
学
ぶ
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　初
年
次
か
ら
ゼ
ミ
形
式
の
講
義
で

段
階
的
に
学
び
を
深
め
、
3
年
次
に

16
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ゼ
ミ
を
選

び
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
専
門
性
の
異
な
る
複
数

の
ゼ
ミ
が
協
働
す
る
コ
ラ
ボ
ゼ
ミ
も

開
催
し
、
幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
、

多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
実
践
す
る

力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
．地
域
デ
ザ
イ
ン
と

　

 

観
光
の
関
わ
り

　地
域
デ
ザ
イ
ン
領
域
は
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
関

わ
り
、
よ
り
良
い
地
域
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
女
性
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
は
、
私
た
ち

の
生
活
す
る
場
、
都
市
や
農
山
漁
村

な
ど
多
様
な
社
会
と
環
境
で
す
。
地

域
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
の
立
場
を

理
解
し
、
共
感
と
協
働
に
よ
り
地
域

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
意
識
や
知

識
、
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
企
業

い
ま
す
。
最
初
の
2
つ
は
、
観
光
庁

の「
地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

を
通
じ
た
域
内
連
携
促
進
に
向
け
た

実
証
事
業
」へ
の
参
画
に
な
り
ま
す
。

　1
つ
目
は
、
石
垣
島
白
保
集
落
の

「
オ
ー
リ
ミ
リ 

ム
ラ
ニ
ン
ズ
」
サ
ブ

ヌ
村
づ
く
り
事
業
（「
来
て
み
て 

村

の
仲
間
」
白
保
の
村
づ
く
り
事
業
）

で
す
。
N
P
O
夏
花
の
集
落
散
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
の
た
め
の
資
源
調

査
、
白
保
青
年
会
の
ガ
イ
ド
養
成
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
本
ゼ
ミ

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
オ
ン
ラ

や
地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
題
材
と

し
た
問
題
解
決
型
の
学
習
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
・
協
働
な
ど

の
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
資
源
の
継
承
、
地
域
の
誇
り
の
醸

成
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
出
来
る
「
観
光
」
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
に
よ
る
環
境

破
壊
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の

負
荷
の
増
加
、
地
域
社
会
と
観
光
事

業
者
、
観
光
客
と
の
軋
轢
は
、「
観
光
」

が
地
域
に
及
ぼ
す
残
念
な
例
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と
大

手
企
業
な
ど
が
進
め
る
外
発
的
な
観

光
開
発
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
、
持

続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
活
動
を
組
み
立
て

る
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
．デ
ザ
イ
ン

 

　プ
ロ
グ
ラ
ム

　で
の
学
び

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
が
持
続

可
能
で
、
か
つ
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

学
生
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
を

体
験
的
に
理
解
し
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　1
年
生
の
必
修
科
目
「
現
代
社
会

と
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
太
宰
府

の
新
た
な
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
提
案
を
行

い
ま
す
。
太
宰
府
は
福
岡
有
数
の
観

光
地
で
す
が
、
天
満
宮
と
国
立
博
物

館
に
訪
問
客
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
エ

リ
ア
へ
人
を
誘
導
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
グ
ル
ー
プ
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
こ
の
授
業
の
課
題
で
す
。
2
年

次
の
専
門
科
目
「
観
光
学
」「
環
境
共

生
社
会
」
で
は
、
観
光
と
産
業
の
関

わ
り
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
然

資
源
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
3
年
次
に
は
、「
地
域
資
源
論
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
の
デ

ザ
イ
ン
手
法
や
地
域
資
源
と
そ
の
活

用
法
を
学
び
、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
に
よ
り
、
企
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ

イ
ク
ル
を
一
通
り
体
験
し
ま
す
。

　3
、
4
年
次
合
同
で
行
わ
れ
る
上

村
ゼ
ミ
で
は
、
沖
縄
県
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
喜
界
島
、
佐
賀
県
鹿
島
市
、

大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
、
長
崎
県
対

馬
市
、
福
岡
県
東
峰
村
な
ど
の
現
場

に
足
を
運
び
、
参
与
観
察
を
通
じ
て

活
動
に
取
り
組
む
人
々
の
想
い
や
考

え
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
生
が
主

体
的
に
関
わ
り
地
域
の
活
性
化
や
自

然
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
際
、
重
視
し
て
い
る
の
は
、

地
域
の
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
づ
く
り
で
す
。
地
域
が
受
け
継
い

で
き
た
固
有
の
「
自
然
」
や
「
文
化
」、

「
産
業
」
そ
し
て
「
人
」
な
ど
の
資
源

を
大
切
に
し
、
持
続
可
能
な
形
で
管

理
・
活
用
し
、
そ
の
地
域
で
人
々
が

住
み
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
や
仕
掛

け
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

上
村
ゼ
ミ
で
の

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り

　

 

へ
の
取
り
組
み

　2
0
2
1
年
度
上
村
ゼ
ミ
で
は
、

3
つ
の
地
域
で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

イ
ン
ツ
ア
ー
へ
も
参
加
し
、
学
生
の

目
線
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
1
）。

　2
つ
目
は
、
環
境
省
の
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
保
全
行
動
計
画
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
鹿
児
島
県

喜
界
島
で
の
「
喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁

文
化
を
活
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
事
業
」
で
す
。
N
P
O

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
が
実

施
主
体
の
事
業
で
す
が
、
荒
木
集
落

の
「
荒
木
盛
り
上
げ
隊
」
の
サ
ン
ゴ

礁
文
化
を
体
験
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
の
た
め
の
資
源
調
査
に
ゼ

ミ
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
島
外
の
若
者
の
視
点
か
ら
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
2
）。
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

の
下
で
の
昼
寝
や
パ
パ
イ
ヤ
の
収
穫

体
験
と
漬
物
作
り
な
ど
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
12
月
に
催
行
さ
れ
ま

し
た
。

　3
つ
目
は
、
石
垣
市
北
部
農
村
集

落
活
性
化
協
議
会
（
ゆ
ん
た
み
）
が

取
り
組
ん
で
き
た
地
産
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
を
踏
ま
え
た
次
の
展

開
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
編
み
や
有
機

野
菜
の
収
穫
体
験
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
過
疎
化
が
進
む
北
部
農
村

集
落
で
は
、
農
作
業
や
地
域
づ
く
り

に
大
学
生
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と

が
関
係
人
口
の
拡
大
や
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
人
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
3
）。

 

　

 

学
生
が

5
．参
画
す
る

　

 

そ
の
他
の

　

 

取
り
組
み

　上
村
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
が
日
常
的

に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
太
宰
府
で

も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
石
垣
島
白

保
の
N
P
O
夏
花
が
製
造
す
る
月
桃

茶
な
ど
月
桃
商
品
の
販
売
で
す
。
こ

れ
ら
の
商
品
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
た

め
に
農
地
周
辺
に
植
え
ら
れ
た
月
桃

を
原
材
料
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

販
売
の
促
進
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
拡

大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
の
秋
か
ら
太

宰
府
市
五
条
の
新
崎
ア
パ
ー
ト
で
の

D
I
Y
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

着
手
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
エ

リ
ア
か
ら
少
し
外
れ
た
場
所
で
す
が
、

観
光
客
な
ど
の
新
た
な
立
ち
寄
り
場

所
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
2
月
に
は
学
生
が
運
営

す
る
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「W

in
e 

H
o
u
se

や
ま
つ
づ
ら
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
（
写
真
4
）。
様
々
な

世
代
の
人
が
足
を
運
び
、
交
流
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
店
舗
を
活
用
し
て
、

学
生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
各
地
の
物

産
を
販
売
し
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

6
．ま
と
め

　地
域
で
の
実
践
的
な
学
び
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
学
生
が
地
域
と
の
良
好
な

関
係
を
維
持
し
、
地
域
に
根
ざ
す
視

点
や
価
値
観
を
獲
得
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
間
へ
と
成
長
す
る
と
と

も
に
学
生
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　2

0
2
0
年
初
頭
か
ら
世
界
に
蔓

延
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
に

は
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
持
続
可
能
な

観
光
の
あ
り
方
を
地
域
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
や
方
法

論
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
ま

す
。　最

後
に
、
2
0
2
1
年
度
の
地
域

で
の
活
動
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

∗

　白
保
の
集
落
散
策
を
し
て
気
づ
い

た
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
い
る
歴
史

や
文
化
は
難
し
く
感
じ
、
そ
の
場
で

実
際
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
方
に
よ
り
興
味
が
惹
か
れ
た

こ
と
で
す
。例
え
ば
家
々
の
庭
に
は
、

バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
石
垣
は
家
ご
と
に
高
さ
や

石
の
素
材
が
違
う
こ
と
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
が
新
鮮
で
面

白
い
と
感
じ
た
も
の
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
集
落

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。（
4
年
・

熊
埜
御
堂 

光
里
）∗

　石
垣
島
白
保
集
落
を
散
策
す
る
中

で
知
っ
た
伝
統
や
自
然
、
文
化
は
私

に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
、
植
物
は
、
日
常
で
見

か
け
る
こ
と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ら
の
活
用
法
に
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。
白
保
の
人
に
と
っ
て

は
日
常
の
一
部
で
あ
る
伝
統
や
自

然
、
文
化
な
ど
も
、
私
た
ち
県
外
か

ら
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
興

味
深
い
も
の
で
す
。
解
説
や
体
験
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
の

地
域
で
も
観
光
地
に
な
り
得
る
こ

と
、
ど
ん
な
も
の
で
も
観
光
資
源
に

な
り
得
る
こ
と
を
今
回
の
参
加
を
通

し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
4
年
・
橋
本 

美
桜
）

∗

　石
垣
島
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
白
保
で
の
「
八
重
山
上
布
の

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験
」
で
す
。
一

般
的
な
着
物
や
浴
衣
が
絹
や
綿
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
石
垣
島
で
は
麻
か
ら
着
物

が
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
染
料
も
植
物
か
ら

と
る
環
境
に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能

な
方
法
と
い
う
点
も
魅
力
的
で
し

た
。
し
か
し
、
麻
を
紡
ぐ
作
業
は
90

代
の
お
ば
あ
さ
ん
し
か
で
き
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。
伝
統
と
し
て
大
切
に

残
さ
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
が
、
大
学

生
が
石
垣
島
の
た
め
に
で
き
る
最
大

の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。（
4
年
・
名
和 

す
ず
）

∗

　石
垣
島
白
保
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、
そ
の
2
ヶ
月
後
、

実
際
に
白
保
を
訪
問
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
は
、
月
桃
の
葉

や
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な
ど
が
自

宅
に
届
け
ら
れ
、
ツ
ア
ー
前
か
ら
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
民
具
づ
く
り
や
V
R
ゴ
ー
グ
ル

を
活
用
し
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体

験
な
ど
、
現
地
に
い
る
よ
う
な
感
覚

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
石
垣
島
に
足

を
運
ぶ
動
機
付
け
に
も
繋
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
で
の
体
験
に
よ
り
、
予
備
知
識

を
得
た
上
で
訪
問
し
た
こ
と
で
、
よ

り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
と
現
地
訪
問
を
組

み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光

の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
と
感
じ

ま
し
た
。（
3
年
・
田
中 

希
）

∗

　石
垣
島
伊
野
田
集
落
で
の
収
穫
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。
椰
子
の
葉
で

カ
ゴ
を
作
り
、
無
農
薬
で
栽
培
し
た

ト
マ
ト
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
カ

ゴ
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。
自

作
の
カ
ゴ
に
収
穫
す
る
こ
と
が
満
足

感
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

〝
ゆ
ん
た
み
〞の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
は
親
し
み
や
す
く
、
安
心
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若

い
世
代
の
農
業
を
し
て
み
た
い
人
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
北
部
地
域
の
関

係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
私
に
も
地
域
を
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
か

ら
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

協
力
者
獲
得
な
ど
活
動
継
続
の
原
動

力
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
3
年
・

豊
村 

友
梨
）

∗

　喜
界
島
は
古
く
か
ら
の
文
化
が
た

く
さ
ん
受
け
継
が
れ
、
自
然
が
豊
か

で
島
の
人
々
が
と
て
も
温
か
い
島
で

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
や
蝶
、
海

が
と
て
も
美
し
く
、
温
暖
で
10
月
で

も
サ
ッ
プ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
が

で
き
る
こ
と
も
魅
力
に
感
じ
ま
し

た
。
郷
土
料
理
は
、
ゴ
マ
や
黒
砂
糖
、

パ
パ
イ
ヤ
な
ど
普
段
食
べ
る
こ
と
の

な
い
も
の
が
多
く
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
荒
木
集
落
の
散
策
で

は
、
石
垣
や
家
の
庭
に
あ
る
石
段
や

灯
篭
な
ど
に
も
サ
ン
ゴ
が
使
わ
れ
、

こ
こ
で
の
生
活
に
は
サ
ン
ゴ
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
島
の
文
化
を
若
い
人
達
が

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
サ
ン
ゴ

礁
文
化
や
島
の
自
然
な
ど
の
島
の
魅

力
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
島
外

の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
「
観
光
」
資

源
と
も
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。（
3
年
・
増
田 

七
海
）

写真1：石垣島白保集落での集落散策資源調査（2021年10月）
写真2：喜界島荒木集落での打ち合わせの様子（2021年10月）

写真3：石垣島伊野田集落での“ゆんたみ”との意見交換会（2022年2月）

写真4：学生が運営するワインショップ
「やまつづら」（2022年2月）
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筑
紫
女
学
園
大
学

1
．現
代
社
会
学
部
に

　

 

つ
い
て

　筑
紫
女
学
園
大
学
は
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
創
設
さ
れ
、
3

学
部
8
つ
の
学
科
・
コ
ー
ス
か
ら
な

る
文
系
主
体
の
大
学
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北

米
開
教
の
責
任
者
で
あ
っ
た
水
月
哲

英
が
女
子
教
育
を
行
う
た
め
に
、
明

治
40
年
（
1
9
0
7
年
）
私
立
筑
紫

高
等
女
学
校
を
開
校
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
自
然
と
文
化
の
豊
か
な
福

岡
県
太
宰
府
市
に
あ
り
、
太
宰
府
天

満
宮
や
九
州
国
立
博
物
館
か
ら
徒
歩

圏
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　本
ゼ
ミ
の
属
す
る
現
代
社
会
学
部

は
、
筑
紫
女
学
園
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
新
し
い
学
び
を
提
供
す

る
た
め
に
2
0
1
5
年
に
開
設
さ
れ

た
学
部
で
す
。
社
会
が
求
め
る
即
戦

力
と
人
間
力
を
備
え
た
自
律
的
な
女

性
の
育
成
を
目
標
と
し
、
社
会
学
を

ベ
ー
ス
に
、「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
」、

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
4
つ
の
専
門
領

域
を
学
ぶ
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　初
年
次
か
ら
ゼ
ミ
形
式
の
講
義
で

段
階
的
に
学
び
を
深
め
、
3
年
次
に

16
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ゼ
ミ
を
選

び
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
専
門
性
の
異
な
る
複
数

の
ゼ
ミ
が
協
働
す
る
コ
ラ
ボ
ゼ
ミ
も

開
催
し
、
幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
、

多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
実
践
す
る

力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
．地
域
デ
ザ
イ
ン
と

　

 

観
光
の
関
わ
り

　地
域
デ
ザ
イ
ン
領
域
は
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
関

わ
り
、
よ
り
良
い
地
域
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
女
性
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
は
、
私
た
ち

の
生
活
す
る
場
、
都
市
や
農
山
漁
村

な
ど
多
様
な
社
会
と
環
境
で
す
。
地

域
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
の
立
場
を

理
解
し
、
共
感
と
協
働
に
よ
り
地
域

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
意
識
や
知

識
、
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
企
業

い
ま
す
。
最
初
の
2
つ
は
、
観
光
庁

の「
地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

を
通
じ
た
域
内
連
携
促
進
に
向
け
た

実
証
事
業
」へ
の
参
画
に
な
り
ま
す
。

　1
つ
目
は
、
石
垣
島
白
保
集
落
の

「
オ
ー
リ
ミ
リ 

ム
ラ
ニ
ン
ズ
」
サ
ブ

ヌ
村
づ
く
り
事
業
（「
来
て
み
て 

村

の
仲
間
」
白
保
の
村
づ
く
り
事
業
）

で
す
。
N
P
O
夏
花
の
集
落
散
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
の
た
め
の
資
源
調

査
、
白
保
青
年
会
の
ガ
イ
ド
養
成
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
本
ゼ
ミ

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
オ
ン
ラ

や
地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
題
材
と

し
た
問
題
解
決
型
の
学
習
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
・
協
働
な
ど

の
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
資
源
の
継
承
、
地
域
の
誇
り
の
醸

成
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
出
来
る
「
観
光
」
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
に
よ
る
環
境

破
壊
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の

負
荷
の
増
加
、
地
域
社
会
と
観
光
事

業
者
、
観
光
客
と
の
軋
轢
は
、「
観
光
」

が
地
域
に
及
ぼ
す
残
念
な
例
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と
大

手
企
業
な
ど
が
進
め
る
外
発
的
な
観

光
開
発
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
、
持

続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
活
動
を
組
み
立
て

る
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
．デ
ザ
イ
ン

 

　プ
ロ
グ
ラ
ム

　で
の
学
び

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
が
持
続

可
能
で
、
か
つ
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

学
生
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
を

体
験
的
に
理
解
し
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　1
年
生
の
必
修
科
目
「
現
代
社
会

と
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
太
宰
府

の
新
た
な
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
提
案
を
行

い
ま
す
。
太
宰
府
は
福
岡
有
数
の
観

光
地
で
す
が
、
天
満
宮
と
国
立
博
物

館
に
訪
問
客
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
エ

リ
ア
へ
人
を
誘
導
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
グ
ル
ー
プ
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
こ
の
授
業
の
課
題
で
す
。
2
年

次
の
専
門
科
目
「
観
光
学
」「
環
境
共

生
社
会
」
で
は
、
観
光
と
産
業
の
関

わ
り
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
然

資
源
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
3
年
次
に
は
、「
地
域
資
源
論
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
の
デ

ザ
イ
ン
手
法
や
地
域
資
源
と
そ
の
活

用
法
を
学
び
、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
に
よ
り
、
企
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ

イ
ク
ル
を
一
通
り
体
験
し
ま
す
。

　3
、
4
年
次
合
同
で
行
わ
れ
る
上

村
ゼ
ミ
で
は
、
沖
縄
県
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
喜
界
島
、
佐
賀
県
鹿
島
市
、

大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
、
長
崎
県
対

馬
市
、
福
岡
県
東
峰
村
な
ど
の
現
場

に
足
を
運
び
、
参
与
観
察
を
通
じ
て

活
動
に
取
り
組
む
人
々
の
想
い
や
考

え
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
生
が
主

体
的
に
関
わ
り
地
域
の
活
性
化
や
自

然
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
際
、
重
視
し
て
い
る
の
は
、

地
域
の
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
づ
く
り
で
す
。
地
域
が
受
け
継
い

で
き
た
固
有
の
「
自
然
」
や
「
文
化
」、

「
産
業
」
そ
し
て
「
人
」
な
ど
の
資
源

を
大
切
に
し
、
持
続
可
能
な
形
で
管

理
・
活
用
し
、
そ
の
地
域
で
人
々
が

住
み
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
や
仕
掛

け
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

上
村
ゼ
ミ
で
の

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り

　

 

へ
の
取
り
組
み

　2
0
2
1
年
度
上
村
ゼ
ミ
で
は
、

3
つ
の
地
域
で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

イ
ン
ツ
ア
ー
へ
も
参
加
し
、
学
生
の

目
線
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
1
）。

　2
つ
目
は
、
環
境
省
の
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
保
全
行
動
計
画
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
鹿
児
島
県

喜
界
島
で
の
「
喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁

文
化
を
活
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
事
業
」
で
す
。
N
P
O

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
が
実

施
主
体
の
事
業
で
す
が
、
荒
木
集
落

の
「
荒
木
盛
り
上
げ
隊
」
の
サ
ン
ゴ

礁
文
化
を
体
験
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
の
た
め
の
資
源
調
査
に
ゼ

ミ
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
島
外
の
若
者
の
視
点
か
ら
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
2
）。
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

の
下
で
の
昼
寝
や
パ
パ
イ
ヤ
の
収
穫

体
験
と
漬
物
作
り
な
ど
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
12
月
に
催
行
さ
れ
ま

し
た
。

　3
つ
目
は
、
石
垣
市
北
部
農
村
集

落
活
性
化
協
議
会
（
ゆ
ん
た
み
）
が

取
り
組
ん
で
き
た
地
産
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
を
踏
ま
え
た
次
の
展

開
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
編
み
や
有
機

野
菜
の
収
穫
体
験
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
過
疎
化
が
進
む
北
部
農
村

集
落
で
は
、
農
作
業
や
地
域
づ
く
り

に
大
学
生
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と

が
関
係
人
口
の
拡
大
や
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
人
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
3
）。

 

　
 

学
生
が

5
．参
画
す
る

　

 

そ
の
他
の

　

 

取
り
組
み

　上
村
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
が
日
常
的

に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
太
宰
府
で

も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
石
垣
島
白

保
の
N
P
O
夏
花
が
製
造
す
る
月
桃

茶
な
ど
月
桃
商
品
の
販
売
で
す
。
こ

れ
ら
の
商
品
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
た

め
に
農
地
周
辺
に
植
え
ら
れ
た
月
桃

を
原
材
料
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

販
売
の
促
進
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
拡

大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
の
秋
か
ら
太

宰
府
市
五
条
の
新
崎
ア
パ
ー
ト
で
の

D
I
Y
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

着
手
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
エ

リ
ア
か
ら
少
し
外
れ
た
場
所
で
す
が
、

観
光
客
な
ど
の
新
た
な
立
ち
寄
り
場

所
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
2
月
に
は
学
生
が
運
営

す
る
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「W

in
e 

H
o
u
se

や
ま
つ
づ
ら
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
（
写
真
4
）。
様
々
な

世
代
の
人
が
足
を
運
び
、
交
流
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
店
舗
を
活
用
し
て
、

学
生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
各
地
の
物

産
を
販
売
し
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

6
．ま
と
め

　地
域
で
の
実
践
的
な
学
び
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
学
生
が
地
域
と
の
良
好
な

関
係
を
維
持
し
、
地
域
に
根
ざ
す
視

点
や
価
値
観
を
獲
得
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
間
へ
と
成
長
す
る
と
と

も
に
学
生
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　2

0
2
0
年
初
頭
か
ら
世
界
に
蔓

延
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
に

は
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
持
続
可
能
な

観
光
の
あ
り
方
を
地
域
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
や
方
法

論
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
ま

す
。　最

後
に
、
2
0
2
1
年
度
の
地
域

で
の
活
動
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

∗

　白
保
の
集
落
散
策
を
し
て
気
づ
い

た
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
い
る
歴
史

や
文
化
は
難
し
く
感
じ
、
そ
の
場
で

実
際
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
方
に
よ
り
興
味
が
惹
か
れ
た

こ
と
で
す
。例
え
ば
家
々
の
庭
に
は
、

バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
石
垣
は
家
ご
と
に
高
さ
や

石
の
素
材
が
違
う
こ
と
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
が
新
鮮
で
面

白
い
と
感
じ
た
も
の
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
集
落

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。（
4
年
・

熊
埜
御
堂 

光
里
）∗

　石
垣
島
白
保
集
落
を
散
策
す
る
中

で
知
っ
た
伝
統
や
自
然
、
文
化
は
私

に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
、
植
物
は
、
日
常
で
見

か
け
る
こ
と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ら
の
活
用
法
に
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。
白
保
の
人
に
と
っ
て

は
日
常
の
一
部
で
あ
る
伝
統
や
自

然
、
文
化
な
ど
も
、
私
た
ち
県
外
か

ら
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
興

味
深
い
も
の
で
す
。
解
説
や
体
験
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
の

地
域
で
も
観
光
地
に
な
り
得
る
こ

と
、
ど
ん
な
も
の
で
も
観
光
資
源
に

な
り
得
る
こ
と
を
今
回
の
参
加
を
通

し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
4
年
・
橋
本 

美
桜
）

∗

　石
垣
島
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
白
保
で
の
「
八
重
山
上
布
の

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験
」
で
す
。
一

般
的
な
着
物
や
浴
衣
が
絹
や
綿
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
石
垣
島
で
は
麻
か
ら
着
物

が
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
染
料
も
植
物
か
ら

と
る
環
境
に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能

な
方
法
と
い
う
点
も
魅
力
的
で
し

た
。
し
か
し
、
麻
を
紡
ぐ
作
業
は
90

代
の
お
ば
あ
さ
ん
し
か
で
き
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。
伝
統
と
し
て
大
切
に

残
さ
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
が
、
大
学

生
が
石
垣
島
の
た
め
に
で
き
る
最
大

の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。（
4
年
・
名
和 

す
ず
）

∗

　石
垣
島
白
保
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、
そ
の
2
ヶ
月
後
、

実
際
に
白
保
を
訪
問
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
は
、
月
桃
の
葉

や
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な
ど
が
自

宅
に
届
け
ら
れ
、
ツ
ア
ー
前
か
ら
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
民
具
づ
く
り
や
V
R
ゴ
ー
グ
ル

を
活
用
し
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体

験
な
ど
、
現
地
に
い
る
よ
う
な
感
覚

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
石
垣
島
に
足

を
運
ぶ
動
機
付
け
に
も
繋
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
で
の
体
験
に
よ
り
、
予
備
知
識

を
得
た
上
で
訪
問
し
た
こ
と
で
、
よ

り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
と
現
地
訪
問
を
組

み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光

の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
と
感
じ

ま
し
た
。（
3
年
・
田
中 

希
）

∗

　石
垣
島
伊
野
田
集
落
で
の
収
穫
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。
椰
子
の
葉
で

カ
ゴ
を
作
り
、
無
農
薬
で
栽
培
し
た

ト
マ
ト
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
カ

ゴ
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。
自

作
の
カ
ゴ
に
収
穫
す
る
こ
と
が
満
足

感
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

〝
ゆ
ん
た
み
〞の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
は
親
し
み
や
す
く
、
安
心
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若

い
世
代
の
農
業
を
し
て
み
た
い
人
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
北
部
地
域
の
関

係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
私
に
も
地
域
を
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
か

ら
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

協
力
者
獲
得
な
ど
活
動
継
続
の
原
動

力
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
3
年
・

豊
村 

友
梨
）

∗

　喜
界
島
は
古
く
か
ら
の
文
化
が
た

く
さ
ん
受
け
継
が
れ
、
自
然
が
豊
か

で
島
の
人
々
が
と
て
も
温
か
い
島
で

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
や
蝶
、
海

が
と
て
も
美
し
く
、
温
暖
で
10
月
で

も
サ
ッ
プ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
が

で
き
る
こ
と
も
魅
力
に
感
じ
ま
し

た
。
郷
土
料
理
は
、
ゴ
マ
や
黒
砂
糖
、

パ
パ
イ
ヤ
な
ど
普
段
食
べ
る
こ
と
の

な
い
も
の
が
多
く
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
荒
木
集
落
の
散
策
で

は
、
石
垣
や
家
の
庭
に
あ
る
石
段
や

灯
篭
な
ど
に
も
サ
ン
ゴ
が
使
わ
れ
、

こ
こ
で
の
生
活
に
は
サ
ン
ゴ
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
島
の
文
化
を
若
い
人
達
が

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
サ
ン
ゴ

礁
文
化
や
島
の
自
然
な
ど
の
島
の
魅

力
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
島
外

の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
「
観
光
」
資

源
と
も
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。（
3
年
・
増
田 

七
海
）

写真1：石垣島白保集落での集落散策資源調査（2021年10月）
写真2：喜界島荒木集落での打ち合わせの様子（2021年10月）

写真3：石垣島伊野田集落での“ゆんたみ”との意見交換会（2022年2月）

写真4：学生が運営するワインショップ
「やまつづら」（2022年2月）
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筑
紫
女
学
園
大
学

1
．現
代
社
会
学
部
に

　

 

つ
い
て

　筑
紫
女
学
園
大
学
は
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
創
設
さ
れ
、
3

学
部
8
つ
の
学
科
・
コ
ー
ス
か
ら
な

る
文
系
主
体
の
大
学
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
北

米
開
教
の
責
任
者
で
あ
っ
た
水
月
哲

英
が
女
子
教
育
を
行
う
た
め
に
、
明

治
40
年
（
1
9
0
7
年
）
私
立
筑
紫

高
等
女
学
校
を
開
校
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
自
然
と
文
化
の
豊
か
な
福

岡
県
太
宰
府
市
に
あ
り
、
太
宰
府
天

満
宮
や
九
州
国
立
博
物
館
か
ら
徒
歩

圏
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　本
ゼ
ミ
の
属
す
る
現
代
社
会
学
部

は
、
筑
紫
女
学
園
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
新
し
い
学
び
を
提
供
す

る
た
め
に
2
0
1
5
年
に
開
設
さ
れ

た
学
部
で
す
。
社
会
が
求
め
る
即
戦

力
と
人
間
力
を
備
え
た
自
律
的
な
女

性
の
育
成
を
目
標
と
し
、
社
会
学
を

ベ
ー
ス
に
、「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、

「
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
」、

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
4
つ
の
専
門
領

域
を
学
ぶ
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　初
年
次
か
ら
ゼ
ミ
形
式
の
講
義
で

段
階
的
に
学
び
を
深
め
、
3
年
次
に

16
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ゼ
ミ
を
選

び
、
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
ま
す
。
専
門
性
の
異
な
る
複
数

の
ゼ
ミ
が
協
働
す
る
コ
ラ
ボ
ゼ
ミ
も

開
催
し
、
幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
、

多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
実
践
す
る

力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
．地
域
デ
ザ
イ
ン
と

　

 

観
光
の
関
わ
り

　地
域
デ
ザ
イ
ン
領
域
は
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
関

わ
り
、
よ
り
良
い
地
域
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
女
性
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
は
、
私
た
ち

の
生
活
す
る
場
、
都
市
や
農
山
漁
村

な
ど
多
様
な
社
会
と
環
境
で
す
。
地

域
に
関
わ
る
多
様
な
人
々
の
立
場
を

理
解
し
、
共
感
と
協
働
に
よ
り
地
域

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
意
識
や
知

識
、
技
術
を
獲
得
す
る
た
め
、
企
業

い
ま
す
。
最
初
の
2
つ
は
、
観
光
庁

の「
地
域
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

を
通
じ
た
域
内
連
携
促
進
に
向
け
た

実
証
事
業
」へ
の
参
画
に
な
り
ま
す
。

　1
つ
目
は
、
石
垣
島
白
保
集
落
の

「
オ
ー
リ
ミ
リ 

ム
ラ
ニ
ン
ズ
」
サ
ブ

ヌ
村
づ
く
り
事
業
（「
来
て
み
て 

村

の
仲
間
」
白
保
の
村
づ
く
り
事
業
）

で
す
。
N
P
O
夏
花
の
集
落
散
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
の
た
め
の
資
源
調

査
、
白
保
青
年
会
の
ガ
イ
ド
養
成
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
本
ゼ
ミ

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
オ
ン
ラ

や
地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
題
材
と

し
た
問
題
解
決
型
の
学
習
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
・
協
働
な
ど

の
実
践
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
地

域
資
源
の
継
承
、
地
域
の
誇
り
の
醸

成
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
が
出
来
る
「
観
光
」
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
開
発
に
よ
る
環
境

破
壊
や
地
域
社
会
へ
の
影
響
、
オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の

負
荷
の
増
加
、
地
域
社
会
と
観
光
事

業
者
、
観
光
客
と
の
軋
轢
は
、「
観
光
」

が
地
域
に
及
ぼ
す
残
念
な
例
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
と
大

手
企
業
な
ど
が
進
め
る
外
発
的
な
観

光
開
発
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
、
持

続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
地

域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
活
動
を
組
み
立
て

る
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

3
．デ
ザ
イ
ン

 

　プ
ロ
グ
ラ
ム

　で
の
学
び

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
が
持
続

可
能
で
、
か
つ
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

学
生
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
を

体
験
的
に
理
解
し
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　1
年
生
の
必
修
科
目
「
現
代
社
会

と
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
太
宰
府

の
新
た
な
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
散
策
ル
ー
ト
の
提
案
を
行

い
ま
す
。
太
宰
府
は
福
岡
有
数
の
観

光
地
で
す
が
、
天
満
宮
と
国
立
博
物

館
に
訪
問
客
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
エ

リ
ア
へ
人
を
誘
導
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
策
を
グ
ル
ー
プ
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
こ
の
授
業
の
課
題
で
す
。
2
年

次
の
専
門
科
目
「
観
光
学
」「
環
境
共

生
社
会
」
で
は
、
観
光
と
産
業
の
関

わ
り
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
自
然

資
源
の
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
3
年
次
に
は
、「
地
域
資
源
論
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
の
デ

ザ
イ
ン
手
法
や
地
域
資
源
と
そ
の
活

用
法
を
学
び
、「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
」
に
よ
り
、
企
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ

イ
ク
ル
を
一
通
り
体
験
し
ま
す
。

　3
、
4
年
次
合
同
で
行
わ
れ
る
上

村
ゼ
ミ
で
は
、
沖
縄
県
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
喜
界
島
、
佐
賀
県
鹿
島
市
、

大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
、
長
崎
県
対

馬
市
、
福
岡
県
東
峰
村
な
ど
の
現
場

に
足
を
運
び
、
参
与
観
察
を
通
じ
て

活
動
に
取
り
組
む
人
々
の
想
い
や
考

え
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
生
が
主

体
的
に
関
わ
り
地
域
の
活
性
化
や
自

然
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
、
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
際
、
重
視
し
て
い
る
の
は
、

地
域
の
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
地

域
づ
く
り
で
す
。
地
域
が
受
け
継
い

で
き
た
固
有
の
「
自
然
」
や
「
文
化
」、

「
産
業
」
そ
し
て
「
人
」
な
ど
の
資
源

を
大
切
に
し
、
持
続
可
能
な
形
で
管

理
・
活
用
し
、
そ
の
地
域
で
人
々
が

住
み
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
や
仕
掛

け
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

上
村
ゼ
ミ
で
の

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り

　

 

へ
の
取
り
組
み

　2
0
2
1
年
度
上
村
ゼ
ミ
で
は
、

3
つ
の
地
域
で
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

イ
ン
ツ
ア
ー
へ
も
参
加
し
、
学
生
の

目
線
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
1
）。

　2
つ
目
は
、
環
境
省
の
サ
ン
ゴ
礁

生
態
系
保
全
行
動
計
画
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
鹿
児
島
県

喜
界
島
で
の
「
喜
界
島
の
サ
ン
ゴ
礁

文
化
を
活
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
事
業
」
で
す
。
N
P
O

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
が
実

施
主
体
の
事
業
で
す
が
、
荒
木
集
落

の
「
荒
木
盛
り
上
げ
隊
」
の
サ
ン
ゴ

礁
文
化
を
体
験
す
る
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
の
た
め
の
資
源
調
査
に
ゼ

ミ
生
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
島
外
の
若
者
の
視
点
か
ら
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
2
）。
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

の
下
で
の
昼
寝
や
パ
パ
イ
ヤ
の
収
穫

体
験
と
漬
物
作
り
な
ど
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
12
月
に
催
行
さ
れ
ま

し
た
。

　3
つ
目
は
、
石
垣
市
北
部
農
村
集

落
活
性
化
協
議
会
（
ゆ
ん
た
み
）
が

取
り
組
ん
で
き
た
地
産
野
菜
の
学
校

給
食
へ
の
提
供
を
踏
ま
え
た
次
の
展

開
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
編
み
や
有
機

野
菜
の
収
穫
体
験
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
過
疎
化
が
進
む
北
部
農
村

集
落
で
は
、
農
作
業
や
地
域
づ
く
り

に
大
学
生
が
継
続
し
て
関
わ
る
こ
と

が
関
係
人
口
の
拡
大
や
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
人
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
3
）。

 

　

 

学
生
が

5
．参
画
す
る

　

 

そ
の
他
の

　

 

取
り
組
み

　上
村
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
が
日
常
的

に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
太
宰
府
で

も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
石
垣
島
白

保
の
N
P
O
夏
花
が
製
造
す
る
月
桃

茶
な
ど
月
桃
商
品
の
販
売
で
す
。
こ

れ
ら
の
商
品
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
た

め
に
農
地
周
辺
に
植
え
ら
れ
た
月
桃

を
原
材
料
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

販
売
の
促
進
は
サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
拡

大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
の
秋
か
ら
太

宰
府
市
五
条
の
新
崎
ア
パ
ー
ト
で
の

D
I
Y
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

着
手
し
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
エ

リ
ア
か
ら
少
し
外
れ
た
場
所
で
す
が
、

観
光
客
な
ど
の
新
た
な
立
ち
寄
り
場

所
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
2
月
に
は
学
生
が
運
営

す
る
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「W

in
e 

H
o
u
se

や
ま
つ
づ
ら
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
（
写
真
4
）。
様
々
な

世
代
の
人
が
足
を
運
び
、
交
流
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
店
舗
を
活
用
し
て
、

学
生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
各
地
の
物

産
を
販
売
し
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

6
．ま
と
め

　地
域
で
の
実
践
的
な
学
び
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
学
生
が
地
域
と
の
良
好
な

関
係
を
維
持
し
、
地
域
に
根
ざ
す
視

点
や
価
値
観
を
獲
得
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
人
間
へ
と
成
長
す
る
と
と

も
に
学
生
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　2

0
2
0
年
初
頭
か
ら
世
界
に
蔓

延
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
観
光
に

は
逆
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
持
続
可
能
な

観
光
の
あ
り
方
を
地
域
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
や
方
法

論
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
ま

す
。　最

後
に
、
2
0
2
1
年
度
の
地
域

で
の
活
動
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

∗

　白
保
の
集
落
散
策
を
し
て
気
づ
い

た
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
い
る
歴
史

や
文
化
は
難
し
く
感
じ
、
そ
の
場
で

実
際
に
見
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
方
に
よ
り
興
味
が
惹
か
れ
た

こ
と
で
す
。例
え
ば
家
々
の
庭
に
は
、

バ
ナ
ナ
や
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
石
垣
は
家
ご
と
に
高
さ
や

石
の
素
材
が
違
う
こ
と
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
が
新
鮮
で
面

白
い
と
感
じ
た
も
の
を
地
域
の
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
集
落

観
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
か
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。（
4
年
・

熊
埜
御
堂 

光
里
）∗

　石
垣
島
白
保
集
落
を
散
策
す
る
中

で
知
っ
た
伝
統
や
自
然
、
文
化
は
私

に
と
っ
て
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
、
植
物
は
、
日
常
で
見

か
け
る
こ
と
が
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
ら
の
活
用
法
に
も
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。
白
保
の
人
に
と
っ
て

は
日
常
の
一
部
で
あ
る
伝
統
や
自

然
、
文
化
な
ど
も
、
私
た
ち
県
外
か

ら
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
で
興

味
深
い
も
の
で
す
。
解
説
や
体
験
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
の

地
域
で
も
観
光
地
に
な
り
得
る
こ

と
、
ど
ん
な
も
の
で
も
観
光
資
源
に

な
り
得
る
こ
と
を
今
回
の
参
加
を
通

し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
4
年
・
橋
本 

美
桜
）

∗

　石
垣
島
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
白
保
で
の
「
八
重
山
上
布
の

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験
」
で
す
。
一

般
的
な
着
物
や
浴
衣
が
絹
や
綿
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
石
垣
島
で
は
麻
か
ら
着
物

が
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
驚
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
染
料
も
植
物
か
ら

と
る
環
境
に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能

な
方
法
と
い
う
点
も
魅
力
的
で
し

た
。
し
か
し
、
麻
を
紡
ぐ
作
業
は
90

代
の
お
ば
あ
さ
ん
し
か
で
き
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。
伝
統
と
し
て
大
切
に

残
さ
れ
て
き
た
技
術
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
に
協
力
す
る
こ
と
が
、
大
学

生
が
石
垣
島
の
た
め
に
で
き
る
最
大

の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。（
4
年
・
名
和 

す
ず
）

∗

　石
垣
島
白
保
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
に
参
加
し
、
そ
の
2
ヶ
月
後
、

実
際
に
白
保
を
訪
問
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
で
は
、
月
桃
の
葉

や
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な
ど
が
自

宅
に
届
け
ら
れ
、
ツ
ア
ー
前
か
ら
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
民
具
づ
く
り
や
V
R
ゴ
ー
グ
ル

を
活
用
し
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体

験
な
ど
、
現
地
に
い
る
よ
う
な
感
覚

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、
石
垣
島
に
足

を
運
ぶ
動
機
付
け
に
も
繋
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
で
の
体
験
に
よ
り
、
予
備
知
識

を
得
た
上
で
訪
問
し
た
こ
と
で
、
よ

り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
と
現
地
訪
問
を
組

み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光

の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
と
感
じ

ま
し
た
。（
3
年
・
田
中 

希
）

∗

　石
垣
島
伊
野
田
集
落
で
の
収
穫
体

験
に
参
加
し
ま
し
た
。
椰
子
の
葉
で

カ
ゴ
を
作
り
、
無
農
薬
で
栽
培
し
た

ト
マ
ト
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
カ

ゴ
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
し
ま
し
た
。
自

作
の
カ
ゴ
に
収
穫
す
る
こ
と
が
満
足

感
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

〝
ゆ
ん
た
み
〞の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
は
親
し
み
や
す
く
、
安
心
し
て

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若

い
世
代
の
農
業
を
し
て
み
た
い
人
を

対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
、
北
部
地
域
の
関

係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
私
に
も
地
域
を
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
こ
と
か

ら
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

協
力
者
獲
得
な
ど
活
動
継
続
の
原
動

力
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
3
年
・

豊
村 

友
梨
）

∗

　喜
界
島
は
古
く
か
ら
の
文
化
が
た

く
さ
ん
受
け
継
が
れ
、
自
然
が
豊
か

で
島
の
人
々
が
と
て
も
温
か
い
島
で

し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
や
蝶
、
海

が
と
て
も
美
し
く
、
温
暖
で
10
月
で

も
サ
ッ
プ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
体
験
が

で
き
る
こ
と
も
魅
力
に
感
じ
ま
し

た
。
郷
土
料
理
は
、
ゴ
マ
や
黒
砂
糖
、

パ
パ
イ
ヤ
な
ど
普
段
食
べ
る
こ
と
の

な
い
も
の
が
多
く
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
荒
木
集
落
の
散
策
で

は
、
石
垣
や
家
の
庭
に
あ
る
石
段
や

灯
篭
な
ど
に
も
サ
ン
ゴ
が
使
わ
れ
、

こ
こ
で
の
生
活
に
は
サ
ン
ゴ
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
島
の
文
化
を
若
い
人
達
が

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
サ
ン
ゴ

礁
文
化
や
島
の
自
然
な
ど
の
島
の
魅

力
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
島
外

の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
「
観
光
」
資

源
と
も
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。（
3
年
・
増
田 

七
海
）
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　2
0
2
0
年
1
月
下
旬
、
春
節

だ
っ
た
が
中
国
か
ら
の
観
光
客
の

キ
ャ
ン
セ
ル
通
知
が
入
り
だ
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
桜
の
咲
く
頃
に
は
、

夏
休
み
に
は
、
紅
葉
の
時
期
に
は
終

息
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
一

向
に
終
息
し
な
か
っ
た
。

　そ
し
て
コ
ロ
ナ
の
期
間
中
に
人
生

の
師
と
も
い
え
る
人
を
亡
く
し
た
。

御
所
坊
の
字
等
を
書
い
て
頂
い
た
無

方
庵
と
い
う
号
を
持
つ
綿
貫
宏
介
氏

だ
。
先
行
き
の
見
え
な
い
閉
塞
感
を

感
じ
て
い
た
時
に
、
ふ
と
氏
の『
南

天
葉
露
堤
要
』拓
本
集
を
思
い
出
し

た
。
一
見
漢
詩
風
に
見
え
る
内
容
だ

が
、
タ
イ
ト
ル
を「
な
ん
て
パ
ロ
デ
ィ

よ
」と
読
む
よ
う
に
中
身
は
ユ
ー
モ

ア
で
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
林

語
堂
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
氏
が
影
響
を
受
け
た
と
い
う

林
語
堂
の『
人
生
を
い
か
に
生
き
る

か
』（
上
下
）を
購
入
し
た
。
林
語
堂

は
福
建
省
の
生
ま
れ
で
キ
リ
ス
ト
教

の
牧
師
の
家
庭
で
育
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
や
ド
イ
ツ
で
学
び
、
晩
年
は
台
北

で
過
ご
し
た
ユ
ー
モ
ア
を
愛
す
る
世

界
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
。

　か
つ
て
嫌
煙
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
禁
煙
に
す
る
か
ど
う
か

迷
っ
て
氏
に
相
談
を
か
け
た
。
そ
の

時「
喫
煙
家
が
禁
煙
家
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
の
は
肉
体
的
な
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
禁
煙
家
が
喫
煙
家

に
か
け
て
い
る
迷
惑
は
精
神
的
な
も

の
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
を
教
え
て

も
ら
っ
た
事
が
あ
る
。
今
で
は
分
煙

や
完
全
禁
煙
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
そ
の
言
葉
も
こ
の
本
に
書
か

れ
て
い
た
。
本
の
内
容
は
項
目
ご
と

に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
僕
は
読

み
た
い
項
目
や
節
を
選
ん
で
バ
ラ
バ

ラ
に
読
ん
で
い
る
。

　タ
イ
ム
リ
ー
な
の
で
、
第
九
章
十

節
の「
旅
行
の
楽
し
み
」に
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　冒
頭
に
旅
の
邪
道
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
邪
道
の
第
一
と
し
て
精
神
向

上
の
た
め
の
旅
を
否
定
し
て
い
る
。

精
神
向
上
の
た
め
に
観
光
ガ
イ
ド
が

誕
生
し
て
講
釈
を
述
べ
る
。
そ
の
話

わたしの１冊
25回第

『人生を
いかに生きるか』

林語堂 著
（上／下）

講談社 1979年

金
井
啓
修（
か
な
い・ひ
ろ
の
ぶ
）

日
本
で一番
歴
史
の
あ
る
有
馬
温
泉
。そ
の
中
で
も一番
歴
史
の
あ
る
温
泉
宿 

御

所
坊
の
15
代
目
主
人
。
1
9
5
5
年
生
ま
れ
。
1
9
7
8
年
有
馬
に
戻
り
、以

後
40
余
年
間
、
有
馬
温
泉
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
。そ
の
間
、
国
土
交
通
省

の「
観
光
カ
リ
ス
マ
1
0
0
選
」に
認
定
さ
れ
る
。
趣
味
は
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
づ

く
り
と
ラ
ガ
ー・
ビ
ア
。
休
日
は
4
人
の
孫
守
り
に
追
わ
れ
て
い
る
。

を
聞
く
よ
り
も
、
た
ま
の
休
暇
に
は

心
を
の
ん
び
り
さ
せ
て
休
養
を
取
る

べ
き
だ
と
い
う
。

　確
か
に
自
分
の
知
識
だ
け
を
ひ
け

ら
か
し
、
旅
行
者
の
知
り
た
い
も
の

や
時
間
な
ど
お
構
い
な
し
の
ガ
イ
ド

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
昨

今
で
い
え
ば
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要

な
の
か
疑
問
も
湧
い
て
き
た
。

　第
二
の
邪
道
は
、
後
日
の
話
の
種

を
作
る
為
の
旅
。
お
茶
の
名
所
で
茶

を
飲
む
姿
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。

茶
を
飲
ん
で
い
る
自
分
の
写
真
を
友

人
に
見
せ
る
の
は
良
い
が
、
本
物
の

茶
を
味
わ
う
よ
り
写
真
の
方
に
気
を

取
ら
れ
て
い
る
事
が
問
題
だ
。
確
か

に
今
は
S
N
S
に
載
せ
る
為
に
旅
を

し
、
食
事
を
注
文
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
え
る
人
も
多
い
。

　第
三
は
、
完
全
に
旅
程
を
く
ん
だ

旅
。
そ
れ
を
後
生
大
事
に
守
る
事
。

日
常
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
て
お

り
、
旅
に
出
て
も
同
じ
よ
う
な
事
を

し
て
い
る
。
最
近
は
少
な
い
と
思
う

が
、
多
く
の
日
本
人
は
そ
の
よ
う
な

旅
を
し
て
い
る
と
思
う
。

　林
語
堂
は
旅
の
醍
醐
味
は
、
世
を

避
け
人
か
ら
逃
れ
る
旅

　忘
れ
る
為

の
旅
だ
と
云
っ
て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
が
終
息
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
再
開
し
た
時
に
、
成
熟
化
し
た
旅

行
者
を
受
け
入
れ
る
為
に
は
、
林
語

堂
の
言
葉
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。
海
外
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
成
熟
化

し
た
旅
行
者
は
、
何
も
し
な
い
時
を

楽
し
ん
で
い
る
様
に
思
う
か
ら
だ
。

金
井
啓
修 

有
馬
温
泉
観
光
協
会 

会
長

ひ
ろ
す
け

第253号 May 202289



「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてweb版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申込も承っております。
当財団ホームページからお申込ください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購 読 のご案 内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予め了承ください。
※お申込の確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770‒8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

コロナ禍によって、旅行
市場や観光地づくりに
おける変化がより加速
度的に進む、と想定して
います。
具体的にどのように変
化していくのでしょうか。
今号の「観光文化」では、
公益財団法人日本交通
公社の研究員が、①どの
ような課題意識を持ち、
②どのような研究フレー
ムで研究活動に取り組
み、③現時点で何が見
えてきたのか、また④今
後の展開などについて、
「少し先の未来のための

7つの研究」として、その概要を紹介しています。
今回の特集が、観光に関わる方々にとって、今後の観光振興を考
える一助になれば嬉しく思います。A4判80ページ／1000円+税

252号（2022年2月発行） 
特集 今後の観光文化創造に貢献する研究領域

日本でスポーツを中心
に地域づくりをしようと
いう考え方が広まる契
機となったのは、地域密
着を掲げたJリーグの発
足（1993年）と、「2002 
FIFAワールドカップ」の
誘致活動であると言わ
れる。近年では2019年
に開催された「ラグビー
ワールドカップ2019日
本大会」での盛り上がり
が思い出される。2021
年に入ってもコロナ禍は
依然として収束の兆しを
見せなかったが、夏季に
は1年延期となった東京

オリンピック・パラリンピックが開催され、熱戦が各地で繰り広げ
られた。今回の「観光文化」では、長い年月をかけて地域のスポ
ーツ振興や国際交流事業に取り組んできた5つの地域に、取組
の歴史、現状と課題、今後の展開を、コロナ禍で開催された東京
オリンピック・パラリンピックにどのように向き合ってきたのかなど
も含めてご寄稿いただいた。「国際スポーツイベントと地域振興」
の要諦を考えるきっかけになれば幸いである。 A4判52ページ／
1000円+税

251号（2021年11月発行） 
特集 国際スポーツイベントと地域振興

地方創生やまちづくりに
おいて、観光が大きな役
割を占める地域は多い
ですが、コロナ禍によっ
て、観光（地）はこれまで
以上に高度な経営を必
要としています。地域の活
性化やまちづくりにおけ
る大学の重要性が増し
ているのです。では、地
域社会や企業等から期
待される大学の役割と
は何でしょう。観光教育、
地域と連携・協力した大
学の取組のあり方とはど
んなものでしょうか。今回
の特集では、地域の観

光振興に貢献する大学の中から、公立大学に注目しました。公立
大学は、地方公共団体が設置・管理するという性格から、地域へ
の貢献が特に期待されているからです。地域における高等教育
機会の提供、知的・文化的拠点、社会・経済・文化への貢献、若
者の地域への定着、観光でいえばより地域に根ざした観光教育
です。公立大学を取り巻く現状と課題、そして期待を、公立大学10
校の取組事例をもとに考えます。 A4判88ページ／1000円+税

250号（2021年8月発行） 
特集 観光振興に貢献する地方公立大学～地域における現状と課題、そして期待～

当財団は、この10年間、
直接・間接的に被災地
に関わり続けてきまし
た。208号（2011年7月
号）では「東日本大震災
からの復興に向けたツ
ーリズムの役割」をテー
マに、景観・まちづくりの
専門家や各地で発生し
た震災からの復興に尽
力された方々からの、今
後の復興プランへの提
言を紹介しました。震災
から5年の節目には「観
光文化229号（2016年
4月号）」において、復興
の現場で活動する方々

の声を通して観光の意義と可能性を考察しました。それからさら
に5年が経ち、観光のトレンドも大きく変化するなかで、被災地はど
のように観光に向き合い、観光復興に取り組んできたのでしょう
か。今号では、東日本大震災から10年の節目に、現場の声にあ
らためて耳を傾け、震災からの復旧・復興における観光や交流の
実情、観光振興が果たした役割の概括を試みました。 A4判100
ページ／1000円+税

249号（2021年5月発行） 
特集 東日本大震災から10年～被災地の観光復興の今、伝えたい想い～
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてweb版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申込も承っております。
当財団ホームページからお申込ください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全文公開と購読のご案内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予め了承ください。
※お申込の確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770‒8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌

この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

コロナ禍によって、旅行
市場や観光地づくりに
おける変化がより加速
度的に進む、と想定して
います。
具体的にどのように変
化していくのでしょうか。
今号の「観光文化」では、
公益財団法人日本交通
公社の研究員が、①どの
ような課題意識を持ち、
②どのような研究フレー
ムで研究活動に取り組
み、③現時点で何が見
えてきたのか、また④今
後の展開などについて、
「少し先の未来のための

7つの研究」として、その概要を紹介しています。
今回の特集が、観光に関わる方々にとって、今後の観光振興を考
える一助になれば嬉しく思います。A4判80ページ／1000円+税

252号（2022年2月発行） 
特集 今後の観光文化創造に貢献する研究領域

日本でスポーツを中心
に地域づくりをしようと
いう考え方が広まる契
機となったのは、地域密
着を掲げたJリーグの発
足（1993年）と、「2002 
FIFAワールドカップ」の
誘致活動であると言わ
れる。近年では2019年
に開催された「ラグビー
ワールドカップ2019日
本大会」での盛り上がり
が思い出される。2021
年に入ってもコロナ禍は
依然として収束の兆しを
見せなかったが、夏季に
は1年延期となった東京

オリンピック・パラリンピックが開催され、熱戦が各地で繰り広げ
られた。今回の「観光文化」では、長い年月をかけて地域のスポ
ーツ振興や国際交流事業に取り組んできた5つの地域に、取組
の歴史、現状と課題、今後の展開を、コロナ禍で開催された東京
オリンピック・パラリンピックにどのように向き合ってきたのかなど
も含めてご寄稿いただいた。「国際スポーツイベントと地域振興」
の要諦を考えるきっかけになれば幸いである。 A4判52ページ／
1000円+税

251号（2021年11月発行） 
特集 国際スポーツイベントと地域振興

地方創生やまちづくりに
おいて、観光が大きな役
割を占める地域は多い
ですが、コロナ禍によっ
て、観光（地）はこれまで
以上に高度な経営を必
要としています。地域の活
性化やまちづくりにおけ
る大学の重要性が増し
ているのです。では、地
域社会や企業等から期
待される大学の役割と
は何でしょう。観光教育、
地域と連携・協力した大
学の取組のあり方とはど
んなものでしょうか。今回
の特集では、地域の観

光振興に貢献する大学の中から、公立大学に注目しました。公立
大学は、地方公共団体が設置・管理するという性格から、地域へ
の貢献が特に期待されているからです。地域における高等教育
機会の提供、知的・文化的拠点、社会・経済・文化への貢献、若
者の地域への定着、観光でいえばより地域に根ざした観光教育
です。公立大学を取り巻く現状と課題、そして期待を、公立大学10
校の取組事例をもとに考えます。 A4判88ページ／1000円+税

250号（2021年8月発行） 
特集 観光振興に貢献する地方公立大学～地域における現状と課題、そして期待～

当財団は、この10年間、
直接・間接的に被災地
に関わり続けてきまし
た。208号（2011年7月
号）では「東日本大震災
からの復興に向けたツ
ーリズムの役割」をテー
マに、景観・まちづくりの
専門家や各地で発生し
た震災からの復興に尽
力された方々からの、今
後の復興プランへの提
言を紹介しました。震災
から5年の節目には「観
光文化229号（2016年
4月号）」において、復興
の現場で活動する方々

の声を通して観光の意義と可能性を考察しました。それからさら
に5年が経ち、観光のトレンドも大きく変化するなかで、被災地はど
のように観光に向き合い、観光復興に取り組んできたのでしょう
か。今号では、東日本大震災から10年の節目に、現場の声にあ
らためて耳を傾け、震災からの復旧・復興における観光や交流の
実情、観光振興が果たした役割の概括を試みました。 A4判100
ページ／1000円+税

249号（2021年5月発行） 
特集 東日本大震災から10年～被災地の観光復興の今、伝えたい想い～
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公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

日本人やインバウンド
の旅行市場をはじめ、
観光産業、観光地、観
光政策などについて、
各種統計資料や、当財
団が実施した独自の調
査結果をもとに、直近
一年の動向を概観して
います。2014年発行分
からは、これまで発行し
てきた『旅行者動向』、
『Market Insight』で取
り扱っていた日本人の
国内旅行や海外旅行
に関する意識調査結
果を組み込んだ形でリ
ニューアルを行いまし
た。また2021年版では
新たな章として「新型コ

ロナウイルス感染症の流行と日本人の旅行」を加えました。2021年
10月発行／A4判212ページ／定価2,200円（本体2,000円 + 税）

『旅行年報2021』（発行：2021年10月）

『2021年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2021年12月）

本書は、2021年7月9
日（金）・19日（月）の2
日間にわたり開催した
「観光地経営講座」の
中から、4つのオンライ
ン講義と、軽井沢現地
研修でのオリエンテー
ションとグループワーク
の内容をまとめた講義
録です。今回の講座で
は、「観光地の“強さ”と
は何か？～経験価値
に立脚する原点回帰の
観光地経営～」をテー
マとしました。新型コロ
ナウイルスの国際的な
感染拡大によって、観
光地、観光産業への打
撃は長期化しています。

一方で、コロナ禍においても来訪者や移住者が集まる地域も見受け
られます。こうした地域は、地域ならではの核となる特徴や強みを活
かした「経験価値」を形にしているとともに、顧客のみならず、ともに観
光事業に取り組む関係者や地元住民との間に、強固な「信頼関係」
が構築できていることがうかがえます。先が見えない状況だからこそ
必要な、長期的視点に基づいた地域のブランディングや、様々なリ
スクにも揺るがない観光地経営のヒントが散りばめられている一冊
となっています。本講座及び本書をきっかけに、具体的なアクションに
つながれば幸いです。A4判 60ページ／定価1,100円（本体1,000
円 + 税）
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すぐれたガイドとは？
小林寛子（東海大学）

観光研究最前線 ❶

活動報告

ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事

の
事
例

11

視座

ガイドは
観光振興の
主役となる
可能性がある
松田光輝（知床）×
江崎貴久（伊勢志摩）×
松本毅（屋久島）

ガイドツアーの
醍醐味
小町篤×
来山久仁子×
本藤聡子×
水野恭一（風の旅行社）
撮影：笹野忠和
構成・文：井上理江
インタビュー
三木昇（ネイチャーガイド）
川﨑一洋（大日寺住職）
飯島 泉（甲州市）

国内旅行における
ガイドツアーの
参加経験と
参加意向、
求めること

新型コロナウイルスが
外国人旅行者の
海外旅行意向に
及ぼす影響と
今後の展望２
柿島あかね（JTBF）

新型コロナウイルス
感染症流行下の
日本人旅行者の
動向４
安原有紗
五木田玲子（JTBF）

第 24 回
たびとしょCafe
「ビジョンを
共有するための
デザイン」
たなかみのる氏（パラボラ舎）
ゲスト

ガイドは
持続可能な観光振興の

旗手となる
寺崎竜雄（JTBF）
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253
Tourism Culture

観光を学ぶということ・上村ゼミ／わたしの1冊・『人生をいかに生きるか』林語堂 著
上村真仁（筑紫女学園大学） 金井啓修（有馬温泉）
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